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はじめに 

このプロジェクト事業完了報告書は、プロジェクトを開始した 2016 年 4 月から活動を終了させカウ

ンターパート機関に引き渡した 2022 年 3 月までの活動について、その実施過程と成果を総括し、設定

されたプロジェクト目標や期待される成果の達成度を最終的に確認する目的で作成したものである。

これまでプロジェクトでは 6カ月ごとにモニタリング報告書を作成し（2021年 10月の第 12号まで）、

また実施期間の中間地点にあたる 2018 年 10 月にプロジェクト業務進捗報告書を作成していることか

ら、実施した活動内容やその期間の成果品についての詳細は各対象時期の報告書を参照することとす

る。プロジェクト事業完了報告書では、最初に本プロジェクトで取り組んだコミュニティ・ベース

ド・ツーリズムのドミニカ共和国の観光開発の中での意義を確認し、今後プロジェクト終了後も継続

した取り組みにつながるよう、成果の取りまとめ状況を記載した。 

本プロジェクトの活動では、実際の商品開発、地域観光運営グループの形成、プロモーション活動

をはじめ、体制の構築や人材育成プログラムの提案など、多種多様な活動を中央、地域、コミュニテ

ィと異なるレベルに対して同時並行で行ってきた。現場で利用できるリソースや既存の体制をできる

限り活用したが、新たな取り組みの多くはパイロットアクションとしてプロジェクトが直接支援をし

てきた。これらの活動は「持続可能なコミュニティツーリズム」（Turismo Comunitario Sostenible: TCS）

を推進する活動として位置づけ、観光省（MITUR）と職業訓練庁（INFOTEP）をはじめとする関係者

がかかわってきた。これらの活動を実施した経験や教訓から、プロジェクト終了後もドミニカ共和国

政府が TCS 推進により、観光商品やデスティネーションの多様化、地域住民の利益の拡大、そして地

域のエンパワメントを実現することを期待しており、取りまとめた「TCS 推進ビジョン 2030」や推進

マニュアル、ガイドラインにより、地域主体の観光開発への取り組みが広く継続することが可能であ

る。すでに多くの関係者が地域での観光開発の主体として TCS 推進に取り組んでおり、またインフル

エンサーをはじめ TCS を支援する多くのサポーターの存在やすでに南部地域で取り組む準備が開始さ

れていることから、プロジェクト終了後も TCSの定着と全国展開が期待できる。 

本プロジェクト期間中、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、一時はプロジェクト活動の延期

だけでなく観光活動が停止し、専門家が現地入りできず本プロジェクトの継続が難しくなる状況にも

直面した。しかしながら関係者の多大な努力と思いにより、コロナ禍で最も影響を受けた産業でもあ

る観光と直接関係しながらも、柔軟に対応し具体的にコミュニティに寄り添い、いち早く TCS 活動の

回復を支えることができた。2021 年後半は、世界に先駆けいち早く国際観光客数がコロナ禍前の水準

にまで戻るなか、より持続可能な観光への努力とそれを受け入れる側の地域の強靭性の向上が求めら

れている。このような危機的な状況であったからこそ、それを契機としてより持続性のある高い次元

の観光開発を振興してく重要性への認識が以前にもまして関係者の間で広がった。こうしたなか、そ

れを実現できる具体的な取り組みとなる、地域主体の観光開発の重要性への理解がより広まり、今後

全国に普及されていくことが期待できる。 

 

本プロジェクトにかかわった観光省や職業訓練庁の C/Pをはじめ、調整役を担った経済計画開発省の

関係者、ならびに JICA ドミニカ共和国の関係者、日本から様々な支援とアドバイスをいただいた経済

開発部の関係者の方々に、感謝の意を表する。 
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1. プロジェクトの背景と概要 

1-1 プロジェクトの背景 

 ドミニカ共和国は、年間 600万人以上の観光客を受け入れるカリブ諸国第一の観光立国であり、観光

産業を開発優先分野とした国の政策により、外資による大型ビーチリゾート開発を積極的に推進し、

右肩上がりで観光客が増加してきた。一方、これまでのいわゆる「ビーチと太陽」を主とした観光開

発では、観光客の消費はおもにホテル内、もしくは囲い込みによる限られた観光活動にとどまる結果

を生んできた。観光地域が周辺地域と隔離され、自然・文化資源が適切に利用されず、地域住民が利

益を得る機会が限られてしまうほか、周辺カリブ諸国の同様な観光地との差別化が課題となっていた。 

このような状況下、政府の「国家開発計画 2030」（Estrategia Nacional de Desarrollo 2030:END 2030）で

は、基幹産業である観光をより持続的に推進するため、多様な観光開発を推進し地域開発に資する取

り組みを進める方針を示した。これまでの「ビーチと太陽」の観光に加え、新たな観光商品の開発や

新たなニーズの開拓を進め、その一つとして、コミュニティの観光活動への参画を促し、地域の豊か

な文化や歴史、そして多様な自然資源を守り活用するような観光開発を推奨するとした。大型ビーチ

リゾート開発の先駆けである北部の代表的な観光地であるプエルトプラタ県では、開発が開始されて

20 年以上が経った 2000 年以降、リゾートとしての輝きが薄れ観光客数も年々減少していた状況を打破

するため、「官民協力による豊かな観光地域づくりプロジェクト」（TURISOPP）が 2009 年から 2013 年

に JICA の支援で実施された。地域住民を巻き込んだ観光開発に加え、観光インフラの整備やクルーズ

港誘致が加わり、プエルトプラタの訪問客は増加し、これまで疎外されてきた地域住民は観光開発で

自らが主役になれる機会を得た。 

ドミニカ共和国の観光省（MITUR）は、観光商品と観光地の多様化を進めるなかで、サントドミン

ゴを起点とした 3 つの観光サーキットによる複合観光地戦略（Estrategia Turistica de Multidestino）案を

示し、これまで観光地として捉えられていなかった地域でも観光活動を推進していくことを目指しし

た。その先駆けとして、北西部 4県（モンテクリスティ県、ダハボン県、サンチアゴ・ロドリゲス県、

バルベルデ県）において、地域資源を活用したルート開発が行われた。このような経緯を経て、ドミ

ニカ共和国政府から日本政府に対し、これまでの取り組みの経験からコミュニティが主体となる観光

振興モデルの完成度を高め、それを活用して北部地域 14 県においてコミュニティ・ベースド・ツーリ

ズムの振興を図るために協力が要請された。 

要請を受けて JICAは、2015年 2月に詳細計画策定調査を実施し、MITURをはじめとするドミニカ共

和国側関係者との協議の結果、「北部地域における持続的なコミュニティを基礎とした観光開発のため

のメカニズム強化プロジェクト」の実施内容について合意し、2016 年 1 月に討議議事録（Record of 

Discussion: R/D）の署名・交換を行った。2016 年 4 月から 5 年間の実施期間である本プロジェクト（の

ちにコロナ禍の影響で 11 カ月の延長）は、ドミニカ共和国の MITUR と職業訓練庁（INFOTEP）を中

心にプロジェクトの実施体制を構築し、同国の状況に合わせたコミュニティ・ベースド・ツーリズム

（CBT）をコンセプトとした「持続可能なコミュニティツーリズム」（TCS）を示し、それを促進する

ための能力と調整メカニズムの強化を目指した。TCS ビジネスと観光商品の強化、地域観光運営体制

の強化、プロモーション能力の強化、TCS での人材育成、TCS 推進支援体制（中央）の構築、TCS 推

進戦略の策定が主な活動であり、これらへの働きかけによりコミュニティが主体となった観光開発の

モデルを示す試みを行った。 

そのような活動を続けるなか、2020 年前半から新型コロナウイルス感染症の全世界的な拡大により、
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人の移動が制限され、専門家の現地業務も実施ができずプロジェクト活動に大きな影響を受けた。国

際観光が激減したことから、プロジェクト活動全体に影響を及ぼし、支援対象としていたコミュニテ

ィも例外なく影響を受け、危機的な状況に陥った。また専門家が現地での業務ができないなか、オン

ラインで活動を進めるものの、同時期に政権が交代し、MITUR 内の人事異動もあったため、プロジェ

クト活動の継続性が心配された。しかしながら、ドミニカ共和国側の C/P のコミットメントと JICA 側

の支援により、プロジェクト実施期間を 11 カ月延長し、新たな活動を加えながらプロジェクト活動を

軌道に戻し、2022年 2 月に最後の合同調整委員会（JCC）を迎えた。プロジェクト目標の達成を確認し、

MITUR が主導する TCS 推進体制により北部地域をはじめとして、コミュニティを主体としたオルタナ

ティブな観光開発を全国展開していくことが約束された。 

なお、本文では「コミュニティ・ベースド・ツーリズム」を、プロジェクトを通して普及させた

「持続可能なコミュニティツーリズム」として記載しており、必要に応じて読み替えていただきたい。 

 

 

1-2 プロジェクトの概要 

プロジェクト名 

北部地域における持続的なコミュニティを基礎とした観光開発のためのメカニズム強化プロジェクト 

 

プロジェクト期間 

2016年 4 月～2022年 3 月 

当初は 2021年 4月までであったが、新型コロナ感染症拡大による影響があり 11 カ月の延長を行った。 

 

プロジェクト実施機関 

観光省（Ministerio de Turismo） 

職業訓練庁（Instituto Nacional de formación Tecnico Profesional） 

経済計画開発省（Ministerio de Economía, Planificación y Desarrollo） 

 

プロジェクト目標 

北部地域においてPPPを通じた持続的なコミュニティ・ベースド・ツーリズム（CBT）開発を促進する

ための能力と調整メカニズムが強化される。 

 

上位目標 

CBTがドミニカ共和国の国内外からの訪問者への主要な観光アトラクションの一つとなる。 

 

期待される成果と活動 

成果 1：参加型手法の紹介・適用と、関係組織との協力を通じて、北部地域における CBT と地域資源

の現状が診断される。 

活動 1-1 北部地域の TCS振興に関する現状把握 

活動 1-2 北部地域の TCSポテンシャル調査  

活動 1-3 北部地域のリーダーの特定と関係構築    

 活動 1-4 参加型アプローチの改善    
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 活動 1-5 参加型アプローチによる地元資源の特定    

 活動 1-6 テリトリアル・グループ候補の選定    

 活動 1-7 診断結果を中央調整テーブルで発表  

成果 2：プエルトプラタ県と北西部 4県の事例をもとに、北部地域における CBT を推進するための戦

略と計画が策定される。 

 活動 2-1 プエルトプラタ県、及び北西部 4県におけるパイロット活動計画の策定  

 活動 2-2 パイロット活動計画の実施    

 活動 2-3 パイロット活動計画のモニタリング    

 活動 2-4 総合的な北部地域 TCS 戦略の策定    

 活動 2-5 総合的な北部地域 TCS 戦略に基づいたアクションプランの策定  

 活動 2-6 作成した北部地域 TCS 戦略とアクションプランを中央調整テーブルに報告 

 活動 2-7 テリトリアル・グループの地元アクションプランの策定のための支援  

 活動 2-8 テリトリアル・グループの人材育成計画の策定    

成果 3：北部地域において CBT を推進するための地域レベル・地元レベルのアクションの活動が実行

される。 

活動 3-1 総合的な北部地域 CBT 戦略とアクションプランの実施支援 

 活動 3-2 テリトリアル・グループの地元アクションプランの実施支援 

 活動 3-3 テリトリアル・グループの人材育成計画の実施支援 

 活動 3-4 テリトリアル・グループの相互訪問 

 活動 3-5 テリトリアル・グループ自身による活動モニタリング 

成果 4：北部地域における CBT 活動を推進するための体制が確立される。 

 活動 4-1 中央調整テーブルに対する活動報告 

 活動 4-2 MITURによるテリトリアル・グループの活動のモニタリング 

 活動 4-3 セミナー等の開催 

 活動 4-4 成功例をまとめたハンドブックの作成 

 活動 4-5 研修プログラムの開発 

 活動 4-6 北部地域の TCS振興の持続性を確保するための提案の提示 

 活動 4-7 TCSを持続的に振興するための体制に関するガイドラインの作成 

 

 

1-3 本プロジェクトの意義 

本項では、ドミニカ共和国の観光開発における本プロジェクトの意義についてあらためて振り返る。 

ドミニカ共和国観光開発の歴史を振り返ると、観光優先地域での外国投資を優遇する政策により国

内各所で観光開発が行われてきた。これによりプンタカーナやババロ地域はカリブ有数の観光デステ

ィネーションとなっている。さかのぼれば北部地域のプエルトプラタをはじめとする大西洋側の海岸

線、サントドミンゴから東部のボカチカ、ファンドリオ、ラ・ロマーナなども東部の先駆けとして、

1980 年代から観光開発が行われてきた。外資誘致の優遇地域は全国に広げられたが、その後も東部の

ビーチリゾート開発に集中している。現在も観光開発の主流はビーチリゾート開発であり、加えて近

年はサントドミンゴの旧市街や MICEの誘致を狙う都市観光開発、またクルーズ観光などであり、これ

からもこの主流により観光開発がけん引されていくであろう。これらの大型投資を軸にした観光推進
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とこのような観光開発の持続可能性を確保する努力が行われる一方、それとは別に従来の観光開発と

は異なる、大型投資に頼らないオルタナティブな観光開発も必要である認識が広くされるようになっ

た。国家開発計画をはじめとする開発戦略でもその意図は示されている。その外資による観光開発以

外のオルタナティブな観光開発モデルとは何かの答えを具体的に示したのが本プロジェクトの「地域

主体の観光開発モデル」構築の取り組みであるととらえられる。外部者に頼るのではなく、そこに住

む地域住民自身が主役になる観光を具体化したのが「持続可能なコミュニティツーリズム」（TCS）で

ある。そして重要なのは、本プロジェクトを通してこの「地域主体の観光開発モデル」は機能するこ

とを示した。 

 

図 1-1：ドミニカ共和国の観光開発の関係図 

 

本プロジェクトで推進したモデルでは、TCS の推進目的を観光振興で常に課題とされる観光オファ

ーの多様化に加え、地域住民への公平な利益拡大と地域のエンパワメントも同時に実現していく。こ

の実現のためにプロジェクトの対象地域であった北部地域では、コミュニィから市、県、地域、中央

レベルで多様な取り組みを同時並行で進め、その結果、政府からの適度な支援を継続していくことで、

この 3 つの目的を達成できることを確認した。 

 

図 1-2：TCS推進の 3 つの目的 
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 プロジェクト活動の実践を通して北部地域では、具体的にこれら 3つの目的に沿った成果を生み出す

とともに、今後全国展開させていくための戦略や具体的な施策案、実践を基に整理した開発の手法や

手順を示した。このような TCS推進の活動を今後も戦略的に MITURが中心となり、対象となった北部

地域のみならず、南部地域、東部地域に展開をさせていくことで、ドミニカ共和国における「地域主

体の観光開発」を定着させていくことが可能である。本プロジェクトでの経験とそこから導き出した

方法論を使い、そこで育成された多様な人材を駆使しながら、今後もその経験を蓄積し支援の方法や

現場での実施効果を高めていくことが期待される。それぞれの地域での異なる特徴を考慮しながらも、

実践的な支援アプローチを現場に合わせて具体化していくことで、そこの地域住民が観光活動に参加

し、地域を運営する能力を身に着け、新たな観光商品を生んでいくための支援が可能である。これに

より、ドミニカ共和国の観光開発の根幹を強化し、観光の競争力を高めていくことが可能となる。 

このモデルの実用では、大きく 2つのアプローチを想定している。低迷する観光地において地域から

付加価値を創造し競争力を高め、これまで観光活動に参加してこなかった周辺コミュニティの住民の

参加を促し、利益の拡大を図るアプローチ、もう一つは観光開発途上地域において、地域主体で始め

られる観光活動により観光開発のきっかけを与えるとともに、観光を通した地域開発の芽生えや開発

能力の向上にもつなげていくアプローチである。 

 

 

図 1-3：北部地域で実践した「地域主体の観光開発モデル」応用図 

 

観光地の発展と衰退を時間と観光客数から示したライフサイクル1（バトラー）では、その発展を開

拓期から始まり、登場期、成長期、確立期、停滞期を経て減退するか回生してくか、永遠に成長は続

 
1 Richard.W.Butler により示された観光地の発展周期（The Tourism Area Life Cycle）で製品ライフサイクルの概念に

基づき、観光地の成長を観光客数と時間の関係性から 6 段階で示したもの。 
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くものではなく、そのライフサイクルを意識して観光地の開発をとらえていく重要性を示している。 

 

 

図 1-4：バトラーの観光地ライフサイクル 

 

例えばプエルトプラタでは、2000 年を境として観光客到来数が減少傾向に転じ、その 10 年後には最

盛期の半分以下となった。その間古くなったホテルは再投資されるか、そのまま放置されるかである

が、外資の場合はより新しい観光地を求め流出していく傾向があり、残った観光地は再投資も少なく

使い古されて減退してく場合もあった。プエルトプラタ県では、JICA が MITUR と INFOTEP を支援し

て 2009 年から実施したプロジェクトの TURSOPP を実施し、これまでの観光施設や観光サイトだけで

なく広く住民が参加し観光開発を進めていくモデルを初めて取り入れ、地域のアイデンティティや住

民の誇りから地域力、観光力を高めていく取り組みが行われた。2016 年からは本プロジェクトが実施

され TCS 推進の取り組みが北部地域 14 県に広げられた。プエルトプラタ郊外のマイモンへのクルーズ

港の誘致やプエルトプラタの回生傾向は、ちょうどこれらのプロジェクトが実施されてきた時期とも

重なっている。TCS で支援するコミュニティビジネス・観光生産ユニットがツアーオペレーターを受

け入れたり、クルーズ客向けのツアーを提供したりするまでに至ったものもある。また観光生産ユニ

ットの代表が北部ホテルレストラン協会の理事メンバーとなるなど、地域のエンパワメントは確実に

行われてきたとみられる。 
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図 1-5：北部地域の主要な観光地への訪問客数（空港到着数、クルーズ客数） 

 

また本モデルでは、外資に頼ることなく、自らの地域にあるものを活用して観光商品を地域住民自

身が提供・運営するというモデルであることから、観光開発が進めれられてこなかった県・地域にお

いて有効であり、地域住民の生活があるところであるほど活用ができる。これは外資のような短期で

高いインパクトは生み出さないが、自らの資源で進められるモデルであり、長期的には地域住民によ

る観光開発にまで至るインパクトの高いアプローチである。その際は点での開発だけでなく、テーマ

性のあるルートやコミュニティ・デスティネーション、観光サーキットや観光街道の形成の取り組み

により地域全体に波及させることが可能である。 

北部地域でもまだ観光開発途上県が多くあり、特にシバオ北西部での取り組みは今後も継続してい

くと、他地域により効果的に応用できる事例となっていく。コロナ禍での国内観光客の需要が高まる

なかで訪問者も多くなり、旅行会社だけでなく個人の観光客も多くなり、どの県でも観光活動が増加

している。今後の本モデルの応用と拡大を考えた場合、同様に観光開発途上県が多い南部地域では有

効であると思われる。政府が今後の観光開発の重点地域として南部を上げていることからも、外資に

頼る観光開発と並行して本モデルを活用していくことで、より魅力的でより地域住民への受益を生み、

より持続可能な地域主体の観光地（地域）の実現が期待できる。 
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図 1-6：北部地域 14 県の観光開発レベル 

 

本プロジェクトにおける北部地域での実践により、地域が主体となる観光開発の新たなモデルとし

てコミュニティが主役の観光開発が機能することを示した。今後ドミニカ共和国政府が本格的に TCS

推進を進めていくにあたり、本プロジェクトでモデルとして示したのは以下の 5つのエリアである。中

央・地域・コミュニティにより推進される「動く推進体制」、実施体制下実際に現場で「使える開発手

法」、TCS の全国展開を見据えた「見える推進戦略」、現場で実際に活躍「できる人材」、そして多様な

レベルで多様な活動から蓄積した「豊富な経験」であり、プロジェクト成果としてこれらを提示した。 

 

図 1-7：TCS推進による「地域主体の観光開発」モデルの全体イメージ 
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図 1-8：「地域主体の観光開発」モデルに係るプロジェクト活動・成果と今後の方向 

 

プロジェクト活動から具体的に新たな観光開発モデルの形成に資したプロジェクト成果を整理した

のが図 1-8 である。プロジェクト終了後は TCS 推進戦略ビジョン 2030 に引き継ぎ、北部地域の強化と

他地域への展開を想定している。 
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2. プロジェクトの活動内容 

2-1 プロジェクト活動全体の流れ 

本項ではプロジェクト活動の過程を振り返り、プロジェクト開始から終了までの流れを記載する。 

 

図 2-1：プロジェクト実施の全体的な流れ 

 

本プロジェクトの活動を実施するにあたり、全体を 5つのフェーズに分けて設定し、活動の重点を各

フェーズでかえながら、区切りをつけて展開した。対象地域が 14 県と広範囲であり、MITUR と

INFOTEP を含む多くの中央と地方のアクターを巻き込むため、優先地域を設定したうえで実施体制の

構築を進め、次に実際の活動から得られる成果や教訓を戦略や政策に反映させ、最後に現実的で継続

できる TCS 推進メカニズムを整備していくといった全体の流れを段階的に進めていった。プロジェク

ト前期は、TCS 推進に関する全般的な調査を行う「診断フェーズ」、先行事例として本プロジェクト開

始前から取り組んでいたプエルトプラタ県とシバオ北西部 4 県でパイロットプロジェクトを実施する

「開発フェーズ」、これらのフェーズの成果を反映させ、TCS 推進戦略ペーパー案を提示する「戦略フ

ェーズ」、プロジェクト中期からは、仮戦略案をもとに立てた戦略の軸に沿って活動を展開させる「実

行フェーズ」、そしてプロジェクト全体を通して、TCS 推進を継続して行っていくことができる体制を

整備する「体制構築フェーズ」を設定した。 

 

次に各年次でのおおよその活動の進捗状況を振り返る。 

 

1年目（2016年 4月から 2017年 3月） 

当年は、「診断フェーズ」と「開発フェーズ」の実施と「戦略フェーズ」の実施準備、「体制構築フ

ェーズ」の基盤づくりを行った。 

「診断フェーズ」では、官民連携による TCS 推進の調整メカニズムを形成するため、TCS 推進に関
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する様々な役割や機能を担う主体や関係機関、方法を整理した。その一環として、北部地域の観光開発

やコミュニティツーリズム推進に関する基礎調査を行った。基礎調査は、北部 14 県における TCS のポ

テンシャル調査と 10項目の関連する分野の調査を行った。本ポテンシャル調査により、90件の TCSサ

イトを特定し、現在オペレーションしているものとポテンシャルがあるものに区分し、情報シートに

収集した情報を整理した。MITUR のプロモーション事務所は、内外ともにコミュニティツーリズムに

高い関心があるのに十分な情報がなく、従来と同様、プンタカーナをはじめとするビーチリゾートに

ついて、プロモーションすることだけにとどまっていることが明らかとなった。さらに、北部地域で

の CT 推進に関係する情報を 9 つの大項目に区分し情報の収集と整理を行った。各基礎調査の結果は、

パイロットプロジェクトの立案や実施でこれらの情報を活用した。 

「開発フェーズ」では、先の診断フェーズの調査結果を活用し、先行プロジェクトが実施されたプ

エルトプラタ県、北部地域の中心サンティアゴ県、そしてシバオ北西部 4 県を優先地域とし、5 つのパ

イロットプロジェクト（PP）を形成して実施した。 

 

表 2-1：パイロットプロジェクト一覧表 

PP1 プロモーションツール作成を通した CBT のマーケティングサイクル改善プロジェクト 

PP2 コミュニティ参加型の広域デスティネーションの基盤づくりプロジェクト 

PP3 大学生による観光ルート・テーマ形成プロジェクト 

PP4 官民協力による観光情報センター運営改善プロジェクト 

PP5 地域資源情報マッピングプロジェクト 

 

これらのパイロットプロジェクト実施を通して、先行プロジェクト時に開発された商品・サービス

のマーケティングサイクルの改善・強化を行った。シバオ北西部 4県では、コミュニティ参加型で観光

ルートの開発に取り組み、4 つのルートを特定した。また、地域グループの形成に関しては、北西部 4

件、プエルトプラタ県、サンティアゴ県でのテリトリアル・グループの特定・形成を行った。県レベ

ルで 5 グループ、地域（2 県）レベルで 1 グループの形成に取り組んだ。さらに、北西部で周遊街道の

開発を開始した。 

これらの成果から得られる成果や教訓を整理し、「開発フェーズ」、「戦略フェーズ」での戦略案の骨

子の提案に反映させる準備を行った。合わせて、中央と北部地域での「体制構築」を意識し、各活動

での体制づくりと能力強化を行った。 

 

2年目（2017年 4月から 2018年 3月） 

当年は、前年に実施した「診断フェーズ」と「開発フェーズ」の成果や教訓を反映させた「戦略フ

ェーズ」と「実行フェーズ」を開始した。また、「体制構築フェーズ」を継続した。 

「戦略フェーズ」では、MITUR の DPP のスタッフで構成したワーキンググループにより、TCS 推進

戦略ペーパー「ドミニカ共和国北部地域の持続的なコミュニティツーリズム推進戦略」（案）のバージ

ョン 1を作成した。このなかで戦略、構成（案）の作成、上位政策への働きかけと整合性の調整、中長

期の取り組みと短期の取り組みを整理した。本戦略ペーパー案作成過程で、中央調整テーブル（MCN）

を計 2 回開催した。戦略の概要と方針を確認し、さらに本調整テーブルを通じて TCS 推進体制構築に

向けた政策的枠組みとして、MITUR の観光省戦略計画（PEI）と MERyD のセクター戦略（PNPSP）の

中に、本プロジェクトの実施が取り込まれた。 

その戦略を実行するための「実行フェーズ」を開始した。「実行フェーズ」では、「開発フェーズ」
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で実施したパイロットプロジェクトの活動を、TCS 推進戦略の実現を支援する戦略として仮の整理を

おこない、現場での活動を実施した。戦略は以下の表 2-2 のとおりである。 

 

表 2-2：推進戦略（仮）2018 

【地域レベルでの活動（地域戦略：LT）】 

LT1：地域アイデンティティとマーケティングサイクルに則った観光ビジネスの強化 

LT2：観光ルート開発を支援するテリトリアル・グループの組織強化 

LT3：中央と地域の組織協力による需要ベースの観光ルート販売 

【中央レベルでの活動（中央戦略：NT）】 

LN1：実施・調整体制の強化（実施ユニット・調整会議等） 

LN2：TCS 推進のための周辺環境の整備 

LN3：人材育成に関するコーディネーション 

 

この活動戦略を通じ、TCS ビジネスとしては、開発地域であるシバオ北部では、販売や商品改善の

マーケティングサイクルを支援した。TCS ビジネスを特定してプロモーションと商品改善の支援を開

始しアクションを展開した。シバオ南部とシバオ北東部では、販売ができるレベルに達する商品を抽

出し、これまでの経験で仮設定した開発フェーズごとの支援手法を使い、特定した TCS ビジネス（ポ

テンシャルを含む）に取り込む活動を行った。テリトリアル・グループ（GT）の組織強化では、前年

に形成したシバオ北西部の 4県のグループの支援を引き続き行った。特定したテーマを推進する活動計

画の策定と実施を行っており、そのなかで TCS ビジネス支援と地域観光活性化の活動を展開できるよ

うにした。 

この「実行フェーズ」と「体制構築フェーズ」を関連させながら活動していくことが重要となるこ

とから、中央と北部地域で戦略を推進するための体制構築を意識し、既存の観光開発や地域開発の関

係性を向上させ、必要な体制整備や制度の提案を具体化させていく活動を行った。戦略ペーパーの作

成過程で、中央と北部地域で戦略を推進する「体制推進」を行った。 

さらに、2017年 10月 19日から 11月 1日の 14日間の日程で本邦研修を実施した。北陸を中心に都市

型と郊外・農村型の観光振興事例を学び、本国での TCS 推進戦略の実現に向け、具体的な政策や支援

プログラムを提案し実行に移すことを目的とした。本研修の対象者は、主要関係組織の中央・地域の

局長レベルや地域で指導的な役割を果たす組織の代表 5人を対象とした。同参加者に対して帰国後のフ

ォローアップを行い、その一環として 2018 年 9 月の EXPO ツーリズムへの MITUR の参加へとつなげ

た。 

 

3年目（2018年 4月から 2019年 3月） 

当年は、「実行フェーズ」の活動を遂行しながら、同時進行の「体制構築フェーズ」として、TCS 推

進の体制を中央と北部地域で確立さるための活動を行った。 

「実行フェーズ」では、2 年目に特定した TCS 支援に必要な活動戦略に基づき、MITUR と INFOTEP

の C/Pと協働で、中央と地域での活動を計画・実施・モニタリング・評価のサイクルで展開させた。ま

た、活動の結果をもとに2017年に形成した「戦略2018」を整理・改定し、以下の 6つの戦略（Line:L）

とした。 

 

表 2-3：活動戦略 2019-20 

L1：マーケティングサイクルに基づき、地元資源を活用した観光ビジネスの強化 

L2：観光ルートやコミュニティ・デスティネーション開発のための観光地域運営能力の強化 



プロジェクト事業完了報告書 

2022年 3月 

16 

L3：ポジショニングのためのプロモーションと商品化の機能強化 

L4：観光人材育成に関するコーディネーション能力の強化 

L5：アクセス性向上のための観光インフラ整備支援 

L6：持続可能な実施・調整体制の強化と推進モデルの形成 

 

 TCS 推進に関わる人材育成の活動として、INFOTEP により 2 つの研修プログラムが提案され、カリ

キュラムとマテリアルを支援し、2018 年 7 月に正式プログラムとして登録された。観光地域運営体制

のリーダー育成についても、ニーズと現状の整理を開始した。今後も同様に TCS を支援するための手

法や横展開するためのツールとして、TCS 商品の開発レベルや活用資源のタイプ、テリトリアル・グ

ループ（GT）やムニシピオ協働体制などの観光地域運営の体制、地域で支援ユニットによるサポート

などのグッドプラクティスの抽出を始めた。 

これらの活動の成果が、プロジェクト目標である TCS を推進するための能力と調整メカニズムの強

化に資するものとし、現場の活動では、実際の商品開発、販売促進、プロモーション活動だけでなく、

「体制構築フェーズ」として、それらを継続して行う各地域の観光運営体制とそれらをサポートする

ための体制を構築するなかで、リーダーシップを発揮する人材の育成を行った。 

 

4年目（2019年 4月から 2020年 3月） 

当年も引き続き「実行フェーズ」の活動を実施しながら、その過程で「体制構築フェーズ」にあた

る運営の持続性を確保し、中央と地域からの継続した支援で TCS 推進を実現する現実的な体制を構築

するための活動を行った。 

「実行フェーズ」では、3 年目に整理し改定した「活動戦略 2019-20」の 6 つのラインをもとに、地

方での観光商品開発・運営や観光地域運営の取り組みを継続した。この活動のなかで、戦略 5（L5）の

MITUR の DPP が既存の業務をしながらでは観光インフラ整備の提案までしかできず、北部地域に特化

しては進めないことから、戦略 6（L6）の実施・調整体制の強化に含め、新たな L5として、「調整とモ

ニタリングのための持続可能な実施体制の強化」に改定した。これを「活動戦略 2020-21」とした。以

下のとおりである。 

 

表 2-4： 活動戦略 2020-21 

L1：地元資源を活用した観光ビジネスの強化 

L2：観光ルートやコミュニティ・デスティネーション開発のための観光地域運営能力の強化 

L3：ポジショニングのためのプロモーションと商品化の機能強化 

L4：観光人材育成に関するコーディネーション能力の強化 

L5：調整とモニタリングのための持続可能な実施体制の強化 

 

「体制構築フェーズ」では、活動戦略を活動計画に合わせて実行しながら、その過程で TSC 推進体

制の強化やメカニズムの構築を進めた。具体的には、活動成果を整理し、それを反映させた TCS 推進

戦略ペーパー（案）の作成を継続した。TCS 推進の持続性を確保するためのメカニズムでは、マルチ

デスティネーション戦略などの上位戦略に組み込まれた TCS 推進戦略、MITUR、INFOTEP からの支援

体制を軸に、中央・地域・コミュニティレベルで TCS を推進する実施体制、そして TCS 推進戦略をそ

れぞれのレベルや組織に適切な役割を果たすための人材を検討した。 

また、これまでの成果の手順や手法の取りまとめやそれを活用できる人材育成の仕組み、中央の支

援体制と地域ネットワークの構築を始めた。人材育成については、INFOTEP の研修実施体制を活用し
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ながら、TCS 人材育成を強化していくための戦略を設定した。 

さらに、先年に引き続き、本邦研修「コミュニティを主体とした持続的な観光地域づくりのための

能力強化プログラム」を 2019 年 10 月 14 日から 11 月 2 日にかけて実施した。本プロジェクトに関係す

る省庁やテリトリアル・グループから計 10 人が参加した。本研修後、各研修員が作成したアクション

プランをもとにフォローアップを行った。 

 

5年目（2020年 4月から 2021年 3月） 

2020 年初頭から全世界に拡大した新型コロナウイルス感染症の拡大により、2020 年 3 月下旬からド

ミニカ共和国の国内移動制限も始まり、国際観光客の受け入れも止まった。本来はプロジェクト最終

年として実行フェーズでの成果の取りまとめから戦略案の提案を行う段階であったが、コロナ禍の観

光への影響は大きく、すべての現場での活動は停止し、観光活動は一切できない状況となった。しか

しながら、すでに構築していたコミュニティ、地域、中央のアクターとの関係を基盤に、いち早く感

染症拡大防止のためのプロトコルの作成と普及による観光再開を見据えた活動をオンラインで開始し

た。一方で、この時期に行われた大統領選挙を含む全国選挙の結果、大きな体制の再編成があり、こ

れまで協働を行っていた MITURの C/Pの多くが入れ替わった。MITURの新体制に対してオンラインに

よるプロジェクトの説明などを行ってきたが、日本人専門家の現地不在やローカルスタッフの事務所

への出社拒否などもあり、一時プロジェクト活動の継続が難しい時期もあった。このような状況下、

当初計画ではプロジェクトの終了は 2021 年 4 月を予定していたが、新型コロナの影響が多大であり、

プロジェクト目標の達成や支援を行っているコミュニティへの影響を考慮し、11 カ月の延長を決定し

た。その後、オンラインでできる積極的な活動の実施や地方のローカルコーディネーターの活用、残

った少数の C/Pへのアドバイスなどにより、2021年 3月までにはプロジェクトの新体制を再構築し、コ

ロナ禍での厳しい状況下から観光生産者ユニット（UP）やテリトリアル・グループ（GT）を回復され

るための支援ができる体制とした。 

 

6年目（2021年 4月から 2022年 2月） 

 ドミニカ共和国への国際観光客の戻りが徐々に始まるなか、UP や GT に対しての本格的な回復と再

成長の支援を行いながら、プロジェクト終了に向けた成果の取りまとめや支援の手法や戦略案の最終

的な整理を行った。地域での具体的な UP や GT の支援として、32 の UP と 15 の GT に対して、パイロ

ットアクションとして国内観光客の取り込みのためのプロモーション、簡易インフラ整備による体験

の質の向上、ポストコロナに向けた新たな商品開発などを行った。MITUR 中央では、グッドプラクテ

ィスの表彰や TCS 推進戦略ドキュメント（推進ビジョン 2030 や方法論ドキュメントなど）の作成、そ

の他のドキュメントの整理を行った。レジリエンスを高めるパイロットアクションとして人材育成や

事務所環境の整備などをおこなった。また UNWTO のリカバリープランのプロジェクトを 11 月から開

始し、6 カ所の開発重点地域と 5 つの項目での調査を実施した。2022 年 2 月にはプロジェクトの成果の

発表と関係者間での経験共有を目的とした北部地域リージョナルセミナーを開催した。 

 

 

2-2 プロジェクト実施体制 

プロジェクト実施体制は、将来にわたって TCS 推進をしていく体制を構築にするため、プロジェク

ト活動の実施を通してその機能を強化し、実際に機能させること意図して整備した。プロジェクト実
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施体制そのものが、プロジェクト終了後も引き続き TCS 推進体制として残り、TCS 推進戦略を実現す

るための中心的な役割を果たしていくこと狙っていた。 

TCS 推進戦略実施体制図としては、コミュニティ内で地域資源を活用した観光コミュニティビジネ

スの主体となる観光生産者ユニット（UP）、コミュニティレベルでの官民の関係者が協力して観光地域

運営を行う主体となるべく、地域の価値を高めていくために形成したテリトリアル・グループ（GT）、

リージョン・サブリージョンごとに多様な関係者が広域でのデスティネーション振興を目指して集ま

るリージョン・グループ（GR）、MITUR のリージョン・サブリージョンごとに配置され GR から GT、

UP を支援する調整役を果たす TCS 地方ユニット、また MITUR の中央に配置され省内の関係局間や地

域の TCS ユニットをサポートする TCS プロジェクト運営課、という多様な関係組織から構成される組

織間調整テーブルである。 

 

 

図 2-2：TCS推移の実施体制図 

 

図で示したように、実施体制はコミュニティ、地域、中央の 3つレベル間での関係性の構築をしてい

く必要があり、プロジェクト活動も中央と地方の両方で、同時並行で遂行するため、全部で 5カ所のプ

ロジェクト事務所・拠点を設置した。 

中央レベルでは、MITUR の DPP の事務所内に設置し、TCS 推進戦略の策定、MITUR 内他局との調

整、関係する他省庁や中央の民間組織との協働促進や調整、地域への技術指導などの役割を果した。

地域レベルでは、4 カ所の拠点を設置し、シバオ北部を所管とするプエルトプラタ県の MITUR の DPP

支局内の TCS ユニット、シバオ北西部 4 県を所管とするバルベルデ県 Mao の MITUR 事務所、シバオ

南部 3 県を所管とするサンチャゴ・ラミレス県 Cotui の MITUR 事務所、人材育成に関連した活動を調

整するサンチャゴ県 Santiago の INFOTEP 北部地域事務所内にそれぞれプロジェクト拠点を構え、プロ

ジェクトスタッフを配置し、地域での C/Pに相当するスタッフとの共同や地域関係者との調整を行った。 
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図 2-3：5カ所に設置したプロジェクト事務所・拠点 

 

 

2-3 プロジェクトの活動内容（業務フローチャートに沿って） 

本項では、特記仕様書の「業務内容」に則り実施した活動内容について記載する。詳細については、

これまでに提出しているモニタリングシート 1号から 12号を参照のこと。 

 

【共通事項】 

（1） ワークプランの作成 

2016年 5 月にワークプランを作成し、関係者に配布した。    

     

（2） プロジェクトの進捗モニタリング 

 1）モニタリングシートによるモニタリング 

プロジェクト活動のモニタリングは、関係者間でプロジェクト活動の進捗状況を確認し、課題があ

ればその対応を検討して現場で実施し、円滑に当初合意されたプロジェクト目標を達成するために重

要であった。 

⚫ 現地業務従事中の専門家と JICA事務所間で必要に応じて報告会議を開催する。 

⚫ 四半期ごとに MITUR、INFOTEP、経済計画開発省、JICA事務所、専門家によるモニタリング定例

会議を開催する。 

⚫ 半年ごとにモニタリングシートを提出する。 

⚫ 年に 1 回、合同調整委員会（JCC）を開催する（必要に応じて適時追加開催）。 

⚫ 専門家が短期派遣ベースのため、ローカルスタッフを JICA 事務所との窓口とする。 
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プロジェクト活動を進めるにあたり、多くのプロジェクト関係者間の調整が必要であったことから、

モニタリング定例会議を重要視した。当初は四半期に 1 回程度であったが、プロジェクト中期からは 3

カ月ごとに 1回程度行う形とし、その結果をふまえて、半年ごとにモニタリング報告書を作成した。モ

ニタリングの取りまとめた状況についても関係者間で定期的に共有を行った。プロジェクト中期から

後期にかけてのモニタリング報告では、プロジェクトのプロジェクト・デザイン・マトリクス（PDM）

に則ったモニタリングに加え、仮の TCS 推進戦略を示したことから、戦略に基づいて活動計画の実施

とそのモニタリングを行った。  

このように関係者間と定期的にモニタリング会議を行っていたため、2020 年 3 月以降のコロナ禍に

おいては、オンラインにより 1～2 カ月に 1 回程度行い、課題に対応したほか、2020 年 8 月の政権交代

の際もすぐに対処した。 

 

2）モニタリング報告書 

第 1 号となるワークプラン、事業進捗報告書、本事業完了報告書を含めて 13 回作成した。モニタリ

ング報告書の提出時期は以下のとおり。 

 

表 2-5：モニタリング報告書の実績表 

 報告書 提出月 

1 モニタリング報告書第 1 号／ワークプラン 2016 年 5 月 

2 モニタリング報告書第 2 号 2016 年 10 月 

3 モニタリング報告書第 3 号 2017 年 4 月 

4 モニタリング報告書第 4 号 2017 年 10 月 

5 モニタリング報告書第 5 号 2018 年 5 月 

6 プロジェクト事業進捗報告書／モニタリング報告書第 6 号 2018 年 10 月 

7 モニタリング報告書第 7 号 2019 年 5 月 

8 モニタリング報告書第 8 号 2019 年 10 月 

9 モニタリング報告書第 9 号 2020 年 4 月 

10 モニタリング報告書第 10 号 2020 年 10 月 

11 モニタリング報告書第 11 号 2021 年 4 月 

12 モニタリング報告書第 12 号 2021 年 10 月 

 

     

3）合同調整委員会の開催 

プロジェクトの合同調整委員会（JCC）については、計画通りほぼ毎年で計 6 回開催した。加えて、

プロジェクト開始時のプレ JCC とコロナ禍下での臨時 JCC で計 3 回招集された。JCC の主な内容と参

加者は以下の表 2-6のとおりである。 

 

表 2-6：合同調整委員会の開催実績表 

 主な内容 主な参加者 

プレ JCC 

2016 年 5 月 

プロジェクトキックオフ会議との位置づけで、プロジェ

クトの背景、実施方針、ワークプラン、実施体制につい

て 4 者間で合意した。また第 1 回 JCC について当初は 7

月を想定していたが、大統領選挙に従う人事異動なども

考えられることから、体制が整う 2016 年 11 月ごろに実

施することで合意した。 

MEPyD 国際協力局次官と 2 国

間局長、MITUR の DPP 局長、

INFOTEP の戦略担当官、JICA 

事務所次長、プロジェクト総

括。 
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 主な内容 主な参加者 

第 1 回 JCC 

2016 年 11 月 

議事次第に沿って関係機関の代表が挨拶した後、プロジ

ェクト C/P からプロジェクトの構成、実施方針と実施体

制についてプレゼンテーションした。続いて専門家がプ

ロジェクト活動の進捗状況、特にパイロットプロジェク

トの内容に焦点を当てて現状の説明を行った。また今後

実施予定の活動計画と課題を説明し、次期計画について

JCC メンバーの合意を得た。JCC メンバーと MCN メン

バーの意見交換の中で、MCN による調整を通して具体

的な支援を展開していくことが確認された。 

MITURの DPP局長、INFOTEP

の戦略部局長と北部地域局

長、MEPYD の経済計画開発省

から二国間協力局長、JICA の

事務所長、プロジェクト総

括。 

第 2 回 JCC 

2017 年 12 月 

プロジェクト進捗状況の確認として主に以下の点を取り

上げた。TCS 戦略ドキュメント（戦略案とアクションプ

ラン）バージョン 1 と今後の改訂についての計画、2018

年のプロジェクト活動の北部地域 7 県への集中と戦略に

よる取り組み、MITUR にコミュニティツーリズム実施

ユニット設置の必要性、中央調整テーブルの強化、地域

レベルでの実施体制の具体化（例えば MITUR 北西部地

域事務所や INFOTEP 北部事務所の役割強化と連携体制

構築）による TCS推進体制の整備、戦略案策定過程や活

動実施における関係組織との理解と信頼関係の構築の重

要性、上位政策との調整、既存組織の機能を考慮した投

入、コミュニティにおける自然災害への脆弱さへの対応

の必要性、などである。 

MITUR の国際局次官と DPP 局

長、INFOTEP の戦略部局長と

北部地域局長、MEPYD の二国

間協力局長、JICA の事務所

長、プロジェクト総括。オブ

ザーバーとして、文化省から

文化遺産副大臣、環境自然資

源省からエコツーリズムユニ

ット長、商工省から中小零細

企業支 援ユ ニッ ト担 当、

MITUR の他局からは、国内プ

ロモーション局長、国際プロ

モーション局長、企業・サー

ビス局長、プロジェクト総

括。 

第 3 回 JCC 

2019 年 2 月 

2018 年の活動報告では、各支援ラインでの成果を発表

し、2019 年の活動方針の活動計画の概要を示した。ま

た、これまでの取り組みで得られた TCSビジネス支援の

手順やツールを発表し、今後の支援強化と拡大の過程で

活用しながら改善していくことを示した。今後の活動の

課題としては、TCS 普及のため人員の適切な配置を含め

た体制の形成と、DPP のイニチアチブによる 2030 年を

目標とした戦略案の修正を挙げた。 

MITUR 副大臣（国際協力担

当）、MITUR プロジェクト計

画局長、INFOTEP 北部地域局

長、経済計画局二国間協力局

代表、JICA ドミニカ共和国事

務所次長、プロジェクト総

括。 

第 4 回 JCC 

2020 年 3 月 

初めて地方（エスパイジャット県モカ市）で開催した

JCC。MITUR と INFOTEP の担当ならびに総括が支援ラ

インごとの活動の進捗状況、今後の課題と 2020 年の活

動計画、中央調整テーブルの形成を含んだ省庁間合意の

署名に向けた準備状況などについて発表した。 

MITUR からはプロジェクト計

画局局長、INFOTEP からは戦

略局長 と北 部地 域部 長、

MEPyD からは国際協力局長、

JICA 事務所所長、プロジェク

ト総括が参加。オブザーバー

として環境省、文化省、商工

中小企業省の代表、サンチャ

ゴ商工会議所、エスパイジャ

ット県から県知事、国会議

員、モカ市長も出席。 

緊急 JCC 

2020 年 7 月 

コロナ禍の影響をふまえた対応を協議した。感染症拡大

防止のためのプロトコル導入について観光再開を見据え

て進めるとともに、UNWTO によるリカバリープラン

（全国を対象）の実施の検討を行った。コロナ禍の状況

MITUR からはプロジェクト計

画局局長、INFOTEP からは戦

略局長 と北 部地 域部 長、

MEPyD からは国際協力局職
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 主な内容 主な参加者 

ではプロジェクト期間では目標の達成は難しいが、約 1

年間の延長により達成する努力を行っていくことを確認

し、その手続きを進める準備を行うことで合意した。 

員、JICA 事務所所長、プロジ

ェクト総括が参加。 

新体制下で

の臨時 JCC 

2020 年 9 月 

新政権となり MITUR の C/P である計画プロジェクト局

の局長をはじめ、すべての副大臣と主要な局の局長が交

代したことから、新たな体制におけるプロジェクト実施

体制と活動の継続について協議を行った。これまでどお

りのプロジェクト活動と実施体制を維持するほか、他局

との協力を積極的に行っていくことが示された。 

MITUR からは新たに就任した

プロジェクト計画局局長、国

際協力担当副大臣、INFOTEP

からは北部地域部長、MEPyD

からは二国間協力局長、JICA

事務所次長、プロジェクト総

括が参加。 

第 5 回 JCC 

2021 年 5 月 

コロナ禍での活動の進捗、今後の方針をプロジェクト終

了後の継続性をふまえて協議を行った。MITUR、

INFOTEP のコミットメントが昨年からの新体制下でよ

り高まっており、課題となる関係省庁との必要な調整を

進めていくことを確認した。また UNWTO によるリカバ

リープラン策定の再委託について、その実施の枠組みに

ついても確認した。会場に TCSのバナーや実際の商品の

展示を行い、北部地域の商品見本をシバオ・バスケット

に詰め合わせて紹介した。 

MITUR からは国際協力局副大

臣、DPP 局長、観光振興局副

大臣、職業訓練庁からは戦略

開発局長、北部地域局長、経

済計画開発省から国際協力局

副大臣、二国間協力局長、

JICA 所長、次長、日本国大使

館経済協力担当、在日ドミニ

カ共和国大使が参加し、オン

ラインでは JICA 本部担当、

UNWTO の技術担当・調整担

当が参加。 

第 6 回 JCC 

2022 年 3 月 

プロジェクト活動の成果の確認、TCS推進ビジョン 2030

の確認、今後のドミニカ共和国政府側関係機関のプロジ

ェクト終了後のコミットメントの確認。 

MITUR、INFOTEP、MEPyD, 

JICA 

     

（3） 本邦研修の計画・実施 

プロジェクトの本邦研修については、プロジェクト期間中計 3回の実施を計画した。適切なタイミン

グでの研修を実施し、現場での TCS 推進体制の構築を目的として、第 1 回は中央レベルまたは地域レ

ベルで政策や戦略の策定での役割が期待できる局長や部長レベルの人材として 5人の研修員を選定し、

2017 年 10 月に実施した。北陸先端科学技術大学院大学の敷田麻実教授が研修プログラムを監修し、実

績のある講師による座学の他、北陸地方と関東近郊を中心に現地視察を行い、これらの学びを反映さ

せたアクションプランを策定した。 

第 2回の本邦研修は 2019年 10月に実施し、中央、地域、コミュニティレベルで活躍する人材を 10

人選定し研修員として派遣した。異なる立場から日本での体験を通してどのように環境の異なるドミ

ニカ共和国に応用していくのか議論を深めていくことを意図した。同じく敷田教授監修の研修プログ

ラムのもと、官民学の現場で活躍する講師による座学の他、北陸地方と関東近郊を中心に現地視察を

行い、開催中だったツーリズム EXPO ジャパン 2019 に参加し、ドミニカ共和国のブースにおけるプロ

モーション研修も実施した。その他、ドミニカ共和国と交流のある松戸市への表敬訪問や、これらの

学びを反映させたアクションプランの策定を行った。 

第 3回の本邦研修は 2020年に実施する予定だったが、COVID-19の影響で実施の目途が立たず、2021

年 11 月にオンライン形式で研修を実施した。オンラインライブによる 11 の講義、Youtube に講義を収

録したオンデマンド配信による 9 つの講義、アクションプラン策定に有用な PCM 研修などを実施し、
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これらの学びに基づきアクションプランの策定を行った。同オンライン研修には 13 人の研修員が参加

し、来日研修は実現できなかったものの、日本文化紹介のセッションを設け、日本文化や JICA の取り

組みへの理解の促進を図った。 

このように、COVID-19の影響を受けつつも、予定どおり 3 回の研修を実施し、28 人の研修員の参加

を得た。同研修は、研修員のプロジェクトへの巻き込みに大きく寄与し、研修員間のネットワークは

研修後においても続いている。また、研修後の JICAと研修員とのネットワーク構築には JICAドミニカ

共和国事務所が取り組んでおり、ドミニカ共和国での JICA 事業への積極的な関与が期待される。 

 

（4） 広報活動 

プロジェクトの広報活動については、TCS のポジショニングとしても TCS 戦略と関連させアクショ

ンプランの中に盛り込んだ。TCS に関しての記事や地元メディアのインタビュー、MITUR 広報部と協

力してのビデオクリップの作成、インフルエンサーとの協力などにより、広くプロジェクト活動と

TCSの広報を行った。観光メディア協会が行う年間アワードを JICAが 2018年に受賞したほか、TCSが

支援をするいくつもの観光生産者ユニット（UP）が国内外で表彰を受けた。 

 

（5） ベースライン調査の実施 

ベースライン調査として、再委託にて北部地域のコミュニティツーリズム開発のポテンシャルに関

する調査を実施した。調査では、北部地域 14県の現地調査を行い、全体で 90のポテンシャルを特定し

た。これには実際にオペレーションをしているものとオペレーションはしていないが開発の可能性が

あるものが含まれる。リストに加え、各ポテンシャルのあるサイトの調査票に整理した。 

この調査をもとに、上位目標の指標に関連してオペレーションをしているコミュニティツーリズム

サイトが提供する観光商品のうち、旅行業者に販売されているサイトは 10あることを特定した。 

 

【成果 1関連】 

参加型手法の紹介・適用と、関係組織との協働を通じて、北部地域における TCS と地元資源の現状

が診断される。 

 

（6） 北部地域の TCS 振興に関する現状把握 

現状把握のため各専門家が現状把握を行い、レポートや情報シートに整理した。組織リスト、地域

資源リスト、統計資料などであり、報告書として提出した。「診断フェーズ」にて初期調査は終わらせ

たが、その後統計資料や組織リストなどは横展開や戦略策定・修正を進めていくにあたり必要であっ

たため、必要に際し情報を収集し修正を加えた。     

（7） 北部地域の TCS ポテンシャル調査  

1）ポテンシャル調査の実施 

診断フェーズでの TCSに関する基礎調査として、北部 14県における TCSのポテンシャル調査と 9項

目の関連する分野の調査を行い、その結果を整理した。 

前述したベースライン調査の中で、ローカル専門家による 14 県でのコミュニティツーリズムサイト

の調査を実施した。90 のポテンシャルがあるサイトが特定され、各サイトの情報シートを作成した。

戦略策定・修正時には、特定されたポテンシャルのあるサイトの情報をアップデートし、データベー

スとして取りまとめた。  
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そのほかの現状調査として、北部地域での TCS 推進に関係する情報を 9 つの大項目に区分し、各専

門家が担当して情報の収集と整理を行った。現状調査の大項目は以下の表 2-7 のとおりである。 

 

表 2-7：現状調査項目とその進捗状況 

 大項目 主な項目 

1 地域プロファイリング 北部地域 14 県の概要、観光状況など 

2 北部地域の“地域力” 14 県の関係機関リストと地域資源リスト（仮） 

3 北部地域の“観光力” 観光資源リスト、CT ポテンシャルリスト 

4 プエルトプラタ県のコミュニ

ティツーリズムに係る現状

（先行プロジェクト後） 

プエルトプラタの CT 商品・サービスに係る現状、コミュ

ニティツーリズム連合(RTC)や UMPCの現状 

5 北西部優先地域の現状 北西部 4 県で MITUR がデザインした 5 つのルートの現状 

6 CBT に係る政策や戦略 CBT 推進に関係する政策や戦略についての資料収集と精

査 

7 CBT に係るプロモーション MITUR 国内外(OPT)の CT 取り扱いに係る調査 

8 観光統計 利用可能な観光統計の特定と統計資料の整理 

9 参加型地域資源再発見手法 「参加型地域資源再発見ワークショップガイドラン」の

改訂 

 

各現状調査は項目ごとに報告書や地図、リストとして整理し、パイロットプロジェクトの立案や実

施でこれらの情報を活用した。これらのリストやドキュメントをビジュアル化して戦略の策定などで

も活用できるよう、DPP が主体となって特定した情報（地域資源、ポテンシャルのある資源、地域の

特徴など）を地図上に落とし込んだ。 

 

2）北部地域のリーダーの特定と関係構築 

調査活動（ポテンシャル調査、現状調査）とパイロットプロジェクト活動を通して、リーダーの特

定と関係構築を行った。プロジェクト前期に、優先地域である北西部 4県、プエルトプラタ県、サンチ

ャゴ県では県ごとに 50 以上の組織リストを作成し、その地域のキー組織を特定した。優先地域外の県

では、地域組織の仮リストを作成し、実行フェーズでの活動を通して、関係組織リストの修正・追加

を行った。  

     

（8） 参加型アプローチの改善 

プロジェクト前期に、参加型地域資源再発見ワークショップのガイドラインを作成し、シバオ北西

部での県ワークショップで活用した。「参加型地域資源再発見ワークショップのガイドライン」からは

じまり、実行フェーズで実施した活動を体制構築フェーズにて手法や手順を示すガイドラインや実践

マニュアルにまとめた。 

 

（9） 参加型アプローチによる地域資源の特定 

プロジェクト前期で、北西部 4県での県を単位とした参加型ワークショップを実施し地域資源を特定

した。プエルトプラタ県では先行プロジェクトの成果を活用した。参加型アプローチの方法論として

は確立しており、県レベルでの実施体制を支援できるめどがついたところでこの手法を活用してきた

（特に観光開発途上県では有効）。この参加型アプローチによる地域資源特定は、新たに展開する地域

での情報収集の手法としてだけでなく、関係者間の関係づくりや地域の価値の再発見の手法として活

用することができた。  
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（10） テリトリアル・グループ候補の選定 

プロジェクト前期で、シバオ北部とシバオ北西部の 7県において、パイロットプロジェクトなどを通

してテリトリアル・グループ（GT）の中心となる組織を特定し、グループでの活動を行った。プロジ

ェクト中期から後期にかけて、シバオ北東部とシバオ南部の 7 県へ拡大させた。支援を行った GT につ

いては、「ムニシピオレベル」「複数市レベル」「県レベル」で観光生産者ユニット（UP）の支援を行い

ながら、または既存の観光クラスターや開発委員会、地元 NGO などすでに GT としての機能を果たし

ている組織があるところは、新たな体制を形成するのではなく、それらの既存組織を取り込んで支援

をした。 

   

【成果 2関連】  

プエルトプラタ県とシバオ北西部 4 県の事例をもとに、北部地域における TCS を推進するための戦

略と計画が策定される。 

 

診断フェーズで収集・整理した情報から、パイロットプロジェクトを立案し、その実施結果と教訓

からその後の戦略フェーズで TCS 推進戦略案を作成し、その戦略に沿った活動計画を策定するデザイ

ンであった。同時にこれらの活動を通して、プロジェクト対象地域である北部地域 14 県における TCS

推進のための体制づくりを、中央の DPP と地域拠点の双方で行うこととしていた。 

 

（11） プエルトプラタ県、及び北西部 4県におけるパイロット活動計画の策定・実 

プロジェクト前期の開発フェーズにパイロットプロジェクト 5件を実施した。パイロットプロジェク

トの対象地域を先行プロジェクトのプエルトプラタ県、北部地域の中心サンティアゴ県、そしてシバ

オ北西部 4県とした。パイロットを実施するにあたっては、①プロジェクトが単独で行うのではなく、

MITUR を中心に関係機関と協働で実施する、②活動を行いながら実情に合わせ、成果を発現するよう

必要に応じて修正する、③パイロットプロジェクトの実施で得られた体制をワーキンググループの基

盤として想定し、次のアクションにつなげる、④他の地域への効果的かつ効率的な展開・応用を目的

に、パイロットプロジェクトで用いる手法・手段・プロセスを検証・整理する、の 4点を意識し、パイ

ロットプロジェクトの成果を取りまとめた。 

実施したパイロットプロジェクトは、以下の表 2-8 の 5 件である。各パイロットプロジェクトの意図

と教訓は、活動進捗報告書（2018年 1 月）を参照のこと。 

 

表 2-8：パイロットプロジェクト一覧表 

PP1 プロモーションツール作成を通した、CBT のマーケティングサイクル改善プロジェクト 

PP2 コミュニティ参加型の広域デスティネーションの基盤づくりプロジェクト 

PP3 大学生による観光ルート・テーマ形成プロジェクト 

PP4 官民協力による観光情報センター運営改善プロジェクト 

PP5 地域資源情報マッピングプロジェクト 

 

（12） 総合的な北部地域 CBT戦略とアクションプランの策定 

1）総合的な北部地域 TCS 戦略の策定 

パイロットアクションの成果をふまえ、戦略策定のためのワーキンググループを MITURの DPPのス
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タッフを中心に形成し、戦略会議を重ねて TCS の理解や推進の方針の議論をしたうえで、最初の草案

を完成させた（2017 年 12 月）。TCS 推進戦略として 3 つ軸と 10 の指針からなるもので、20218 年はこ

の戦略に基づいて活動を実施した。上位戦略であるマルチデスティネーション戦略と関連付けるため、

DPP のマルチデスティネーション戦略策定の主力メンバーを WG に加え、2019 年初頭に見直しを行っ

た。戦略策定は段階的に進め精度を上げていった。 

このように戦略策定については、仮戦略に基づいて活動を実施し、活動の進み具合や成果をふまえ

て戦略に反映させ、おおよそ 2 年の周期で 2017 年、2019 年、2022年に 3回行って精度を上げた。 

        

2） 総合的な北部地域 TCS戦略に基づいたアクションプランの策定 

前述のように仮 TCS 推進戦略に基づきアクションプランを策定した。アクションプランの策定にあ

たっては、2017年 10月に中央調整テーブルで議論を行い、2017年 12月の JCCで承認する形をとった。

この最初のバージョンは、MITUR の年間活動計画（POA）とも関連付けをさせることができたため、

その後も POAの中に TCS 推進が盛り込まれている。2019年の修正版となるバージョン 2 は、では、北

部地域 TCS 推進計画をサブリージョンに分けて整理し、2019 年 2 月の JCC で承認を得た。サブリージ

ョンごとの計画を加え、プロジェクト活動の実施とそのモニタリング結果をふまえ、プロジェクト後

期に最終的に見直しを行った。アクションプランの実施を通して成果 4のより実効的な実施体制を構築

し、戦略案の最終版にも戦略実施体制として反映させた。  

 

（13） テリトリアル・グループの地元アクションプランの策定のための支援 

プロジェクト前期のパイロットプロジェクトでの取り組みから、シバオ北西部の 3県（バルベルデ県、

サンチャゴ・ロドリゲス県、ダハボン県）のテリトリアル・グループ（GT）のアクションプランの策

定を最初に行った。仮戦略の下に策定した全体のアクションプランの中で、「ムニシピオレベル」「複

数ムニシピオレベル」「県レベル」での GT のアクションプラン策定への支援を盛り込んだ。それぞれ

の地域の観光生産者ユニット（UP）の支援のほか、地域観光のプロモーションなどを官民連携で行う

体制を支援した。すでに同様の機能を持つ組織（観光クラスター、観光開発委員会、地域 NGO など）

がある場合には、それを GT として TCSのコンセプトを実現するための働きかけを行った。 

     

（14） テリトリアル・グループの人材育成計画の策定 

人材育成計画については、戦略の一つで INFOTEPの TCS 人材育成プログラムとして強化していく位

置づけとした。TCS 人材育成プログラムとしては、TCS 人材の育成に特化した研修コースの形成と実

施、既存の研修を強化して活用した人材育成の実施、TCS にかかる啓発活動の実施、ファシリテータ

ーや講師の強化、そしてこれら TCS 人材の育成の機会を効果的効率的に活用できるようなプログラム

への整理を計画した。これらの活動については、INFOTEP 北部地域事務所を拠点として、INFOTEP の

各サテライト支部、中央の研修立案局などを巻き込み、TCS 運営コースの公式化や北部地域全体への

拡大、関連コースの充実を目指した。  

 

【成果 3関連】 

北部地域における TCS を推進するための地域レベル、地元レベルのアクションプランの活動が実施

される。 
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（15） 総合的な北部地域 CBT戦略とアクションプランの実施支援 

総合的な TCS推進戦略案に沿ったアクションプランを実施した。2018年から 2019年では、中央レベ

ルで 3 つの戦略、地方レベルで 3 つの戦略で進め、2019 年から 2020 年は全体で 6 つの戦略に統合し、

1．TCS ビジネスの強化、2．観光地域運営の強化、3．プロモーション強化、4．観光人材育成、5．観

光インフラ整備支援、6．実施・調整体制の強化、で活動を実施した。その後、2020 年以降のコロナ禍

下、新たに観光レジリエンスの向上を加え一部を整理し、最終的に 1．TCS ビジネスの強化、2．地域

ブランドと観光地域運営の強化、3．プロモーション強化、4．観光人材育成強化、5．ガバナンスの強

化、6．観光レジリエンスの強化、の 6 つの戦略でアクションプランを実施した。これまでに実施した

活動についてはモニタリング報告書に詳細を記載しているが、実施成果のまとめは別添を参照とする。 

     

（16） テリトリアル・グループの地元アクションプランの実施支援 

地域レベルでのアクションプランでは、主に観光コミュニティビジネスの観光生産者ユニット（UP）

の活動強化とテリトリアル・グループ（GT）の活動強化を行った。UP と GT の活動実施支援について

は、TCS推進戦略案の戦略 1と戦略 2に対応し、これらのグループへの支援をパイロットアクションと

して実施してきた。UP を支援するパイロットアクションとして、シバオ北部では 11 件、シバオ北西部

では 10件、シバオ北東部では 5件、シバオ南部では 5件の UPを対象として実施した。また観光運営体

制の基盤となる GT へはシバオ北部では 4 件、シバオ北西部では 5 件、シバオ北東部では 2 件、シバオ

南部では 3 件の GT を対象として実施した。プロジェクト初期では、シバオ北部とシバオ北西部を対象

としていたが、2019 年より地域を拡大し、シバオ北東部とシバオ南部でのパイロットアクションを実

施した。その実施状況については別添を参照のこと。 

  

（17） テリトリアル・グループの人材育成計画の実施支援 

INFOTEPを中心とした人材育成計画の実施としては（14）で示したとおり、6つの戦略の 1つとして

位置づけ、1．TCS 人材の育成に特化した研修コースの形成と実施、2．既存の研修を強化し、活用し

た人材育成の実施、3．TCS にかかる啓発活動の実施、4．ファシリテーターや講師の強化、5．これら

TCS 人材の育成の機会を効果的効率的に活用できるようなプログラムへの整理と実施体制の構築、を

アクションプランとした活動を実施した。人材育成は他の戦略とも関わり連携しながら実施した。人

材育成計画の実施としては、別添で戦略 4と関連して記載する。 

     

（18） テリトリアル・グループの相互訪問 

テリトリアル・グループ（GT）の相互訪問については、単独の活動としてではなく INFOTEP と形成

した TCS 運営コースの中に他事例の訪問を入れ込み、事前の基礎知識や背景を理解したうえで効果的

な学びができるよう配慮した。Dajabon のテリトリアル・グループ、Mansanillo のカヤックグループ、

Montecristi の自然ガイドグループ、Las Galeras のガイドグループ、Sanchez のカヤックグループ、

Sonador の自然ガイドグループなどが先行事例となる Jamao Ecotours を研修プログラムの中で訪問した。 

また相互訪問に相当する活動としては、2019 年 9 月の EXPO シバオがあげられ、観光生産者ユニッ

ト（UP）やGTの人材が対外的に協力して地域のプロモーションを行い、リーダー間の交流・協力・協

働により、地域全体で取り組む基礎ができた。 

当初はプロジェクト後期に相互交流の場を多く設ける想定としていたが、コロナ禍の影響で直接の

訪問は難しい状況となったことから、オンラインでの UP や GT による活動紹介に切り替えて実施した。 
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（19） テリトリアル・グループ自身による活動モニタリング 

地域でのコミュニティツーリズムの主体となるテリトリアル・グループ（GT）が作成したアクショ

ンプランや、観光生産者ユニット（UP）によるビジネスプランの実施や共同で作成したパイロットア

クションの実施モニタリングを支援した。各 GT や UP の状況に応じ、サブリージョンごとの体制で活

動の計画・実施・モニタリング・改善のサイクルを回す支援を行い、指導の際にはメンバーの能力強

化を重視して行った。  

  

【成果 4関連】 

北部地域における TCS活動を促進するための組織的な枠組みが確立される。 

 

（20） MITURによるテリトリアル・グループの活動のモニタリング 

MITUR 側の TCS 支援体制として中央での TCS プロジェクト運営課、地域での TCS ユニットの形成

を提案し、3カ所の MITUR 地方事務所や 1 カ所の INFOTEP 北部地域事務所から、テリトリアル・グル

ープ（GT）や観光生産者ユニット（UP）への活動モニタリングや指導ができる体制を構築した。その

体制下、UP や GT のアクションプランやビジネスプランを支援するパイロットアクションを実施し、

MITURと INFOTEPの担当者と定期的に活動モニタリングを行った。プロジェクト中期では 3カ月から

4 カ月おきにプロジェクト全体でモニタリング会議を開き、策定したアクションプランの戦略とサブリ

ージョンごとに活動の進捗発表と方針の決定・修正を行った。この会議には、MITURと INFOTEPの担

当、プロジェクト専門家に加え、調整役のMEPyDの担当、JICAの担当の参加もあった。コロナ禍と重

なるプロジェクト後期では、オンラインによる 1カ月から 2カ月おきに同様の目的でモニタリング会議

を開いた。2021 年からは政権交代後に新たに TCS 推進に関わるようになった MITUR の人材も加え、

会議を継続させた。 

     

（21） セミナー等の開催 

セミナーの開催は、TCS の商品やサービスの紹介、プロジェクトで得た教訓や TCS 推進の方針など

を広く共有し、商品や活動の改善と新たな取り組みに結び付けることを目的としてる。プロジェクト

中期においては、サブリージョン内でのセミナーとして、TCS 商品開発のワークショップをはじめ、

シバオ南部の TCS 推進に関する複数のワークショップ（4 月から 7 月）、シバオ北西部の OPT 能力強化

のための複数のワークショップ、インフルエンサー向けの TCS 紹介ミニワークショップを実施した。

また全体向けには、メディア向けの TCS 紹介、地域ブランド・デスティネーションシバオのパネルデ

ィスカッション、インフルエンサーによるシバオの魅力紹介セミナーなどを開催した。2020 年からは

オンラインでの実施に切り替え、より効率的に実施できるようになり、コロナ対策のプロトコル指導

セミナー（3 回）、39 の観光生産者ユニット（UP）と GT による活動紹介セミナー（2 回）、国内・海外

ツアーオペレーター向けコミュニティ自身の商品紹介セミナー（2回）などを行った。 

プロジェクト終了にあたり、2022 年 2 月にサンチャゴにて最後の成果発表となるセミナーを開催し

た。UPやGTの代表、MITUR、INFOTEP、環境省、MEPyDの関係者、メディアやインフルエンサーな

ど多様な参加があった。プレゼンテーションでは、プロジェクト全体の成果を総括より、TCS 推進ビ

ジョン 2030 を MITUR、TCS 人材育成を INFOTEP、プロモーションを専門家がそれぞれ活動成果を紹

介したあと、4 つのサブリージョンごとにコーディネーターとコミュニティの関係者が、商品とその開
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発のための活動の紹介を行った。また会場にはプロジェクト成果の展示のほか、各サブリージョンの

ブースを設置し、コンセプトのもと商品などを共同で紹介できる場を設けた。このセミナーは、関係

者やメディアを通してビジュアル化したプロジェクト成果を紹介し、TCS のポジショニングを向上さ

せ、関係者により今後の TCS 推進のコミットを示す場となった。 

     

（22） 成功例をまとめたハンドブックの作成 

成功例をまとめたハンドブックにあたるドキュメントは、プロジェクトで支援した観光生産者ユニ

ット（UP）やテリトリアル・グループ（GT）の活動を紹介するマテリアルやそこで活躍した人材の紹

介、またプロジェクトで実施した調査結果やプロモーションマテリアルなど幅広く取りあげた。実際

に作成をしたマテルアルは、個別事例を紹介したグッドプラクティス集、UP と GT の活動を紹介した

カタログとプロファイル、プロジェクトで作成してきた成果品集、プロジェクトで支援をした人材カ

タログとなる。 

個別事例を紹介したグッドプラクティス集は、プロジェクト活動として開始し、最終年に MITUR が

イニシアチブをとって進めたグッドプラクティス発表イベントで表彰された個別事例を整理したもの

である。 

UP と GT の活動を紹介したカタログとプロファイルは、プロジェクトが TCS ビジネスとして支援を

した 32の UPと地域観光運営体制の基礎となる 15の GTとその活動を紹介したカタログと、これら UP

と GTの組織・パイロット活動とその実施状況をまとめたプロファイルを整理した。 

プロジェクトで支援をした人材カタログは、コミュニティレベルで、TCS サイトでローカルガイ

ド・ネイチャーガイド・地元サポーターとして活躍する人材を紹介したカタログ、TCS の現場での実

践を支援するコーディネーターや INFOTEP の TCS 分野のプログラムを教えるファシリテーターを紹介

した人材カタログ、コミュニティレベルで実際に TCS を推進する UP や GT の地域リーダーとして活躍

する人材を紹介したカタログを作成した。 

 これらプロジェクト期間中に蓄積した多様な事例や実際に現場で TCS を推進しているコミュニティ

グループ、またそこで活躍する人材の情報を整理しマテリアル化して紹介することで、今後の他地域

での応用や北部地域での継続した TCS推進に結び付けられていくことを期待している。 

 

図 2-9：プロジェクトの経験からの方法論ドキュメント 

マニュアル 

MA1-01 持続可能なコミュニティツーリズム起業家のためのマニュアル 

MA2-01 テリトリアル・グループの形成と強化に関するマニュアル  

MA3-01 TCS プロモーションマニュアル 

MA4-01 コミュニティ向け INFOTEPの TCS プログラム活用マニュアル 

MA5-01 地域コミュニティ観光のための地域事務所基礎運営マニュアル 

実践ガイド 

GP1-01 地域住民参加型地域資源特定ワークショップ実践ガイド 

GP1-02 デジタルマーケティング A（個別ビジネスレベル）実践ガイド 

GP1-03 観光生産ユニットの持続的な運営のための実践ガイド 

GP1-04 テーマ性のあるルート準備のための実践ガイド 

GP2-01 地域資源の再発見と価値づけのための実践ガイド 

GP2-02 テーマ性のあるルート準備のための実践ガイド 

GP2-03 地域組織への TCS啓発活動・調整業務のための実践ガイド 
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GP2-04 テリトリーの共通ビジョン形成のための実践ガイド 

GP3-01 観光デスティネーション紹介実践ガイドライン 

GP3-02 地域観光デスティネーションプロモのための視聴覚マテリアル制作実践ガイド 

GP3-03 ファムトリップ実施のための実践ガイド 

GP3-04 観光情報システム運営のための実践ガイド 

GP3-05 デジタルマーケティング B（地域レベル）実践ガイド 

GP4-01 INFOTEP の研修調整のための実践ガイド 

GP4-02 INFOTEP の研修フォローアップのための実践ガイド 

GP4-03 ローカルガイド・ネイチャーガイド・地域サポーター支援のための実践ガイド 

GP5-01 登録のための実践ガイド 

GP5-02  地域事務所開設・維持のための実践ガイド 

GP5-03 地域事務所の日常の運営のための実践外ガイド 

GP5-04 活動の計画・実施のための実践ガイド 

GP5-05 活動のモニタリング・評価のための実践ガイド 

カタログ 

CA5-01 組織の支援ツールカタログ 

CA4-01 人材育成研修カタログ 

CA4-02 TCS コーディネーター・ファシリテーターのタレントカタログ 

CA4-03 コミュニティリーダーのタレントカタログ 

CA4-04 ローカルガイド・ネイチャーガイド・地域サポーターのカタログ 

 

（23） 研修プログラムの開発 

プロジェクトで支援をして開発した TCS の人材育成を行う研修のプログラムは 3 件あり、また現在

直面する人材育成の課題から既存の研修の改善や新たなプログラム形成のための基礎を構築したもの

が 2件ある。 

新たな研修の立案については、TCS の現場で直接観光客を受け入れるサービスを提供したり、商品

を製造・販売したりする人材の育成と、地域のリーダーやコーディネーターとして活躍を期待する人

材の育成の 2 つのレベルでニーズを特定した。一方 INFOTEP の正式な研修として登録するためのプロ

セスをみえる化し、その手順を中央の研修立案担当官と一緒に進めた。正式な登録のためのプロセス

としては、特定した研修テーマでカリキュラムの作成、研修マテリアルの作成、ファシリテーター向

けの研修の実施、INFOTEP 本省での仮登録、現場での試験的な実施、実施結果の評価をしたうえで改

善を行い、最終登録となる。このような INFOTEP 内で公式化したプログラムは以下の 3 件である。

TCS 推進を現場で進める人材向けの「コミュニティ・ベースド・ツーリズムの運営」（Gestor de Turismo 

Basado en la Comunidad）研修、特にコミュニティ観光ビジネスに特化した人材向けの「持続可能なコミ

ュニティツーリズムの起業家」（Emprendedor de Turismo Comunitario Sostenible）研修、地域で TCS の推

進を担うリーダー向けの「TCSコミュニティリーダー」（Líderes Comunitarios de TCS）研修である。 

現在ある人材育成研修での課題に対応した取り組みでは、MITUR、INFOTEP、環境省の担当者から

なるワーキンググループを形成し、ローカルガイド・ネイチャーガイド・地元サポーターの育成をテ

ーマとしたプログラムの統一を目指した活動を行った。取り組みでは、MITUR のガイド登録の仕組み

に課題があり、ナショナルレベルとローカルレベルでのカテゴリーがあるが、後者は特に曖昧である

こと、その育成や資格の取得のための手順が不明確であること、INFOTEP は人材育成をするが事前の

MITUR への通知がされないため研修修了の登録が毎回複雑になること、環境省の対象範囲である資源

保護区内でのガイドサービスを提供するネイチャーガイドの資格は、MITUR には認知されておらず、
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現場で混乱が生じていること、その取得についても INFOTEP の研修同様の問題があることなどの課題

を明らかにした。これらの課題に対し、MITUR と環境省のローカルガイド・ネイチャーガイドのカテ

ゴリーと登録システムを明確化することを提案し、環境省のネイチャーガイドのための人材育成研修

のマテリアルを改善してデジタル化し、パイロットとしてモンテクリスティ県の 2グループに対する研

修の実施を支援した。また 2 件目の新たな研修プログラムの基礎づくりとして、現場での相互交流を

INFOTEP の研修として行うための枠組みを提案し、研修カリキュラムを提案してシバオ北部と北東部

の 3グループに対して Jamao Ecotours の事例を研修内容として試験的に実施した。 

 

（24） TCS を持続的に振興するための体制に関するガイドラインの作成 

TCS を広く普及していくための体制に関するガイドラインについては、「TCS 推進ビジョン 2030」を

主要なドキュメントとして、それに関連したドキュメントと TCS 推進ビジョンに挙げた戦略に対応す

るマニュアルや実践ガイドライン、支援オファーのカタログなど、現場で TCS 推進戦略を進めていく

ために活用する多様なドキュメントを作成した。 

TCS 推進ビジョン 2030 は、2030 年を目標年に設定したビジョン、長期・中期・短期目標に向け 6 つ

の戦略のもと、30 の施策からなる戦略ドキュメントであり、基本原則や実施体制を示している。プロ

ジェクトの対象地域である北部地域だけでなく、全国を対象としており、中期・長期で南部地域や東

部地域に拡大・定着させていくと想定されている。 

本文の添付として、1．南部と東部地域を含めた TCS の簡易ポテンシャル調査報告、2．北部地域の

TCS 推進戦略アクションプラン、3．北部地域の UP と GT の事例紹介、4．MITUR の DPP が作成した

地図集、を加えた。 

TCS 推進のための方法論ドキュメントとしては、各戦略に対応したマニュアルとして、1．持続可能

なコミュニティツーリズム起業家のためのマニュアル、2．テリトリアル・グループの形成と強化に関

するマニュアル、3．地方自治体やテリトリアル・グループ向けの TCS プロモーションのマニュアル、

4．コミュニティ向け TCS 研修の活用に関するマニュアル、5．MITUR 地域事務所向け基本運営マニュ

アル、をプロジェクト活動の経験から整理した。 

個別活動の経験からすぐに活用できる 18 のテーマで実践ガイドラインを整理した。一部の実践ガイ

ドラインは前述のマニュアルの中に含まれるものもある。カタログとしては、1．関係省庁の支援ツー

ルカタログ、2．人材育成の支援ツールカタログ、加えて先述した 3件の人材カタログからなる。 

これらのドキュメント群により、これまでのプロジェクト対象地域である北部地域でより TCS 推進

が継続・強化されていくことや、TCS 推進ビジョンで示した他地域（特に南部地域）への拡大・普及

が具体的に実現されていくことを期待している。 

 

 

2-4 その他の活動 

2020 年 3 月からドミニカ共和国においても新型コロナウイルス感染症の拡大が確認され、当初のプ

ロジェクト計画である PDＭの活動に加え、感染症対策のための緊急支援やリカバリーに向けた支援、

実施体制全体のレジリエンスを高めるための支援を行った。TCS推進の戦略 6の活動と一部重なる。 

 

新型コロナウイルス感染症の対策支援 

新型コロナの感染拡大症防止プロトコルの導入指導について、2020年 4月から 9月にかけてプロジェ
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クト関係組織だけでなく保健省の技術者を加えてワーキンググループを形成し、プロトコル導入に関

する TCS コミュニティグループ向けのガイドラインの作成と普及のためのマテリアルの作成を行った。

普及にあたっては 3回のオンラインワークショップを開催し、延べ約 180人のリーダーに対して研修を

実施した。また JICA 事務所と調整プロトコルロトコル導入と現場での実施に必要な感染症拡大防止の

ための防護具などの購入と配布を行った。第1回の防護具などの配布は2021年 2月までに完了させた。

直接の受益者は、52 グループ、1,727 人であった。その後感染症対策のための指導を継続させ、第 2 回

の配布は、28 グループ、1,515 人に対して行い、2021 年 8 月末までに完了させた。パンデミックという

緊急事態下、支援が届きづらいコミュニティグループに対してコミュニケーションを取って情報を共

有し、適度適切な支援を行い、可能な限り早く訪問客を受け入れる体制を整えられるよう UP や GT を

指導した。その後も継続したモニタリングを行いながら場面ごとのニーズに対応することができた。 

 

UNWTOによるリカバリープログラムの実施支援 

UNWTO のリカバリープランの策定については、UNWTO との再委託契約を結び、専門家グループの

選定を経て、2021 年 11 月から業務が実施された。契約期間の関係もあり、短期間に凝縮して活動が行

われた。5 つの項目（観光中小企業支援、国際マーケティング戦略、観光商品多様化、観光マーケット

インテリジェンス、観光レジリエンス構築）について現地調査やワークショップ・セミナーが行われ

た。対象地域が全国であるため、MITUR と協議して選定された 5 カ所の優先サイト（北部のプエルト

プラタとサマナ、南部のペデルナレス、東部のミチェ、中央のサントドミンゴ）を対象として詳細調

査が行われた。2022 年 2 月にステアリング委員会を開催し、その調査報告を MITUR の関係者を中心に

行った。 

 

レジリエンスを高めるためのパイロットアクションの実施 

レジリエンス強化のために以下のパイロットアクション 4件を実施した。 

1. 「TCS 向けの観光危機管理ガイドラインの整備」は、観光危機管理の 4R の視点をふまえたガイド

ラインの作成とその実践研修を計画したが、ガイドライン案の作成までとなり、INFOTEP の危機管理

研修のマテリアルとして提供するにとどまった。 

2．「地元資源や観光施設を活かすドローンを使ったサーキットデザインのための能力強化」は、機

材の購入と DPP スタッフ 6 人への技術研修を実施し、北部アトランティック海岸街道の Rio San Juanで

実地調査を行った。 

3．「ファシリテーター向けオンライン研修の環境整備」では、整備対象の事務所の 5 カ所（MITUR

プエルトプラタ事務所と中央の DPP、INFOTEP のサンチャゴ北部事務所、サンフランシスコ北東部事

務所、プエルトプラタ支所）にデジタル機材を供与し、オンラインやデジタル機材を活用した人材育

成研修のための環境整備・改善を行った。 

4．「世界基準を踏まえた持続可能な観光デスティネーション運営の能力強化」では、持続可能な観

光の世界基準の整備と普及を行う「世界持続可能な観光協議会」（Global Susteniable Tourism Council: 

GSTC）による研修（オンラインによる 2 週間 20 時間）を実施した。参加者は MITUR の中央と地方の

マネジメントレベルのスタッフ、INFOTEP のアドバイザー、環境省スタッフ、NGO や民間の観光関係

者、合計 40 人が参加し、最終的に 35 人が修了した。ライブセッションでは、グループに分かれて 4つ

の主要テーマで議論し理解を深めた。 
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3. プロジェクト目標の達成度（PDMに沿って） 

本項では、前述した実施活動や主な成果をふまえ、あらためてプロジェクト目標の達成状況につい

て整理する。プロジェクト目標の達成度は、プロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design 

Matrix: PDM）に示された「プロジェクト目標」とその指標、「期待される成果」とその指標に則って示

す。 

コロナ禍の影響で日本人専門家の現地業務が不可能となり、当初予定していた活動ができなくなっ

た。さらに、右肩上がりで上昇していたビーチリゾート観光も大きく影響を受け、他のカリブ島国と

同様、観光に依存する経済に大きなダメージを受けていることから、設定していたプロジェクト目標

の達成や上位目標到達への道筋をつけるのが難しいと思われた。今後コロナ禍の影響がどこまで及ぶ

のか、いつまで続くのか、未知な状態は継続するものの、プロジェクトの実施期間を 11 カ月延長した

こと加え、実際の現地業務を 2021 年 2 月から開始することができたこともあり、プロジェクト目標の

一部の指標以外は計画通りまたは計画以上に達成ができた。プロジェクトの地方の拠点とコミュニテ

ィの観光生産者ユニット（UP）やテリトリアル・グループ（GT）のアクターとの関係性を活用し、オ

ンラインを活用した遠隔での指導などにより、危機的な状況下において直面した新たな状況をうまく

運営しながら、計画を柔軟に修正し活動を遂行できた。 

 

図 3-1：プロジェクト目標と成果 

 

本項で示す指標の達成状況について、達成度として「達成済みで当初予定よりも進み高いインパク

トを生んだ」を 5、「達成済みでほぼ予定通りであった」を 4、「ほぼ達成したが、一部改善の余地があ

る」を 3、「一部達成できておらず、今後も一層の努力が必要」を 2、「達成できず、今後の見通しが立

っていない／内容変更の検討が必要」を 1として示した（添付資料を参照）。 

 

 

3-1 プロジェクト目標の達成状況 

本項では PDM に示されているプロジェクト目標について、設定されている指標に則ってその達成状
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況を記す。 

 

プロジェクト目標：北部地域において PPP を通じた持続的な TCS 開発を促

進するための能力と調整メカニズムが強化される。 4 

 

本プロジェクトでは、プロジェクト目標である北部地域でのコミュニティ・ベースド・ツーリズム

の開発を推進するための調整メカニズムの構築を、ドミニカ共和国の観光開発におけるオルタナティ

ブな「地域主体の観光開発」の提示に向けた取組みとして位置づけ、コミュニティ・地域・中央のレ

ベルでの多様なアクターの活動を支援し、経験と実例をつみ上げた。コミュニィツーリズム開発を支

援する実施体制を構築し、全国展開を目指した戦略を示しながら、その実践を助ける手法や手順を示

したマニュアル等を作成し、さらにそこで活躍する人材の育成を行った。多様なレベルでの取組みに

よりこうした具体的な成果を発現したことで、コロナ禍とその影響を乗り越えて、本プロジェクト目

標を当初の計画通り達成したと評価できる。ドミニカ共和国では、観光の多様化や地域住民への裨益

拡大、観光による地域開発が長年課題として挙げられてたが具体的な事例がなく、本プロジェクトで

示したコミュニティが主体となった観光開発が機能することを示した本取組みは関係者に高く評価さ

れた。 

2021 年には今後政府が推進していく南部地域での観光開発の計画において、本プロジェクトでのア

プローチが土台となったプロジェクトが他ドナーの支援を得て形成され、2022 年から開始するとして

具体的な準備が進んでる。本プロジェクトのカンターパートが中心となり、コミュニティツーリズム

開発の戦略や手法の利用についての議論が具体化しており、本プロジェクトの成果の広い活用が期待

できる。 

 

プロジェクト目標には指標が 5 つ設定されおり、指標ごとにその達成状況を以下に示す。 

 

指標 1：中央調整テーブルが、北部地域の TCS のイニシアチブ促進のため

に、中央省庁と民間セクターの組織によって形成され機能する。 3 
 

指標 1の達成状況 

指標 1 に関して、北部地域だけでなく全国的な TCS の推進を図るための体制として、MITUR の DPP

をはじめとする関連 6局（プロジェクト計画局、観光デスティネーション局、観光振興局、技術局、国

際協力局、観光品質局）によるワーキンググループが形成され、グッドプラクティスを評価する体制

ができた。これを契機に TCS 支援の活動の実施が、MITUR の技術スタッフ間の協力が局横断的かつ地

域・現場レベルでも行われるようになった。他省庁との調整体制としては MITURの DPPと個別にバイ

の対応になっており、MITUR が必要に応じて職業訓練庁、経済計画開発省、環境省（エコツーリズム

局）、商工省（中小零細企業支援局）と技術レベルで協力をする状況は形成された。そのための中央機

関の支援カタログや研修講義カタログなどの具体的なツールも作成できた。活動の成果が具体的に発

現してきたプロジェクト後期に襲ったコロナ禍により、関係機関間による TCS 推進に特化した中央テ

ーブルの強化の動きは滞った。そうした中、それまでの関係性を活かして MITUR、MEPyD、INFOTEP、

環境省、保健省など主要な官庁を巻き込み、観光分野ではどこよりも早く感染症拡大防止プロトコル

の策定とその運用のためのコミュニティ支援を具体的に実現した。ただ当初想定していたプロジェク

ト中央調整テーブルの確立には至っていない。一方、南部地域でコミュニティツーリズムを推進する
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ために、本プロジェクトの成果が活用され始めており、TCS 推進戦略との関連で関係省庁との協力関

係が、具体的に構築される機会も今後あることが想定されている。 

 

指標 2：中央調整テーブルのメンバー内での TCS 促進のための信用の度合

い。 3 
 

指標 2の達成状況 

指標 2に関して、指標 1で見たように、中央調整テーブルの形成に関連した関係者の信頼関係につい

ては、MITUR 内での関係性は向上し、MITUR と個別の省庁間での関係性も高まってきている。関係機

関とは TCS 推進の具体的な現場の活動の実施を通し、個別の関係性の構築を進めてきた。指標 1 でみ

たようにコロナ禍での影響があったことに加え、政権交代により多くの担当官の交代がプロジェクト

の後期にあり、厳しい状況に陥ったが、継続的な働きかけで、新政権下での新たな関係性の形成もで

きた。一方で、これまであまり共通の活動がない文化省などとは疎遠になっているほか、中央調整テ

ーブル全体としては公式化できなかった。今後中央調整テーブルの形成と関係メンバー間の関係性を

高めるには、トップダウンによる意思決定とその合意に基づく技術者レベルでの共同体制の構築、加

えて実際の活動を進めるためながらメンバー間の信頼の度合いを高めることが必要である。 

   

指標 3：官民連携の枠組みで、TCS 調整・振興の主体として、7 つ以上の地

域グループが形成され機能する。 4 

 

指標 3の達成状況 

指標 3 に関して、地域グループのテリトリアル・グループ（GT）は、それぞれの対象地域の官民協

力体制で観光を通して地域の価値を高め、市・県・サブリージョン・リージョンレベルで地域のアク

ターのより運営するデスティネーションの基盤となることを想定している。プロジェクト期間中、17

の GT を特定し支援の対象として働きかけを行った。これらは主に観光開発途上県や観光開発地域周辺

の市などで形成されたものであり、既存の組織を強化して地域グループとするものと新たに形成され

た地域グループがある。プロジェクト終了時点で、全体で 15 の GT（市レベルで 8 と県レベルで 7）へ

の支援をミニプロジェクトして実施した。市や県での TCS 推進活動への支援として、地域資源カタロ

グの参加型の作成、域内のテーマ性ツアーの開発、地域フェアーの開催、ファムトリップの受け入れ、

プロモーション活動の支援などである。加えて感染症拡大防止プロトコル導入の指導も行ってきた。

シバオ北部で 5 件、シバオ北西部で 5件、シバオ北東部で 2 件、シバオ南部で 3 件である。本指標で対

象とした地域グループ数の達成は計画にあった７つ以上の 15 であるが、その一部の GT の機能が十分

なものまで至らず、また既存の組織を対象としたものもあったことから、評価を 4とした。 

 

指標 4：地域グループにより開発、プロモーション、販売された、30 件以上

の TCS 関連の新たな観光商品とサービス。 5 

 

指標 4の達成状況 

指標 4 に関して、観光生産者ユニット（UP）によるコミュニティビジネスでの TCS 商品・サービス

の開発・販売については、サブリージョンごとにそれぞれの拠点からパイロットアクションとして状

況に応じた支援を行った。プロジェクト終了時には、シバオ北西部で 10件、シバオ北部で 11件、シバ
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オ北東部で 5 件、シバオ南部で 5 件の合計 31件の UP を支援しており、実際に支援をした UPの数、ま

た開発・販売・プロモーションを行った TCS 商品・サービスの数はそれよりも多くある。新型コロナ

の感染拡大の影響を受け、これらすべての UPに影響があり、2020年後半から感染症拡大防止プロトコ

ル導入の支援と観光活動開始後の受け入れ体制の整備も支援した。2021 年前期からは国内の観光客の

動きが始まり、国際観光客も回復に向かった動きに対応して、すべての UPの活動が再開した。2021年

中はこれらの UP への具体的な支援をミニプロジェクトとして行い、新たな状況に合わせた商品の改善、

新たな商品の開発、標識や案内板などの設置、簡易インフラの整備、個別プロモーションマテリアル

の作成、デジタルマーケティング能力の強化、ガイドの育成などを支援した。本指標の目標である 30

件以上の TCS 関連の観光商品・サービスの開発・プロモーション・販売は達成した。また、多くの UP

が国内外で好事例として多く取り上げられ、高いインパクトがうまれたことから、評価を 5とした。 

         

指標 5：TCS のデスティネーションとしてのルートが 5 つ以上開発され振興

される。 4 
 

指標 5の達成状況 

指標 5に関して、統合された TCSのデスティネーションとしては、MITURの DPPの計画にある全国

のマルチデスティネーションサーキットの一つとして北部全域を対象とした「北部広域デスティネー

ション：シバオ」を広域デスティネーションとして、その中にサブリージョンレベルの「周遊街道」、

県レベルでテーマを中心に添えた「テーマ性のあるルート」、市レベルでの「コミュニティ・デスティ

ネーション」を、地域の特徴やアクセス性をふまえて提案し、地域のアクターを巻き込んで開発・プ

ロモーションを行った。これは県・市レベルの主体となる GT の形成（指標 3）とも一部重なることか

ら、本指標では、複数県での「テーマ性のある街道」まで含めたものとして、県と市レベルの「コミ

ュニティ・デスティネーション」は含めないこととする。プロジェクト終了時、「北部広域デスティネ

ーション（シバオ発見）」、「シバオ北西部周遊街道（味のエッセンス）」、「シバオ南部の周遊街道（シ

バオの源泉）」の 3件を中心に開発・プロモーションを実施してきた。「北部広域デスティネーション、

シバオ発見」の中で、「テーマ性のある街道」として「多種多様な海岸に巡り合える海岸線ルート」と

「シバオの文化とガストロノミーの内陸ルート」の 2件を入れ込み、全体で 5件の形成を行った。  

 

3-2 プロジェクト成果の達成状況 

1) 成果 1 の達成状況 

 

 

 

成果 1 は、診断フェーズの取り組みで以下の 2つの指標が設定されており、指標ごとにその達成状

況を示す。 

 

 

 

 

指標 1-1の達成状況 

成果 1: 参加型手法の紹介・適用と、関係組織との協働を通じて、北部地域

における TCSと地域資源の現状が診断される。 4 

指標 1-1：北部地域の地域リーダーとの関係が構築される。 4 
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プロジェクト前期で、関係者リストの作成と地域観光振興のリーダー的組織の特定を行い、観光生

産者ユニット（UP）やGTの形成・強化の支援を通して関係を築き、観光展示会や地域セミナーなどの

開催、ファムトリップや相互交流などによりアクター間の関係も構築してきた。サブリージョンごと

に逐次関係者リストのアップデートを行ってきた。2020 年から開始したコミュニティリーダー育成研

修や 2021 年に実施した帰国研修員を中心とする持続可能な観光分野でのローカル専門家育成研修、ま

たこれらのリーダーを含めた UP や GT 間の交流を進め、イベントにも共同で参加する関係ができた。

個別の人材育成に加え、リーダー間の関係構築を引き続き強化することが求められ、特に地域内での

観光地域運営体制の構築を強化する地元中間人材育成が重要であった。 

 本指標を達成するための活動は、「活動 1-1：北部地域の TCS振興に関する現状把握」、「活動 1-3：北

部地域のリーダーの特定と関係構築」であった。 

 

 

 

 

指標 1-2の達成状況 

現状分析は「基礎調査」として、地域レベル・中央レベルで実施した。地域レベルでは、対象地域

の現状（一般・観光）を県ごとに取りまとめた他、地域と観光のポテンシャル（地域力と観光力）の

調査を行った。中央レベルでは、観光セクターの政策・戦略のレビュー、プロモーション・マーケテ

ィングの現状、観光関連の統計情報の収集と既存の統計システムの現状について調査し取りまとめた。

2020 年の新型コロナの感染拡大による地域や観光セクターへの影響を整理し、戦略や活動計画に反映

させた。将来的に TCS 推進活動の全国展開を目指していることから、他の地域（南部地域と東部地域）

の基礎調査も限られた時間で行った。 

本指標を達成するための活動は、「活動 1-2：北部地域の TCSポテンシャル調査」、「活動 1-4：参加型

アプローチの改善」、「活動 1-5：参加型アプローチによる地元資源の特定」、「活動 1-6：テリトリア

ル・グループ候補の選定」、「活動 1-7：診断結果を中央調整テーブルで発表」であった。 

 

2) 成果 2の達成状況 

 

 

 

成果 2 は、以下の 2つの指標が設定されており、指標ごとにその達成状況を示す。 

 

 

 

 

指標 2-1の達成状況 

プロジェクトの前期に、シバオ北部とシバオ北西部で 5つのパイロットプロジェクトを実施し、各パ

イロットプロジェクトの実施報告書を作成した。実施したパイロットプロジェクトは、1．プロモーシ

ョンツール作成を通した、CBT のマーケティングサイクル改善プロジェクト、2．コミュニティ参加型

の広域デスティネーションの基盤づくりプロジェクト、3．大学生による観光ルート・テーマ形成プロ

指標 1-2：TCS、地域資源と地域グループの候補の現状に関する診断報告書

が作成される。 4 

成果 2：Puerto Plata 県と北西部 4 県の事例をもとに、北部地域における TCS

を推進するための戦略と計画が策定される。 4 

指標 2-1：Puerto Plata 県と北西部地域のパイロット活動計画が策定・実施さ

れ、モニタリング・評価が行われる。 4 
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ジェクト、4．官民協力による観光情報センター運営改善プロジェクト、5．地域資源情報マッピング

プロジェクト、である。プロジェクト中期から後期にかけては、個別の観光生産者ユニット（UP）や

GT への支援をパイロットアクションとして位置づけ、経験や教訓をふまえて横展開や方法論を抽出で

きるようなアプローチを行い、支援の精度や効果を高めて戦略に反映させるようなモニタリング・評

価を定期的に行った（プロジェクトのモニタリング報告を活用）。  

本指標を達成するための活動は、「活動 2-1：プエルトプラタ県、及び北西部 4県におけるパイロット

活動計画の策定」、「活動 2-2：パイロット活動計画の実施」、「活動 2-3 パイロット活動計画のモニタリ

ング」であった。 

  

            

 

 

 

 

指標 2-2の達成状況 

2018 年に作成した TCS 推進戦略ペーパーの枠組みと活動計画案をふまえ、中央と地方の戦略を立て

てプロジェクト活動を計画・実施した。2019 年はそれまでの成果と教訓をふまえて戦略を再設定し、5

つの戦略のもとで活動を微修正しながら実施を継続した。2020 年はコロナ禍によりそれまでの活動を

可能な限り継続しながら、緊急対応やコロナ禍で変わりゆくマーケットの状況を考慮した対応を行っ

た。このような状況を経て、今後のポストコロナで想定される状況を想定し、6 つの戦略で 2021 年の

活動を行った。このような戦略の仮設定、戦略に沿った活動の実施、モニタリングと評価をふまえた

活動の修正を行い、戦略の精度を上げ、最終的に 2030 年を目標年とする TCS 推進ビジョンの戦略ドキ

ュメントを提案した。この戦略ドキュメントに加わるサブリージョンごとの活動計画を同時に示した。

テリトリアル・グループ（GT）レベルでの地元活動計画はプロジェクト目標の指標 3 とも関連し、15

件のGTを支援したことに加え、2つの GLへの支援、32件のUPの支援で活動の計画・実施を行った。

7 件以上の GT の地元活動計画の立案は達成した。 

本指標を達成するための活動は、「活動 2-4：総合的な北部地域 TCS戦略の策定」、「活動 2-5：総合的

な北部地域 TCS 戦略に基づいたアクションプランの策定」、「活動 2-6：作成した北部地域 TCS 戦略と

アクションプランを中央調整テーブルに報告」、「活動 2-7：テリトリアル・グループの地元アクション

プランの策定のための支援」であった。 

          

 

 

 

指標 2-3の達成状況 

INFOTEP が提供する研修とその実施・支援体制を活用しながら、TCS 推進に必要な人材育成を強化

してくための戦略を設定し、1. 新設 TCS 研修の形成と拡大、2. TCS 関連の既存研修の活用、3. TCS 啓

発のマテリアル作成とセミナーの実施、4. TCS 推進体制強化のニーズに沿った研修コースの立案と実

施、5. ファシリテーターやアドバイザーの強化、6. 総合的な TCS 人材育成プログラムの提案と体制形

成、の 6 つの柱からなる計画を準備した。これに沿って 2018 年からプロジェクト活動として実施した。 

指標 2-2：中央レベルにおける TCS 促進のための一般戦略と活動計画（アク

ションプラン）と、少なくとも 7つの地域グループレベルの北部地域TCS振

興活動計画（アクションプラン）が準備される。 

4 

指標 2-3：北部地域の TCS 促進のための人材育成計画が準備される。 4 
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本指標を達成させるための活動は、「活動 2-8：テリトリアル・グループの人材育成計画の策定」で

あった。  

 

3) 成果 3 の達成状況 

 

 

 

成果 3の活動が、プロジェクト中期から後期にかけて成果 4の活動とともに中心的な活動となってい

る。成果 3 には以下の 3つの指標が設定されており、指標ごとにその達成状況を示す。 

 

 

 

 

指標 3-1の達成状況 

2018 年より本格的に開始した観光生産者ユニット（UP）では、観光商品・サービス開発のための多

種多様な支援をパイロットアクションとして実施し、プロジェクト終了時に 31 件の UP への支援を実

現した。実際はこの数字以上のビジネスを支援したが、終了時点での件数をカウントした。支援をし

た TCS商品・サービスの数は 50件以上あり、1つの UPが複数の商品を開発した。これらを支援するた

め 2020年までに実施したアクションは全体で 38 件（シバオ北西部 14 件、シバオ北部 16 件、シバオ北

東部 4 件、シバオ南部 4 件）、2020 年から 2021 年にかけて実施したアクションは全体で 44 件（シバオ

北西部 11 件、シバオ北部 11 件、シバオ北東部 4 件、シバオ南部 5 件、その他 13 件）であり、2018 年

から 2021 年の間で支援を実現したアクション数は 82 件であった。本指標である少なくとも 30 件の商

品・サービス開発・改善のための地元活動の実施は達成した。 

本指標を達成するための活動としては、「活動 3-1：総合的な北部地域 CBT 戦略とアクションプラン

の実施支援」、「活動 3-2：テリトリアル・グループの地元アクションプランの実施支援」、「活動 3-5：

テリトリアル・グループ自身による活動モニタリング」であった。    

 

 

 

 

指標 3-2の達成状況 

プロジェクト目標の指標 5と重なるが、これまでに「シバオ広域デスティネーション」の活動として、

「SOY CIBAO」の雑誌や EXPO CIBAO での「Destino CIBAO」としての参加、シバオ広域デスティネ

ーションのウェブサイト作成の 3件、シバオ北西部の「味のエッセンス周遊街道」の活動として、地域

推進戦略の策定、複数のファムトリップの実施、周遊街道プロモーション活動の 3 件、シバオ南部の

「シバオの水源周遊街道」の活動として、ドライビングマップの制作と各地域での発表、プロモーシ

ョンビデオの作成の 2 件を実施した。「テーマ性のある街道」の一つである「100 の特徴あるビーチを

楽しむ北部海岸線街道」の街道デザインとして 1件行った。本指標である新たな観光ルート（広域デス

ティネーション、周遊街道、テーマ性のある街道）開発のための 5 件以上の地元活動は、全体として 9

件実施したことから達成した。  

成果 3: 北部地域における TCS を推進するための地域レベル、地元レベルの

アクションプランの活動が実施される。 5 

指標 3-1：新しい TCS商品・サービスのための地域活動が、少なくとも 30実

施される。 5 

指標 3-2：新しい観光ルート開発のため、少なくとも 5 つの活動が実施され

る。 4 
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本指標を達成するための活動としては、「活動 3-1：総合的な北部地域 CBT 戦略とアクションプラン

の実施支援」、「活動 3-2：テリトリアル・グループの地元アクションプランの実施支援」、「活動 3-5：

テリトリアル・グループ自身による活動モニタリング」であった。    

          

 

 

 

指標 3-3の達成状況 

TCSに関連したコースを受けた人数は、2018年末までに 766人、2019年は 730人、2020年は 841人、

2021年は 726人であり、全体で合計 3063 人であった。また TCS に関する啓発活動（講義など）への参

加者は、2018 年末までに 643 人、2019 年は 1430 人、2020 年は 145 人、2021 年は 1037 人であり、合計

で 3255 人であった。これまでの活動で TCS に特化した INFOTEP の研修プログラムの正式な登録を 3

件、登録に向けた準備または修正のための提案を行ったものが 2 件ある。他の関連する INFOTEP の研

修も UP や GT のニーズに対応して受講できるような体制を整備してきたため、継続した人材育成がで

きる基盤を形成してきた。本指標の 2000 人以上については、大きく当初の予定を上回る人数を達成し

た。 

 本指標を達成するための活動は、「活動 3-3：テリトリアル・グループの人材育成計画の実施支援」、

「活動 3-4：テリトリアル・グループの相互訪問」であった。   

 

4) 成果 4 の達成状況 

 

 

 

成果 4 にある TCS 推進体制の確立に向けた指標として、以下の 4 つが設定されており、指標ごとに

その達成状況を示す。 

 

 

 

 

指標 4-1の達成状況 

グッドプラクティスに関しては、これまでプロジェクトの JCC でのグッドプラクティスの表彰

（2019 年 2 月）、全国観光メディア協会によるコミュニティツーリズムの表彰（2019 年 6 月）、国際観

光デーでのグッドプラクティスの表彰（2019 年 9 月）、新体制後にコロナ禍でも MITUR のイニシアチ

ブよるグッドプラクティスの表彰（2021年 11月）を行ってきた。MITURのイニシアチブによるグッド

プラクティスの表彰では、2021年 7月からDPPが主導し他の関連 5局とワーキンググループを形成し、

7 分野でのグッドプラクティスの評価を行った。評価の項目や候補の選定、評価のための現地訪問、オ

ンラインによるインタビューなどの過程を経て、50 件の候補の中から 7 分野それぞれで表彰の対象と

するグッドプラクティスを抽出した。これらの抽出したグッドプラクティスとその過程をドキュメン

ト化した。これまで支援をした 31 の観光生産者ユニット（UP）と 15 のテリトリアル・グループ（GT）

に関し、活動とその支援について整理したメモリアを制作した。個別の実践ガイドラインでは、その

指標 3-3：すべてのレベルで 2000 人以上が育成される（例：ローカルレベ

ル、地域グループ、地域レベル、中央レベル）。 5 

成果 4: 北部地域における TCS 活動を促進するための体制が確立される。 4 

指標 4-1：北部地域におけるグッドプラクティスに基づくマニュアルが作成

される。 4 
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手法や手順を示すなかでそれを実際に使った事例を紹介した。 

本指標を達成するための活動としては、「活動 4-2：MITUR によるテリトリアル・グループの活動の

モニタリング」、「活動 4-4：成功例をまとめたハンドブックの作成」であった。 

  

 

 

 

指標 4-2の達成状況 

INFOTEP による TCS 推進に関連した公式研修コース（80 時間から 130 時間）としては、これまで 1. 

TCS 基礎研修コース（2018 年）、2. TCS 観光商品開発研修コース（2019 年）、3.リーダー育成研修コー

ス（2020 年）のカリキュラムとマテリアル作成、について試験的実施と登録を行い、横展開を開始し

た。2021年には MITUR、環境省、INFOTEPの 3者間の調整を行いながら、ガイド育成の研修コースの

改善を提案した。観光危機管理にかかる研修プログラムのカリキュラムとマテリアル案の作成、観光

生産者ユニット（UP）やテリトリアル・グループ（GT）間の交流をベースにした実践的な研修プログ

ラムのカリキュラム作成など、将来広く活用できる人材研修プログラムの基礎を築く支援をした。 

本指標を達成するための活動としては、「活動 4-5：研修プログラムの開発」、」「活動 4-3：セミナー等

の開催」であった。 

 

 

 

 

指標 4-3の達成状況 

北部地域における持続的な TCS活動を確保のための提言については、指標 2-2とも関連し、TCS推進

ビジョン 2030のドキュメントをもって提言として示した。これまで、2018年には TCS推進戦略ペーパ

ー案、2019 年には 5 つの活動戦略を設定した活動により TCS 推進の体制構築への働きかけを行い、そ

の後コロナ禍の状況をふまえ 6つの戦略を提案し、プロジェクト活動の中で戦略を実現するアクション

を実施し、そこからの教訓を取り込んで、TCS 推進ビジョン 2030 の最終版とその実現のための施策案

を提示した。一方、短期的な対応に加え、中・長期的にポストコロナの状況をふまえた対応を想定し、

UNWTOとの協力で観光セクター回復に向けた提言のための作業を支援した。 

本指標を達成するための活動としては、「活動 4-6：北部地域の TCS 振興の持続性を確保するための

提案の提示」、 

 

 

 

 

指標 4-4の達成状況 

これまでのプロジェクト活動の実施で得られた経験や教訓を整理し、TCS 商品開発への支援と観光

地域運営体制の構築への支援に関するマニュアルを作成した。関連して個別のアクションをベースに

した個別実践ガイドラインを作成した。地域資源の再発見、デジタルマーケティング、ビジネスプラ

ンの作成、人材育成研修の活用などが主な実践ガイドラインの内容である。これらのマニュアルと実

指標 4-2：北部地域における TCS 活動促進のための研修プログラムが作成さ

れる。 4 

指標 4-3：北部地域における TCS 活動の持続性確保のための取り組み・提言

の提案が作成される。 4 

指標 4-4：北部地域における TCS イニシアチブ促進のために中央調整テーブ

ルへのガイドラインが作成される。 4 
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践ガイドラインは、TCS 推進ビジョン 2030 の戦略に関連付けられており、プロジェクト終了後も北部

地域や他地域での TCS 推進が継続して実施されていくことを想定している。実践ガイドラインでは、

手順・手法・ツールを示したまとめとして、シバオ内での活動の深化や拡大、他地域への横展開が可

能となるよう、具体的な事例も入れ込んで整理した。また中央調整テーブルの関係組織に対する支援

ツールカタログの 2020 年作成の初版を 2022 年 1 月にアップデートした。 

本指標を達成するための活動としては、「活動 4-1：中央調整テーブルに対する活動報告」、「活動:4-7 

TCS を持続的に振興するための体制に関するガイドラインの作成」であった。 
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4. 上位目標の達成に向けての提言 

本項ではプロジェクト終了後 3 年から 5 年ほど経って達成すべき状況として「プロジェクト上位目

標」とその指標に則ったプロジェクト終了時での達成見込みを示す。またプロジェクト終了にあたり、

関係者に対して簡易アンケートを実施しプロジェクト成果とインパクトを簡易調査した。それらをも

とに上位目標達成に向けた提言を行う。 

 

 

4-1 プロジェクト上位目標の達成見込み 

 

上位目標：北部地域の TCS がドミニカ共和国の国内外からの訪問者への主

要な観光アトラクションの一つとなる。 4 

 

本プロジェクトの上位目標は、プロジェクト終了後 3年から 5年ほど経って達成すべき状況として、

北部地域の TCS がビーチ観光に加えて新たな観光アトラクションとなることとしている。北部地域を

シバオ広域デスティネーションとしてとらえた取り組みや、TCS を MITUR の観光プロモーションの中

に位置づけていく働きかけは、プロジェクトの上位目標を見据えた活動である。以下に 2つの指標に沿

ってプロジェクト終了時点での状況を示す。 

 

指標 1：ドミニカ共和国内外で旅行業者に販売される TCS商品・サービスの

数の 200％の増加。 4 
 

指標 1の達成状況 

TCS リスト（2017 年 1 月）にある TCS 商品・サービスの中で、ツアーに組み込まれて販売されてい

るサイトは 10あった。この数値を基準として、本指標では 200％の増加である 30の TCSサイトがツア

ーなどに含まれ、プロモーションや販売されている状態を目指す。2020 年 3 月までに、TCS サイトで

国内外のツアーが訪問先に入れているのは 15 サイトであった。新型コロナの感染拡大の影響により、

国外での旅行業者の販売などは激減したが、2021 年はワクチン接種の拡大もあり全体的な国際観光の

回復が進んだ。一方、2021 年後半には新たな変異株の再拡大で移動制限など厳しい状況となるなど、

全世界で完全な国際観光の戻るまではもう数年かかると予想されて、今後も国内外の旅行業の安定し

たビジネス環境が整うには不安定な厳しい状況が続くことが想定される。同時に ITC の活用で TCS サ

イトが直接旅行者とやり取りができる環境ができ、中間業者を通さない販売・プロモーション経路も

確立されてきていることを考慮することも必要である。2022 年 1 月末に、国内外の旅行業者に販売さ

れ TCS 商品・サービスの数としては 26 であった。      

         

指標2：ドミニカ共和国内外のMITURプロモーション事務所で北部地域TCS

のプロモーション実施状況。 4 
           

指標 2の達成状況 

2020 年 8 月の新政権発足後に MITUR の体制が再編成され、プロジェクト中期までの C/P からは大き

く変更された。国外の事務所はこれまでどおり観光振興局のもと観光プロモーション事務所（OPT）で
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あり、国内の地方事務所は新たに観光デスティネーション局に入り、観光デスティネーション運営事

務所（OGD）として地域事務所と県事務所が置かれている。このような体制下、DPP と観光デスティ

ネーション局と調整して、地方事務所の機能強化とそこに配置された人材の能力強化を行った。これ

までは、プロモーションの機能は十分に果たしていなかったが、今後は TCS を含めた地域観光の発展

に貢献する役割を担うことが期待されている。また北部地域での体制・経験・人材を活用し、他地域

への横展開が期待されており、すでに南部地域に拡大される準備がされている。そのほか、国内向け

のプロモーションとしては、観光振興局の国内プロモーション局によるファムトリップの実施や、マ

テリアルやウェブによるプロモーション活動も行われている。 

海外の観光プロモーション事務所は、コロナ禍の状況やその対応が各国で異なり、十分な対応がで

きなかったが、オンラインにて北部地域の紹介をスペイン語圏の事務所向けに実施した。コミュニテ

ィによる商品や広域デスティネーションの紹介などを行ったが、コロナ禍での対応が優先し十分なフ

ォローができなかった。 

 

 

4-2 上位目標達成に向けた提言 

より一層の地域事務所の機能と人材の強化 

MITUR の組織再編成で、今後地方事務所の機能を強化することが期待される。地域レベルの体制で

は、既存の個別のデスティネーション（県）の人材の強化に加え、リージョン・サブリージョンレベ

ルで複数の県を管轄し TCS 推進を支援する人材の配置を提案した。地方事務所の機能を強化するにあ

たっては、適切な人材の配置と活動予算の配分が必要である。地域の関係者と広くコミュニケーショ

ンを取って情報を収集し、必要な調整や活動の支援を展開していくためには、経験と知識と情熱があ

る人材が欠かせない。観光の多様化を推進してくためにも、地域事務所への中央からの一部の権限委

譲も検討するべきである。できる限り地域の体制強化にリソースを配分することは、支援の有効性を

担保するために必要である。 

海外のプロモーション事務所について、プロジェクト前期の調査と後期でのオンラインによるプロ

モーション活動といった限定的な対応しかできなかったが、MITUR の観光プロモーションでは各国で

の拠点としている事務所の人材強化が引き続き必要である。これらの海外拠点の強みを活かしマーケ

ットへ働きかけができるよう、場合によってはそれぞれのマーケットで行われる観光フェア（スペイ

ンの FITUR など）へ TCS の担当（中央、地方、もしくは外部の専門家）を派遣してプロモーションを

行うことも有効であろう。 

 

あらたなマーケット環境に対応する体制の強化 

指標 1 の旅行業者に販売される TCS 商品・サービスの数の増加については、現在観光マーケットや

バリューチェーンの多様化により、必ずしも TCS 商品・サービスの流通は観光業者だけに依存するも

のではなくなった。コミュニティレベルの観光生産者ユニット（UP）やテリトリアル・グループ（GT）

が直接最終消費者とやり取りする機会も多くなり、中間業者の役割も変わってきている。同時に多様

な流通チャンネルを確保できるようになることで、変容するマーケットへの対応や観光産業の環境変

化やリスク低減の対応ができる。支援をする側が適時最新の観光産業の現状や今後のマーケットのト

レンドなどの情報をもって対応できることが望ましい。MITUR は近年観光統計やマーケットインテリ

ジェンスに力を入れており、その情報の活用を組織内で強化し TCS のマーケティングにも活用できる
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と、より効果的な TCS推進につなげることができるであろう。 

一方、TCS 商品・サービスの主体はコミュニティであり、実施体制では UP や GT になる。旅行業者

を通さず最終消費者と直接やり取りをできる機会が増えれば、よりマーケットの要望に対応した商品

の多様化や住民の利益拡大につながる。観光セクターへの規制などもこのような状況に対応していく

必要がある。MITUR 主体の実施体制の限界が TCS 推進の限界になるのではなく、地域レベル、コミュ

ニティレベルでの優位性と変容する環境に対応する柔軟性を十分に理解した取り組みとしていくこと

が重要である。 
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5. プロジェクト実施運営上の課題・工夫・教訓 

本項ではプロジェクト実施運営上の課題・工夫・教訓に関するまとめとして、プロジェクトデザイ

ンに関わる課題と教訓、プロジェクト実施で直面した課題と教訓、プロジェクトの効果を高める工夫

について記載をする。 

 

 

5-1 プロジェクトデザインにおける課題 

プロジェクトデザインにおける課題では、実施中に明らかになってきたプロジェクトの基本事項に

関連した課題を取り上げ、その考察と教訓を示す。 

 

中央調整テーブルの形成に対しての課題 

課題 TCS 推進のための関係省庁による中央調整テーブルが、機能的な調整の場として具体的なアクシ

ョンができる体制にはできない。 

中央調整テーブルは、プロジェクト C/P である MITUR がイニシアチブをとり、複数省庁の代表が参

加し、TCS 推進のための統合的な協力と調整を行う場として機能する組織体制として、プロジェクト

目標の指標にも示されたものである。当初は合同調整委員会（JCC）と重ねて開催したり、TCS 推進戦

略案の策定の際にその理解を深めるために開催したりして、全体会合を行ってきたが、関係局や関係

省庁から中央調整テーブルに対してのインプットは限定的であった。当初中央調整テーブルをいち早

く参加省庁のハイレベル合意で公式化したいとしていたが、具体的なアクションが整理されていない

まま合意しても機能する場にはならないことが予想され、複数省庁の調整を担う中枢機能を MITUR の

DPP が持つのは非現実的であることが明らかになったため、中央調整テーブルの強化や公式化に向け

た取り組みの方針を変更した。 

 

対応 共通の支援ツールの作成から、特定テーマに絞った 2 省庁間協力で具体的な成果の発現に方針転

換した。 

複数省庁間の協力としては支援ツールカタログの作成とそのアップデートを基礎とし、より 2省庁間

の関係性からの現場での具体的な活動での協力に重きを置いた。そこから具体的なアクションに結び

付くような特定テーマを取り上げ、それに関係する担当官で課題の深化を行い、現場での活動協力に

つなげた。観光人材育成についてローカルガイドを取り上げた際には、MITUR、INFOTEP、環境省の

プログラム間の調整を中心として、その他関係する文化省と全国ガイド組合の代表を加えて議論・調

整を行った。その結果、環境省とは長年問題となっていたローカルガイドとネイチャーガイドの問題

に対して、具体的に申請プロセスの提案や育成プログラムの改善、実際のパイロット研修（2 グループ）

まで実現した。また商工中小企業省の Centro PyMEs によるコミュニティビジネス支援なども実現した。

コロナ禍においては、それまでの関係性を背景に、観光産業ではいち早くコミュニティ向けの感染症

拡大防止のプロトコルの策定と導入を複数機関の協力により実現ができた。このような調整を行うに

は各省庁と各局のそもそもの機能、支援ツールやプログラム、その能力などを把握し、こちらから提

供できる支援を明らかにし、さらに現場とこれら省庁のニーズのすり合わせをしたうえで、活動を提

案する必要があった。これは従来の MITURの DPPの計画局としてのマンデイトを大きく超えているた

め、プロジェクト主導で行った。このような中央調整テーブルを積極的に進める前に、MITUR 内の関
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係局間の調整機能の向上を優先すること、また全体の調整役となる MITUR の担当局自体が各局との個

別の連携を高め、他省庁との連携を具体化させていくことが重要であった。 

 

教訓 機能的で現実的な中央調整テーブルの構築に関する前提条件を検証する。 

観光開発の数あるテーマの中で、TCS 推進という特定テーマにおける機能的な中央調整テーブルの

形成をするには、観光開発全般で関係組織間の合意形成や協働の経験についてある程度の蓄積がない

と、具体的な体制に導くには時間がかかるプロセスを想定しておく必要がある。MITUR には調整をす

る機能がなくその必要性が理解できていなければ、中央調整テーブルの位置づけの修正や形成のタイ

ミングを状況に応じて変える必要がある。また、TCS 推進といっても対象とするテーマが横断的に複

数あることから、特定したテーマごとに経験のある省庁や局が担当することができるとよい。全体の

中央調整テーブルの構築は、C/P 組織内で体制を整えるのと同時に進めるのであれば、組織のそれまで

の対外調整能力を考慮しなければならない。あくまでも中央調整テーブルのような体制は手段であり、

その手段を使えない状況であればプロジェクト主導で無理して構築するべきではない。 

 

 

広範囲に及ぶ対象地域に関しての課題 

課題 プロジェクトが対象とする 14県の北部地域に、全体を取り仕切る組織が存在しないなか（MITUR

にもない）、TCS スポットだけでなく、観光地域運営体制や観光ルートなどの関係者を多く含む取り組

みとして、限られた投入と期間、実施体制でどのように広域での活動を進めるか。 

本プロジェクトの対象は、北部 14 県として、人口 320 万人で全体の 30％、面積 1 万 8.900km₂で全体

の 33％をカバーする地域である。コミュニティへの点の支援だけでなく広く地域が観光に参加する機

会を増やすことも意図し、線や面を対象として働きかけをしてきた。各地域の特徴や関係アクターの

状況にあった支援を展開することが求められ、地域における支援体制も確立していなければならない。

一方、北部地域全体を統括する MITUR 事務所はなく、また主な観光地にある地域事務所は人員や専門

性、予算のうえでも機能は限定的である。プロジェクト活動の前期は、優先地域としてシバオ北部と

シバオ北西部を対象としてきたが、後期にシバオ北東部 4県とシバオ南部 3県への拡大を進めたが、よ

り既存のリソースに欠け、現場での効果的な活動の実施に苦労した。 

 

対応 複数の展開シナリオで対応しながら、目標を見据えてモデル的な取り組みを実施する。 

これまでの活動から次のような点を重視して今後の展開を開始する。①MITUR を中心にとした関係

機関の既存の体制を最大限に活かしながらも、TCS での特徴的な取り組みに必要な機能をふまえ、サ

ブリージョンごとで拠点を強化した、②すでに取り組まれてきた活動を特定し（すでに人の流れがあ

る街道やルート、また TCS サイト）強化を行った、③開発の手法、手段、プロセスを提案・検証しな

がら他地域の展開・応用を効果的・効率的にできるよう整理した、④支援する TCS サイトやコミュニ

ティ（市）の選択と、周辺に今後普及していくことを想定し戦略的に行った。 

具体的にプロジェクト期間中にはサブリージョンごとの拠点を設置・強化することができた。プエ

ルトプラタ県の拠点となる事務所は 2 回移動したが、2019 年から 2020 年からは新たな地方事務所内の

担当ユニットの事務所が設置され、またシバオ北西部の事務所は当初は事務所自体がなかったが、マ

オに設置の際に TCS 推進事務所を設置した。同様にシバオ南部ではコトゥイに事務所を設置した。プ

ロジェクト実施中に事務所の特定から依頼、正式な許可、設置と人員のサポートを行ったうえで、役
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割の機能強化とコミュニティの働きかけができた。一方、事務所の設置ができなかったシバオ北東部

は遠隔や単発の支援にとどまり、地域における TCS のポジショニングや関係組織間の連携（サブリー

ジョン）までの取り組みには至らなかった。 

 

教訓 地域全体（リージョン、サブリージョンなど複数県での活動）での活動を展開する場合は、地域

事務所と人材が配置されている前提でないと、コミュニティレベルや地域レベルで推進体制を築いて

いくのに時間がかかる。対象地域での事務所設置と人員配置について C/Pとともに地方の現実を十分に

把握し、約束だけでなく、プロジェクト開始前に確実に対象地域がカバーされている体制があること

を確認しておくことが重要であろう。 

 

 

コミュニティ主体の観光開発にかかる課題 

課題 住民参加型アプローチによる観光地域開発体制の形成について、住民の主体性や自主性をベース

にした観光による地域開発アプローチは、ドミニカ共和国が優先して取り組む外国投資優先の観光開

発とは大きく異なることなり、また観光商品やサービスによって利益が生じ、それが地域に還元され

るまでに手間も長期間かかるということが関係者に理解されるのに時間がかかる。 

本プロジェクトの基本コンセプトである「コミュニティ・ベースド・ツーリズム」は、観光商品の

多様化だけでなく、住民の主体性や自主性、その運営体制の整備も重視している。この主体性や自主

性を重視した地域開発のアプローチは、単なる中小企業の育成とは違い、数年、十数年といった単位

での取り組みが必要であり、大分県の一村一品運動や徳島県の「いろどり」といった地域開発の事例

をみても、地域に利益が還元されるまでに試行錯誤を繰り返し、十数年といった時間がかかっている。 

本プロジェクトでは、この住民の主体性や自主性の醸成のために、コミュニティの代表者が地域資

源を抽出して地域のテーマを設定し、そこから導き出された資源の観光商品化を進めてきている。地

域住民の主体性の強化と地域資源の商品化の相乗サイクルが回り始めているが、実際に観光客を誘致

したり、商品を販売したりできるようになるまでにはまだ時間がかかる。このあたりの理解がプロジ

ェクト内外の関係者にされるのが難しい。 

 

対応 プロジェクト開始時に C/P と議論を深めた結果、「持続可能なコミュニティツーリズム」（TCS）

としてその目的をドミニカ共和国のコンテクストに沿って観光オファーの多様化、地域住民の利益拡

大、地域のエンパワメントとした。この目的を常に確認し、TCS紹介の時にはこれら 3つのポイントを

強調し、同じ目的に向かい適切な開発支援に結び付けた。また実際の支援事例から理想の TCS ビジネ

スやテリトリアル・グループ（GT）の目指す状態を示し、そこに到達するまでのプロセスを段階化し

た。これによって本アプローチの時間軸を示すことができ、プロジェクトとして目指す状態とその過

程における現在の進捗状況を明確にすることができ、さらにプロジェクト関係者と共有できるように

した。 

 

教訓 一般的にとらえられている CBT においても、国の開発の歴史や現在の観光開発の状況によって異

なることが予想されることから、キーとなるコンセプトや用語は十分に議論し、必要に応じて振り返

って理解を深めていく必要がある。プロジェクトの後期においては、地域のエンパワメントについて、

具体的な取り組み事例や成果からより深い考察ができるようになった。 
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図 5-1：TCSでの地域住民のエンパワメントを意識した参加レベルの階段 

 

観光生産者ユニット（UP）やテリトリアル・グループ（GT）のアクターによる TCSへの取り組みを

通した参加形態が、計画づくりの参加だけでなく、事業推進のパートナーや自主運営・管理をする高

い次元の参加まで達成している事例もみられるようになった。このような成果が出るようになるには

時間がかかることも十分に認識しておく必要がある。 

 

5-2 プロジェクト実施で直面した課題（活動実施中の課題等）  

コミュニティビジネス支援にかかる課題と教訓 1 

課題 個々の観光生産者ユニット（UP）に対する小規模ビジネスの導入とケアの支援コストが増大化し、

スタッフの人数が支援可能グループ数の制限要因となってしまった。 

 

工夫 個々のビジネス支援をコストの観点から類型化し、支援モデルの評価に組み入れた 

シバオ北部の 14 件の支援対象を類型化・分析し、支援コストの視点から「①既存企業の観光化」と

「②新規観光事業体の形成」に分類した。①はすでにビジネスの基礎があり、比較的支援コストが低

いため、INFOTEP の研修を中心に、スポット的な技術支援で対応ができた。②は事業体がなく、その

形成に多大なコストがかかるため、シバオ北部地域ではプロジェクト後期は支援数を限定した。 

 

教訓 支援事業数を増やすには、①の既存事業の観光化が近道。複数のステークホルダーが集まって事

業体を形成する②は、ある程度のリソースが必要なので、支援する側の MITURの能力とキャパシティ

を考慮すべきである。各地域や地域事務所での MITURによる支援を想定した場合、公的資金で支援す

べき対象の評価を実施する必要がある。プロジェクトでは TCS推進の目的（①観光オファーの充実、

②観光による地域への受益、③地域のエンパワメント、につながるかの 3大目標）に沿った評価を行

うとともに、④改善（介入）すべき点、⑤許可や認可の必要性、⑥既存のポジショニングの「支援コ
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スト」を評価のポイントとした（図参照）。MITUR自体の予算や人員のキャパシティに合わせて支援

コストの低い事業体から支援することで、多くの観光ビジネスを立ち上げ・発展することができる。

一方、地域のエンパワメントや一定地域の多くのステークホルダーを巻き込んで受益する可能性のあ

るものは、支援コストは高くなるが将来にわたって広く長く発展する可能性があるため、地域おこし

の核としたテリトリアル・グループ（GT）による支援から検討する必要がある。 

 

図 5-2：観光コミュニティビジネスの評価表 

 

 

コミュニティビジネス支援にかかる課題と教訓 2 

課題 INFOTEP は研修機関で研修後の支援（特に資金面）や物資的支援はできないなど、各機関の性格

によって「実施できる範囲」に限界があり、組織だった支援が難しかった 

コミュニティビジネスを推進するにあたっては多様なニーズがあり、必ずしも既存の機関がそれらの

ニーズに的確に対応する支援ツールを持っているとは限らない。そのような場合は支援に時間がかか

ったり、実施した支援が現場で活用されなかったり、効果が激減してしまう場合が多く見られた。 

 

工夫 各機関の足りない部分をプロジェクトが補って調整し、場合によってはパイロット的にプロジェ

クト側で支援をした。 

 

教訓 複数の機関（MITUR、環境省、INFOTEP）をまたがって地域のビジネス主体支援を行うのは、調

整コストと支援対象のモティベーション維持が難しい。プロジェクトでは INFOTEP の実施する観光関

連研修に物資などの支援を行って「実のある研修」とする工夫をしてきたが、プロジェクト後は研修

と物質的支援を両面から行えるよう INFOTEP が支援できる予算の確保や、場合によっては MITUR に

支援プログラムを一元化することも検討する必要がある。 

 

 

中央の技術移転にかかる課題と教訓 1 

プロジェクトの活動内容と C/P 部署の業務内容の整合性をより考慮することの重要性 

 

課題 プロジェクトの主要テーマである持続的コミュニティ観光（Turismo comunitario Sostenible）を担

当する部署が当初 MITUR にはなかった。そのようなケースは他案件でもあり得ることであるし、また
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従来の観光開発とは別のアプローチを取り入れるという意味では、それは起こり得ることであろう。

ただ、プロジェクトの直接の C/P となった部署（DPP）は、観光地の設計（街づくりの設計図の製作）

を扱う部署であり、コミュニティ住民を主体とした活動や観光地域運営体制の支援とは全く別分野と

いってもよく、これらの技術移転が同部署の機能強化、能力強化につながるとは言い難く、同部署と

しても人員や予算配置が難しかった。一方、2021 年の政権交代とそれに伴う観光大臣の交代や組織の

再編制とともに、MITURにデスティネーションマネージメント局（Viceministerio de Gestion de Destino）

が設置された。同局は、地域の観光マネジメント能力強化も担うことが想定されており、プロジェク

トの活動内容とも整合性が見られる業務内容を想定し計画している。 

 

工夫 同局の設立後すぐにプロジェクトの活動内容が同局の業務内容と大きく関わっていること、また

プロジェクトから発現した成果について、同局が引き継いで担っていくことのメリットを強調して伝

えた。 

 

教訓 長期的な視野に立った支援と柔軟性をもって対応することが重要である。持続的なコミュニティ

観光がドミニカ共和国の観光開発促進における代替アプローチとしてなり得るということを示すため

には、実際の現場の成果を示すのが一番効果的である。今回、デスティネーションマネージメント局

の設立にあたり、現場での成果がすでに発現していたことから、観光開発のためのアプローチとして

有効であること、また観光地域運営体制の支援の重要性を示すことができ、比較的受け入れられやす

かった。その国にそれまでなかった概念、アプローチ方法を導入するのは容易なことではなく、長期

的な視野を持つことが必要である。同時に、相手側機関の変化に合わせ、プロジェクト側も臨機応変

に C/P となる部署を変えるなどの対応が必要である。 

 

 

中央の技術移転にかかる課題と教訓 2 

新たな概念、アプローチ導入の際の時間をかけたオーナーシップ醸成の必要性 

 

課題 C/P となった機関・部署の持続的コミュニティ観光の活動のための人員や予算の配置が難しかっ

たことにも関係してくるが、本活動がドミニカ共和国の観光開発の一つのアプローチとなり得ること

について C/P側に理解してもらうための成果を供出するための時間が短く、その技術や方法の移転が十

分ではなかった。 

 

工夫 観光地域運営マニュアルに関しては、その作成過程に直接の C/P 部署である DPP の職員とともに、

今後マニュアルの内容を現場で応用していく役割を担うであろうデスティネーションマネージメント

局の職員を交えた。すでに固まっていたマニュアルの内容を再度構成から一緒に議論し、お互いに理

解を深めながら作成した。この議論の過程が同局職員に対するトレーニングの場ともなり、マニュア

ルのオーナーシップの醸成ができたとともに能力強化もできた。 

 

教訓 たとえ時間をかけてでも C/P と一緒に考え決定していくことが、結果的には C/P の能力強化やオ

ーナーシップの醸成となり、技術協力プロジェクトが目指すところである相手国への技術移転により

貢献できる。 
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新型コロナの感染拡大での対応 

課題 新型コロナの感染拡大がプロジェクト実施の最終年に発生し、本プロジェクトが対象とする観光

セクターが大打撃を受けた。全世界規模での観光客の減少、国内での移動制限、これまであった観光

活動は止まり収入が消滅、コミュニティまで支援が届かず、TCS 関係者は何をしてよいかわからない

状態に陥った。 

 

工夫 日本から遠隔でこれまで構築した関係性を活用し、いち早くコミュニティ向けのプロトコルを策

定し、実際にコミュニティへ指導をしながら人の移動が再開した際に備えた活動をいち早く行った。 

 

教訓 今回のコロナ禍は誰もの想像を超え全世界的、さらに長期化している。このような状況に常日頃

から備えておくことは難しいが、危機が発生した場合には、多様なレベルでコミュニケーションを継

続し、危機が発生している現場が柔軟に対応できる体制を整えていくことが重要である。待ちの姿勢

だけでは物事は進まず、中央と地域がその役割を明らかにしながら、常に情報を収集し共有し備えを

行っていく。2020年 3月下旬から移動制限が始まり、8 月末の再開までの間、TCS ビジネスに対してプ

ロトコルの導入支援、受け入れ態勢の整備、コミュニティの社会・経済状況の確認について、地域コ

ーディネーターを通して行い、観光解禁と同時にこれらの TCS サイトで訪問客を受け入れることがで

きた。国内観光の盛り上がりや TCS サイトが提供するアドベンチャー体験などのマーケットの拡大傾

向もあり、2022年2月現在、ほぼすべてのTCSのサイトがコロナ禍以前よりも良い状況になっている。 

 

5-3 プロジェクトの効果を高める工夫 

異なるレベルでの同時並行による活動の実施 

プロジェクトのデザインでの中央とコミュニティでの活動を同時並行して行っていることとなって

いるが、コミュニティでの TCS ビジネスの支援を行い、地域での関係者間の調整を市、県、地域レベ

ルで行い、中央の関係省庁への働きかけを行い、かつ MITUR 内の異なる局間の調整を同時並行で進め

た。実施するリソースは限られていたが、全体の推進体制の提案をプロジェクト前期で行い、これに

沿って活動を進め、一つのレベルの弱点を他のレベルで補えるよう、全体を見ながら活動を進めた。

適時に異なるレベル間での情報共有や協力調整を行い、現場での活動を進めていくことをできる限り

優先しながらプロジェクト活動を進めた。その結果、関係者間の理解も深まり、TCS 推進が今後も継

続していく基盤を構築することができた。 

 

成果のビジュアル化 

観光生産者ユニット（UP）やテリトリアル・グループ（GT）が創造した観光商品や体験、地域のポ

テンシャルなど可能な限り出てきたものを様々な形で関係アクターとともにビジュアル化し、販売や

プロモーションにつなげるとともに、商品の改善につなげる取り組みを行った。ツアーシート、商品

カタログ、地域の宝カタログ、コミュニティ観光マップ、ドライビングマップなどのマテリアルの作

成や、インフルエンサーや MITUR の広報と協力したビデオクリップや自助プロモーションのためのイ

メージビデオ、ホームページや SNS 活用の推奨などを行った。これにより UP や GT の関係アクターが

自分たちの商品への思いを高め、積極的にプロモーションの機会を見つけていくようになり、商品改
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善や新たな商品の開発にもつながった。いくつかの UP では、直接インフルエンサーやツアーオペレー

ターとやり取りとりして、プロモーションのツールを最大限活用しているほか、マテリアルを通して

コミュニティでも広く知られるようになり地域内でのポジショニングを高める効果もみられた。 
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添付資料1

プロジェクト活動の写真やイメージ集





添付資料 1 プロジェクト活動の写真やイメージ集 

第 1 回合同調整員会（2016 年 11 月） 地域資源再発見参加型ワークショップ 

ファシリテーター育成研修 

 

ファシリテーター育成研修修了式 

コーディネーター向けワークショップ コーディネーター向けワークショップ 

観光省でのプロジェクト会議 TCS 推進戦略会議。 

  



 

ダハボンのはちみつ体験造成のための会議 
女性グループのビジネスプラン作成支援 

ダハボンのはちみつ体験散策ルートの標識作成 ダハボンのはちみつ石鹸制作とはちみつ石鹸のロゴ。 

Sonido de Yaque でのコミュニティ体験造成研修 
Moncion の若者グループワークショップ 

Manzanillo の自然保護区内のカヤックグループ。 

新商品に組み込んだタイノ博物館の展示方法を改善中 

  



 

Las Galeras ガイドグループへの指導 Gaia ガイドグループへの指導 

Jamao Ecotours への指導 Ruta de Casabe へのインタビュー 

Moncion での参加型ツアー造成ワークショップ Damajagua 滝のガイド組合のメンバーにより制作 

シバオ北西部でのファムトリップ実施 
Grenmon によるツアー説明 

  



 
 

バルベルデの Mao 川でチューブ川下り体験にかかる調査 体験型の新商品、JICA ミッション来訪 

INFOTEP のトレイル改善実践研修 
体験商品マテリアル例 

アートごみ箱の設置支援 地域コミュニティと協働で作成した観光マップ 

地域コミュニティと協働で作成した地域資源カタログ ラジオへの出演を通じたプロジェクトの紹介 

  



 

EXPO TURISMO の TCS ブースでのプロジェクトチーム EXPO Turismo での TCS サイトを示したブース 

プロモーションマテリアル例 観光博用に準備中のプロモーションマテリアル。 

 

プエルトプラタの観光博での TCS ブース 

TCSブースの前でインタビューを受ける観光省副大臣 

対象地域拡大に向けた戦略ワークショップ１ 対象地域拡大に向けた戦略ワークショップ２ 

 

  



 

観光省 DPP 職員による高校生向けの講義 学生によるツアー形成コンテスト表彰 

Ruta de Gallo への感染症拡大防止の防護具等の配布 
Rancho Don Lulu への感染症防止防護具等の配布 

観光省事務所にて民芸品グループへの配布 新型コロナ感染拡大に伴う緊急支援 

訪問客の手指消毒を実施 

感染拡大防止啓発マテリアルの一部 

  



 

本邦研修での EXPO ツーリズムに参加 EXPO ツーリズムにて在日ドミ共大使を囲んで。 

本邦研修で金沢市内の交通システムについて学ぶ 本邦研修にてそば打ち体験 

本邦研修にて池田町の工場見学 本邦研修にてアクションプラン発表 

本邦研修にて在日ドミニカ共和国大使館への表敬訪問 
本邦研修にて日本の旅行博でのプロモーション研修 

 

  



 

EXPO CIBAO でのアドベンチャー体験ブース EXPO CIBAO での文化体験ブース 

EXPO CIBAO にて民芸品創造体験 EXPO CIBAO にてインフルエンサーへの認定書贈呈 

EXPO CIBAO にてメディア向けの発表 EXPO CIBAO での日常体験ブース 

EXPO CIBAO でのアドベンチャー体験ブース 
EXPO CIBAO にて地域デスティネーションシバオを発表 

  



 

持続的な観光セミナー2019 

 

グッドプラクティスの表彰 2019 

TCS 地域セミナー2022 TCS 地域セミナーにてコミュニティによる発表 

TCS 地域セミナーにてプロジェクトチーム 
TCS 地域セミナーのサブリージョンの展示 

第 6 回 JCC（2022 年 3 月） 第 6 回 JCC（2022 年 3 月） 
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Ms. Milka Hernandez  
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Mr. Felix Manuel Rodriguez  
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Ms.Andrea Reid   
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添付資料 7 合同調整委員会議事録等 

 

以下に 6 回の合同調整委員会（JCC）の概要を示す。また、各 JCC で合意された署名済み

ミニッツを示す。 

 主な内容 主な参加者 

第 1回 JCC 

2016年 11月 

議事次第に沿って関係機関の代表が挨拶した後、プロジ

ェクト C/P からプロジェクトの構成、実施方針と実施体

制についてプレゼンテーションした。続いて専門家がプ

ロジェクト活動の進捗状況、特にパイロットプロジェク

トの内容に焦点を当てて現状の説明を行った。また今後

実施予定の活動計画と課題を説明し、次期計画について

JCC メンバーの合意を得た。JCC メンバーと MCN メ

ンバーの意見交換の中で、MCN による調整を通して具

体的な支援を展開していくことが確認された。 

MITUR の DPP 局長、INFOTEP

の戦略部局長と北部地域局長、

MEPYD の経済計画開発省から

二国間協力局長、JICA の事務所

長、プロジェクト総括。 

第 2回 JCC 

2017年 12月 

プロジェクト進捗状況の確認として主に以下の点を取り

上げた。TCS戦略ドキュメント（戦略案とアクションプ

ラン）バージョン 1と今後の改訂についての計画、2018

年のプロジェクト活動の北部地域 7 県への集中と戦略軸

による取り組み、MITURにコミュニティツーリズム実施

ユニット設置の必要性、中央調整テーブルの強化、地域

レベルでの実施体制の具体化（例えば MITUR 北西部地

域事務所や INFOTEP 北部事務所の役割強化と連携体制

構築）による TCS推進体制の整備、戦略案策定過程や活

動実施における関係組織との理解と信頼関係の構築の重

要性、上位政策との調整、既存組織の機能を考慮した投

入、コミュニティにおける自然災害への脆弱さへの対応

の必要性、などである。 

MITUR の国際局次官と DPP 局

長、INFOTEPの戦略部局長と北

部地域局長、MEPYDの二国間協

力局長、JICA の事務所長、プロ

ジェクト総括。オブザーバーとし

て、文化省から文化遺産副大臣、

環境自然資源省からエコツーリ

ズムユニット長、商工省から中小

零細企業支援ユニット担当、

MITUR の他局からは、国内プロ

モーション局長、国際プロモーシ

ョン局長、企業・サービス局長、

プロジェクト総括。 

第 3回 JCC 

2019年 2月 

2018 年の活動報告では、各支援ラインでの成果を発表

し、2019年の活動方針の活動計画の概要を示した。また、

これまでの取り組みで得られた TCS ビジネス支援の手

順やツールを発表し、今後の支援強化と拡大の過程で活

用しながら改善していくことを示した。今後の活動の課

題としては、TCS普及のため人員の適切な配置を含めた

体制の形成と、DPP のイニチアチブによる 2030 年を目

標とした戦略案の修正を挙げた。 

MITUR副大臣（国際協力担当）、

MITUR プロジェクト計画局長、

INFOTEP北部地域局長、経済計

画局二国間協力局代表、JICA ド

ミニカ共和国事務所次長、プロジ

ェクト総括。 

第 4回 JCC 

2020年 3月 

初めて地方（エスパイジャット県モカ市）で開催した

JCC。MITURと INFOTEPの担当ならびに総括が支援ラ

インごとの活動の進捗状況、今後の課題と 2020 年の活

動計画、中央調整テーブルの形成を含んだ省庁間合意の

署名に向けた準備状況などについて発表した。 

MITUR からはプロジェクト計画

局局長、INFOTEPからは戦略局

長と北部地域部長、MEPyDから

は国際協力局長、JICA 事務所所

長、プロジェクト総括が参加。オ

ブザーバーとして環境省、文化

省、商工中小企業省の代表、サン



チャゴ商工会議所、エスパイジャ

ット県から県知事、国会議員、モ

カ市長も出席。 

第 5回 JCC 

2021年 5月 

コロナ禍での活動の進捗、今後の方針をプロジェクト終

了後の継続性をふまえて協議を行った。MITUR、

INFOTEP のコミットメントが昨年からの新体制下でよ

り高まっており、課題となる関係省庁との必要な調整を

進めていくことを確認した。また UNWTOによるリカバ

リープラン策定の再委託について、その実施の枠組みに

ついても確認した。会場に TCSのバナーや実際の商品の

展示を行い、北部地域の商品見本をシバオ・バスケット

に詰め合わせて紹介した。 

MITUR からは国際協力局副大

臣、DPP 局長、観光振興局副大

臣、職業訓練庁からは戦略開発局

長、北部地域局長、経済計画開発

省から国際協力局副大臣、二国間

協力局長、JICA 所長、次長、日

本国大使館経済協力担当、在日ド

ミ共大使が参加し、オンラインで

は JICA本部担当、UNWTOの技

術担当・調整担当が参加。 

第 6回 JCC 

2022年 3月 

プロジェクト活動の成果の確認、TCS推進ビジョン 2030

の確認、今後のドミニカ共和国政府側関係機関のプロジ

ェクト終了後のコミットメントの確認。 

MITUR、INFOTEP、MEPyD, 

JICA 
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TCS推進戦略ビジョン2030
（和語）





Asociación de Agentes de Viajes de la Republica Dominicana (
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TCS推進戦略アクションプラン
モニタリング報告書

（和語／西語）
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TCS商品開発活動進捗
モニタリング表とメモリア

（西語）
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Introducción

La Agencia de Cooperación Internacional del Japón (JICA) y el Gobierno Dominicano 
han implementado el “Proyecto de Fortalecimiento de Mecanismos para el Desarrollo 
de Turismo basado en las comunidades en la Región Norte de la República Dominicana” 
desde abril de 2016. Este proyecto dirigido por el Ministerio de Turismo (MITUR) se llevó 
a cabo con la cooperación de otras entidades públicas pertinentes como, el Instituto 
Nacional de Formación T cnico Pro esional (INF TEP), el Ministerio de Plani cación y 
Desarrollo Económico (MEPyD) y organizaciones público-privadas locales. 

Durante la ejecución del proyecto, los actores locales de varias comunidades desarrollaron 
iniciativas para el impulso del turismo en su territorio con el soporte de organizaciones 
nacionales y regionales. Estas actividades abrieron la puerta al desarrollo del turismo 
comunitario en la región Norte y en el pa s con el objetivo de diversi car las o ertas, 
expandir las ganancias e impulsar el empoderamiento de los locales. 

Además de las entidades de soporte a nivel central, la implementación de TCS se logró 
a través de un sistema local compuesto por tres tipos de entidades:

negocio conformado por residentes locales, encargado de 
ofrecer con orgullo productos y servicios de interés turístico.

 grupo conformado por actores públicos y privados, locales 
y sociales de una misma provincia, que gestionan la marca territorial buscando 
aumentar el valor de su territorio a través del turismo.

grupo conformado por actores públicos y privados, locales 
y sociales de diferentes provincias que con visión de promoción de destino regional 
pretendiendo aumentar la duración en la estancia del visitante.

Las 14 provincias de la región Norte, mejor conocida como el Cibao, se agrupan en 4 
subregiones: Cibao Norte (CN), Cibao Noroeste (CNOE), Cibao Sur (CS) y Cibao Noreste 
(COE).

El resultado de las experiencias del Proyecto TCS en cada una de estas subregiones 
muestra un alto potencial de desarrollo de un “turismo alternativo” que contribuye de 
manera directa al desarrollo económico y social de las comunidades que allí habitan 
aún en diversos contextos naturales, culturales y sociales. Por esta razón, el presente 
documento es una compilación de las acciones realizadas y los logros obtenidos por 
las Unidades Productivas y los Grupos Territoriales de cada una de las subregiones del 
CIBAO en el periodo comprendido entre el año 2016 y 2022.

Unidades Productivas (UP), Grupos Territoriales (GT) y Grupos Regionales (GR) 
apoyados por el Proyecto

Cibao 
Noroeste

11 UP
5 GT
1 GR

Cibao 
Norte
10 UP
5 GT

Cibao 
Nordeste

5 UP
2 GT

Cibao 
Sur
5 UP
3 GT
1 GR
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El Cibao Noroeste fusiona exóticos sazones, una región que nos invita a disfrutar experiencias 
gastronómicas inigualables. Allí se concentran el gustoso sabor de un buen chivo de carne suave, 
el crocante toque del casabe, la dulzura de la miel y la versatilidad del banano o guineo orgánico. 
Sus provincias hacen del Noroeste una destacada fuente de expresiones culturales y creativas de la 
República Dominicana. Sus diferentes itinerarios conforman el “Circuito Esencia del Sabor”, en la cual 
los noroestanos no solo ofrecen lo mejor de sus sazones a los visitantes, sino también, una atractiva 
propuesta de turismo con matices industriales, agrícolas y de aventura. 

Concepto subregional del Cibao Noroeste
Experiencia paisajística original dominicana “Circuito Esencia del Sabor”. Disfruta de las diversas 
y únicas experiencias que brinda la comunidad a través de los circuitos que conectan las cuatro 
provincias.

Dajabón

Montecristi

Santiago

Rodriguez

Valverde 
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B1: Ruta de Miel de Dajabón 

B2: Productos derivados de miel de Dajabón

R1: Ruta de Casabe de Monción

R2: Senderos comunitarios de Monción

R3: Experiencia de ciudad de músicos

M1: Avistamiento de aves de Montecristi

M2: Kayak de Manzanillo

M3: Ruta de chivo de Villa Elisa

V1: Ruta de banano de Valverde

V2: City Tour joya de Mao en Margarita

V3: Productos artesanales de Valverde

11 UP apoyadas

5 GT y 1 GR apoyados

1-P: GT Prov. Dajabón (ADELDA)

2-P: GT Prov. Santiago Rod. (Gobernación) 

3-M: GT Monción (Jóvenes y Alcaldía) 

4-P: GT Valverde

5-P: GT Prov. Montecristi 

Dajabón

Montecristi

Santiago

Rodriguez

Valverde 

Santiago 
Rodríguez

Dajabón
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Santiago
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Valverde 
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Rodríguez
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Gremont
El Grupo Ecológico de Montecristi, es una organización creada con el objetivo de proteger 
la vida silvestre de los alrededores y promover la conservación ecológica de la provincia, a través de 
actividad de turismo de naturaleza, tipo aventura y actividades de turismo cultural, las cuales, se están 
impulsando para la autogestión nanciera de la organización.

Como antecedentes, la agrupación ha trabajado el abordaje del cuidado ambiental a través 
sensibilizaciones con los estudiantes de las escuelas y liceos y realizando labores altruistas para la 
conservación y aprovechamiento del Parque Nacional El Morro de Montecristi. 

 Ubicación Municipio San Fernando, Provincia Montecristi

 Año de fundación 2021

 Nivel de productos Nivel 2 (Producto Básico TCS)

 Estatus legal Asociación Sin Fines de Lucro, ASFL

 Miembros 28 Socios

 Contactos (829) 856-4992
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Los guías especializados en 
interpretación de la natura-
leza, realizan excursiones 
acuáticas en lancha a Isla Ca-
bra y senderos terrestres de 
avistamiento de aves, enca-
denando visitas a la Casas de 
los Artesanos de Montecristi, 
alojamientos como el Hotel 
Don Gaspar y recorridos por 
el el centro histórico de San 
Fernando. 

Intervención
Acciones:

1. Levantamiento con SOH para 
identi cación de los senderos 
de Avisturismo. 

2. Vinculación con Medio Ambiente 
para la formación o cial en 
Guianza Interpretativa de la 
Naturaleza. 

3. Apoyo para la compra de 
herramientas para la guianza 
para avistamiento de aves. 

Ofertas:
SENDERISMO AVISTAMIENTO DE AVES TOUR CULTURAL EN BICICLETA
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 Ubicación Municipio Pepillo Salcedo, Provincia Montecristi

 Año de fundación 2017

 Nivel de producto Nivel 3 (Operación Sostenible de Negocio TCS)

 Estatus legal Asociación Sin Fines de Lucro (ASFL)

 Miembros 1 Organización local con 19 miembros y/o familias

 Contactos N/D

Asociación de Guías Manzanillo Eco Aventura
Surge a nales del 2017, bajo la sombrilla de la Asociación de Pescadores Guardianes 
Marinos de la Bahía de Manzanillo, con el acompañamiento de AGROFRONTERA, para desarrollar 
excursiones en kayaks por los manglares de Estero Balsa buscando agregar valor a la pesca comercial 
y que las familias que se sustentan de la pesca tengan la oportunidad de diversi car sus ingresos 
económicos.
Para el sustento nanciero, han desarrollado un producto que pone valor al recurso natural gestionado 
desde la comunidad: excursiones en kayak por los manglares de Estero Balsa y snorkeling, acompañados 
de la Comisión Turística de Manzanillo comparten la visión de ampliar los servicios turísticos, así como 
posicionar a Manzanillo como un destino de turismo ecológico.

  CNOE | 11

Intervención
Acciones:

1. Integrar al menos 3 recursos / 
atractivos locales a la experiencia 
ya existente. 

2. Se han incorporado como 
Asociación de Guías Manzanillo 
Eco Aventura bajo el marco del las 
ONGs. 

3. Se han recibido al menos 15 
visitantes al mes. 

4. Construcción de una política de 
gestión y operación sostenible. 

5. Se han iniciado negociaciones 
comerciales con otros grupos 
comunitarios de turismo 

6. Formación de Guianza de 
Interpretativa de la Naturaleza con 
de Medio Ambiente y Recursos 
Naturales.

7. Vinculación con el INFOTEP.

Bajo el concepto de la Ruta de Aventura se ha 
desarrollado un sendero de la naturaleza en Kayak por 
el Parque Nacional Los Manglares de Estero Balsa, 
en el que los turistas son guiados por pescadores o 
los hijos y/o hijas de los pescadores pertenecientes a 
la Asociación de Pescadores Guardianes Marinos de 
la Bahía de Manzanillo.

La excursión tiene un costo asequible que incluye; 
refrigerio, almuerzo, depende de los paquetes que 
sean seleccionados por los visitantes. Además, les 
ofrecen paseos en botes para más de 5 ó menos 
personas y les proporcionan los equipos para 
practicar el snorkeling y también incluye refrigerio.

Oferta: 

EXPERIENCIAS GUIADAS
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Asociación de Productores Ovinocaprinos Linieros 
(ASOPROLI)
La Asociación de Productores Ovino-caprinos Linieros (ASOPROLI) incorporada como una 
ASFL en el 2019, dedicada a organizar y capacitar a los productores ovino caprinos del noroeste, 
establecieron una tienda de insumos para productos agropecuarios y comercialización cárnica. 
Los socios son criadores y productores de carne de chivo y ovejas, como parte de la cadena de valor, 
estas carnes y leches son suplidas a los restaurantes locales como materia prima de primera para la 
gastronomía de Guayubín. 
Tienen como objetivo aumentar y reforzar las capacidades técnicas gastronómicas para el 
aprovechamiento del chivo por los dueños de carnicerías y restaurantes de Villa Elisa.

 Ubicación Montecristi, Municipio: Guayubín, Junta Distrital: Villa Elisa; Paraje: Hato 
del Medio

 Año de fundación 2019

 Nivel de productos Recursos con potencial de TCS

 Estatus legal Asociación Sin Fines de Lucro (ASFL)

 Miembros 5 entidades locales

 Contactos (829) 346-0999
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Hato del Medio conocido por sus carnicerías, Chivo 
Sin Ley, proyecto que ha impulsado el Ministerio 
de Turismo, ha posicionado a Villa Elisa, conocida 
como la capital del Chivo Liniero, destacando por 
la oferta gastronómica de carne de chivo y ovinos 
en los restaurantes con especialidad en cocinar 
chivo liniero, carne guisada, chivo horneado, 
asado y al caldero lo que crea la Ruta del Chivo.

ASOPROLI junto a Parador Oasis, Parador LILLY, 
Parador Kelvin y Del Chivo al Campo, para mejorar 
el aprovechamiento de la producción y crianza, 
para contribuyan al reposicionamiento de su 
marca territorial, como la capital del chivo liniero y 
agregarle valor a la crianza y venta carne de chivo 
y comida estilo fondas.

Intervención
Acciones: 
1. Reunión de coordinación local entre 

ASOPROLI, restauranteros y autoridades 
locales de Montecristi. 

2. Levantamiento de los restaurantes y su 
historia. 

3. Reunión de trabajo con entidades 
involucradas para elaboración de agenda 
del intercambio y de nición de roles. 

4. Apoyo materiales y herramientas para la 
realización del taller.

5. Apoyo con alojamiento de equipo de 
ADOCHEF.  

6. Reporte de visita de levantamiento de Feed 
The Planet.

7. ADOCHEF y Feed The planet entregan 
propuesta de intervención a Hato del 
Medio para impulsar junto a MITUR una 
Ruta Gastronómica del Chivo.

Oferta:

DEGUSTACIÓN GASTRONÓMICA 
DE CARNE DE CHIVO Y OVINOS
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 Ubicación Municipios: Dajabón, Partido y Loma de Cabrera, Provincia Dajabón

 Año de fundación  1992

 Nivel de producto Nivel 3 (Operación sostenible de negocio comunitario)

 Estatus legal Asociación Sin Fines de Lucros, ASFL

 Miembros 1 Organización local con 80 miembros y/o familias.
 Contactos 809-358-0224

Asociación de Apicultores 
La Fronteriza Dajabón (ASOPIFRODA)
La Asociación de Apicultores la Fronteriza de Dajabón (ASOPIFRODA) surge en el 
1992, como ONG con el propósito de producir y vender los productos de la colmena, cuenta 
con más de 80 asociados, 150 apiarios, con un moderno centro de acopio y salas de extracción para 
mejorar la miel y suplir el mercado local.

El producto principal es la miel, distribuida y comercializada en todo Dajabón y en cadenas de 
supermados nacional, produciendo entre 50 y 60 tanques de miel al año.

Emprendimiento social que agrega valor, a través de la autogestión dinamizado la economía y 
mejorando la calidad de vida de sus familias, que han desarrollado iniciativa de promover “La Ruta 
de la Miel”, que consiste en una visita guiada para conocer sobre la producción de miel a través de 3 
apiarios con diferentes tema.

  CNOE | 15

Intervención:
Acciones:

1. Levantamientos de base de 
datos con la ASOPIFRODA para 
identi car actividades diversas con 
potencial turístico. 

2. Preparación y desarrollo de 3 
senderos de miel asociados a la 
ASOPIFRODA. 

3. Acompañamiento al desarrollo de 
productos derivados de la miel. 

4. Reestrucìón de la ruta y agregados 
productos y servicios existentes.

5. Jornadas de diversi cación de la 
ruta de la miel. 

6. Firma de acuerdos con empresas 
binacionales en Dajabón y 
promoción de alianzas con otros 
negocios comunitarios de turismo. 

La Ruta de la miel, bajo un concepto único de la 
provincia Dajabón, se ha planteado crear 5 senderos 
guiados dentro de los apiarios familiares y promover 
la oferta educativa a los visitantes de estos servicios, 
segmentados en 3 temas: 
1. Apiario Doña Isabel. Tema: ¿Cómo inicia la 

apicultura? 
2. Apiario José Aquiles. Tema: Apicultura de bosque 

semihúmedo 
3. Apiario María Cristina. Tema: Apicultura en bosque 

semiseco. 
Cada apiario produce aproximadamente 18 tanques 
de miel cada 6 meses. 
El costo del recorrido y degustación en cada apiario 
es asequible y atractivo para los visitantes, les ofrece 
los servicios básicos, además alimentos y bebidas.

Oferta: 

VENTA DE PRODUCTOS

EXPERIENCIA EN APIARIOS
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Amamiel
La Asociación de Mujeres Artesanas de la Miel (AMAMIEL) tiene como propósito 
desarrollar productos de valor agregado derivados de la miel e involucrar a la vida productiva 
a las esposas e hijos de los apicultores de la asociación.

Produce mensualmente alrededor de 20 y 30 unidades, comercializando los productos por venta 
directa y bajo la ruta de la miel y está en proceso de cohesión, sin embargo, eso no les ha impedido 
avanzar en de nir sus estatutos y registrar su nombre comercial.

Municipios Dajabón y Partido, Provincia Dajabón

2018

Nivel 2 (Producto Básico TCS)

Sociedad de Responsabilidad 
Limitada SRL

1 Organización, 23 Miembros

(809) 863-8887
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La ruta de la miel, rescata las tradicionales técnicas 
ancestrales para elaborar productos artesanales, 
fusionados con otras materias prima de origen vegetal. 
Las creaciones van en dirección a la promoción de la 
gastronomía local y el cuidado personal. 

Es un jabón orgánico elaborado con en un 70% 
de miel la fronteriza de Dajabón y otros productos 
orgánicos como el arroz, la pitahaya, cúrcuma local 
que aporta vitaminas a la piel, exfolia y rejuvenece.

Son un conjunto de productos elaborados por 
artesanos de la provincia de Dajabón, a partir del 
aprovechamiento de los frutos de la colmena desde 
el polen que producen las abejas, las yemas álamos 
y árboles cono, transformado en un antiséptico, 
antigripal, bebidas con miel como la hidromiel, el 
mabí de naranja con miel, jabones de miel, miel en 
panal y líquida, aliños y bocadillos con miel. 

Sobre intervención 2018-2020
1. Formación y capacitación a esposas de apicultores 

y emprendedoras de Dajabón de donde nace 
MEFRODA y luego modi ca el nombre comercial 
a AMAMIEL. 

2. Asesoría en constitución legal por el Centro 
MIPYMES ISA 

3. Fortalecimiento en presentación de productos y 
elaboración de catálogos 

4. Participación en ferias locales y regionales  

5. Soporte en elaboración protocolo de contingencia 
contra el COVID -19 y materiales gastables.

6. Acercamiento con empresas para promoción y 
acuerdo de venta en proceso

7. Creación de listado de productos con precios y 
costos estimados.

8. Inserción de productos de la miel como servicio en 
la experiencia de la miel. 

Ofertas:
COMERCIALIZACIÓN DE PRODUCTOS DERIVADOS DE LA MIEL
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 Ubicación Municipio Mao, Provincia Valverde

 Año de fundación 2018

 Nivel de producto Nivel 1 (Recurso Turístico con Potencial TCS)

 Estatus legal Organización social

 Miembros 9 Entidades con 95 bene ciarios directos.
 Contactos (809) 757-0529

Ruta del Banano
El grupo productivo de la ruta del banano orgánico está compuesta por: las asociaciones 
de pequeños Productores La Santa Cruz, La Asociación de Bananos Ecológicos del Noroeste 
(BANELINO), la Asociación de Fabricantes de Artesanías de Valverde, el Clúster Turístico de Valverde, 
Los restaurantes: Duarte 36, el Food Court del Morel y el Saboriao, La Coordinadora Latinoamericana 
y del Caribe de Pequeños (as) Productores (as) y Trabajadores (as) de Comercio Justo (CLAC) y el 
Ayuntamiento de Mao.
El objetivo principal es desarrollar un proyecto piloto de la ruta de banano orgánico en la provincia 
Valverde y con su oferta promueve la producción orgánica del banano y el aprovechamiento del rubro, 
tanto para el consumo, como el uso de la bra como materia prima para la elaboración de artesanías.
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Intervención
Acciones:

1. Levantamiento de los puntos de la 
ruta. 

2. Taller de elaboración de la 
propuesta de valor de la ruta.

3. Curso taller de la elaboración de 
guión de la experiencia.

4. Validación de la propuesta de valor 
con entidades locales.

La Ruta del banano es un sendero agroturístico 
con visitas guiadas por ncas de banano orgánico 
del municipio de Mao, complementado con la 
degustación gastronómica a base de banano, 
experiencia de elaboración de artesanías en bra de 
banano y visita al balneario del Río Mao, gestionado 
por un liderazgo compartido de sectores privados y 
públicos, como negocio comunitario.

Oferta: 

EXPERIENCIA GUÍADA 
POR SENDERO Y FÁBRICAS
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 Ubicación Municipio Mao, Esperanza y Laguna Salada, Provincia Valverde

 Año de fundación 2017

 Nivel de producto Nivel 1 (Recurso Turístico con Potencial TCS)

 Estatus legal Asociación Sin Fines de Lucro (ASFL)

 Miembros 1 Organización Local con 12 miembros y/o familias

 Contactos 829-873-2187 / 829-352-5627

Asociación de Fabricantes de Artesanía de 
Valverde (ASFAVAL)
La Asociación de Fabricantes de Artesanías de Valverde 
(ASFAVAL), es una institución sin nes de lucro, constituida por 
mujeres y hombres de la provincia Valverde bajo el marco de la Ley no. 122-05 
el 09 de mayo del 2017.
Sus acciones están fundamentadas sobre la base de desarrollar la industria de las artesanías con la 
bra del banano como materia prima y otros productos complementarios.

Trabajan con un enfoque empresarial que asume la innovación y la calidad como medio para cumplir 
con las exigencias del mercado y lograr la sostenibilidad de esta actividad productiva. 
En ese contexto, la misión de ASFAVAL, es promover proyectos e iniciativas que contribuyan con la 
competitividad y la sostenibilidad de la industria de las artesanías a partir la bra del banano, como 
medio para generar bienestar en la membresía de la asociación y sus familias. 
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Intervención
Acciones:

1. Elaboración de una guía de 
productos de la bra de banano, 
posicionada con apoyo local. 

2. Se han realizado 4 capacitaciones 
para el mejoramiento de la calidad 
y terminación de la artesanía ya 
existente. 

3. Se han integrado al menos 3 
productos nuevos al catálogo. 

4. Se ha realizado el lanzamiento de 
la guía de productos locales. 

5. Han sido distribuidas 1,800 guías 
de productos locales. 

6. Se han gestionado y promovido 
acuerdos de venta con el sector 
comercial de Valverde. 

7. Se están vendiendo más de 20 
unidades de productos de la bra 
del banano mensual. 

8. Se han integrado como oferentes 
de la Ruta del Banano.

La Asociación de Fabricantes de Artesanías de 
Valverde, ASFAVAL, ha elaborado diferentes 
productos de bra de banano para el uso cotidiano y 
para la decoración de espacios. 
Han desarrollado una línea de productos bajo una 
marca colectiva que les permite comercializar de 
forma conjunta, destacando las características, 
modos de producción, materiales empleados que son 
utilizados, bajo el nombre de BANARTE (Artesanía de 
la Fibra de Banano), realizadas en un 90% de bra 
de banano y un 10% de otros materiales orgánicos 
y sintéticos. 
Así como también, la utilización de técnicas como: 
Revestimiento, estampado, arrollamiento, trenzado; 
para  la creación de cuadros con conceptos sobre la 
vida y los paisajes del noroeste, cofres, porta retratos, 
llaveros, brazaletes, aretes, muñecas, otomanes, 
carteras, jabones y otros productos, estos productos 
forman parte del componente artesanal de la Ruta 
del Banano en Valverde.

Oferta: 
VENTA DE ARTESANÍA
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El grupo productivo de la ruta en las Margaritas está compuesto por las Margaritas La Maeña, Valverde, 
Mototaxi Mao, con el acompañamiento del clúster turístico de Valverde y la o cina de turismo. 

Es una articulación de entidades privadas, públicas y sociales, con la nalidad de impulsar la ruta 
histórica Joyas de Mao, en el city tours en  las Margaritas, impactando con su novedoso transporte.

 Ubicación Provincia Valverde

 Año de fundación 2018

 Nivel de productos Recurso con Potencial de TCS

 Estatus legal Organización Social

 Miembros 90

 Contactos (829) 380-1176

GRUPO PRODUCTIVO DE LA
RUTA EN MARGARITAS
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El grupo productivo las Margaritas ofrece un city tours 
en mototaxis una ruta turística que inicia en el Centro 
Histórico de la ciudad de Mao, con 8 paradas para la 
interpretación de estos lugares, por un precio módico. 

El servicio de transportación se ofrece dentro de la 
ruta del banano orgánico en Valverde y disponen de 3 
y cuatro margaritas por empresa, para un total de 9-12 
margaritas en la ruta. 

Intervención del proyecto:
1. Visitas de reconocimiento del transporte. 

2. Promoción de un acuerdo para formar el grupo 
productivo entre las empresas de Margaritas, 
el Clúster Turístico de Valverde y la O cina de 
Promoción Turística de Valverde. 

3. Preparación de la ruta potencial por el centro 
histórico de Mao, llamado Joyas de Mao. 

4. Conceptualización de las margaritas con pinturas 
alusivas a la cultura local. 

5. Elaboración de un material promocional. 

6. Acompañamiento y vinculación con la Sala 
Capitular de Mao y el INTRANT para autorización 
operación de acuerdo al proceso de pivotaje del 
modelo original de negocio. 

7. Ejecutada la fase de transformación del transporte 
y testeo dentro de la ruta del banano. 

Ofertas:

RUTA TURÍSTICA EN 
MOTOTAXIS
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 Ubicación Municipio Monción, Provincia Santiago Rodríguez

 Año de fundación 2018

 Nivel de producto Nivel 3 (Operación sostenible de negocio comunitario

 Estatus legal Organización Legal

 Miembros 1 Organización Local con 90 miembros y/o familia

 Contactos 829-357-7652

Ruta del Casabe
El grupo productivo de la Ruta del Casabe surge en el 2018, en el marco del Proyecto 
TCS, como una oportunidad para desarrollar productos turísticos desde la gestión comunitaria. 
En sus inicios era liderado por la inactiva Asociación de Casaberos de Monción, por lo que las 
fábricas Doña Mechi, Guaraguanó Food y Alimentos Fortuna continuaron desarrollando la ruta del 
casabe, integrando a un grupo de jóvenes de la comunidad, An triones de Monción para la parte de 
comercialización y cogestión de la ruta.
La Asociación, está constituida como ASFL, sin embargo, el grupo productivo que está desarrollando 
la ruta del casabe, opera de manera informal y ya está en el proceso con la Junta Directiva de la 
Asociación de Casaberos de Monción para formalizar su estatus. 

  CNOE | 25

Intervención
Acciones:

1. Sensibilización y acompañamiento 
para el desarrollo de la Ruta del 
Casabe en Monción.

2. La Ruta del Casabe diversi cada 
con actividades experienciales 
desarrolladas en las 3 fábricas. 

3. Elaborado el ciclo de marketing 
para determinar las actividades 
especí cas para aumentar la 
visitación conjunta. 

4. Más de 100 personas han visitado 
la ruta del casabe.  

5. Se cuenta con registros y 
monitoreo de la visitación y venta 
de productos. 

En el marco del concepto de proyectar a Monción 
como “La Capital del Casabe” con el apoyo del 
Grupo Territorial de Santiago Rodríguez y Monción, 
la Alcaldía y la Asociación de Casaberos de Monción, 
se ha desarrollado la Ruta del Casabe de Monción. 
Con su producto principal que son las excursiones 
por tres fábricas de casabe: 
1. Doña Mechi, con la experiencia Taína; 
2. Guaraguanó Foods con una experiencia a Escala 

Industrial y 
3. Alimentos Fortuna con la experiencia Innovación. 
Cada recorrido está diseñado para que los visitantes 
sientan el casabe desde tres vivencias inigualables 
y puedan degustar los diversos tipos de casabe y 
diferenciar los rasgos distintivos de cada fábrica. 

Oferta: 

VENTA DE PRODUCTOS 
LOCALES

EXPERIENCIA GUÍADA 
POR FÁBRICAS
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 Ubicación Municipio Monción, Provincia Santiago Rodríguez

 Año de fundación 2018

 Nivel de producto Nivel 1 (Recurso Turístico con Potencial TCS)

 Estatus legal Organización Social

 Miembros 1 Organización Local con 5 miembros y/o familias
 Contactos 829-357-7652

En el 2018, surge mediante la intervención del Proyecto TCS 
y la mesa de coordinación de Santiago Rodríguez, compuesta por 
diferentes entidades públicas y privadas, un grupo de jóvenes del municipio, 
bajo el nombre de An triones de Monción, con el propósito de ser los receptores, guías 
de los visitantes y comercializadores de la Ruta del Casabe.

Se han implementado acciones de fortalecimiento de capacidades y aumento del orgullo por su 
localidad, promoviendo el empoderamiento y liderazgo a través de intercambios con Japón para 
ayudar a construir una visión de las acciones a desarrollar a partir del potencial endógeno.  

Este modelo ha insertado a jóvenes a la vida productiva, teniendo más participación en la co-plani cación 
del desarrollo local, diversi cando el producto Ruta del Casabe y gestionando  actividades de ellness 
y aventura en la Presa de Monción.

ANFITRIONES DE
MONCIÓN
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Intervención
Acciones:

1. Taller de preparación de itinerarios de la 
ruta del casabe y redescubrimiento de 
recursos locales de Monción. 

2. Acompañamiento en la elaboración y 
lanzamiento de la Revista de Tesoros 
Locales de Monción. 

3. Capacitación en Gestión de Turismo 
Comunitario del coordinador del grupo 
en Japón. 

4. Elaboración de plan de negocios con el 
co acompañamiento del INFOTEP. 

5. Diseño con el INFOTEP de una 
capacitación para la reestructuración 
y fortalecimiento del grupo sobre 
Animación y gestión comunitaria. 

6. Integrados al brochure de experiencias 
comunitarias de Santiago Rodríguez.

La histórica capital del Casabe en el municipio 
de Monción se proyecta como un lugar místico 
por atesorar la producción del casabe. Su oferta 
actual es la venta y guianza en la ruta del casabe, 
que incluye una excursión por las fábricas de 
casabe: Doña Mechi donde el visitante puede 
hacer su propio casabe artesanal, combinado con 
la experiencia industrial en la fábrica Guaraguanó 
Foods, que cuenta su historia a través de un 
recorrido por su fábrica-museo y la experiencia 
innovación en la fábrica de Alimentos Fortuna. 

Los An triones de Monción también incluyen 
dentro de la oferta del casabe, una visita al mirador 
de la presa de Monción, visita al Patio del Arte, 
degustación de pizzas de casabe y organización 
de paquetes vacacionales en los alojamientos 
rurales de Monción. 

Oferta: 

VENTA DE PRODUCTOS 
LOCALES

EXPERIENCIA GUÍADA 
POR FÁBRICAS
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 Ubicación Municipio Sabaneta, Provincia Santiago Rodríguez

 Año de fundación 2020

 Nivel de producto Nivel 1 (Recurso Turístico con Potencial TCS)

 Estatus legal En Constitución Legal

 Miembros 1 Empresa Local con 5 miembros y/o familias

 Contactos 809-757-2272

Café Trillao es una sociedad comercial en formación, la cual ha surgido como fruto del 
con namiento y de las tendencias de turismo de la naturaleza que se incrementa en la etapa de post 
con namiento.

El propósito de esta sociedad comercial es desarrollar una oferta de turismo de aventura en las 
comunidades de la sierra de los municipios de Monción y Sabaneta. Su oferta de valor es guianza de 
turismo de aventura y naturaleza, experiencia de Tierra de Músicos y la experiencia del Café en la zona 
alta de la provincia Santiago Rodríguez.

Café Trillao - Tierra de Músicos
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Intervención
Acciones:

1. Sesión de rati cación 
de compromiso de las 
entidades involucradas. 

2. Integración de 
experiencia de Tierra 
de Músicos al brochure 
promocional de 
Santiago Rodríguez. 

3. Jornada de validación 
de guión, compromiso 
de las entidades y 
asignación de roles.

Oferta: 

VENTA DE PRODUCTOS 
LOCALES

EXPERIENCIA GUÍADA 
POR FÁBRICAS

Desde una conciencia comunitaria, el grupo 
productivo ha desarrollado una oferta de turismo 
de aventura como excursiones de hiking, trekking, 
backpaking, camping comunitario por la zona de 
Palero, Cenoví, La Leonor, El Aguacate y La Cabirma, 
en la sesión de Toma del Municipio de San Ignacio 
de Sabaneta. 
Actualmente, desde el mes de junio de 2021, 
han integrado la demostración de experiencia del 
proyecto de TCS y el Centro Histórico del municipio 
de Sabaneta, la cual consiste en una presentación 
del árbol de la cultura Noroestana con elementos que 
conforman la identidad de la zona. 
Y la presentación de varios artistas de merengue 
típico o de perico ripiao, que ponen los visitantes a 
bailar el cadencioso al ritmo del cuarteto, la visita 
del restaurant el Patio y por último la degustan de la 
gastronomía tradicional de la zona basada en el chivo 
y casabe.
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GRUPO TERRITORIAL DE

MONCIÓN
Descripción general

Este nace como parte del Grupo Territorial de 
Santiago Rodríguez y por su ubicación y el 
enfoque de las acciones, se ha considerado que 
sea un Grupo Municipal, estando por debajo del 
Provincial. 

El Grupo Territorial de Monción, no tiene 
personalidad jurídica, sino que funciona como 
mesa de trabajo, donde reúnen diferentes 
instituciones con el objetivo de plantear 
acciones que fomenten el Turismo Comunitario 
en Monción.

Monción, Santiago Rodríguez

  Instituciones miembros: 
1. Consejo de la Presa de Monción 
2. Ayuntamiento de Monción 
3. Dirección Municipal de Medio Ambiente 
4. Grupo de An triones de Monción 
5. Casaberos de Monción 
6. Vacacional Lorenz

 Estatus Jurídico: N/D

 Años de operación: 4

 Gobierno Local involucrado: 
Alcaldía de Monción

 Plan Anual: Cuenta con Plan de Acción

 Nivel de alcance: (Nivel 2: Municipal)

 Contactos: N/D
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Acciones realizadas:
1. Levantamiento de los puntos principales y 

complementarios de la Ruta del Casabe con 
diferentes actores, tanto del proyecto TCS 
como de MITUR. 

2. Levantamiento sobre accesibilidad con 
CONADIS p articipación en ferias y expo 
como: Expo Cibao 2019, Expo Santiago 
Rodríguez 2019. 

3. Apoyo en el desarrollo de contenido de los 
puntos de la Ruta del Casabe. 

4. Apoyo para desarrollar otros atractivos como 
La Noria en conjunto con Medio Ambiente y 
Los Quioscos en conjunto con el Consejo de 
la Presa y el Ayuntamiento. 

5. Sensibilización y entrega de materiales sobre 
COVID-19 a hoteles y restaurantes de la 
Provincia SR. 

6. Conformación del Grupo de An triones de 
Monción. 

7. Lanzamiento de Monción como un destino 
de Turismo Comunitario. 

8. Elaboración de revista de tesoros locales. 
9. Cursos: Creación de rutas, Redacción y 

ortografía y redescubrimiento de recursos 
locales

Atractivos turísticos en el territorio
RUTA DEL CASABE

PRESA DE MOCIÓN

PICO DEL GALLO

RÍO MAO

Comentarios de líder:
Mi experiencia en el proyecto TCS, ha signi cado 
un crecimiento ascendente como líder de la 
comunidad. Me crié en el seno de una familia 
humilde, y al incorporarme al desarrollo de la 
Ruta del Casabe y los An triones de Monción, 
me convertí en un ejemplo de trabajo honesto e 
íntegro para toda la provincia, siendo un referente 
para participar de todas fuerzas vivas en materia 
de turismo. 
En cuanto al trabajo que hacemos por el territorio, 
hemos podido lograr el cambio de visión de 
desarrollo para todos los sectores, ahora se 
habla de turismo, porque hay con anza por el 
trabajo que hemos desarrollado. 

Félix Manuel Rodríguez, 
Líder del GT Monción
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GRUPO TERRITORIAL DE
MONTECRISTI
Descripción general
Fundada en el 2017, con la intervención del 
Proyecto TCS se conforma la Mesa de trabajo 
con el objetivo principal apoyar al desarrollo 
de la Ruta de Aventura como un piloto para el 
desarrollo como destino turístico de la provincia. 

Montecristi ha sido declarado por organizaciones 
internacionales (E BIRD) como el espacio 
más importante para la llegada de aves 
migratorias de la Región del Caribe gracias a 
sus humedales, manglares y sus lagunas para 
crear los avistamientos de aves y los visitantes 
las puedan admirar. 

Provincia: Montecristi

  
Clúster  Turístico de Montecristi
GREMONT
OPT Montecristi 
Asociación de Hoteles y Restaurantes
Asociación de productores de Chivo
Ayuntamiento de Santa María 
Ayuntamiento de Hato del medio

 N/D

 2

N/D

 Sí

 Nivel 3 (Provincial)

 N/D
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Acciones realizadas:
1. Redescubrimiento de recursos locales.
2. Priorización de recursos locales. 
3. Profundización de los recursos y elaboración 

de chas. 
4. De nición de tema de la Ruta “Aventura” 

“Avistamiento de aves”.  
5. Levantamiento de los puntos principales y 

complementarios de la Ruta de aventura / 
avistamiento de aves con diferentes actores, 
tanto del proyecto TCS como de MITUR.  

6. Participación en ferias y expo como: Expo 
Valverde 2018, Discover POP 2018 Expo 
Cibao 2019, entre otras. 

7. Apoyo en el desarrollo de contenido de los 
puntos de la Ruta de aventura.  

8. Sensibilización y entrega de materiales sobre 
COVID-19 a hoteles y restaurantes de la 
Provincia Montecristi, especí camente en 
San Fernando. 

CENTRO HISTÓRICO  
RUTA DEL CHIVO LINIERO

AVISTAMIENTO DE AVES

EL MORRO 

Atractivos turísticos en el territorio

Comentarios de líder:
Para nosotros como grupo y como personas ha 
sido una de la mejores ayudas que puedas tener 
un grupo en desarrollo como somos nosotros, 
todas las capacitaciones que nos han brindado 
son de las mejores que se puedan obtener en 
nuestro país. Muchas gracias por el esfuerzo, el 
entusiasmo y la calidad de los cursos impartido. 
Gracias a Ámbar, Nicolás y al sr. Aoki. ¡Hasta 
pronto!

Arismendi Rafael Gómez
Líder de Gremont

PLAYAS (EL MORRO, BUEN HOMBRE Y 
JUAN DE BOLAÑOS)

SENDERO DE KAYAK POR LOS 
MANGLARES DE ESTERO BALSA
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GRUPO TERRITORIAL DE

DAJABÓN
Descripción general
Inicia desde el 2017, con la intervención del 
Proyecto TCS se ha conformado la Mesa de 
trabajo, con el objetivo principal de apoyar al 
desarrollo de la Ruta de la Miel como piloto para 
el desarrollo de destino turístico de la Provincia. 
La “Ruta de la Miel” permite conocer y entender 
sobre el apasionante mundo de las abejas. 
Se desarrolla de la mano de los apicultores y 
actualmente se visitan 3 apiarios y uno con un 
contenido diferente que se complementan entre 
sí.  
Con esta experiencia se busca desarrollar a 
Dajabón como un Destino Comunitario.

Provincia: Dajabón

  
Clúster Turístico de Dajabón
Ayuntamiento de Dajabón
ADETDA
ASOAPIFRODA 
Productos Mamá Tonila
Dirección Provincial de Cultura
AMAMIEL 
HAGROECA  
Villas CODEVI
Ando en Dajabón 
Casa de Arte Dajabón

 N/D

 4

N/D

 Sí

 Nivel 3 (Provincial)

 N/D
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Acciones realizadas:
1. Redescubrimiento de recursos locales.
2. Priorización de recursos locales. 
3. Profundización de los recursos y elaboración 

de chas. 
4. Elaboración de mapa ilustrativo de los 

recursos y atractivos locales. 
5. De nición de tema de la “Ruta de la miel”.
6. Levantamiento de los puntos principales y 

complementarios de la Ruta de la miel con 
diferentes actores, tanto del proyecto TCS 
como de MITUR.  

7. Levantamiento sobre accesibilidad con 
CONADIS. 

8. Participación en ferias y expo como: Expo 
Valverde 2018, Discover POP 2018 Expo 
Cibao 2019 y ferias desarrolladas en Dajabón. 

9. Intercambio de Experiencias con Jamao – 
EcoTours. 

10. Apoyo en el desarrollo de contenido de los 
puntos de la Ruta de la Miel.  

11. Sensibilización y entrega de materiales sobre 
COVID-19 a hoteles y restaurantes de la 
Provincia SR. 

12. Conformación de AMAMIEL.
13. Realización de capacitaciones: Técnicas de 

Guianza, Gestor en Turismo Comunitario 
Sostenible, Servicio al Cliente.  

14. Realización de Press Trip por la ruta de la 
miel (Prensa local de Dajabón). 

15. Realización de Press Trip Nacional – con 
MITUR.

16. Coordinación con Villas CODEVIS para 
Promoción.

  

Comentarios de líder:
El proyecto Turismo Comunitario Sostenible ha 
abierto las puertas y ha marcado rmemente los 
inicios, ha creado las bases para el desarrollo 
del turismo en nuestra región, despertando en 
cada miembro el entusiasmo y la visión para 
seguir creciendo, en Casa de Arte Dajabón 
estamos agradecidos por tales hechos y nos 
comprometemos a continuar trabajando como 
nos enseñaron, Dios les bendiga.

Laura Ramos: líder del Grupo Territorial Dajabón

PRODUCTOS MAMÁ TONILA

DULCES DE MONTE GRANDE

FRONTERA / ADUANA
MERCADO FRONTERIZO

SALTO RUTA DE LA MIEL

Atractivos turísticos en el territorio

ZONA MAS ALTA DE LA PROVINCIA 
CON AGRADABLE TEMPERATURA Y 

ALOJAMIENTO RURAL (LOMA DE CABRERA 
Y RESTAURACIÓN) 

MIEL, MIEL EN PANAL, POLEN, PROPÓLEO, 
DULCE DE MANÍ CON MIEL, MABÍ, 

VINAGRE, JABONES



36 | CNOE

GRUPO TERRITORIAL DE
SANTIAGO 
RODRÍGUEZ
Descripción general
Inicia desde el 2017, con la intervención del 
Proyecto TCS, conformado la Mesa de trabajo 
con el objetivo principal de apoyar el desarrollo 
de la Ruta del Casabe como un piloto para 
el desarrollo como un destino turístico de la 
Provincia. 

La Ruta del Casabe está basa en mostrar a los 
visitantes el proceso de producción del casabe, 
ya que el Municipio de Monción, es considerado 
“La Capital del Casabe” porque aquí se mantiene 
la tradición de elaborar casabe y este producto 
se ha industrializado para su distribución y 
comercialización. 

Provincia: Santiago Rodríguez

  
Clúster Turístico de Santiago Rodríguez, 
Gobernación Provincial de Santiago 
Rodríguez, Cámara de Comercio, 
FUNDESESARO, AJESARO, Asociación 
de Hoteles y Restaurantes de Santiago 
Rodríguez, Vacacional Lorenz, Café Trillao, 
Dirección de la Juventud, Palero Eco 
Aventura, Cascadas RD

 N/D

 4

N/D

 Sí

 Nivel 3 (Provincial)

 N/D
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Acciones realizadas:

1. Redescubrimiento de recursos locales. 
2. Priorización de recursos locales. 
3. Profundización de los recursos y elaboración 

de chas.
4. Elaboración de mapa ilustrativo de los 

recursos y atractivos locales 
5. De nición de tema de la Ruta “Ruta del 

Casabe”.
6. Levantamiento de los puntos principales y 

complementarios de la Ruta del Casabe con 
diferentes actores, tanto del proyecto TCS 
como de MITUR.

7. Levantamiento sobre accesibilidad con 
CONADIS.

8. Participación en ferias y expo como: Expo 
Valverde 2018, Discover POP 2018 Expo 
Cibao 2019, Expo Ganadera en Higüey 2018. 

9. Apoyo en el desarrollo de contenido de los 
puntos de la Ruta del Casabe. 

10. Apoyo para desarrollar otros atractivos como 
La Noria en conjunto con Medio Ambiente y 
Los Quioscos en conjunto con el Consejo de 
la Presa y el Ayuntamiento. 

11. Sensibilización y entrega de materiales sobre 
COVID-19 a hoteles y restaurantes de la 
Provincia SR. 

12. Conformación del Grupo de An triones de 
Monción.

MONTAÑA / NATURALEZA Y CAFÉ

LECHE Y SUB-DERIVADOS 

TIERRA DE MÚSICOS

RUTA DEL CASABE

Atractivos turísticos en el territorio

CASABE Y SUB PRODUCTOS 
DERIVADOS DE LA YUCA

Comentarios de líder:
Realmente mí opinión es que ha sido una 
experiencia formidable porque ya se están 
viendo los frutos del trabajo que se ha venido 
realizando.

En mi caso, que comencé desde el inicio de este 
proyecto en mi provincia Santiago Rodríguez, 
ya podemos decir que está cambiando de una 
forma positiva todo lo concerniente al desarrollo 
del turismo comunitario y en otros ámbitos, 
de nitivamente muy contento por lo que está 
pasando, ¡muchas gracias!

Carlos Bueno
Líder del Grupo territorial turismo comunitario 

Santiago Rodríguez
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GRUPO TERRITORIAL DE

VALVERDE
Descripción general
Inicia en el 2017 con la intervención del Proyecto 
TCS, conformandose está la Mesa de trabajo 
con el objetivo principal de apoyar al desarrollo 
de la Ruta del Banano Orgánico como un piloto 
para el desarrollo como un destino turístico de la 
Provincia y luego surgió también el tema de La 
Ruta Cultural en Margaritas. 

Para la del Banano se proponen dos senderos, 
la artesanía en bra de banano y la gastronomía 
como un complemento, en cambio, en las Joyas 
de Mao, en margarita es un city tours para 
conocer atractivos históricos del pueblo. 

Provincia: Valverde

  
Clúster Turístico de Valverde, Cámara de 
Comercio, BANELINO, OPT – MITUR Valver-
de, ADELVA, UTESA, Ayuntamiento Munici-
pal de Mao, Base de Margaritas, Dirección 
Provincial de Cultura, ASFAVAL, ASODIFIMO 
y CONADIS, Gobernación Provincial, Direc-
ción Provincial de Medio Ambiente, CLAC, 
Restaurante Duarte 36, INDENOR, Dirección 
Provincial de Agricultura

 N/D

 4

Alcaldía Local de Valverde

 Sí

 Nivel 3 (Provincial)

 N/D
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Acciones realizadas:
1. Redescubrimiento de recursos locales. 
2. Priorización de recursos locales. 
3. Profundización de los recursos y elaboración 

de chas. 
4. Intercambio de experiencias con Jamao 

EcoTours. 
5. De nición de tema de la  “Ruta del Banano” 

y “Ruta Cultural en Margaritas”.  
6. Levantamiento de los puntos principales y 

complementarios de la Ruta del Banano con 
diferentes actores, tanto del proyecto TCS 
como de MITUR. 

7. Levantamiento de los puntos principales 
y complementarios de la Ruta Cultural en 
Margaritas con diferentes actores, tanto del 
proyecto TCS como de MITUR. 

8. Coordinación con CONADIS y ASODIFIMO 
para introducción de los miembros dentro de 
las experiencias que se estaban formando. 

9. Participación en ferias y expo como: Expo 
Valverde 2018, Discover POP 2018 Expo 
Cibao 2019. 

10. Realización de algunas actividades puntuales 
para desarrollar temas como el tubing en el 
Río Mao y merado de productos locales, sin 
embargo no se obtuvieron resultados. 

11. Sensibilización y entrega de materiales sobre 
COVID-19 a hoteles y restaurantes de la 
Provincia Valverde conjunto a la OPT. 

12. Apoyo a la elaboración de la guía de 
productos de ASFAVAL. 

RÍO MAO

RUTA CULTURAL EN MARGARITAS

ARTESANIA EN FIBRA DE BANANO

ATARDECERES ARROZ 

Atractivos turísticos en el territorio Comentarios de líder:

El Proyecto Turismo Comunitario Sostenible 
para mí ha sido una apertura de saberes, porque 
aprendí que podemos tener oportunidades en 
cualquier lugar que sea importante e interesante 
para otras personas, tanto localmente como 
internacionalmente. La oportunidad de poder 
compartir con otros nuestros recursos, nuestras 
experiencias y nuestras cosas bellas.

Gustavo Gandini
Líder del Grupo Territorial Valverde

PUERTA DE ENTRADA A 
LA LÍNEA NOROESTE

SENDERO DEL BANANO / 
RUTA DEL BANANO
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Puerto Plata 

Santiago de los 

Caballeros

Espaillat

El Cibao Norte sintetiza la exuberancia de todo el Cibao, una región con un territorio rico, productivo 
y con incontables experiencias por descubrir. Los atractivos de su Turismo Comunitario Sostenible 
incluyen la riqueza de sus tierras y la alegría de su gente. En esta región se encuentran las Ruinas de la 
Isabela, “Primera Ciudad de América”; la Ciudad Corazón; los 27 Charcos de Damajagua, y el sabroso 
Mofongo Mocano. El Cibao Norte está listo para recibir a todos aquellos que  quieran impregnarse con 
parte del esplendor de la cultura de la República Dominicana.   

Concepto subregional del Cibao Norte
Acercándonos al origen de la experiencia comunitaria, el secreto de las sonrisas y la felicidad de los 
habitantes.

  CN | 41CN | 41

Puerto Plata 

Santiago de los 

Caballeros

Espaillat

Puerto Plata 

Santiago de los 

Caballeros

Espaillat

10 UP apoyadas

E1: Kayak de Jamao Ecotour 
E2: Artesanía de Higuerito
E3: Gastronomía de Play Rogelio
(E4: City Tour cultural de Moca>GT)
P1: Experiencia de Cacao de Chocolala
P2: Sendero de Cuevas de Cabarete
P3: Experiencia de Manatí de Estero Hondo
(P4: Merengue y cacao de Guananico>GT)
P5: Experiencia Aventura Sonador
P6: Centro artesanal de Imbert
(P7: Experiencia comunitaria de Gallo>GT)
P8: Saltos de Damajagua
P9: Experiencia de Café Pedro García

5 GT apoyados

6-M: GT Guananico (UMPC Guananico)

7-M: GT Gallo (Gallo y el Cupey)

8-M: GT Ruta Panorámica (UMPC VYP)

9-M: GT Jamao al Norte (CODEJAM)

10-P: GT prov. Espaillat (ADEPE) 
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 Ubicación Imbert, Provincia Puerto Plata

 Año de fundación 1998

 Nivel de producto Nivel 3 (Operación sostenible de negocio comunitario)

 Estatus legal Asociación Sin Fines de Lucros, ASFL

 Miembros 39 miembros, 1 comunidad

 Contactos (809) 250-2327

Asociación de Artesanos de Madera Petri cada de Imbert 
(ASOARTEP) 
Nace el 22 octubre de 1997, es la primera y la única asociación de talladores de piedras reconocida en 
el país, que exhibe la artesanía dominicana como expresión cultural y demostrando el talento artístico 
de los autores en sus obras.
La materia prima que utilizan para hacer sus esculturas es una piedra blanda, un mineral llamado talco 
y una roca sedimentaria conocida como arenisca autóctona de Imbert, que puede ser modelada a 
mano con instrumentos sencillos.
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Intervención
Acciones:

1. Galería de taína instalada.
2. 10 productos locales ubicados y 

gestionados.
3. 133 visitantes por mes (promedio). 
4. 6 letreros para interpretación de 

procesos de taller artesanal. 
5. Monitoreo de visitación implementado 

mensualmente. 
6. Un protocolo de bioseguridad creado y 

funcionando. 
7. 2 donaciones de insumos para 

implementación de protocolo de 
bioseguridad. 

8. Más de 5 actividades de promoción 
realizadas.  

9. 1 acuerdo de colaboración para 
la galería con el Museo Taíno de 
Guananico y el coleccionista de piezas 
taínas; Adriano Rivera.

10. Fam Trip con In uencers, y con 
Técnicos de Vice Ministerios de MITUR.

En la Plaza Artesanal de la Madera Petri cada 
en Imbert, el visitante tiene la oportunidad de 
conocer el proceso de elaboración de las piezas 
en madera petri cada o imberlita, talladas 
cuidadosamente por los artesanos locales.
También se pueden comprar una amplia gama 
de diseños y temas vinculados con la naturaleza 
y cultura dominicana. Dentro de la oferta se 
destaca una línea especial de sellos taínos, con 
la que se contribuye a la preservación y difusión 
de la herencia de esta cultura prehispánica. 
Además, cuenta con una Galería Taína, tienda de 
regalos, venta de productos locales, experiencia 
de café y cafería.

Ofertas:
VENTA DE PRODUCTOS GALERÍA TAÍNA
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 Ubicación Altamira, Provincia Puerto Plata

 Año de fundación 1990

 Nivel de producto Nivel 3 (Operación sostenible de negocio comunitario

 Estatus legal Sociedad de Responsabilidad Limitada SRL

 Miembros 1 Organización, 30 Miembros

 Contactos (809) 863-8887

Chocolala
Empresa de mujeres emprendedoras, con visión de crecimiento para mejorar 
su calidad de vida y desarrollo local, dedicada a la producción de chocolate artesanal, 
utilizando cacao producido en la comunidad. 

La fábrica de chocolate es operada por mujeres que elaboran varios productos del cacao, mediante 
proceso industrial, como: cacao pulverizado, go o, cacao revestido, tabletas, chocolatines, en n, un 
total de 17 productos.
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Intervención
Acciones:

1. Acondicionamiento del sendero y construcción de 
enramada para visitantes 

2. Material de promoción de la oferta Chocolala. 
3. Video de introducción de nuevo sendero.
4. Banco de fotografía para SNS.
5. Fam Trip con relaciones públicas del ministerio de 

Turismo
6. Fam Trip con In uencers, y con técnicos de Vice 

Ministerios de MITUR.
7. Promoción dirigida a intermediarios turísticos y redes 

sociales. 
8. Promoción en ferias 
9. Uniformes de las colaboradoras. 
10. Protocolo de bioseguridad funcionando. 
11. 2 donaciones de insumos COVID-19

• Venta de Productos:
Elaboran varios productos 
derivados del cacao, mediante 
proceso industrial, como: cacao 
pulverizado, go o, cacao revestido, 
tabletas, chocolatines, entre otros 
que completan un total de 22 
productos diferentes.

Ofertas: 
• Lala Tours:

DEGUSTACIÓN DE CHOCOLATE Y VINO RECORRIDO SENDERO DE CACAO
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 Ubicación Cabarete, Provincia Puerto Plata

 Año de fundación 2014

 Nivel de producto Nivel 3 (Operación sostenible de negocio comunitario)

 Estatus legal Asociación Sin Fines de Lucros, ASFL

 Miembros 24  Guías, 17 artesanos, 1 comunidad

 Contactos (809) 907-1714

Asociación de Guías Cuevas de Cabarete
Organización sin nes de lucro, creada en el año 2010, compuesta por 24 
guías y 17 artesanos, ofrece excursiones al Monumento Natural Cuevas de Cabarete y 
Goleta. 
La Asociación es aliada de Medio Ambiente para el mejoramiento, cuidado y protección de los 
recursos locales (ecosistemas acuíferos, arrecifes y manglares de 4 diferentes especies) que existen 
en el Monumento Natural. Con la o cina de Medio Ambiente en este lugar, tienen de forma permanente 
plantas de diferentes especies para realizar campañas de reforestación para integrar a jóvenes y niños 
de la comunidad.
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Intervención
Acciones:

1. Instalación de letreros de negocios 
y reglas de uso del área protegida 
y 100 interpretativos en el sendero.

2. Monitoreo de visitación 
implementado mensualmente, 
resultado 429 visitantes cada mes 
(promedio). 

3. Un espacio mejorado para el 
recibimiento de los visitantes. 

4. Un puente de madera y pasamano 
de conexión entre centro de 
visitantes .

5. Una cueva mejorada (escalinata y 
plataforma). 

6. Uniformes de colaboradores. 

7. Unidad productiva promocionados 
en redes sociales, a intermediarios 
turísticos, con in uencers, en 
catálogos y ferias. 

Ubicadas en el Parque Nacional El Choco, 
las Cuevas de Cabarete muestran una 
red subterránea de cuevas que datan 
de millones de años. Las excursiones  
salen desde el centro de visitantes de la 
Asociación de Guías. 
Al bajar unos escalones hallarás la 
Cueva de Cristal, una cueva subterránea 
con una cámara oscura que alberga una 
piscina de agua dulce lo su cientemente 
profunda para buzos certi cados la 
puedan explorar. 
Sobre la super cie, hallarás cuevas 
tras una empinada escalinata que te 
conducirá a diversas cámaras y túneles 
repletos de estalactitas, estalagmitas y 
arte rupestre.

Oferta: 
VISITA A LAS CUEVAS

8. Un protocolo de bioseguridad creado y 
funcionando. 

9. Donaciones de insumos para implementación de 
protocolo de bioseguridad. 

10. Fam Trip con Relaciones públicas del ministerio 
de Turismo, con In uencers y con técnicos de 
Vice Ministerios de MITUR. 
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 Ubicación Estero Hondo, Provincia Puerto Plata

 Año de fundación 2013

 Nivel de producto Nivel 2 (TCS Básico)

 Estatus legal Asociación sin Fines de Lucro

 Miembros 1 organización local y 14 miembros y/o familias

 Contactos (829) 437-0863

La Asociación de guías del Santuario de Mamíferos Marinos, está compuesta 
por 14 personas, de las cuales hay 3 son miembros activos que ofrecen a los 
visitantes, un tour guiado por dicho Santuario, dando todas las informaciones de las especies 
del lugar, ubicado es Estero Hondo. 

El grupo de guías de Estero Hondo, trabaja de la mano con el Ministerio de Medio Ambiente y Recursos 
Naturales en la preservación y conservación de esta área protegida que alberga a los Manatís y otras 
especies de mamíferos marinos, incentivando a los visitantes a respetar las normas.

SANTUARIO MANATÍ 
ASOCIACIÓN DE GUÍAS DEL 

ESTERO HONDO
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Intervención
Acciones:

1. 42 visitantes mensuales 
(aproximadamente). 

2. Unidad productiva  promocionados 
en redes sociales, a intermediarios 
turísticos,  en catálogos  y ferias. 

3. Monitoreo de visitación 
implementado mensualmente. 

4. Un protocolo de bioseguridad 
creado y funcionando. 

5. 2 donaciones de insumos para 
implementación de protocolo de 
bioseguridad.

Experiencia de Sendero del Manatí en Estero Hondo

La Asociación de guías ofrece un recorrido para 
explorar los senderos dentro del Santuario de 
Mamíferos Marinos, conocer la biodiversidad entre los 
manglares, así como, las curiosidades que se pueden 
descubrir del manatí, especie en peligro de extinción, 
protegida de la zona.

El recorrido tiene una duración de 1.5 hrs. 
(aproximadamente) e incluye la recepción en el centro 
de visitantes del Santuario, donde se proporcionan 
informaciones generales y se introduce a la especie 
del Manatí; el sendero del cangrejo azul, el sendero 
del cangrejo ermitaño, y el avistamiento del manatí en 
un mirador.

Ofertas: 

TOUR EXPERIENCIAL DE MANATÍ Y GRUPO DE GESTIÓN DE ESTERO HONDO
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 Ubicación Imbert, Provincia Puerto Plata

 Año de fundación 1994

 Nivel de producto Nivel 3 (Operación sostenible de negocio comunitario)

 Estatus legal Asociación Sin Fines de Lucros, ASFL

 Miembros 1 organización con 106 bene ciarios

 Contactos (809) 250-4200

Comanejo del Ministerio de Medio Ambiente y 
la Asociación Guías de los Charcos de Damajagua 
La Asociación de Guías Turísticos de Damajagua, es una agrupación de guías salvavidas, 
que coordinan la excursión a los 27 charcos del río Damajagua ofreciendo al visitante aventura y 
seguridad. 

Actualmente cuentan con alrededor de cuarenta y cinco personas entre las que se encuentran guías 
turísticos, personal encargado de administración y negocios; así como personal de limpieza del rancho 
y sus instalaciones. Tienen un Consejo de co-manejo Saltos de la Damajagua, que tiene como objetivo 
velar por la correcta gestión del Monumento Natural Saltos de la Damajagua y zonas adyacentes.
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Intervención
Acciones:

1. 5,449 visitantes por mes 
(promedio).

2. Un marco de entrada instalado, 
3. UP promocionada; en redes 

sociales, ferias, Fam Trip 
(In uencers y vice ministerios de 
MITUR) en catálogos  y ferias. 

4. Monitoreo de visitación 
implementado mensualmente. 

5. Protocolo de bioseguridad creado 
y funcionando. 

6. 2 donaciones de insumos para 
implementación de protocolo de 
bioseguridad, promoción.

La Asociación de Guías Turísticos de Damajagua 
ofrece excursiones de turismo de aventura, guiado por 
an triones locales de Llanos de Pérez, Imbert, Puerto 
Plata. 
Los diferentes tours son hacia los 27 charcos de 
Damajagua por senderismo, zipline o boogies, con 
precios asequibles. 
Para disfrutar de los paquetes que ofrecen los guías, 
deben arribar hacia el centro de visitantes, donde los 
turistas son recibidos por los guías locales, quienes 
les ofrecen las informaciones de lugar sobre el tour. 
Estos guías son responsables de la seguridad de los 
grupos durante la experiencia. 237 personas trabajan 
en Damajagua entre estos: guías, administración, 
pequeños negocios y empresas de excursión.

Ofertas: 

SENDERISMO A LOS SALTOS BOOGIE ZIPLINE
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 Ubicación Yásica Arriba, Provincia Puerto Plata

 Año de fundación 2016

 Nivel de producto Nivel 2 (TCS Básico)

 Estatus legal Sociedad de Responsabilidad Limitada

 Miembros 1 organización local y 8 miembros, una comunidad

 Contactos (829)-774-0210

Finca Papirucho, Río Sonador
La Finca Papirucho, se dedican a la ganadería sostenible y la conservación 
de la rivera del Río Sonador; un a uente del Río Yásica, que su nombre viene de la 
música que transmite el zumbido del caudal. 
Este proyecto nace como emprendimiento local, que ofrecer acceso al balneario que conjuntamente 
con la comunidad trabaja en la diversi cación de oferta, para el aprovechamiento de sus recursos por 
medio de la excursión guiada, espacios para acampar, balneario y parqueo. 
La comunidad se ha capacitado y participa activamente en actividades que contribuyen al desarrollo 
local.
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Intervención
Acciones:

1. Monitoreo de visitación 
implementado mensualmente.  
Con un resultado de 227 turistas 
por mes (aproximadamente). 

2. Instalación de 25 letreros.
3. Entrega de 60 equipos (chalecos, 

cascos, y tubos).
4. Promoción de UP; en redes 

sociales, catálogos y ferias.
5. Creación y funcionamiento de 

protocolo de bioseguridad. 
6. 2 donaciones de insumos para 

implementación de protocolo de 
bioseguridad.

7. Fam Trip con relaciones públicas 
del Ministerio de Turismo, con 
in uencers, y con técnicos de 
viceministerios de MITUR. 

La oferta de Finca Papirucho en el Río Sonador 
consiste en proporcionar a los visitantes acceso al 
balneario, con parqueo incluido y excursión por el río, 
a un precio módico. 

Hay paquetes para grupos de 6 personas en adelante 
por un precio asequible que incluye; acceso, guías, 
equipos, almuerzo y tiene una duración de 2.5 horas. 

Otros incluyen dormida, cuentan camping, fogata, 
excusión, desayuno, cena y también otro alojamiento 
rural.

Para adquirir estos servicios, los clientes deben 
llegar a la comunidad La Piragua en Yásica Arriba, a 
la Finca Papirucho, que cuenta con 13 guías locales 
para brindarle los servicios.

Ofertas: 

CAMPING SENDEROS Y CHARCOS ALOJAMIENTO RURAL
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 Ubicación Provincia: Espaillat, Municipio: Jamao al Norte

 Año de fundación 2018

 Período Marzo - Septiembre 2021

 Estatus legal Sociedad de Responsabilidad Limitada SRL

 Bene ciarios 1 organización, 20 miembros, 60 familias, 9 comunidades involucradas

 Contactos (809) 743-5523

Jamao Eco Tours
Tour Operador local, integrado por veinte socios y ofrecen una propuesta de 
aventura rural, encargada del encadenamiento de productos y servicios ofertados por 
microempresas comunitarias.

Esta organización fue creada por el Consejo de Desarrollo Eco Turístico de Jamao al Norte, del cual se 
bene cian nueve comunidades del Municipio.

ades involucradas
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Acciones
1. 214 visitantes cada mes (promedio).
2. 5 kayaks entregados.
3. Materiales de promoción colocados ( Flyers, 

a ches, mampara, valla).
4. 33 letreros instalados.
5. 3 mesas picnics instaladas.
6. 18 guías capacitados.
7. 2 zafacones instalados.
8. Un mirador construido.
9. Un documental con in uencer.
10. Oferta de la unidad productiva 

promocionada en redes sociales a 

intermediarios turísticos, con in uencers, en 
catálogos y ferias.

11. Monitoreo de visitación implementado 
mensualmente.

12.  Un protocolo de bioseguridad creado y 
funcionando.

13. 2 donaciones de insumos para 
implementación de protocolo de 
bioseguridad.

14. 12 kit de rapel entregados para auto 
entrenamiento de an triones en cañonismo 
y rapel.

15. Fam Trip con Relaciones públicas del 
ministerio de Turismo, con In uencers, y 
con técnicos de Vice Ministerios de MITUR. 

Intervención

Mejoramiento de 
productos.

Fortalecimiento de 
negocio y promoción 
autónoma.

Desarrollo de nuevos 
productos.

Fortalecimiento de 
guías locales.

Guiados por an triones locales en 
Jamao al Norte, Espaillat.

Excursiones a: Cañón de Arroyo 
Frío, Cola de Pato, Hongo Mágico, 
Sendero los Tinajones y Sendero 
las Caobas. 

Ofertas:
KAYAK CANYONING SENDERISMO RAPEL CAMPING

SERVICIOS A&B CABALLOS ALOJAMIENTO
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 Ubicación Higüerito, Provincia Espaillat

 Año de fundación 1983

 Nivel de producto Nivel 2 (TCS Básico)

 Estatus legal Asociación Sin Fines de Lucros, ASFL

 Miembros 1 organización y 20 miembros

 Contactos (829) 557-0330

Asociación de Artesanos de Higüerito
La Asociación de Artesanos del Higüerito (ASOARTEH) es una organización Sin Fines de Lucro, 
incorporada legalmente desde el año 1984, agremia a 20 artesanos dedicado a para elaboración de 
la muñeca sin rostro, artesanía originaria de Moca e icónica de identidad nacional. La economía del 
Higüerito, llegó a depender en un 80% de la artesanía utilitaria y decorativa. 

Actualmente la Asociación puede producir más de 100 modelos de muñeca sin rostro.
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Intervención
Acciones:

1. 1 nuevo tour creado.
2. 13 personas recibidas 

mensualmente (aproximadamente). 
3. 10  murales interpretativos 

instalados.
4. 6 letreros de identi cación de 

estaciones del tour.  
5. 1 valla en  carretera.
6. 2 letreros en carretera.  
7. UP promocionada en ferias. 
8. Monitoreo de visitación 

implementado mensualmente. 
9. Un protocolo de bioseguridad 

creado y funcionando. 
10. 1 donación de insumos para 

implementación de protocolo de 
bioseguridad. 

11. Un catálogo de artesanos.

Realizan un tour artesanal dentro de sus instalaciones, 
en el promueven al Higüerito como la cuna de icónica 
muñeca sin rostro, resaltando su legado artesanal 
con más de 100 años de historia.

Este recorrido tiene una duración de 1.5 horas y 
permite al visitante conocer su historia, participar en 
la elaboración de una artesanía y la facilidad para 
comprar otros productos artesanales en cerámica. 

La experiencia de la muñeca sin rostro incluye: 
demostración y práctica para hacer la muñeca sin 
rostro y un regalo de una muñeca sin rostro como 
souvenir para cada uno de los participantes.

Oferta: 

EXPERIENCIA DE LA MUÑECA SIN ROSTRO
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 Ubicación Gaspar Hernández, Provincia Espaillat

 Año de fundación 2013

 Nivel de producto Nivel 2 (TCS Básico)

 Estatus legal Asociación Sin Fines de Lucros, ASFL

 Miembros Una organización, 20 miembros, 1 comunidad

 Contactos (829) 353-1476

Asociación de vendedores Playeros y artesanales de 
Villa Mangante
La Asociación de Vendedores Playeros y Artesanales de Villa Magante, es una organización sin nes 
de lucro, constituida legalmente desde el año 2013. Cuenta con 20 miembros activos que promueven 
y gestionan la Playa Rogelio, atractivo principal de Villa Magante, en Gaspar Hernández, Espaillat. 
Ofrecen variedad de platos a base de pescados y mariscos.
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Intervención
Acciones:

1. 6 zafacones instalados.
2. 12 casetas identi cadas. 
3. 12 murales que identi can 

especializadas gastronómicas de 
las casetas.

4. 2 banderolas instaladas en la 
playa. 

5. 3 vallas instaladas con información 
interpretativa de Playa Rogelio. 

6. Una valla en carretera. 
7. Un marco fotográ co para 

visitantes; instalado. 
8. UP promocionada a través de 

catálogo de experiencias TCS, con 
yers y en ferias.

9. Una donación de insumos para 
aplicación de protocolo de 
bioseguidad.

La oferta incluye varios platos de especialidad dentro 
de los que resaltan: pescado frito, cangrejo al coco, 
parrillada, lambí a la crema, camarones a la crema, 
langosta a la plancha, pescado al vapor, salpicón de 
mariscos, pescado al coco, cazuela de pescados y 
mariscos, paellas y mero a la crema. 

Otros servicios y actividades ofrecidos por la 
asociación son: renta de camas de playa (tumbonas), 
práctica de deportes, celebración de eventos anuales 
y actividades especiales (bodas, cumpleaños...). 

Con precios muy atractivos para los visitantes. 

Para disfrutar de la Playa Rogelio los turistas deben 
llegar a Villa Magante, Gaspar Hernández. Los grupos 
pueden reservar para celebraciones especiales y 
llegar sin previa reservación y serán atendidos por los 
representantes de las casetas, quienes proporcionan 
los servicios.

Oferta: 

BOULEVARD GASTRONÓMICO
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MPC VYP y APEDI 
Son dos organizaciones que convergen en la 
zona que comprende desde Gran Parada, Puerto 
Plata hasta Gurabo, Santiago, donde existe 
una ruta llena de paisajes espectaculares de la 
Cordillera Septentrional, ámbar, café, balnearios 
y lugares de gente amable y laboriosa.

MPC VYP es una Asociación sin nes de lucro 
que surge a partir de las acciones del Proyecto 
de Turismo Sostenible Basado en la participación 
Publico-Privada para la provincia de Puerto Plata 
(TURISOPP), es un resultado de la uni cación 
de 3 comunidades que se ubican a lo largo de 
la carretera turística Puerto Plata - Santiago 
y tiene como objetivo: levantar el orgullo de 
sus munícipes a través de la promoción de los 
productos y servicios desarrollados.

La Asociación para el Desarrollo, Inc. (APEDI) es 
una sociedad Sin Fines de Lucro, creada con el 
objetivo de promover el desarrollo económico y 
social de la República Dominicana. Fue fundada 
el 6 de julio del año 1961 e incorporada mediante 

Decreto No. 7979 del 6 de abril del año 1962, 
siendo la primera organización de este género 
fundada en la República Dominicana.

 Yásica, Puerto Plata

  
Asociación para el Desarrollo de Pedro 
García (ADPEG), Asociación de Hijos 
Ausentes, Junta Distrital de Pedro García, 
Tubagua Ecolodge, Junta Distrital Yásica 
Arriba, Productores de Artesanía en Ámbar 

 Asociación Sin Fines 
de Lucro

 11

Ayuntamiento de Yásica

 Cuenta con plan de acción

 Municipal

 809-696-6932

VYP
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SENDERO DEL ÁMBAR

FINCA PAPIRUCHO, RÍO SONADOR

Atractivos turísticos
RUTA 

PANORÁMICA
SENDERO 
DEL CAFÉ

Acciones realizadas:
Listado de actores que integran la Ruta. 

Fichas de recursos locales. 

Actualización de mapa de la ruta. 

Banco de fotos. 

Georreferenciación de puntos de la Ruta. 

Diseño de Logo de Ruta.

Actualización de la página eb de la Ruta. 

82 visitantes mensuales (aproximadamente),

1 levantamiento de necesidades de letreros y 
mobiliario ecoturístico

Fam Trip con Vice Ministerios de Turismo e 
In uencers.

Una donación de insumos COVID-19.

Comentarios de líder:
Excelente proyecto, con él hemos aprendido a 
desarrollar nuestras actividades turísticas en las 
comunidades involucradas en él.

Gregorio Díaz Rojas

Ha sido  una  experiencia  muy  grata  y 
enriquecedora en el conocimiento y las 
vivencias junto a todos los que pertenecen a 
esta gran familia. Nos sentimos muy orgullosos y 
privilegiados al ver cómo nuestras comunidades 
se van integrado y han ido desarrollando, 
apoderándose de sus recursos, capacitándose 
para buscar la manera viable para aprovecharlos 
y darlos a conocer a todo el mundo. Gracias por 
todo el apoyo.

Jordana Jiménez 89
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MESA DE TURISMO DE

ESPAILLAT
Descripción general
Institución Sin Fines de Lucro, creada por 
Decreto del Poder Ejecutivo no. 911, de fecha 
del 11 de junio de 1975. Su misión es mejorar la 
calidad de vida de los habitantes de la provincia, 
siendo catalizadores de su desarrollo sostenible 
e integral, creando oportunidades de empleo, 
ofreciendo apoyo a la microempresa, entre otros. 
El 28 de junio del 2019, más de 20 instituciones 
que inciden en el desarrollo turístico la provincia 
Espaillat, deciden conformar la mesa de turismo 
de Espaillat, la cual e coordina ADEPE, promueve 
los principales recursos históricos, culturales y 
artesanales como la icónica muñeca sin rostro.

  
Alcaldía de Moca
Gobernación Provincial
ADEPE
PEDEPE

Municipio Moca, Provincia Espaillat

Continuación listado miembros:
Museo Ramón Cáceres
Museo 26 de Julio
Patronato de La Calle 3D
Ayuntamiento de Joba Arriba
Ayuntamiento José Contreras
Clúster Ecoturístico de la Provincia 
Espaillat
Asociación de Eco Móviles

 Conglomerado de 
instituciones 

 3

 Alcaldía 
Municipales de Moca, Joba Arriba y José 
Contreras, Gobernación Provincial

Sí

 Nivel 3 (Provincial)

 (809) 578-2811
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Acciones realizadas:
1. Reuniones para la  puesta en valor de la Ruta 

Histórica.
2. Levantamiento y diagnóstico sobre recursos 

potenciales de Espaillat. 
3. Taller de profundización de recursos locales y 

potenciales de Moca.
4. Participación para promoción de Ruta en 

Expo Cibao.
5. Creación de Ruta Histórica; Justicia, Valentía 

y Paz.
6. Elaboración de protocolo de bioseguridad 

para los puntos que conforma la Ruta 
Histórica.

7. Gestiones de capacitaciones en servicio al 
clientes.

8. Taller de identi cación de los recursos locales.
9. Identi cación de los actores de la cadena de 

valor.
10. Elaboración de un listado largo de recursos 

locales.
11. Fichas de recursos potenciales.
12. Taller sobre marca y conceptualización de 

ruta.
13. Elaboración de guión de la ruta.
14. Ensayo de guión del City Tour.
15. Prueba de City Tour con los primeros 

visitantes.
16. Rotulación de Eco-cars.
17. Distribución de materiales de puntos de 

promoción.
18. Elaboración e impresión de individuales 

para restaurantes de mofongo más kits para 
colorear.

19. Gestión de capacitación en servicio al cliente.
20. Creación de guión de los eco móvil.
21. Audio guías para eco móvil.
22. Señalización de puntos de la ruta.
23. Monitoreo de visitantes a tres niveles y 

cumplimiento de protocolo de bioseguridad.

ARTE HELADO

MUSEO 26 DE JULIO

MUSEO RAMÓN CÁCERES

IGLESIA SAGRADO CORAZÓN DE JESÚS

RESTAURANTES DE MOFONGO

MUÑECA SIN ROSTRO

ECO MÓVILES

Atractivos turísticos en el territorio

Comentarios de líder:

Este proyecto ha venido a proveer de herramientas 
a nuestro destino, hemos lograr uni car una 
cadena de valor que existía en nuestro municipio 
con personal muy preparado y enfocado en 
uni car toda la región. 

Rossy Torres 
Líder de la Ruta Histórica Justicia, 

Valentía y Paz de Moca
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Descripción general
Organización Sin Fines de Lucro, incorporada 
conforme a la Ley 122-05 de Promoción y 
Fomento de las Asociaciones Sin Fines de Lucro, 
se conformó en el año 2013. 
El Consejo tiene como objetivo principal, 
promover el Ecoturismo, la preservación del 
Medio Ambiente, como agente del desarrollo 
sostenible en las comunidades del Municipio de 
Jamao al Norte, en la Provincia Espaillat.
El CODEJAN se compone de 21 miembros, los 
cuales conforman la Asamblea General, máxima 
autoridad del Consejo, responsables de elegir la 
Junta Directiva y los Directivos de los diferentes 
departamentos, por un período de dos (2) años. 
Trabajan en posicionar a Jamao al Norte como 
uno de los principales destinos ecoturísticos del 
país.

Jamao al Norte, Espaillat Alcaldía de Jamao al Norte 
Clúster PROESPAILLAT  
ADEPE 
COOPADEPE
Gobernación de Espaillat 

 ASFL (Asociación sin 
Fines de Lucro

 8

 Alcaldía 
Municipal de Jamao al Norte y Gobernación 
Provincial

 Sí

 Nivel 2 (Municipal)

 (809) 674-3822

Consejo de Desarrollo Ecoturístico de 
Jamao al Norte - CODEJAN
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Acciones realizadas:
1. Taller de redescubrimiento de recursos 

locales.

2. Elaboración del catálogo de tesoros 
comunitarios.

3. Producción de banco de fotos.

4. Realización de una sesión de presentación 
del catálogo a la comunidad.

5. Impresión de catálogo de tesoros locales.

6. Actividad para la puesta en circulación de 
catálogo de tesoros comunitarios.

7. Entrega de materiales sobre el COVID-19 

8. Capacitaciones a lideres comunitarios por 
medio de JICA.

TUBING

HONGO MÁGICO

 CAÑÓN DE ARROYO FRÍO

KAYAK EN RÍO YÁSICA

SENDERO LOS TINAJONES

SENDERO LAS CAOBAS

COLA DE PATO CAMPING

ALOJAMIENTO RURAL

Comentarios de líder:
Nuestra experiencia con TCS fue algo 
impresionante, pues su apoyo a nuestro consejo 
siempre estuvo presente, antes de la pandemia y 
luego de la pandemia, brindándonos una mano 
amiga y una luz al nal del camino, nos sentimos 
muy agradecido con la labor que han venido 
desarrollando a favor de las comunidades.

Alexis Hernández Ovalles
Líder de CODEJAN

Atractivos turísticos en el territorio
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Unidad Municipal para Patrimonio 
Comunitario de Guananico
La Unidad Municipal para Patrimonio Comunitario 
de Guananico –UMPC- es un grupo integrado 
por 18 representantes de instituciones y líderes 
comunitarios, personas alegres, sensibles con el 
medio ambiente, llenos de orgullo y pasión por 
sus recursos. 

Comenzó sus funciones como un grupo de 
intención en el año 2011 durante el desarrollo del 
proyecto TURISOPP para trabajar en el desarrollo 
local mediante el turismo y se constituyó 
legalmente como una Asociación Sin Fines de 
Lucro –ASFL- en el año 2014-2015.  

La UMPC se caracteriza por el orgullo que siente 
por su municipio y la comprensión de que su 
trabajo con la comunidad puede hacer de su 
municipio un mejor lugar para vivir. El objetivo de 
la UMPC de Guananico es crear conciencia en los 
comunitarios acerca del valor de su patrimonio 
para que pueda ser explotado racionalmente, a 
n de garantizar una prosperidad colectiva. La 

UMPC promueve su identidad municipal a través 
de su marca “Ritmo de Agua”.

 Guananico, Puerto Plata

  Hacienda 
Cufa; Asociación Dominicana de 
Profesores, (ADP) seccional Guananico 
Casa Alexander, SRL; Productoras de 
Jabones (independientes); Grupo Músicos 
y Lutieres de Rincón Caliente; Grupo 
Jóvenes An triones Locales; Cooperativa 
Nacional de servicios Múltiple de Los 
Maestros; Junta de Vecinos Sagrada 
Familia; Alcaldía de Guananico

 Asociación Sin Fines 
de Lucro

 11

Ayuntamiento de Guananico 

 Cuenta con plan de 
acción.

 Municipal

 809-843-1522
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HACIENDA CUFA (SENDERO DE CACAO)

MUSEO TAÍNO DR. CÉSAR ESTRELLA

EXPERIENCIA DE MÚSICA DOMINICANA

PUBLITO DE MERENGUE TÍPICO 

Atractivos turísticos

Acciones realizadas:
1. 24 visitantes por mes (promedio).
2. 1 nuevo tours creado. 
3. 1 sendero mejorado.
4.  5 espacios para experiencias, mejorados.  
5. 1 acuerdo con un tour operador. 
6. 4 experiencias del Grupo Territorial 

promocionados en redes sociales, a 
intermediarios turísticos, con in uencers, en 
catálogos y ferias.

7. Monitoreo de visitación implementado 
mensualmente. 

8. Un protocolo de bioseguridad creado y 
funcionando.

9.  2 donaciones de insumos para 
implementación de protocolo de 
bioseguridad.

10. Fam Trip con in uencer, Relaciones Públicas 
y Vice Ministerios de MITUR.

11. Uniformes para colaboradores.

Comentarios de líder:
Excelente proyecto, con el hemos aprendido a 
desarrollar nuestras actividades turísticas en la 
comunidad involucrada en él. 

Gregorio Díaz Rojas 

Es una experiencia positiva, encaminada a la 
mejora continua de los proyectos Comunitarios, 
contribuyen a mejorar las capacidades a través 
de la capacitación y seguimiento a los procesos 
locales, durante la intervención del mismo hemos 
logrado el desarrollo de 3 productos locales en 
el municipio e involucrar a jóvenes, mujeres 
y hombres en el turismo rural aprovechando 
los recursos naturales y culturales de la zona y 
promoviendo una actividad económica que hasta 
el momento no era aprovechada en el municipio.

 Sara Mercado 
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Grupo Territorial del Naranjal, El Cupey, 
El Gallo
La localidad del Cupey está ubicada a 10 Km. 
aproximadamente del municipio de Puerto Plata, 
su población asciende a 30,194 habitantes en la 
zona rural. Sus habitantes viven principalmente 
de la ganadería, la crianza de cerdos y la 
producción agrícola.

La zona cuenta con áreas verdes y diferentes 
balnearios, vistas espectaculares, cuevas, áreas 
para montar caballos; ncas ganaderas de gran 
calidad y mucho más. 

Su arquitectura es una mezcla, de antiguo con 
campestre, el nombre del lugar viene a la gran 
cantidad de árboles de Cupey que ha existido 
siempre en el lugar. 

Las principales comunidades del Cupey están 
organizadas a través de juntas de vecinos, por 
lo tanto, suman 454 los integrantes de 4 juntas 

de vecinos que junto al Gallo Ecolodge, El Club 
de Madres Corazón de María y varios negocios 
comunitarios buscan promover su zona como un 
destino comunitario, atraer al turismo basado en 
sus recursos naturales y su cultura para contribuir 
al desarrollo local y una mejor calidad de vida 
para sus habitantes.   

 El Cupey, San Felipe, Puerto 
Plata

 N/D

 3

Ayuntamiento de Puerto Plata

 Cuenta con plan de 
acción.

 Municipal

 847-682-3037 / 829-722-
2572
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Acciones realizadas:
1. Levantamiento de información previo a 
intervención de TCS.
2. Identi cación de los Recursos Locales con 
apoyo del proyecto TCS.
3. Identi cación de los actores de la cadena de 
valor. 
4. Elaboración de un listado largo de recursos 
locales.
5. Elaboración un listado previo de puntos 
potenciales del destino comunitario.  
6. Visita de reconocimiento para diagnóstico de 
los puntos potenciales. 
7. Creación de una red logística y equipo 
de coordinadores responsables del Grupo 
Territorial del El Gallo/El Cupey.
8. Validación de puntos potenciales con apoyo 
de TCS. 
9. Elaboración de 16 chas de recursos con 
información y fotografía con apoyo de TCS.
10. Georreferenciación de la ruta con apoyo de 
TCS.
11. Apoyo en promoción de la ruta en Expo 
Cibao como parte de la oferta TCS del Destino 
Cibao.
12. 30 chas de recursos locales.
13. 11 puntos señalizados.
14. un mapa digital funcionando.
15. 10 de kits COVID-19 entregados.
16. 3000 brochares impresos y entregados.
17. Un sendero de permacultura mejorado 
(letreros interpretativos con código QR).
18. GT promocionado; en redes sociales, 
con in uencers, en ferias, un protocolo de 
bioseguridad creado.
19. Uniforme para integrantes de UP.
20. Monitoreo de visitación implementado 
mensualmente, y funcionando.
21. 1 donaciones de insumos para 
implementación de protocolo de bioseguridad.
22. Fam Trip con Vice Ministerios de MITUR y 
con tour operadores turísticos.
23. Una actividad de lanzamiento de la Ruta del 
Gallo.

PRODUCTOS LOCALES DE CARÁCTER 
GASTRONÓMICO

PICO DEL GALLO

LOMA ISABEL DE TORRES

EL GALLO ECOLODGE

CUEVA DEL GALLO

Atractivos turísticos

Comentarios de líder:
Una experiencia extremadamente positiva 
desde el inicio de la ruta. Fueron integrados en 
la organización de las diferentes comunidades 
que la forman y con la identi cación de los 
productos especí cos que se desarrollaron. 
Durante la pandemia fueron cruciales en la 
motivación y el desarrollo continuo. Después de 
la pandemia, han promovido con éxito en ferias 
y vía in uencers incrementando nuestro negocio 
de forma signi cativa.

Bryn Toledano

MUSEO RURAL BALNEARIOS 
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Hermanas

Mirabal

Duarte

María

Trinidad  

Sánchez

Samaná

El Cibao Nordeste es fuente de riqueza histórica cultural, industrial, agrícola y ganadera. Una región con 
provincias que engloban una amplia variedad de atractivos, pudiendo disfrutarse con opciones como 
la casa museo de las Hermanas Mirabal, el Sendero del Cacao, playas paradisíacas y un impresionante 
espectáculo natural protagonizado por las ballenas jorobadas. Para los más aventureros, está la 
oportunidad de hacer rápel en Playa Frontón, o descubrir la fauna local en el Banco de La Plata y la 
Navidad. El Nordeste ofrece una peculiar gastronomía basada en el coco y diversos ejemplos de la 
in uencia heredada de grupos migratorios.

Eslogan y concepto subregional del Cibao Nordeste
100 playas diversas y paisajes coloridos.
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5 UP apoyadas

2 GT apoyados

Hermanas 
Mirabal

Duarte

Maria Trinidad
Sanchez

Samaná

Hermanas 
Mirabal

Duarte

Maria Trinidad
Sanchez

Samaná

A1: Kayak de Sánchez 

A2: Sendero de El Limón

A3: Senderos de Las Galeras

T1: Tour de manglares de Laguna Grigri

S1: Experiencia de Don Lulu

11-M: GT Río San Juan (Consejo Municipal)

12-M: GT Las Galeras (Consejo de Turismo 
Sostenible)



72 | CNE

 Ubicación Municipio Río San Juan, Provincia María Trinidad Sánchez

 Año de fundación 1963

 Nivel de producto Nivel 2 (Negocio Básico TCS)

 Estatus legal Sindicato de Boteros (regulado por la Marina de Guerra)

 Miembros 1 Organización, 40 Miembros

 Contactos 849-878-5616

Descripción general:
Es una organización comunitaria creada por Salustiano Martínez Alvarado, está ubicada en la calle 
Duarte, esquina Sánchez, Río San Juan, María Trinidad Sánchez, está compuesta por 40 miembros 
dedicados a ofrecer un paseo en bote por los manglares, cueva de las Golondrinas, Playa Caletón, 
Piscina Natural. La Laguna Gri Gri es el atractivo emblemático de Río San Juan.

SINDICATO DE BOTEROS
LAGUNA GRI GRI
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Intervención
Acciones:

1. 2,715 visitantes por mes 
(aproximadamente).

2. Un centro de recepción de visitantes 
acondicionado.

3. Una o cina equipada con equipamiento 
básico.

4. Una organización capacitada en 
Manejo de Negocios.

5. UP promocionado en catálogos.
6. Monitoreo de visitación implementado 

mensualmente.
7. Un protocolo de bioseguridad creado y 

funcionando.
8. 2 donaciones de insumos para 

implementación de protocolo de 
bioseguridad.

Ofrecen un paseo en bote por 
manglares, playa Caretón, Cueva 
de las Golondrinas y piscina natural, 
guiado por an triones locales 
de Río San Juan en los idiomas: 
español, inglés, francés y alemán. 
Este recorrido tiene una duración 
entre 45 minutos y una hora.

Para la excursión los turistas 
deben llegar a la Laguna Gri Gri, 
aun sin previa reservación y serán 
atendidos por 18 capitanes que 
sirven de guías, tienen la función 
de proporcionar las orientaciones 
necesarias y los chalecos 
salvavidas a los visitantes.

Oferta: 

PASEO EN BOTE

74 | CNE

 Ubicación Municipio: Sánchez, Provincia Samaná

 Año de fundación 2014

 Nivel de producto Nivel 2 (Producto Básico TCS)

 Estatus legal Sociedad de Responsabilidad Limitada, SRL

 Miembros 1 Organización, 60 Miembros

 Contactos 809-463-9557

Cooperativa de producción, trabajos y servicios múltiples de 
pescadores Bahía San Lorenzo (Kayak San Lorenzo) 
Negocio comunitario que está compuesto por 60 socios (pescadores), ofrecen un tour por los Haitises 
que incluye visita a las cuevas y kayak por el caño San Gabriel.

Fue creada por la cooperativa de producción, trabajos y servicios múltiples de pescadores de la Bahía 
San Lorenzo, dicha organización ha incursionado en el ecoturismo como una manera de sacar presión 
a la pesca.
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Intervención
Acciones:

1. 30 visitantes mensualmente (promedio).

2. Un guion del nuevo tour.

3. 10 chalecos entregados.

4. 5 personas capacitadas en primeros 
auxilios en lugares remotos.

5. 5 radios de comunicación.

6. 1 botiquín de primeros auxilios.

7. Una camilla de rescate.

8. 11 personas capacitadas en primeros 
auxilios en lugares remotos.

9. Unidad Productiva promocionada a 
través de yers y ferias.

10. Monitoreo de visitación implementado 
mensualmente, un protocolo de 
bioseguridad creado y funcionando.

11. 1 donación de insumos para 
implementación de protocolo de 
bioseguridad.

12. 4 líderes capacitados por INFOTEP en 
Fomento de Buenas Prácticas de TCS.

Ofrecen una excursión por el Parque Nacional 
Los Haitises que incluye; recorrido en bote, 
visita a cuevas y kayak por manglares, guiado 
por an triones locales en Sánchez, Samaná. 

Este recorrido tiene una duración de una hora 
y permite disfrutar de observación de aves, 
animales; reptiles, manatíes, peces y cuevas 
donde vivían taínos. 

Para disfrutar de la excursión los turistas 
deben llegar al muelle de la Cueva San Gabriel, 
Parque Nacional Los Haitises, Sabana de La 
Mar, Hato Mayor. Las expediciones pueden ser 
coordinadas desde Santa Bárbara (Samaná) 
o desde Sánchez para llegar en bote hasta el 
muelle donde son recibidos por el personal 
quienes les proporcionan los equipos e 
informaciones necesarias.

Kayak San Lorenzo cuenta con 8 guías locales 
capacitados para recibir visitantes. 

Ofertas: 

PASEOS EN BOTE Y EN KAYAK



76 | CNE

 Ubicación Municipio El Limón, Provincia Samaná

 Año de fundación 1998

 Nivel de producto Nivel 2 (Negocio Básico TCS)

 Estatus legal Asociación sin Fines de Lucro (ASFL)

 Miembros 1 Organización, 500 Miembros

 Contactos (809) 916-0892

Asociación Comunitaria, Ecoturismo Salto del 
Limón (ACESAL)
Organización que busca mejorar la calidad de vida de la gente del Limón, contribuye a la 
preservación de los recursos naturales, el Monumento Natural Salto del Limón (declarado en el año 
1996) y sus a uentes.

Trabaja con la participación de actores responsables y usuarios del recurso natural, está compuesta 
por 13 negocios ecoturísticos y bene cia a más de 500 personas.
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Intervención

Acciones:

1. 2,412 visitantes por mes 
(aproximadamente).

2.  1 camilla de primeros auxilios entregada.

3.  5 radios de comunicación.

4. Un botiquín de primeros auxilios. 

5. 12 guías capacitados en primeros auxilios 
en lugares remotos. 

6. Unidad productiva promocionada en 
catálogos y ferias.

7. Monitoreo de visitación implementado 
mensualmente.

8. Un protocolo de bioseguridad creado y 
funcionando.

9. 2 donaciones de insumos para 
implementación de protocolo de 
bioseguridad.

Ofrece excursión al Salto el Limón por 
medio de 13 ranchos activos y más de 500 
an triones. Esta experiencia incluye caballos 
y caminata al Monumento Natural, servicios 
de restaurantes de comida típica, artesanía, 
productos locales, cacao, café, aceite coco 
entre otros. 

El recorrido dura 3 horas aproximadamente, 
los turistas interesados en participar de las 
excursiones deben llegar a los Ranchos, 
para recibir las informaciones relacionadas 
al recorrido, y decidir cómo quiere vivir la 
experiencia; a pies o a caballo, con almuerzo 
o sin almuerzo.

Los an triones acompañan a los visitantes 
por un trayecto donde es posible disfrutar del 
paisaje, frutas de temporada, piscina natural, 
hasta llegar hasta al Salto El Limón.

Oferta: 

EXCURSIÓN AL SALTO DEL LIMÓN
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 Ubicación Distrito Municipal Las Galeras, Provincia Samaná

 Año de fundación 2018

 Nivel de producto Nivel 2 (Negocio Básico TCS)

 Estatus legal Asociación sin Fines de Lucro (ASFL)

 Miembros 1 Organización, 11 Miembros

 Contactos 809-815-3434

Grupo de Guías de las Galeras
La Asociación de Guías de Turismo Galeras Ecológica, busca identi car recursos con vocación 
turística para añadir valor a través de la creación de circuitos o excursiones y promoviendo el desarrollo 
sostenible de la comunidad y la componen 30 guías.
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Intervención
Acciones:

1. 17 personas recibidas mensualmente 
(aproximadamente).

2. 10 guías capacitados en primeros 
auxilios en Lugares Remotos.

3. Donación de 1 camilla de primeros 
auxilios.

4. 5 radios de comunicación. 

5. Un botiquín de primeros auxilios. 

6. 10 chalecos. 

7. 10 linternas.

8. 10 cascos.

9. 5 jóvenes capacitos por medio de 
intercambio sobre fomento de buenas 
prácticas de TCS.

10. Entrega de uniformes para guía. 

Servicios de guías turísticos, en circuitos 
creados con el apoyo del Consejo de Desarrollo 
de las Galeras; Boca del Diablo-Frontón, 
las pozas de Cabo Cabrón, recorrido playa 
Madama y su cueva, en estas experiencias  el 
turista puede disfrutar de boca del diablo, un 
fenómeno geológico natural en el que el mar 
se precipita formando un chorro de agua que 
puede alcanzar varios metros de altura, la 
mina de mármol, variedades de plantas y aves 
endémicas, degustación de frutas tropicales, 
playas exóticas, plantas medicinales, y  practicar 
snorkeling. Estos recorridos tienen una duración 
de más de 2 horas y son guiados por an triones 
comunitarios en los idiomas:  español, inglés, 
alemán, italiano, creole y francés.

Los interesados en participar de estas 
excursiones deben llegar a playa las Galeras, 
donde los guías acompañan a los visitantes.

Ofertas: 

SENDERISMO
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 Ubicación Municipios San Francisco de Macorís, Provincia Duarte

 Año de fundación 2017

 Nivel de producto Nivel 2 (Producto Básico TCS)

 Estatus legal Asociación Sin Fines de Lucro, ASFL

 Miembros 1 Organización, 42 Personas

 Contactos 809-863-8929

Rancho Don Lulú, Centro Ecoturístico
Centro de Turismo Rural Comunitario, que busca contribuir al desarrollo local, la conservación 
y protección de los recursos naturales de la zona, como una alternativa para buscar el sustento de los 
comunitarios de manera sostenible.

Fue establecido en el año 2007 y forma parte de la Asociación Ecoturística el Solenodonte, también 
trabaja de la mano con la Fundación Loma Quita Espuela.
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Intervención
Acciones:

1. 109 visitantes mensualmente 
(aproximadamente).

2. Un levantamiento de información 
necesidades sobre letreros 
interpretativos. 

3. Un monitoreo de visitación 
implementado mensualmente.

4. Un protocolo de bioseguridad creado y 
funcionando.

5. 2 donaciones de insumos para 
implementación de protocolo de 
bioseguridad. 

6. Una donación de insumos para 
realización de curso de señales y 
letreros interpretativos, impartido por 
INFOTEP. 

 excursiones guiadas por 
an triones de la Asociación Ecoturística el 
Solenodonte, con destinos al pico la nube, la 
ruta de bosque de cacao, sendero don Soron 
y la Reserva Cientí ca Loma Quita Espuela, 
considerada de las áreas ecológicas más 
importantes del país, nacen más de 60 ríos y 
el pico más alto de la Cordillera Septentrional. 
Los senderos cuentan con una duración de 2 y 
5 horas. 

 dispone de 9 habitaciones, cada 
una con baño, capacidad de 36 personas 
en grupos familiares, salones para eventos, 
con capacidad desde 25 hasta 300 personas, 
servicios alimentación (comida criolla), 
balnearios, pasadías, campamento, actividades 
sociales; boda y cumpleaños.

 miel,  chocolate, y 
otros derivados del cacao.

Oferta: 
SENDERISMO ALOJAMIENTO VENTA DE PRODUCTOS LOCALES
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Descripción general
El Consejo de Turismo las Galeras para 
el Desarrollo Sostenible (CONTUGAL), 
organización sin nes de lucro que, creada en el 
2019, en el marco del proceso de certi cación 
de destino TourCert, con la nalidad de 
articular con los representantes del Estado, 
Gobierno Local, empresarios turísticos locales 
y a los representantes de las organizaciones 
comunitarias vinculadas al turismo. 

Con el objetivo de aunar esfuerzos y promover 
los atractivos turísticos en su territorio de 
las Galeras, para hacerlo más competitivo y 
sostenible.

Distrito Municipal Las Galeras, Santa 
Barbará, Samaná

  
Restaurantes de Las Galeras, Hoteles de las 
Galeras, Empresas de excursiones
Transportistas, Organizaciones de la Sociedad 
Civil (ASOD EGAS), Grupos de vecinos (VIDA 
SANA), Grupos religiosos
Asociación de Pescadores, Asociación de 
Vendedores, Asociación de Guías Turísticos

Asociación Sin Fines de Lucro

 2

Alcaldía de las Galeras

 Sí

 Nivel 3 (Provincial)

Julio César Lamano: 809-867-7096

Consejo de Desarrollo Turismo 
Sostenible de Las Galeras (CONTUGAL) 
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Acciones realizadas:

1. Identi cación de recursos locales para revista 
de Tesoros Locales de las Galeras. 

2. Cursos relacionados a Turismo Comunitario 
Sostenible. 

3. Apoyo a intercambio de Buenas Prácticas de 
Fomento de TCS. 

4. Apoyo a fortalecimiento a Asociación de 
Guías Galeras Sostenible. 

5. Participación en Expo Cibao 2019.

6. Sensibilización y entrega de materiales sobre 
COVID-19.

LA CALETA –CABO SAMANÁ

 MANUEL CHIQUITO-PLAYA RINCÓN

MONUMENTO NATURAL CABO SAMANÁ

Atractivos turísticos en el territorio

Comentarios de líder:
El proyecto TCS fue y es de gran ayuda y 
apoyo al crecimiento de nuestra Organización 
CONTUGAL en conjunto con la comunidad de 
Las Galeras. Esperamos seguir contando con 
Proyectos tan bene ciosos para el desarrollo del 
TCS en los destinos turísticos.

Yocasty Artiles
Líder de TCS - Covid - Suministros - 

Recursos culturales

 PLAYA RINCÓN-LAGUNA DEL DIABLO-
PLAYA EL VALLE

 PLAYA ASERRADERO-PLAYA GRANDE-
LA PLAYITA
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MESA DE TURISMO DE
RÍO SAN JUAN
Descripción general
Nace con el Proyecto TCS, un 14 de octubre 
del año 2020, organización Sin Fines de Lucro, 
busca posicionar al Municipio como destino 
turístico comunitario. 
La Mesa está compuesta por 12 organizaciones 
del ámbito público y privado que trabajan 
por el desarrollo del Municipio con la misión 
de sensibilizar sobre Turismo Comunitario 
Sostenible.

Alcaldía de Río San Juan 
Federación de Juntas de Vecinos 
ASODEARIO 
Iglesia Templo Bíblico 
Oscar Artiles Heredia, Músico

Río San Juan, María Trinidad Sánchez

Continuación lista de miembros:
Clúster Turístico de María Trinidad 
Sánchez 
10 Preguntas 
Costa Verde 81 
Ministerio de Turismo 
Team Shaggy 
Sindicato de Boteros de la Laguna Gri Gri 
Festival de Coros de Río San Juan 

 N/D

 3

Alcaldía Municipal de Río San Juan

 Sí

 Nivel 2 (Municipal)

 (829) 961-8780
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Acciones realizadas:
1. Revista de Tesoros Locales.
2. Identi cación e involucramiento de liderazgo 

comunitario. 
3. Capacitaciones. 

LAGUNA GRI GRI

PISCINA NATURAL

CUEVAS DE LAS GOLONDRINAS

PLAYA LOS MINOS

PLAYA GRANDE

PLAYA CALETÓN

Comentarios de líder:
Es una experiencia maravillosa, de muchos 
aprendizajes y una gran capacitación, inolvidable, 
para mí fue exelente y de mucho aporte para 
nuestras comunidad y el turismo, comunitario

Alexandra Yomaris Cid Tineo
Líder de Laguna Gri Gri, Río San Juan, MTZ

Atractivos turísticos en el territorio
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La Vega 

Monseñor Noel 

Sánchez
Ramírez

El Cibao Sur es el manantial del Cibao, una región de donde emanan las más importantes fuentes de 
agua de la República Dominicana. Allí nacen ríos como el Camú, Jima, Jimenoa, Yuna y Yaque del 
Norte; cuyos cauces alimentan gran parte de la región Norte y Sur, llegando algunos a extenderse 
hacia el extremo este de la isla. Esta región, que cuenta con una afamada tradición carnavalesca, tiene 
opciones excelentes para disfrutar el aire más puro y fresco de todo el país, en destinos de montaña 
como Constanza y Jarabacoa, y atractivos como la Presa de Hatillo.

Eslogan y concepto subregional del Cibao Sur
Agradecimiento a las bendiciones de la naturaleza y la falda del pico más alto del Caribe, “Manantial 
del Cibao”.
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5 UP apoyadas

La Vega 

Monseñor Noel 

Sánchez

Ramírez

G1: Experiencia comunitario de Sonido de 
Yaque

G2: Sendero de Angostura

G3: Agroturismo de Constanza

La Vega 

Monseñor Noel 

Sánchez

Ramírez

2 GT y 1 GR apoyados

13-P: GT Sanchez Ramirez (Consejo 
Ecoturístico Sánchez Ramírez) 

14-P: GT Monseñor Noel (Consejo 
Ecoturístico Monseñor Noel)

15-M: GT Constanza (Cluster Turístico)
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 Ubicación Municipio Constanza, Provincia La Vega

 Año de fundación 2010

 Nivel de producto Nivel 2 (Negocio Básico TCS

 Estatus legal Asociación Sin Fines de Lucro (ASFL)

 Miembros 1 Organización Familiar, 35 Familias, 1 Asociación con 30 Miembros

 Contactos (829) 730-7464

Finca Doña Paula 
(Asociación de Productores Agrícolas La Cotorra)
La Asociación de Productores Agrícolas La Cotorra, ASOPROA-LC, junto a los propietarios de la Finca 
Doña Paula, con su iniciativa, ha logrado que la comunidad se involucre en actividades relacionadas 
al turismo, se capacite y participen dinámicamente en actividades que contribuyen al desarrollo local. 
En Finca Doña Paula se ha formado un sendero interactivo que ofrece una experiencia de recorrido por 
diversas plantaciones de limones y otros productos comercializados en la comunidad de La Cotorra 
de Tireo en Constanza. Lugar donde la gran mayoría de sus habitantes viven principalmente de la 
agricultura, venta de fresas, rábano, limones, ores, ajo, papas, entre otros rubros.
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Intervención
Acciones:

1. Colocación de letreros y elaboración.  
2. Mejoramiento mínimo en lugares de 

descanso en sendero. 
3. Fotografía para SNS.
4. Señalización en carretera.
5. Desarrollo de productos característicos de 

cultivos de la zona.
6. Organización de guión de experiencia. 
7. Acompañamiento para estructura de 

experiencia. 
8. Sesión de sensibilización de TCS.

La Finca Doña Paula - La Cotorra, ofrece 
acceso al sendero explicativo de limones 
e invernaderos de fresas, excursión por la 
comunidad, para conocer la historia y su gente, 
esta excursión incluye: acceso a la nca, guías, 
almuerzo, souvenir, canasta de productos 
locales y tiene una duración de 1.5 horas, su 
sendero explicativo, cuenta con 3 guías locales 
y proporciona el parqueo.

Además, ofrece camping para los visitantes 
amantes de la aventura que quieren conocer 
más a fondo la montaña y la historia. Para 
obtener los servicios y actividades de la Finca 
Doña Paula, en La Cotorra, los visitantes deben 
llegar a la comunidad de La Cotorra próximo al 
distrito municipal de Tireo.

Oferta: 
SENDERISMO VENTA DE PRODUCTOS LOCALES
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 Ubicación Municipio Jarabacoa, Provincia La Vega

 Año de fundación 2012

 Nivel de producto Nivel 1

 Estatus legal Cooperativo

 Miembros 1 Organización 30 Miembros

 Contactos (829) 982-4946

Complejo Ecoturístico Angustura
El Complejo Eco-turístico Angostura es un proyecto comunitario que empezó como una 
iniciativa de la Asociación La Milagrosa de Angostura (ASOLAMI), y está motivada para educar 
visitantes sobre el medio ambiente y naturaleza de la zona, la cultura del campo y la relación con los 
miembros de la comunidad. Esta iniciativa empezó en 2012, con el apoyo técnico y donaciones de 
las instituciones Junta Yaque, el Programa de Pequeños Subsidios (PPS), USAID, el Cuerpo de Paz 
República Dominicana, y otras más.

Complejo Ecoturístico
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Intervención
Acciones:

1. Selección del asesor local para trabajo de 5 
semanas.

2. Realización de articulación participativa de 
las experiencias

3. Elaboración de 5 experiencias/productos con 
itinerarios/guiones

4. Creación de materiales presentables (Hojas 
de productos, PPT, con fotos)

5. Condicionamiento mínimo para experiencias. 
6. Realización de la presentación en la 

comunidad/Subregión
7. Presentación de Material Digital y 

Mejoramiento de SNS y página.
8. Acompañamiento para creación de protocolos 

COVID-19
9. Entrega de insumos para contrarrestar 

COVID-19
10. Organización para creación de guión 
11. Acompañamiento para estructura de 

experiencia.

Angostura se caracteriza por montañas de altas 
elevaciones y reveladoras de una belleza que 
anima a cada visitante a realizar un recorrido 
por toda el área. Sus bosques de pinares y 
latifoliados pertenecen a una demarcación 
de vida de bosque húmedo subtropical, 
caracterizado por su rica biodiversidad tanto en 
la fauna como en su ora. 

Angostura ofrece varias experiencias como 
disfrutar del balneario arroyo grande y el salto o 
cascada del Mortero, lo cual tiene un recorrido 
de 4 horas permitiendo el baño en sus aguas 
frías y tranquilas.

Oferta: 
ALOJAMIENTO RURAL SENDERO HACIA LA CASCADA
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Sonido del Yaque
Complejo ecoturístico a orillas de río Yaque que consta de 6 cabañas 
en la comunidad de los Calabazos, que inició en el año 1997, que poseen 14 
habitaciones, ofrecen sus servicios a grupos, familias y personas particulares. También 
ofrecen los servicios de desayuno, comida y cena. 

Este complejo comunitario está administrado por el Club de Madres La Nueva Esperanza y la Asociación 
de agricultores la Unidad, Las Mercedes, mujeres y hombres que con mucho esfuerzo mantiene este 
proyecto bene ciando a más de 30 familias, modelo de comunidad autosustentable. 

 Ubicación Provincia: La Vega, Municipio: Los Calabazos, Jarabacoa

 Año de fundación 2018

 Período Marzo - Septiembre 2021

 Estatus legal Cooperativo

 Bene ciarios 2 asociaciones con más de 42 personas

 Contactos N/D
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Con un ambiente natural acogedor 
donde prima el sonido del río 
Yaque y el trato amable de los 
comunitarios.

Intervención
Acciones:

1. Selección del asesor local para trabajo de 5 semanas.
2. Realización de articulación participativa de las experiencias.
3. Elaboración de experiencias/productos con itinerarios/guiones.
4. Creación de materiales presentables (hojas de productos, PPT, 

con fotos).
5. Condicionamiento mínimo para experiencias. 
6. Señalización y presentación en letreros en madera para sus 

senderos y experiencia. 
7. Realización de la presentación en la comunidad/subregión.
8. Presentación de material digital y mejoramiento de SNS y 

página.
9. Taller de manejo de negocios.
10. Taller de promoción autónoma. 
11. Creación de base para experiencia.
12. Acompañamiento en organización de senderos.  

Ofertas:

EXPERIENCIA DE PRODUCCIÓN DE CAFÉ Y CACAO ORGÁNICO

SENDERISMOALOJAMIENTO EN CABAÑAS COMIDA TÍPICA
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 Ubicación Municipio Bonao, Provincia Monseñor Nouel

 Año de fundación 2017

 Nivel de producto Nivel 2

 Estatus legal Cooperativo

 Miembros 1 Organización 30 Miembros

 Contactos (809) 460-7412

Asociación de Guías Turísticos Saltos de Jima
27 jóvenes de las comunidades del Distrito Municipal de Jayaco, recibieron la capacitación 
impartida por el Ministerio de Medio Ambiente y Recursos Naturales de guías o intérpretes de la 
naturaleza.
Se formaliza el grupo con el nombre de Asociación de guías ecoturísticos Saltos de Jima, Bonao, R.D. 
–ASOGUESAJI- desde fecha 30 de agosto del año 2017, un mes después de nalizar una segunda 
capacitación impartida por INFOTEP y aprobada por el Ministerio de Medio Ambiente y Recursos 
Naturales, como guías intérpretes de la naturaleza.
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Intervención
Acciones:

1. Selección del asesor local para trabajo de 5 
semanas.

2. Realización de articulación participativa de 
las experiencias.

3. Elaboración de experiencias/productos con 
itinerarios/guiones.

4. Creación de materiales presentables (Hojas 
de productos, PPT, con fotos).

5. Realización de la presentación en la 
comunidad/Subregión.

6. Presentación de Material Digital y 
Mejoramiento de SNS y página.

7. Equipamiento básico para actividades 
acuáticas

8. Fortalecimiento de guión de su experiencia. 
9. Acompañamiento en creación de guión.
10. Sensibilización de Turismo Comunitario.  
11. Organización de sus actividades para mejor 

estructura de tour. 

En Charco Prieto está, el Monumento Natural 
los Saltos de Jima, ofrece un servicio de 
interpretación de la naturaleza por medio de 
las guianzas, dentro del sendero de los Saltos 
de Jima, que posee más 12 saltos y más de 60 
charcos, aunque hasta el momento sólo están 
habilitados dos saltos, por lo que su sendero 
aún no ha sido terminado.

Algunos vienen atraídos por sus charcos y saltos 
de aguas cristalinas, para darse un rico baño, 
en cambio otros por la vegetación, las aves, los 
reptiles y an bios propios de la zona.

Oferta: 
SENDERISMO A LOS SALTOS DISFRUTE DE BALNEARIOS
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 Ubicación Municipio Cotuí, Provincia Sánchez Ramírez

 Año de fundación 2019

 Nivel de producto Nivel 1 (Recurso Turístico con Potencial)

 Estatus legal Sin formalizar

 Miembros 1 Organización, 20 Familias, 15 Miembros

 Contactos (829) 707-9824

Gaia Ecotrip
Gaia Ecotrip es un grupo comunitario de Hatillo en Sánchez Ramírez, que ofrece 
un tour a las cuevas taínas del Parque Nacional Aniana Vargas. Nace en el 2019 con la idea 
de un trabajo asignado en un curso de Turismo Comunitario Sostenible, con la colaboración de 
Coopmaimón, el Instituto de Formación Técnico Profesional (INFOTEP) y la Agencia Cooperación 
Japonesa Internacional (JICA).

La ruta de las cuevas busca poner en práctica el turismo comunitario sostenible, dando a conocer el 
potencial de esta localidad y el aprovechamiento de la importancia histórico-ecológica de la zona, para 
buscar dinamizar la economía comunitaria.
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Intervención
Acciones:

1. Entrega de informe nal.

2. Materiales de promoción, brochure y 
catálogos.

3. Guión de la experiencia actualizado y 
funcional.

4. Organización de rutas para la experiencia. 

Gaia Ecotrip ofrece una experiencia de aventura, 
para el disfrute de los visitantes y el cuidado del 
medio ambiente, resaltando nuestra historia y 
cultura en el Parque Nacional Aniana Vargas. 

La exploración de cuevas taínas, paseo en bote 
por el lago de Hatillo, conocer senderos cercanos 
y aprender de la historia del parque Aniana Vargas 
y presa de Hatillo con un el almuerzo típico de 
tilapias y truchas de la zona.

Gaia Ecotrip ha unido sus servicios con las 
asociaciones de pescadores de la zona y la 
asociación de mujeres de Hatillo que construyen 
y venden manualidades para ofrecer a los 
visitantes una experiencia completa y educativa 
del poblado de Hatillo.

Oferta: 

SENDERISMO
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Cluster Ecoturistico Constanza
Organización incorporada conforme a la Ley 
40-08 del 16 de enero del 2008, de Promoción 
y Fomento de las Asociaciones Sin Fines de 
Lucro. 

Lo componen de 38 miembros de la cadena 
de valor, que cumplen con los estándares 
de calidad. Tienen como objetivo desarrollar 
y promover el atractivo del municipio de 
Constanza como destino único de montaña 
para turismo ecológico, cultural y de aventura 
de clase mundial de la República Dominicana, 
cuidando el medioambiente.

Municipio Constanza, 
Provincia La Vega

  
- Vienchy Rodríguez – Presidente 

Representante de la Esquina Gastrobar
- Rafael Collado A – Vicepresidente
- Representante de Hotel Constanza  

(Continuación lista de miembros):
- Milena Delgado Durán – Secretaria 

General, Asesora turística
- Yamilka Rodríguez- Tesorera 

Representante de La Terraza de Yamilka
- Nilson Peralta - Vocal en representanción 

de Odalis Grill  
- Nelson Durán - Vocal, Asesor turístico
- Carlos Ferná ndez – Vocal en 

representacion de Frida Bar

Empresarial

 2008

Alcaldía Municipal de Constanza

 Si

Nivel 2 (Municipal)

(809) 478-3823
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Acciones realizadas:
1. Capacitación en diseño y señalización de 

letreros interpretativos.
2. Jornada de limpieza y reforestación en la 

Presa Pinalito.
3. Festival de primavera.
4. Fly in de la amistad para promover el 

turismo aéreo.
5. Ruta agroturistica.
6. Ruta de la fe.
7. Capacitación en construcción de senderos 

a residentes de la zona El Convento.
8. Construcción del sendero ecológico Aguas 

Blancas.
9. Capacitación de guía turístico.
10.Participación en Feria AVENTURATE.
11.Master class.

MONUMENTO AL 
DIVINO NIÑO

MONUMENTO A 
CAMAÑO

SALTO AGUAS 
BLANCAS

LA PIRÁMIDE

LAS PIEDRAS 
LETRADAS

SENDERO DE 
LA VIRGEN

SENDERO ECOLÓGICO 
AGUAS BLANCAS

PARQUE NACIONAL 
VALLE NUEVO

Comentarios de líder
Ha sido muy satisfactoria, el hecho de poder 
conectar las ofertas de valor de las comunidades 
y que estas acciones ayuden a generar una 
contribución importante en términos de 
desarrollo económico y social en ellas es motivo 
de mucha alegría para mí.

Vienchy Rodríguez.
Líder de Mapa Sub Región Cibao Sur Constanza

Atractivos turísticos

RUTA DE LA 
PEREGRINACIÓN

SENDERO RESERVA 
CIENTÍFICA ÉBANO VERDE

PARQUE 
ANACAONA

MONUMENTO AL 
14 DE JUNIO

PRESA 
PINALITO

IGLESIA NUESTRA SEÑORA 
DE LAS MERCEDES
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Consejo de Desarrollo Ecoturístico de 
Sánchez Ramírez
Es una organización sin nes de lucro, 
incorporada conforme a la Ley 4008, fecha del 
16 de enero del 2008, de Promoción y Fomento 
de las Asociaciones Sin Fines de Lucro. 
El objetivo principal es promover el ecoturismo, 
la preservación del medio ambiente y lograr el 
desarrollo sostenible de la provincia Sánchez 
Ramírez, República Dominicana. El consejo lo 
componen 18 miembros, los cuales representan 
diferentes instituciones de la provincia.

Municipio Cotuí, Provincia 
Sánchez Ramírez

  
El presidente de la Cámara de Comercio

(Continuación lista de miembros):
• Representante del Ministerio de Cultura
• Ministerio de Turismo
• Organizaciones ecológicas
• Proyectos turísticos y ecoturísticos
• Iglesia católica
• Iglesias protestantes
• Colegio de Ingenieros y Agrimensores  

(CODIA)
• Alcaldías Municipales
• Legisladores de la Provincia (Asesores)

 2014

Alcaldía Municipal de Cotuí

 Si

Nivel 3 (Provincial)

(809) 370-2288
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Acciones realizadas:
1. Jornada de limpieza en la Presa de Hatillo.
2. Jornada de limpieza en la comunidad de 

Hatillo.
3. Torneo de pesca, pes bass.
4. Apoyo a la gobernación para la reforestación 

en el Parque Ecológico el Peñón del Lago de 
Hatillo.

5. Aporte a la cofradía del Espíritu Santo.
6. Salvavidas a la Asociación de Pescadores de 

la zona.
7. Capacitación a estudiantes de centros 

educativos para que conozcan los atractivos 
ecoturísticos mediante audiovisual.

8. Taller de artesanía hechas con higuero.
9. Capacitación de guías turísticos.
10. Participación en Feria de la Piña.
11. Taller de redescubrimiento de recursos 

locales. 
12. Producción de banco de fotos. 
13. Actividad para la puesta en circulación de 

Mapa Cibao Sur.
14. Apoyo en acondicionamiento de senderos 

para fortalecimiento de experiencia Hoyo de 
Sanabe y Parque Nacional Aniana Vargas. 

15. Entrega de insumos para contrarrestar 
COVID-19. 

16. Acompañamiento en actividades Mesa 
Técnica Cibao Sur proyecto TCS.

17. Lanzamiento de Mapa Cibao Sur con 
entidades loca les.

18. Taller de marketing digital.

SENDERO LA CHICHARRA

Comentarios de líder:
Muy buena experiencia, ya que este proyecto 
está muy interesado en desarrollar el Turismo 
Comunitario Sostenible, a nosotros como 
institución nos a bene ciado bastante el apoyo 
de TCS, hemos trabajados en las capacitaciones 
de las comunidades, el desarrollo de las 
comunidades depende de las capacitaciones, 
también trabajamos en la elaboración del mapa 
turístico de la región cibao sur, gracias a este 
proyecto pudimos realizarlos. Este proyecto 
TCS, debería durar más tiempo, ya que 
todavía en la provincia hay muchos atractivos 
comunitarios que con su ayuda necesitamos 
seguir explotando. Excelente trabajo está 
realizando Timoteo Estévez, quien es un 
excelente coordinador,  siempre preocupado 
por el desarrollo comunitario.

Emilia Gil Líder de Desarrollo Ecoturístico de la 
provincia Sánchez Ramírez

Atractivos turísticos

RUTA DEL 
ARROZ

SENDERO HOYO 
DE SANABE

PASEO POR PRESA DE 
HATILLO

PESCA DEPORTIVA DE 
BASS

COFRADIA DEL 
ESPÍRITU SANTO

RUTA DEL 
MAJARETE

102 | CS

Consejo de Desarrollo Ecoturístico de 
Monseñor Nouel
Organismo rector de la plani cación y gestión 
de actividades ecoturísticas en Monseñor 
Nouel, que promueve la conservación, el 
aprovechamiento de los recursos naturales, 
culturales y deportivos, en pro de mejorar la 
calidad de vida de las comunidades locales, 
impulsando el desarrollo sostenible con un 
enfoque holístico en la conservación ambiental, 
crecimiento económico y equidad social.

 Municipio Bonao, Provincia 
Monseñor Nouel

  
1 organización local, 20 miembros

 Ejecutivo

 2010

Alcaldía Municipal de Bonao

: Si

 Nivel 2 (Provincial)

 (809) 296-0221 

  CS | 103

Acciones realizadas:
1. Taller plan de acción para el desarrollo de 

los diferentes distritos municipales y las 
comunidades.

2. Taller modelo para fomentar el ecoturismo en 
el distrito bejucal 

3. Señalización para los atractivos turísticos 
y ecoturísticos de las zonas Los Arroces, 
Arroyo Toro y Masipedro. 

4. Talleres realizados en el distrito municipal de 
Juma- Bejucal y el municipio de  Maimón

5. Taller de redescubrimiento de recursos 
Locales  

6. Actividad para la puesta en circulación de 
mapa Cibao Sur

7. Actividad de Lanzamiento Mapa Cibao Sur. 
8. Sesión de sensibilización sobre Turismo 

Comunitario Sostenible. 
9. Apoyo en equipamiento y seguimiento con 

los guías Saltos de Jima
10. Apoyo en mesa técnica Cibao Sur para el 

proyecto TCS.

SENDERO DE LA VIRGEN

LA VOZ DEL YUNA

CASCADAS DE BLANCO

SALTO RODEO

EL ANZUELO

Comentarios de líder:
Hemos hecho un análisis sobre el turismo 
comunitario sostenible, y realmente no puede 
haber turismo si no nos integramos a la 
comunidad.

El desarrollo del país y el empalme económico 
de nuestra provincia, entendemos que está de la 
mano con la comunidad para ser sostenible, para 

Atractivos turísticos
SALTO EL CANDOGO O 

EL BERRO

RÍO FULA Y 
MASIPEDRO

SALTOS DE 
JIMA

MUSEO CANDIDO 
BIDÓ

que no se vean en la necesidad de dañar los 
recursos naturales y realizar otras actividades 
que van en contra del ecoturismo.

Por eso entendemos que el trabajo que hemos 
venido desarrollando de manera provincial en 
nuestro plan estratégico, es cuidar el medio 
ambiente para promover el turismo sostenible, 
integrando a la comunidad.

Juan Ramón Rosario. 
Líder del Consejo de Desarrollo Monseñor Nouel
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持続可能なコミュニティツーリズム
起業家のためのマニュアル
（要約：和語／本文：西語）





持続可能なコミュニティツーリズム（TCS）アントレプレナーマニュアル 

( ⻄ 題 : Manual para el EMPRENDEDOR DE TURISMO COMUNITARIO 
SOSTENIBLE (TCS)) 

 

当マニュアルの⽬的 (本マニュアル⼿順を適⽤後に望まれる能⼒） 

 TCS に関連する重要な概念を理解した 
 観光商品を開発する能⼒がある 
 簡易的ビジネス管理の基本的な能⼒を持っている 
 プロモーションの基礎知識を理解している 

 

当マニュアルの内容： 

1.観光商品開発 

1) TCS の⽬的と TCS アントレプレナーシップについて 
2) ターゲットとなる市場を意識し、マーケティングの基礎知識を確認する 
3) 開発中製品の背景を把握し、市場レベルでの強化につなげる 
4) 観光体験の質を標準化するために、観光商品のエクスペリエンスの“台本”を作

成する。 
5) 観光商品開発のためのアクションプランの作成。 

 

2.ビジネスマネジメント 

1) 製品やビジネスの運営に関する内部規則の要素を特定する。 
2) 意思決定のための製品またはビジネス管理フォーマットの使⽤。 
3) ⼩⼝現⾦の⽀払いとその払い戻しを⼿順に沿って処理する。 
4) ⾒積もり、予約、注⽂、請求書、その他の商業⽂書を⼿順に従って処理する。 
5) ビジネスの定期的なモニタリングと評価し改善と意思決定に役⽴てる。 

 

3. ⾃⽴的プロモーション 



1) 観光商品の向上のためのプロモーションの基本を知る。 
2) ソーシャルネットワークである Facebook や Instagram を、技術的な表⽰に従っ

て利⽤・管理する。 
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1. DESARROLLO DE PRODUCTO TURÍSTICO

1.1. El Objetivo del TCS y del Emprendimiento TCS.

1.1.1. Tres Principios de TCS 

El turismo comunitario sostenible (TCS) en la República Dominicana tiene 3 objetivos principales.

1. Diversificación de las ofertas turísticas sostenibles: desde 1960 el turismo en el país se 
ha enfocado en “Sol y Playa” siendo líder en el caribe. Sin embargo, han aparecido destinos
prometedores de tipo Resort en la región en las últimas décadas, razón por la cual se debería 
desarrollar un mercado turístico más variado para posicionarse de nuevo.

2. Mas beneficios a las comunidades a través de turismo: El turismo a gran escala ofrece 
una cantidad significativa de empleos a las comunidades dominicanas, sin embargo, las áreas de 
Resort se concentran en Punta Cana, Bávaro, dejando al resto de la república sin oportunidad de 
aprovechar el turismo como beneficio directo a la comunidad.

3. Empoderamiento de territorio: La mayoría de los territorios dominicanos (excepto las 
áreas de Resort) no han tenido experiencia en el manejo de negocios turísticos, sumado a esto, 
muchos hoteles grandes son de cadena extranjera. Por tanto, falta apropiación y empoderamiento en 
estos asuntos por parte de los habitantes del territorio, lo cual es garantía de desarrollo autónomo y 
sostenibilidad comunitaria.

A luz del marketing y el negocio, los asuntos expuestos se podrían abarcar desde la perspectiva de:

1. Fortalecimiento de la competitividad. 
2. Distribución justa de utilidad.
3. Fortalecimiento de cuerpo de negocio.

Ilustración 1. Objetivos del TCS
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1-1-2 Hoja de evaluación para productos TCS

A parte de los 3 objetivos principales, los emprendedores necesitan considerar la facilidad (inversión y/o 
costo inicial) para comenzar el negocio o actividad, por ello se suman 3 criterios:

Necesidad de mejoramiento.
Costo de coordinación (permisos y asuntos legales entre otros.).
Posicionamiento actual de recurso turístico. 

La siguiente imagen es la tabla que utiliza el Proyecto TCS (MITUR-JICA) para evaluar la intervención de
los recursos con enfoque TCS.

Ilustración 2. Formato de evaluación de la intervención TCS
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1.2. Identificar los fundamentos del marketing para valorar su mercado meta.

1-2-1 Definición de marketing

El Marketing (Mercadotecnia) es un concepto que integra las actividades del negocio como un ciclo y guarda 
similitud con el PDCA (Plan – Do – Check – Action) trabajado en los proyectos.  A continuación, se exponen 
en la gráfica las cuatro fases requeridas.

Ilustración 3. Ciclo del marketing

1-2-2 Introducción básica a la mezcla del marketing

Hablar de marketing mix o mezcla de mercadotecnia hace alusión a las estrategias o métodos prácticos 
para la implementación del ciclo del marketing, esta se basa en cuatro elementos clásicos, conocidos también 
como Cuatro P (Producto, Precio, Punto de venta (distribución) y Promoción) los cuales fueron propuestos 
por E. Jerome McCarthy en 1960. Partiendo de ellos se analizan dos elementos adicionales: 

Punto de vista del vendedor 
Punto de vista de consumidor es 4C1. 

1 Los “4C” representan las cuatro perspectivas ponderadas desde la posición del consumidor, los cuales son: Consumidor, 
Costo del Cliente, Comunicación y Comodidad. Son herramientas muy efectivas, sin embargo, sería difícil de comprender el 
significado real de cada enfoque sin tener experiencia práctica de gestión empresarial. 
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En el siguiente cuadro, se muestran las variables que se deben analizar con relación a cada elemento del 
marketing mix.

Tabla 1. Ejemplo representativo de las Cuatro “P” 

Producto Producto, servicio, calidad, diseño, marca comercial, entre otros. 
Precio Precio, descuento, condición de pago, crédito, entre otros. 

Promoción Publicidad y propaganda, entre otros. 

Punto de Venta Canal de distribución, transporte, cobertura de distribución, 
localización, surtido de productos, inventario, entre otros. 

Ilustración 4 Relación de 4P y 4C de Marketing

En vista de que, a través de las fases de R-STP, ya se han definido las estrategias sobre ¿Qué vender?, ¿A 
quién venderle? y ¿En qué manera hacerlo?, se aprovecharán estas herramientas de 4P, para analizar el 
procedimiento y métodos concretos y así llevar todo a la práctica. A continuación, se destacan algunas reglas 
de las 4P para aplicar en la actualidad con los avances de internet.

Capacidad del Producto x 2 + Ventajas en Precios x 2 + Capacidad de 
Promoción + Capacidad de Distribución Capacidad Total (Global)

Hoy por hoy, los mercados tienen gran influencia de las ICT (información, comunicaciones y tecnología), lo 
cual hace que el atractivo del producto y su precio sean factores determinantes. Hace unos años, los medios 
de publicidad y propaganda eran limitados, actualmente se amplía el abanico de posibilidades con el uso de 
redes sociales como Twitter, Facebook, Instagram, TikTok, entre otras.
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 Un tema adicional es el manejo de la reputación, puesto que gracias a las herramientas digitales las 
opiniones o rumores se difunden instantáneamente entre los consumidores. Por ejemplo, Trip Advisor es un 
espacio global donde los usuarios o consumidores opinan con total sinceridad sobre la calidad de productos y 
servicios basados en su propia experiencia. Otra variable es el precio, dado que a través de sitios para 
reservaciones Expedia.com y Hotels.com, se pueden hacer comparaciones entre hoteles de igual categoría, 
en una misma región basados en el costo para el turista. Al estar en frente de consumidores más informados 
se debe trabajar una comunicación más efectiva y así conseguir que estos sean promotores innatos del destino. 

Ante este panorama se han establecido métodos para promoción digital. Sin embargo, cuesta controlar los 
impactos generados, contando con que no se tiene la capacidad financiera y de respuesta de las grandes 
empresas, por ello ante un episodio de difamación, promoción negativa o incidentes (intoxicación alimentaria, 
accidentes, corrupciones) se ve afectada la marca o el destino, porque la información que circula en la web 
no se puede controlar.  

¿Qué hacer para aprovechar la visibilidad de las redes sociales? Dar garantía de buenos productos, vender 
a precios razonables, prestar un servicio al cliente de cinco estrellas, socializar la historia y contexto de los 
productos para generar empatía y destacar el empeño de los fabricantes locales. Todo se resume en, trabajar 
para elevar el potencial del producto.  

A continuación, se expone cómo elevar estos potenciales en cada una de las fases del ciclo del marketing: 

1. Productos 

En lo concerniente al turismo comunitario o regional, los atributos para generar buenos productos se 
clasifican en dos clases:  

 Producto principal / Servicio atractivo como, por ejemplo, cascada, manatí, merengue, tour 
– excursión, evento. 
 

 Entorno, referente a los servicios periféricos (baños y comedores con alta higiene, 
gastronomía sabrosa, pueblo limpio, actitud de servicio al cliente, sonrisa de la gente y otros 
valores agregados) 

El producto o servicio principal es exactamente el atractivo del pueblo del cual se espera que los 
clientes disfruten, mientras que los servicios periféricos son condiciones ingeniadas para aumentar el 
goce de estos, teniendo en cuenta algunos de sus requerimientos como segmento de mercado. Es de 
resaltar que el atractivo del producto o servicio no se determina a partir de los atributos individuales, 
sino, evaluando la experiencia integrada.  

Un ejemplo para ilustrar esta cuestión es i-Phone, que vende más que un buen celular, ellos crean 
una experiencia en torno a su caja de lujo y sus tiendas con diseño minimalista. A esta experiencia se 
le conoce como Potencia de Producto (Valor para clientes). 
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2. Precios 

Hay 2 formas para definir el precio: 

 Por parte del productor.
 Por la tendencia del mercado. 

Cuando lo define el productor se costea sumando los precios unitarios y agregando un 25% a 35% 
de ganancia para las organizaciones. Es importante verificar los siguientes aspectos para el cálculo del 
precio de coste: 

 ¿Están incluidos todos los costos directos sin falta? (materias primas, combustible para los 
generadores eléctricos)

 ¿Están incluidos todos los gastos personales, teniendo en cuenta las horas de trabajo, precio 
unitario por hora?

 ¿Se tomó en cuenta la recuperación de costos de la inversión de capitales, por ejemplo, 
para la construcción de pasos de madera, adquisición de equipos, entre otros??

 ¿Están incluidos los costos operativos tales como alquileres, cargo del uso de facilidad, 
salarios del personal administrativo??

 ¿Se tomaron en cuenta los gastos que se generarán en el futuro? (mantenimiento de 
facilidades, costo del registro como zona turística, costo por pérdida de facilidades, costo de 
contratación de un contable.)

 ¿Están incluidos (cobrados) los impuestos y primas de seguro?
 ¿Están incluidos los gastos de promoción? (gastos de publicidad y propaganda para afiches, 

volantes, gastos de promotores.) 

Lo más importante para el cálculo de los precios de coste es considerar de antemano, los recursos 
necesarios para mantener actividades económicas durante los próximos diez o veinte años y asegurar 
un mecanismo para disponer de dichos recursos.  

Lo que se mostró aquí es basado en un escenario de venta directa donde los clientes llegan a las 
comunidades por sí solos. Pero, si se utilizan los intermediarios o se promueven los productos y 
servicios a través de tiendas satélites y otras facilidades de promoción instaladas en las ciudades, se 
generan costos de distribución adicionales. Por supuesto, a estos precios al por mayor, los 
distribuidores agregarán los costos necesarios para mantener sus negocios, lo que aumentará el precio 
de venta a razón del 50% a 100%, por ello se deben tomar consideraciones especiales en estas 
situaciones para que la diferencia entre el precio de venta directa y el precio de venta al consumidor 
final no sea tan marcada.  

En caso de que los precios establecidos por costeo no sean aceptados (porque los consumidores 
juzgan que los precios son altos y no compran los productos), se sugiere aplicar las siguientes medidas, 
en el orden descrito, para reducir el precio de venta.  

 Reducir esfuerzos por recortar costos 
 Revisar el proceso de distribución de productos
 Verificar la calidad de productos (si es necesario, cambiar el segmento objeto)
 Si todavía hay dificultad para vender, se debe tomar una de las siguientes medidas: 

o Reemplazar por otros productos y servicios (que podrían brindar la misma 
experiencia a sus clientes)
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o Retirar los productos en cuestión completamente del mercado o disminuir la 
producción (operación) 

 

3. Plaza - Distribución y Ventas 

Con relación a la distribución y ventas, debe ser definido acorde al público meta (STP) generando 
conveniencia o comodidad. Procurar que los traslados sean justos y en el caso de que se extiendan 
más de lo normal generar experiencias significativas en el trayecto.  

Si el lugar de venta es lejano puede cumplir la función de tienda satélite para hacer promoción y 
analizar penetración en nuevos mercados. Hay que resaltar que el costo de logística también debe ser 
considerado en el costeo. 

4. Promoción 

Para llevar a cabo la promoción se requiere analizar 

 Producto/servicio de base que se va a promocionar, para definir el mejor enfoque.
 Objetivo ¿Para qué se hace la promoción?
 Medios, canales y branding ¿Cuál es el medio más eficaz para lograr el objetivo? ¿En qué 

canal puedo conectar más fácil con mi público meta? y ¿Cuáles son los diseños y colores 
más apropiados transmitir el mensaje esperado?  

Para facilitar la aplicación de estrategias de promoción, se recomienda usar el formato de publicidad 
y diseño adjunto. Donde se define el objetivo de la promoción y el segmento principal al que se dirige, 
además, se pide explicar cuál es el resultado esperado. Por ejemplo, ¿qué se quiere que el segmento 
sienta al estar en contacto con el material? ¿qué acciones se espera que tome? Esto le marca una ruta 
de trabajo más clara al diseñador. Posterior a la ejecución de la estrategia es necesario verificar el 
cumplimiento del objetivo ¿el material consiguió la reacción o acción esperada?  

Así mismo, definiendo los niveles de AIDMA (cuya descripción aparece más adelante) se puede 
conseguir de forma más acertada la meta de los mensajes publicitarios, que pueden ser vender más, 
ser reconocidos o recomendados. Estos protocolos le permiten al diseñador elegir qué formato (poster, 
flyer, video) es el adecuado para transmitir lo deseado así como el branding (colores, estilos y diseños) 
del mismo. Importante, los diseños varian según la etapa de AIDMA. 

 

Referencia: Reglas de AIDMA 

AIDMA es el acrónimo que describe los eventos secuenciales que ocurren desde que una persona (cliente) 
recibe o hace contacto con una información, hasta tomar la decisión de compra. 

 Atención: Llamar la atención 

 Interés: Suscitar el interés  

 Deseo: Provocar el deseo 

 Motivo: Motivar 

 Acción: Comprar 
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IIlustración 5. Formato para Publicidad con el Uso de AIDMA 

 

1-3. Identificar los antecedentes del producto en desarrollo, para potenciarlo a 
nivel de mercado. 

 

1-3-1 Definición de producto. 

El producto que va a desarrollar debe contribuir a los objetivos del TCS, algunos ejemplos de contribuciones 
podrían ser: 

1. Beneficiar la comunidad: Aumentos de empleos locales, de compras locales, de flujo de 
consumidores hacia el territorio, de inversión a la comunidad. 
2. Diversificación de las Ofertas Turísticos: Aumento de puntos turísticos atractivos, reconocimiento 
de la comunidad (valor comercial), incremento de las conveniencias para los turistas (ej. parador turístico). 
3. Empoderamiento de la comunidad: Aumento de amor hacia su propia comunidad, de orgullo hacia 
ella, de hospitalidad de los habitantes, de consciencia común de su comunidad (ej. limpieza, ambiente 
agradable, medio ambiente). 
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Ejemplo TCS: Jamao Eco Tours 
1. Beneficiar la comunidad: Compra de verduras de agricultores locales para preparación de almuerzos, 
capacitación y empleabilidad de los jóvenes locales como guías turísticos, contrato con señoras de la 
comunidad para preparación de las comidas, promoción de galletas locales tradicionales a los turistas. 
2. Diversificación de ofertas turísticas: Utilizar los cañones de la comunidad para nueva oferta turística, 
activar fincas locales para hospedajes y/o camping para turistas. 
3. Empoderamiento de la comunidad: Mantenimiento y limpieza de áreas naturales con participación de 
jóvenes comunitarios, monitoreo y protección de recursos naturales, señalización de la comunidad, 
promoción de Jamao al Norte a través de WEB, eventos y premios.  

 

1-3-2 Identificación del producto. 

Para aumentar la competitividad en el mercado turístico, es necesario encontrar el punto atractivo, la 
característica única de la comunidad anfitriona del producto. Se recomienda, por tanto, mapear los 
diferenciales de lugares que sean competencia directa para hallar el punto de partida, teniendo siempre claro 
que no es ¿qué se puede llegar a hacer? Sino ¿con qué se cuenta? Para ello se puede empezar definiendo 
con qué se identifica la región, por ejemplo, Guananico es el merengue típico, Dajabón es la frontera, Sosúa 
es la playa, Monción es casabe. Ahora bien, partiendo de esa característica el ejercicio es profundizar al detalle, 
por ejemplo: 

 Característica: ¡Tenemos un rio precioso! 
 Preguntarse: ¿sería mejor que en “x”? ¿es tan atractivo como en “x”? ¿qué es lo diferente que tiene 

y que actualmente no se está ofreciendo en “x”?  

 

1-3-3 Análisis 3C+2C (Customer, Competitor, Company. – Canal de venta y Colaboradores) 

El factor de éxito de un negocio se alcanza al estudiar y analizar su propia empresa, analizando situaciones 
del contexto, competidores y clientes. Un análisis de 3S consiste en estudiar estos tres elementos Empresa-
Competidores-Clientes (Company-Competitor-Customer), además se sugiere incluir: Canal de venta y 
Colaboradores. El objetivo de este análisis es encontrar los KSF (Key Success Factor = factores claves del 
éxito) para ganar posicionamiento dentro del mercado.  
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IIlustraciónn 6.. Resumenn dee Análisiss 3CC 

1-4. Elaborar guion base del producto turístico para estandarizar la calidad de la 
experiencia turística.

1-4-1 Definición de guion.

El guion turístico es una herramienta metodológica que permite ordenar, sintetizar, sistematizar y adaptar 
la información a las características de los diferentes segmentos de turistas con la finalidad de hacerla accesible 
y digerible. El guía debe poseer un banco de información acerca de cada uno de los destinos o recorridos en 
los que opere, para ello debe aprovechar las diversas fuentes de información.

El guion de la visita no debe ser algo metódico, por el contrario, debe ser libre y responder a cada perfil de 
visitante, lo que sí debe hacer es, transmitir un mensaje atractivo adaptado al tipo de público, evitar la 
monotonía expositiva y, siempre que sea posible, enriquecer el discurso del guía con ejemplos, anécdotas y 
comentarios, un discurso participativo que fomente una visita dinámica, que permita el estímulo de las 
capacidades creativas de cada visitante. 

La utilización de preguntas estimula y motiva al visitante, lo que redunda en un enriquecimiento de la visita, 
siempre y cuando no se haga un uso abusivo de las mismas (Peña, 2009). Por otra parte, hay tres objetivos 
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específicos fundamentales que debe conseguir un guion:  

 Objetivos educativos (qué queremos que los visitantes sepan).
 Objetivos emocionales (qué queremos que los visitantes sientan).
 Objetivos actitudinales (qué queremos que los visitantes hagan). 

Por lo tanto, debe influir en el receptor tanto en sus conocimientos, como en sus sentimientos y su conducta 
(Peña, 2009). 

1-4-2 Identificación de guion existente, si corresponde. 

Permite examinar el estado actual del producto y de la actividad de guiaje en el mismo a través de múltiples 
indicadores. Para el estudio del producto se realiza su descripción teniendo en cuenta su nombre comercial, 
objetivos, modalidad y condiciones de accesibilidad y acondicionamiento para desarrollar el recorrido. Además, 
se define su tipología y la etapa en que se encuentra según su ciclo de vida, aspectos que permiten determinar 
el grado de complejidad del producto. 

1-4-3 Interpretación y mejora del guion existente, si corresponde. 

Para diagnosticar el estado actual de la actividad de guiaje dentro del producto se presenta el estudio de 
dos indicadores: el itinerario y la forma de conducción del guía en la ejecución del producto, este último 
indicador propone la utilización de una lista de chequeo que debe ser completada por el investigador.  

La lista de chequeo permite evaluar el desempeño del guía midiendo el uso de las técnicas operativas, 
comunicativas, de interpretación patrimonial y otros elementos que determinan el éxito de la actividad de 
guiaje turístico. Además, se propone la aplicación de otros instrumentos como encuestas a guías de turismo 
para contrastar resultados. 

 

1-4-4 Elaboración de guion. 

 

 
IIlustración 7. Elaboración de guion 
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Se sugiere contemplar y definir los siguientes momentos de la experiencia turística: 

 Definir el nombre de la experiencia:  de manera participativa, los anfitriones pueden elegir un 
nombre que guarde relación con el tema, preferiblemente que sea fácil de traducir a otros idiomas, 
especialmente al idioma inglés y que sea contagioso.  
 

 Resumen de la experiencia: es necesario que en esta parte sea explicado brevemente en que 
consiste el tour experiencial (podemos considerarlo una breve introducción al tour)  
 

 Definir el tiempo de la experiencia: Es una parte muy importante del guion por tanto es 
necesario considerar los tiempos en cada parada para que el tour no resulte aburrido, y sea 
adecuado para el disfrute del visitante, la fijación del tiempo depende mucho de las actividades 
pensadas para cada estación y/o paradas que se realizan durante el tour, por tanto es importante 
evitar paradas innecesarias, y si no son muy atractivas pero necesarias entonces hacerlas lo más 
corto posible pero sin que se vea afectada la comodidad del cliente,  por ejemplo pueden resultar 
incomodo hacer muchas paradas rápidas donde tienes que subir y bajar de un autobús. 
 

 Definir lugar donde se desarrolla la experiencia: El lugar donde se desarrolla la experiencia 
debe estar definido para evitar variaciones bruscas después de tener el producto posicionado en el 
mercado, en este caso puede ser un lugar específico o varios lugares en un mismo trayecto. 

 Definir la llegada del turista: Es necesario definir un punto de encuentro y horario de llegada 
de los turistas, esto permite que los anfitriones del tour experiencial estén listos para recibir los 
grupos de visitantes.  
 

 Actividades: dentro del tour experiencial se pueden desarrollar diferentes actividades relacionadas 
con el tema, para que la experiencia sea más participativa; por ejemplo en la experiencia de música 
dominicana los anfitriones presentan los orígenes de los instrumentos y los turistas pueden aprender 
a tocar (güira, tambora y acordeón), identificar ritmos, bailar, aprender a majar cacao, plantar 
matas de cacao, recolectar mazorcas de cacao, cantar los cantos de labor, aprender a majar cacao 
en pilón entre otras actividades.  
 

 Definir lugar de almuerzo: Si por el tiempo de duración del tour experiencial, se considera 
necesario incluir almuerzo para cada cliente, entonces se debe definir un lugar para estos fines.   

 
 Definir costo de experiencia: La fijación de precio de estas experiencias se hace con base a los 

costos para poder establecer un margen de beneficio para los actores. Usualmente, mediante una 
reunión o taller se identifican los costos y se fija el precio de venta final. 



Manual para el emprendedor de Turismo Comunitario Sostenible (TCS) 
INFOTEP-MITUR-JICA 

 

Página 12 de 43 
 

IIlustración 8. Ejemplo de guion 
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1-4-5 Ensayo de guion 

 
Se establecen fechas específicas para los ensayos del guion, donde se pueden identificar puntos de mejora, 

como: necesidad de talleres en técnica de guiado, manejo inocuo de alimentos, idiomas, servicio al cliente.  

 

1-5. Elaborar plan de acción acompañado de un técnico, para el desarrollo de 
productos turísticos. 

1-5-1 Identificación de necesidades para el desarrollo de productos. 

 
Para que los turistas puedan disfrutar de los recursos, servicios y actividades es necesario que los actores 

que interactúan en la cadena de valor puedan identificar las necesidades mínimas para recibir turistas: 
capacitaciones, herramientas, infraestructura, equipamiento, señalización, publicidad, uniformes, 
instrumentos, paneles, entre otros. Este resultado se puede obtener mediante un ejercicio donde los 
participantes puedan enlistar dichas necesidades mínimas para recibir turistas y es muy importante que 
reciban acompañamiento técnico para estos fines.  

1-5-2 Definición de responsables. 

Durante una sesión del taller se identifica una persona como responsable de negocio, algunos coordinadores 
y actores en sitio que interactúan dentro de la cadena de valor. Por ejemplo, en la experiencia de música 
dominicana están; los músicos, Hacienda Cufa, jóvenes guías y el Museo Taino. Durante esta sesión también 
se puede elegir un responsable de promoción. 
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1-5-3 Elaboración del plan de acción. 

Después de elegir un encargado de negocio y una persona encargada de promoción, y luego de identificar 
las necesidades, se puede elaborar un plan de acción de 3 a 6 meses para realizar las mejoras necesarias, 
dicho plan puede ser elaborado bajo dos ejes:  

 Mejoramiento de infraestructura y/o manejo de negocio.
2. Mejoramiento de promoción.  

Estos se pueden realizar de manera simultánea y tanto el encargado de negocios como el de promoción, son 
elegidos por la unidad productiva en un taller o reunión.  

 

1-5-4 Mejoramiento de productos. 

 
Los productos turísticos se verán acompañados por instalaciones, servicios y actividades de recreación. Por 

tanto, antes de poner el producto a la disposición del usuario turístico se requiere suplir las necesidades 
plasmadas en el plan, estas pueden variar de acuerdo con cada sitio, pero dentro de las más comunes se 
encuentran: capacitación en gestión de negocios, equipamientos básicos para realizar el tour experiencial, 
innovación de producto, mejoramiento de infraestructura ecoturística.  

 

1-5-5 Mejoramiento de Promoción. 

Con relación al eje de promoción son varias las acciones que se pueden realizar para activar y difundir los 
productos de las unidades productivas, por tanto dentro de las actividades puntuales de promoción podemos 
mencionar:  Capacitación de jóvenes encargados de promoción de cada UP en: manejo de herramientas 
digitales, creación de paquetes TIC, creación de perfiles en  redes sociales (Facebook e Instagram, Inscripción 
en Google My Business y Tripavisor) creación de contenidos para digital, promoción impresa, publicidad 
exterior y actividades puntuales promocionales (reunión y colocación de publicidad para nicho mono-sectorial 
[taxistas]) 
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1-5-6 Ejecución de viajes de familiarización  

Los viajes de familiarización (en inglés fam trips o fam tours) son viajes de cortesía que se ofrecen 
a operadores turísticos o agencias de viajes para que puedan vivir la experiencia de un destino turístico en 
primera persona. El objetivo de estos viajes es lograr un mejor conocimiento del producto y una relación más 
cercana, mejorando la comercialización a futuro. Existen dos clasificaciones de viajes de familiarización: 

 Los que, son ofrecidos a operadores turísticos o agencias de viajes, para que logren familiarizarse 
con el destino que luego venderán y lo conozcan en su totalidad. 

 Los que, ofrecidos a la prensa, con el fin de que reproduzcan las experiencias en su viaje en 
forma directa y detallada. 

Para dar a conocer los productos turísticos, realizar negociaciones que garanticen la llegada de turistas es 
importante que se realicen este tipo de actividades que al mismo tiempo sirven de evaluación y como fuente 
de recomendaciones de parte de quienes conocen el mercado.  

Estas actividades pueden llevarse a cabo por parte del Ministerio de turismo, invitando a tours operadores, 
agencias de viajes, influencers de turismo; también las Unidades productivas pueden coordinar las visitas 
directamente. 

 

1-5-7 Ciclo de mejoramiento. 

El ciclo de mejoramiento aplicado a las unidades incluye:  

 Elaboración de Plan de Unidades productivas.  
 Mejoramiento de Producto(experiencia). 
 Actividades de Promoción. 
 Recepción de turistas. 
 Evaluación de resultados y plan de mejoramiento (3 meses).  
 Elaboración de nuevo plan de negocios. 

De todo esto solo nos falta hablar sobre los resultados y nuevos planes de negocio, pues a la medida que 
comenzamos a recibir turistas vamos recopilando información importante para la toma de decisiones con 
respecto al producto, pues por este medio podemos consultar la reacción del mercado ante nuestras ofertas, 
es por esto que debemos recoger informaciones relevantes como; fecha de visita, lugar de procedencia, 
cantidad de personas, forma de llegada (independiente, intermediación), actividad realizada, precio de venta, 
medio por el cual se enteraron del producto, comentarios de retroalimentación.  

Estas informaciones nos pueden ayudar a entender mejor dónde debemos mejorar, qué cosas se pueden 
seguir potenciando y en general entender mejor el negocio, por tanto, partiendo de esto podemos armar un 
nuevo plan de acción por un nuevo periodo de tiempo, esto se debería estar repitiendo periódicamente, pues 
las mejoras deben ser continuas.  
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2 MANEJO DEL NEGOCIO 

2-1. Identificar los elementos del reglamento interno de operación del producto o 
negocio, para su desarrollo y estabilidad en el mercado turístico.  

 

2-1-1 Reglamento interno de operación, concepto. 

El éxito de un negocio depende de varios factores, los que pueden ser internos y externos. Por tanto, es 
importante establecer las herramientas necesarias para su buen funcionamiento, ahí radica la importancia de 
establecer un reglamento interno y los formatos de manejo de negocio, una vez identificado el producto.  

 

2-1-2 Propósito del reglamento: reglas y logística de operación. 

 Reglamento interno: Este reglamento define las reglas del negocio, por tanto, cada actor debe 
estar de acuerdo con lo establecido y cumplirlo. Para definir este reglamento se lleva a cabo una 
sesión con los participantes para que puedan presentar las condiciones que exige cada uno para 
prestar servicios y llegar a un acuerdo colectivo.  
 

 Propósito: en este caso hay dos propósitos; 1) Establecer las reglas, 2) establecer la logística de 
operación.  

 

2-1-3 Alcance: entidades gestoras e integrantes de unidades productivas. 

 Alcance: en este punto se debe definir para quienes aplica el reglamento, por ejemplo, grupo 
territorial, unidad productiva, actores que interactúan en el producto.  

 

2-1-4 Responsables de la implementación, mantenimiento y cumplimiento. 

 Responsables: especifica la organización responsable de definir el reglamento, los encargados de 
implementarlo, mantener y velar por su cumplimiento y los responsables de cumplir con lo 
establecido.  

 

2-1-5 Documentos: guion, registro de visitantes, reporte de ventas y distribución de 
ingresos. 

 Documentos: se deben especificar los documentos que serán utilizados para el buen 
funcionamiento de la unidad productiva con el tour experiencial, ejemplo: guion, registro de 
visitante, reporte de venta y distribución de ingresos.  
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2-1-6 Logística de operación. 

Se debe describir la manera en que se estarán ejecutando las cosas para el buen funcionamiento del tour 
experiencial; cómo se manejarán las reservas, quienes son los responsables, cómo se hace la coordinación 
con los actores, costo por cada servicio, tiempos de antelación con el que deben estar los actores en el sitio 
para recibir a los turistas, cómo se transfiere el tour de una parada a otra, indicar la cantidad mínima de 
personas para iniciar un tour. 

Además, se deben especificar las cosas que están incluidas por el precio del tour, por ejemplo: entradas, 
actividades, shows, brindis, almuerzo, así mismo se debe describir la forma en que se realizaran los pagos, 
por ejemplo: los pagos se realizan a cada proveedor mediante recibo, después de realizado el tour. También 
debe ser descrita la forma en que se deben realizar las observaciones.  

 

2-1-7 Reservaciones y cancelaciones. 

 Reservación: debe quedar descrita la forma en que se manejarán las reservaciones de los clientes, 
el porcentaje de pago que debe ser depositado por el cliente antes de realizar la excursión, ejemplo: 
25% del pago total y por supuesto, el tiempo mínimo para reservar y forma de manejo de reembolso 
en caso de ser necesario.  
 

 Cancelación: se debe determinar qué hacer en caso de que el cliente cancele el tour experiencial, 
por ejemplo: en algunas unidades productivas se ha establecido que en caso de que el cliente 
cancele la actividad no recibirá un reembolso y el dinero se destina a un fondo común.  

 

2-1-8 Descripción de actividades y responsables en formato de tabla. 

Es importante especificar brevemente las actividades y los responsables de cada una, tal como en el ejemplo  

TTabla 2. Ejemplo descripción de actividades y responsables 

 

  

Responsables  Actividad  
 
Cliente  

Solicita la experiencia de Música 
Dominicana  

 
 
Encargada de Negocios  

Hace la venta de la experiencia  
Recibe las reservaciones  
Informa a los actores involucrados   
Cobra a los clientes por la experiencia  
Realiza los pagos  

Representante de UMPC  Avisa a los músicos y Bailarines  
Garantiza que estén media hora antes de la 

experiencia en sus puestos correspondientes 
Colabora con la ejecución de los pagos 

(recibos y deposito a la cuenta) 

Manual para el emprendedor de Turismo Comunitario Sostenible (TCS) 
INFOTEP-MITUR-JICA 

 

Página 18 de 43 
 

2-2. Manejar formatos de gestión de producto o negocio, para la toma de decisiones 
asertivas y efectivas. 

 

2-2-1 Definición del formato contable. 

La contabilidad es un sistema de información basado en el registro, clasificación, medición y resumen de 
cifras significativas que, expresadas básicamente en términos monetarios, muestra el estado de las 
transacciones realizadas por un ente económico contable. 

Para llevar control de las actividades de la unidad productiva se deben implementar algunos sistemas que 
ayudarán a la hora de manejar el negocio de manera correcta, como, por ejemplo, formatos contables que 
permitan llevar control del total de clientes recibidos, ingresos, gastos, libro diario. También deben llevarse 
los registros de visitantes, taxistas y guías turísticos. (Ver formatos anexos) 

 

2-2-2 Identificación de cada uno y su uso. 

Un ingreso es la remuneración total percibida por un trabajador durante un periodo de tiempo, como 
compensación a los servicios prestados o al trabajo realizado y se ve así: comisión, horas extras, entre otros. 

Para el manejo de los ingresos de las unidades productivas es recomendable el uso de un formulario que 
permita llevar un control de dichos ingresos, tal y como se muestra en la tabla siguiente: 

  

TTabla 3. Formulario de ingresos de las unidades productivas 

Nombre de la Unidad Productiva __________________________ 

Suplidor  Cantidad de clientes  Total de clientes Gratis Precio  Total  

    
$0.00 

    
$0.00 

Total  $0.00 
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El pago por los servicios puede ser recibido de diferentes formas, tal y como se muestra en la tabla siguiente:  

TTablaa 4.. Formass dee pagoo 

2-2-3 Formato de control de ingresos y gastos.

Al final de cada actividad de debe hacer la actividad de restar el total de gastos con el total de ingresos.

Tablaa 5.. Controll dee ingresoss 

2-2-4 Formatos de control de diarios: margen neto.

El margen neto es un indicador de rentabilidad que se define como la utilidad neta sobre las ventas netas. 
La utilidad neta es igual a las ventas netas menos el costo de ventas, menos los gastos operacionales, menos 
la provisión para impuesto de renta, más otros ingresos menos otros gastos. Esta razón por sí sola no refleja 
la rentabilidad del negocio. 

La siguiente tabla es un ejemplo para hacer cálculo de ingresos menos gastos de operación: 

Ingresos por venta $0.00

Tablaa 6.. Controll dee gastoss 

Gastos Total
Pagos por servicio de guiado  $0.00

$0.00
$0.00

Pagos por servicio de almuerzo $0.00
$0.00
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 $0.00 
 

Total, de gastos por servicios de 
transporte.  

$0.00 
 

$0.00 
 

Total, gastos en Combustible $0.00  
$0.00 

 
 

$0.00 
 

Total, gastos en Refrigerio $0.00  
$0.00 

 
 

$0.00 
 

Total, otros gastos $0.00 
Total: 
Balance neto:   

 

 

2-2-5 Control de reservas y cancelaciones. 

Es necesario llevar un estricto control de reservas para evitar sobreventa, dar seguimiento a los clientes, 
entender los requerimientos adicionales, entender la procedencia de los visitantes, para estos fines es 
necesario contar con un formulario de reservas, como se muestra a continuación:  

 
IIlustración 9. Formulario de reservas 

 

2-2-6 Control de actividades diarias. 

En contabilidad, el libro diario es aquel donde se registran todas las operaciones económicas que ocurren 
en una empresa en su día a día, siguiendo siempre un orden cronológico. 

La función principal del libro diario es la de llevar un control de todas las operaciones económicas que se 
producen en la empresa, ordenándolas de manera cronológica. 
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Cada registro del libro diario se denomina asiento contable y, cada asiento contable, implicará una 
modificación en las cuentas de la empresa, ya sea en sus cuentas de ingresos, gastos o patrimonio, por 
ejemplo. 

TTabla 7. Formato del libro diario 

 

 

2-2-7 Costo y márgenes de beneficios por actividad. 

 efinición de estrategia de precios El precio es la cantidad necesaria para adquirir un bien, 
un servicio u otro objetivo. Suele ser una cantidad monetaria. 

Para definir el precio de productos de las unidades productivas, se analizan los costos que conlleva realizar 
la actividad, con base a esos costos se establece un porcentaje de utilidad necesaria para los actores 
involucrados, por tanto, la suma de los costos más el margen de beneficios nos arroja el precio final de venta. 

2-2-8 Formato de monitoreo y análisis de visitantes, consolidado según forma de llegada. 

Los datos de los visitantes a las unidades productivas deben ser recopilados cada día de tour experiencial, 
estos datos son tabulados mensualmente en una matriz para estos fines, cada 3 meses son analizados para 
la toma de decisiones con relación al producto turístico ofrecido a los turistas. 

 
Ilustración 10. Matriz de monitoreo y análisis de visitantes 
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2-3. Manejar los pagos por caja chica y su reembolso, según procedimientos.  

2-3-1 Manejo de caja chica: 

 El custodio de caja chica será el encargado de negocios de la unidad productiva.  
 El plazo para la formalización de los desembolsos provisionales es de tres (3) días laborables. 
 Debe prohibirse el cambio de cheques a través del fondo de caja chica. 
 Los cambios de custodio de caja chica deben ser autorizados por la máxima autoridad de la Unidad 

productiva o grupo territorial mediante una comunicación formal. 
 Las políticas para el manejo adecuado de caja chica deben ser entregadas por escrito al responsable 

del manejo de esta.

2-3-2 Definición de caja chica 

Constituye un fondo fijo asignado para atender pagos en efectivo por gastos menores, exclusivamente para 
fines institucionales; que por su naturaleza no ameritan la elaboración de una orden de compra u orden de 
servicio. 

 

2-3-3 Gastos menores. 

Los desembolsos de caja chica solo deben hacerse para cubrir el pago de gastos menores que no sean 
gastos personales. Tales como, cubrir gasto de combustibles, materiales gastables e insumos, reparaciones 
menores y labores realizadas en un periodo establecido. 

Los montos de cada desembolso no pueden exceder el 20% del monto total del fondo aprobado para la 
caja chica. Si lo excede, el monto debe salir de la cuenta bancaria para realizar el pago en efectivo o por 
transferencia bancaria.   

2-3-4 Establecimiento del fondo fijo. 

A través de la Junta Directiva de la Unidad productiva o grupo territorial se podrá autorizar la creación de 
un fondo de caja chica, una vez que se haya realizado un análisis de las necesidades de esta. El monto del 
fondo de caja chica se establece de acuerdo con las necesidades de la Unidad productiva o grupo territorial 
con previa autorización del presidente de la organización.   

Este monto fijo es asignado para adquirir bienes, materiales y/o servicios en forma ágil y libre, los cuales 
reúnen como características especiales lo siguiente:  

 Son de carácter urgente.  
 Son por bajo monto (gastos menores)  
 Son por conceptos contemplados en las partidas presupuestarias autorizadas a ejecutar a través 

de fondos de caja chica. 
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2-3-5 Formatos necesarios para el control de caja chica. 

Para los desembolsos provisionales de caja chica se debe completar el formulario Desembolso Provisional 
de Caja Chica (Formulario de desembolso), firmado por el custodio de caja chica y la persona solicitante y su 
número de cedula. 

Para los desembolsos definitivos se debe completar el formulario pre-numerado Desembolso de Caja Chica, 
el cual deberá ser firmado por el custodio de caja chica y la persona que recibe el desembolso y su número 
de cedula. 

Cada desembolso debe estar avalado por las facturas o documento que avale el descargo (recibo de pago 
y copia de documento de identificación) correspondientes. 

TTabla 88. Formato de desembolso 

DESEMBOLSO PROVISIONAL DE CAJA CHICA 
Unidad productiva____________________________ 

Fecha _________________________________ 

Páguese a______________________________________________________________ 

La suma de ____________________________________________________________          

______________________________________________RD$_____________________ 

Por concepto de _________________________________________________________ 

Entregado por: _____________________________                              

Recibido por: _______________________________ Cedula No.___________________ 

 

2-3-6 Uso de los fondos de caja chica. 

El custodio de caja chica:  

1. Recibe petición de desembolso de caja chica. 
2. Analiza la solicitud para validar que procede según las políticas establecidas. Identifica el tipo de 

desembolso, si es:  
a) Un desembolso provisional, continúa al paso #3.  
b) Un desembolso definitivo, continúa al paso #5 

3. Completa Formulario de desembolso provisional de caja chica (formulario de desembolso), informa que 
en tres (3) días laborables debe entregar factura que avale el desembolso, y entrega monto. 

4. Recibe factura, completa formulario de comprobante de desembolso de caja chica, requiere firma de la 
persona correspondiente, y elimina comprobante provisional. 

5. Recibe factura, completa formulario de comprobante de desembolso de caja chica, requiere firma de la 
persona correspondiente y entrega monto. 

6. Archiva comprobante en secuencia numérica, con su factura
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2-3-7 Reembolso de la caja chica. 

Se debe solicitar la reposición del fondo de caja chica cuando el importe gastado alcance o exceda el 70% 
del monto total del fondo aprobado para la caja chica. Ejemplo: si la caja chica es de 5,000 pesos cuando se 
gasten 3,500 este monto debe ser repuesto para volver a completar los 5,000.  

2-3-8 Arqueo de la caja chica. 

El arqueo es un conteo que se realiza en un momento determinado tanto del efectivo como de las facturas 
y/o recibos originales existentes en el fondo, debiendo ser la sumatoria de los mismos coincidente con el 
monto asignado al fondo de caja chica. 

El fondo de caja chica debe ser arqueado periódica y sorpresivamente por el auditor interno o por cualquier 
otro departamento u organismo que sirva de control financiero. 

Es responsabilidad del presidente y el tesorero de la Unidad Administrativa velar por el cumplimiento de 
estos controles. 

 

2-3-9 Sobrantes y faltante de caja chica. 

Para los casos en que el monto definitivo del gasto sea mayor al avance provisional se procede a entregar 
el monto excedente y cuando el monto definitivo del gasto sea menor recibe devolución y completa 
comprobante definitivo de desembolso de caja chica por el valor real gastado. 

Debe seguirse fielmente la secuencia numérica de los comprobantes.  Los comprobantes anulados deben 
dejarse como constancia de la secuencia y escribirles “NULO”. 

Las facturas no deben ser fraccionadas cuando excedan el monto límite por desembolso, en caso de facturas 
que excedan, deberán ser pagadas vía solicitud de pago por cheque. 

 

2-4. Manejar cotizaciones, reservas, órdenes, facturas y otros documentos 
comerciales, según procedimientos.  

 

2-4-1 Concepto de documentos comerciales. 

Los documentos comerciales son las constancias escritas de cada una de las operaciones por la empresa. 
En la primera etapa del sistema de información contable, el soporte de entrada es un comprobante. La misma 
comprueba que de acuerdo con la transacción realizada la empresa existe y respalda el registro efectuado en 
los libros del comercio.  

Los documentos se presentan generalmente en talonario, numerados, con duplicados, en textos impresos 
con desterminados datos y espacios en blanco para completar de acuerdo con cada circunstancia. Se 
confeccionan por duplicado o triplicado, para que cada una de las personas que intervienen en la operación 
tenga un ejemplar. Están numerados para evitar la desaparición de alguno de ellos. 
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2-4-2 Tipos de documentos:

La documentación es de vital importancia en la vida comercial ya que es utilizada especialmente para:

Comprobar la operación realizada.
Control de la empresa.
Servir de base para el registro contable al que respondan.
Ser utilizados como medio de prueba en juicios y en inspecciones ficales. 

Dada su importancia los documentos comerciales deben ser conservados por la empresa durante 10 años, 
contados a partir de la fecha de su emisión (confección). Se conservan en archivos ordenados por fecha u 
otros criterios. 

2-4-3 Cotizaciones.

Una cotización es un documento contable en donde se detalla el precio de un bien o servicio para el proceso 
de compra o negociación. A este proceso también se le conoce como presupuesto y es cuando un cliente pide 
a cierta empresa que le indique el valor de un pedido de mercancía.

Una cotización puede contener los siguientes elementos: logo, número de registro nacional de contribuyente 
(RNC), dirección, teléfono, correo electrónico de la Unidad productiva o grupo territorial , fecha, número 
secuencial de cotización, nombre y contacto del cliente, cantidad, descripción del producto o servicio ofrecido 
por la Unidad productiva o grupo territorial , precio, descuento aplicable, total y firma autorizada de la persona 
que autorizada para expedir la cotización más el sello de la empresa. 

En la cotización también se puede especificar la forma de pago al momento de la compra y el tiempo por 
el cual es válida dicha cotización. 

A continuación, un ejemplo de cotización: 

IIlustraciónn 11.. Ejemploo cotización

RNC:
Fecha

Cotización #
Para:

Cotizado a:
Pedro Perez 
809-000-000

Cantidad de personas Descripción
Precio Tour 
Operador Precio descuento aplicado

Subtotal $0.00

_________________ Total $0.00

   Firma autorizada 

COTIZACION 

Dirección:
Teléfono:
Mail: 

Logo 
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2-4-4 Reservas

La reserva es el acuerdo entre cliente y proveedor según el cual el primero se compromete a pagar un 
precio determinado por un producto o servicio al segundo.

Estas reservas pueden ser respaldadas por un porcentaje del pago total ejemplo; un 30% del pago final. 

2-4-5 Facturas y comprobantes de pago.

Una factura es un documento donde se fija el precio de la mercancía o servicio entregado al cliente. En 
algunos casos sirve, además, como propio contrato de venta. Sobre ellas deben señalarse claramente las 
partes compradoras y vendedoras, con sus direcciones, teléfonos y correos electrónicos y la descripción de 
los productos de acuerdo con la descripción exacta sobre la que convengan las partes. 

IIlustraciónn 12.. Formatoo dee facturaa 

RNC:
Fecha

Cotización #
Para:

Facturado a:
Pedro Perez 
809-000-000

Cantidad de personas Descripción
Precio Tour 
Operador Precio descuento aplicado

Subtotal $0.00

_________________ Total $0.00

   Firma autorizada 

Factura 

Dirección:
Teléfono:
Mail: 

Logo 
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2-4-6 Boucher de tarjetas de crédito, si aplica. 

Para recibir pagos con tarjeta de crédito o débito es necesario estar vinculado a una compañía de 
transacciones y pagos electrónicos como son los casos de cardnet y azul, las cuales ofrecen soluciones para 
que puedas recibir tus pagos con tarjetas y pagos móviles en tu negocio.  

Regularmente los pasos para recibir un pago usando la terminal para estos fines son los siguientes:  

1. Presionar la opción venta. 
2. Ingresa el monto total a cobrar, luego presiona enter. 
3. Desliza la banda magnética de la tarjeta, presiona los últimos 4 dígitos de la numeración de la 

tarjeta. Si es una tarjeta con chip solo se inserta el chip y se descarta el uso la banda magnética.  
4. Si la transacción es aprobada se imprime el boucher, luego se imprime una copia para entregarla al 

cliente. El boucher debe ser firmado por el cliente se así se requiere.  

Cada cierto tiempo la unidad productiva o grupo territorial  debe realizar un cierre de terminal el cual se 
hace buscando la segunda pantalla del equipo y presionando la opción cierre, la terminal imprime el cierre 
con el monto total, es necesario verificar que el monto impreso es el mismo que aparece en pantalla y luego 
presionar la techa enter, finalmente se imprime el comprobante indicando que el cierre fue satisfactorio.  

 

2-4-7 Descuento. 

El descuento es una reducción o disminución en el precio de un objeto o de un servicio. De este modo, el 
descuento es presentado como un beneficio para el comprador, pero para esto no es necesario que el 
vendedor pierda dinero, es necesario asegurarse que la unidad productiva o grupo territorial no están 
perdiendo dinero a la hora de realizarlo.  

Regularmente los descuentos se hacen a intermediarios formales (Agencias de viajes, tour operadores) que 
mueven grandes volúmenes de clientes, el porcentaje puede ir desde un 12% a 25%. También los descuentos 
pueden ser ofrecidos a determinados clientes, generalmente como recompensa por su fidelidad.  

 

2-5. Monitoreo y evaluación periódica de negocio para mejoramiento y toma de 
decisiones.  

2-5-1 Monitoreo, análisis y mejoramiento, decisión del negocio 

En un negocio el sistema de monitoreo y evaluación determina si la organización usa sus recursos y su 
estrategia de promoción de manera eficiente y efectiva. El sistema recolecta la información, evalúa el 
desempeño y lo compara con lo planificado.  

Mientras mejor sea el sistema de monitoreo y evaluación, más efectiva y competitiva será la organización. 
Tener un buen sistema de monitoreo y evaluación empieza con desarrollar el sistema que sea más adecuado 
para tu organización. 
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2-5-2 Tipo y utilidad de datos para monitoreo/análisis/mejoramiento/decisión 

Para llevar a cabo este monitoreo necesitamos recolectar una serie de datos que serán generados por visitas 
tantos a las redes sociales como a nuestro negocio y las ventas. Nos apoyaremos de un cuadro de monitoreo 
que recabará la información diariamente por cada visita realizada. 

 
IIlustración 13. Control de visitación unidades productivas 

 

2-5-3 Cantidad de visitantes en medios digitales 

Uno de los principales objetivos cuando creamos las redes sociales para nuestro negocio es 
incrementar los seguidores, me gustas o fans. Estos visitantes pueden convertirse en futuros fieles 
compradores de nuestros productos. Las visitas a tus redes sociales es uno de los parámetros más 
importantes a medir cuando lanzas una campaña de marketing digital. Algunos ítems a considerar: 

 
 Alcance: Se trata del número de personas físicas a las que les aparece la publicación. Para 

medir el alcance en las redes sociales se debe tener en cuenta que, este incluye tanto a 
aquellas que interactúan con las publicaciones como aquellas que no lo hacen. 
 
El número de personas a las que les aparece una publicación o página de manera natural se 
conoce como alcance orgánico, y en él se incluyen los  seguidores propios de la marca y los 
seguidores de estos que interactúan con el contenido. Al invertir dinero es pauta para aparecer 
a un público mayor o más específico (mediante promociones), se aumenta el alcance y este 
se conoce como alcance de pago. 
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 Cantidad de post: Un post se traduce en español como publicación, su objetivo es transmitir 
una idea o información con palabras, imágenes o videos esperando una respuesta de parte 
del público que la visualice. 

 
 Ventas: Se trata de todas las actividades que llevan al intercambio de un bien o servicio por 

dinero.  
 

 Cantidad de visitantes a Unidades Productivas: Un visitante en este caso es una persona 
que llega a nuestro negocio con la finalidad de obtener los servicios que ofrece. 
 

 Visitante a través de nuevos TTOO y/o TAXISTAS: Este visitante en este caso es una 
persona que llega a nuestro negocio a través de intermediarios ya sea tour operadores y/o 
taxistas. 

 
 

 
 

3 PROMOCIÓN AUTÓNOMA 

3-1. Identificar los fundamentos de promoción para la mejora de su producto 
turístico.  

 

3-1-1 Definición de promoción 

La promoción dentro del marketing tiene como objetivo: informar, persuadir y recordar al público 
objetivo acerca de los productos que la empresa u organización les ofrece, pretendiendo de esa manera, 
influir en sus actitudes y comportamientos, para lo cual, incluye un conjunto de herramientas como la 
publicidad, promoción de ventas, relaciones públicas, marketing directo y venta personal. 
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3-1-2 Identificación del encargado de promoción.

Para el desarrollo de este proceso se identificará un candidato dentro del negocio que cumpla
mínimamente con las competencias exigidas para el puesto de encargado de promoción, el cual estará
encargado de realizar las actividades de este índole bajo la supervisión del encargado de negocios.
Dentro de las competencias exigidas para su puesto están: manejo del computador, conocimiento de
excel, manejo de teléfonos inteligentes.

3-1-3 Concepto de Estrategia

La estrategia de marketing debe estar encaminada a que cada unidad de negocios cumpla con sus
objetivos, para ellos es necesario:

1) La selección del mercado meta al que desea llegar.
2) La definición del posicionamiento que intentará conseguir en la mente de los clientes meta.
3) La elección de la combinación o mezcla de marketing (producto, plaza, precio y promoción)

con el que pretenderá satisfacer las necesidades o deseos del mercado meta.
4) La determinación de los niveles de gastos en marketing.

3-1-4 Identificación de la estrategia de promoción (TIC u otras).

Cuando hablamos de estrategias dentro de un plan de marketing, nos referimos a un conjunto de
decisiones sobre acciones y recursos a utilizar que nos permitirán alcanzar los objetivos finales de la
empresa u organización de la forma más efectiva.

El desarrollo de las TIC, Tecnologías de la Información y Comunicación, está modificando la forma en
que las empresas aplican las diferentes estrategias de marketing, tanto desde el punto de vista de la
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venta como de la gestión de la empresa antes y después del proceso de venta, de la relación de la 
empresa con sus clientes y de su relación con otros agentes del entorno, así como de los propios 
elementos que componen la empresa. 

 
El desarrollo de las TIC ha generalizado el comercio electrónico (compra-venta de bienes y servicios 

por medios electrónicos) y hoy por hoy existen 3 tipos de comercio electrónico: 
 

 El Comercio de empresa a empresa: También conocido como B2B (business to 
business) se realiza íntegramente en internet, entre dos empresas diferentes. Ej: 
intercambio de materias primas o de mercancías, relación empresa proveedora – 
empresa cliente. 

 
 El Comercio de empresa a consumidor: También conocido como B2C (business to 

customer) es el más común, en el que el consumidor compra un determinado producto 
o contrata un servicio a una empresa. Ej: Amazon, AliExpress, entre otros. 

 
 El Comercio de consumidor a consumidor: También conocido como C2C (customer 

to customer), un usuario ofrece y vende un producto que ya no utiliza. Ej: eBay, Vibbo, 
Wallapop, entre otros. 

 
 

3-1-5 Ejemplos de la aplicación de las TIC al marketing-mix: 

 
La comunicación y las formas de hacer publicidad han cambiado significativamente. Si deseamos llegar 

al conjunto de la población, deberemos realizar publicidad a través de internet, de diferentes medios de 
comunicación online, a través de nuestra propia página web, a través de las redes sociales: facebook, 
instagram, twitter, entre otros. Para ello, en muchas empresas ha surgido la figura del Community 
manager.  

 
Actualmente, se puede ver como las TIC complementan cada una de las fases del marketing mix: 
 

 TIC e investigación de mercados. 
 TIC y política de producto. 
 TIC y política de promoción. 
 TIC y política distribución. 
 TIC y política de precios. 

 
 

3-2. Utilizar y manejar las redes sociales Facebook e Instagram, según indicaciones 
técnicas. 

 

3-2-1 Identificación de los paquetes de redes sociales 

Identificar cuál es el conjunto de herramientas digitales que sirven para la ejecución de campañas de 
promoción y como canal de comunicación en las unidades productivas. Este paquete está compuesto 
por los siguientes elementos: 
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Página de Facebook
Página de Instagram
Perfil en Tripavisor
Página en Google MyBusiness (Google Map)

3-2-2 Redes sociales y público a fines

Tradicionalmente, una red social se ha definido como un conjunto de personas que tienen vínculos entre
sí, sea por temas comerciales, amistad, trabajo, parentesco, entre otros. Las redes sociales como nosotros
las conocemos, permitieron que esos conjuntos de personas se encontraran en un entorno virtual,
convirtiéndose en sitios digitales conformados por comunidades de personas que tienen cosas en común.

Y es que, en sus comienzos, los sitios web solo permitían una comunicación unidireccional y muy poca
interacción. Hoy, las redes sociales le dan el protagonismo a los usuarios y a las comunidades que estos
conforman. Estos sitios facilitan la comunicación entre las personas, el intercambio de información (como
fotos, videos y más) y les permiten conocer gente nueva, ampliando aún más su red.

Piensa en los grupos de amigos que tienes, sean de la universidad, del trabajo o tu familia. Cada uno de esos
grupos es una red social que tienes. Parece poco cercano a como vemos las redes sociales actualmente ¿No es así?
Aunque esta premisa continúa viva dentro de ellas. Al final, la principal función de una red social es conectar
personas dentro del mundo virtual, sea para construir nuevas conexiones sociales o solo para mantener
las existentes.

Es innegable el éxito alcanzado por las redes sociales que conocemos, como Facebook y WhatsApp.
Difícilmente logramos imaginar nuestras interacciones sociales sin su presencia y eso muestra la fuerza de
estas plataformas.

Dentro de ellas podemos destacar:

1. Facebook: La red social más utilizada tanto por hombres como mujeres de
todas las edades, aunque es cierto que la actividad en ella es llevada a cabo por
población más bien adulta. Las posibilidades que nos aporta Facebook ads a la hora
de segmentar por edad, género, zona, aportan gran potencial de difusión para las
campañas. Asimismo, su poder para crear eventos, grupos y por supuesto páginas,
son el mayor atractivo de esta red.

2. Instagram: La App de moda. Allí se puede sacar partido en temas de relaciones
y comunidad pues es el reino de influencers o instagramers y conlleva una carga
visual significativa. Su público es más joven y desenfadado, por lo que no estaría muy
indicado para públicos con perfiles muy serios. Las marcas de moda o artículos de
belleza, joyería, productos personalizados son amigos de esta plataforma.

3. Tripavisor: Se define como la plataforma de viajes más grande del mundo con
490 millones de viajeros mensuales, que les ayuda a realizar su viaje gracias a los más
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de 760 millones de comentarios y opiniones que pueden consultar sobre alojamientos, restaurantes, 
experiencias, vuelos y cruceros. 

4. Google My business: En cada ficha de Google My Business podrás ver un 
mapa que localiza tu negocio en una dirección determinada. Este mapa incluye 
varios botones que funcionan como call to action (llamados a la acción) para que 
tus clientes se contacten con la marca o visiten sus instalaciones. El hecho de tener 
una ficha en Google My Business con los detalles de tu negocio puede hacer que tu 
empresa destaque y convierta esas búsquedas en clientes. En Google se realizan 3,8 
millones de búsquedas cada minuto 

 
 
 

Para información más detallada sobre promoción digital, véase el manual de promoción digital para negocios 
comunitarios. 
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INTRODUCCIÓN 
 

Desde el 2016, el Ministerio de Turismo (MITUR), el Instituto Nacional de Formación Técnico 
Profesional (INFOTEP) y el Ministerio de Economía, Planificación y Desarrollo (MEPyD), junto a la 
Agencia de Cooperación Internacional del Japón (JICA) han implementado el Proyecto para el 
Fortalecimiento del Mecanismo de Desarrollo del Turismo Sostenible basado en la 
Comunidad en la Región Norte (de ahora en adelante, Proyecto Turismo Comunitario 
Sostenible - TCS). El objetivo fundamental es fomentar la diversificación económica rural y la oferta 
turística en la República Dominicana. 

 
Para estos fines se desarrolló la Estrategia de fomento de Turismo Comunitario Sostenible (TCS) de 

la Región Norte de la República Dominicana compuesta por seis estrategias.  
 
Estrategia 1 Desarrollar diversos productos turísticos y fortalecer los negocios turísticos 

utilizando los recursos locales. 
Estrategia 2 Desarrollar las marcas territoriales para aumentar el valor de las comunidades 

locales. 
Estrategia 3 Fortalecer la promoción para mejorar el posicionamiento de TCS en mercados 

estratégicos aprovechando las ventajas de las TIC. 
Estrategia 4 Fortalecer el desarrollo de los recursos humanos para promover TCS en varios 

niveles. 
Estrategia 5 Mejorar el mecanismo de apoyo y fortalecer la gobernanza. 
Estrategia 6 Crear un ambiente seguro y mejorar la resiliencia del turismo. 

   
Este manual corresponde a la estrategia 2: «Desarrollar las marcas territoriales para aumentar el 

valor de las comunidades locales», recoge la sistematización de las experiencias del Proyecto de TCS 
durante su implementación en la región del Cibao, impulsando el desarrollo turístico en el territorio 
por parte de la propia comunidad. 

 
Es por tanto una guía, cuya intención es apoyar la continuidad de los esfuerzos realizados. 

Explicando y sistematizando los procesos seguidos para la articulación de los destinos turísticos y su 
desarrollo, potenciados por la participación de los actores locales y la conformación de los llamados 
Grupos Territoriales (GT). 

 
   Va dirigido fundamentalmente a los técnicos y facilitadores en turismo, en planificación y gestión en 
desarrollo comunitario y otros, para que sean de su conocimiento las experiencias que, desde hace 
varios años, se están desarrollando en materia de gestión de espacios turísticos o destinos, junto al 
sector privado y las comunidades. Es una herramienta de orientación para el Ministerio de Turismo y 
sus funcionarios, en todo lo relativo a la articulación de los actores locales en los destinos a fin de 
integrarlos en los procesos de gestión. Puede, además, ser utilizado por la academia o el sector 
privado, para que, desde otro ámbito o posición, se entiendan los alcances y aproximaciones a la 
gestión del territorio y se conviertan en los catalizadores de la Organización de Gestión de Destino 
(OGD) en la República Dominicana. 

 
Este texto busca ser de utilidad para que técnicos en turismo y otros interesados pueden impulsar 

la gestión de destinos desde una óptica abierta, participativa y horizontal en respuesta a las tendencias 
sociales del presente siglo y en respuesta a los mandatos institucionales del marco legal de la República 
Dominicana (Ley Orgánica 1-12 de Estrategia Nacional de Desarrollo 2030 END 2030; Ley 176-07 del 
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Distrito Nacional y los Municipios). 
 
Una primera parte de este documento, titulada «Organización de Gestión de Destinos», recoge los 

aspectos conceptuales internacionales relacionados a la gestión de destinos turísticos y las experiencias 
que en esta materia se han desarrollado en la República Dominicana. La segunda parte referida a los 
«Grupos Territoriales», presenta el grupo territorial como un modelo de organización local de gestión 
del territorio turístico, que se ha aplicado en áreas en proceso de desarrollo turístico y donde se 
comienza con la creación del valor territorial y de sus recursos. Un modelo introducido por el Proyecto 
TCS en las 14 provincias del Cibao. La tercera y última parte se refiere a las «Alianzas estratégicas» 
que plantea los lineamientos para la continuación de estas iniciativas promoviendo alianzas entre las 
diversas entidades del gobierno dominicano, así como con otras entidades del sector privado o de la 
cooperación internacional. 
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Parte I. Organización de Gestión Territorial. Concepto general  

Capítulo 1. Organización de Gestión de Destino (OGD) 

1.1 Definición de Organización Gestión de Destino (OGD) 
 

(1) Destino Turístico 
 
Para entender lo que es una Organización de Gestión de Destino (OGD) debe partirse del concepto 

de destino turístico definido como:  
 
«un espacio físico, con o sin una delimitación de carácter administrativo o analítico, en el que un 

visitante puede pernoctar. Es una agrupación (en una misma ubicación) de productos y servicios y de 
actividades y experiencias, en la cadena de valor del turismo y una unidad básica de análisis del sector. 
Un destino incorpora a distintos agentes y puede extender redes hasta formar destinos de mayor 
magnitud. Es además inmaterial, con una imagen y una identidad que pueden influir en su 
competitividad en el mercado.» (Organización Mundial del Turismo [UNWTO], 2019, p.15) 

 
Por su parte, el Instituto de Estudios Turísticos de España lo define como «el ámbito donde se 

realizan la mayor parte de las actividades de producción y consumo y donde se producen la mayoría 
de los efectos geográficos, económicos y culturales del turismo». (Barrado, 2004, p.45) 

 
Existen interpretaciones del concepto y de acuerdo con el «Teoría de los Clústeres» de Michael 

Porter, lo cual consideran como un sistema, de gran complejidad porque sus eslabones pueden 
localizarse en cualquier lugar del planeta. Un clúster, desde la teoría de Porter, en cualquier sector 
productivo implica la existencia de empresas y de instituciones, pero también del «conjunto de 
relaciones y de cadenas de valor» que se establecen entre los agentes existentes (Ibid, p.53). Por 
tanto, de acuerdo con esta teoría un destino sería una relación sistémica entre una multitud de 
componentes, tanto de tipo sectorial como territorial. 

  
 Los servicios prestados por empresas y negocios turísticos;  
 Las relaciones entre esas empresas;  
 La experiencia vacacional del turista;  
 Las infraestructuras de acceso;  
 Transporte junto al resto de los servicios e infraestructuras complementarias;  
 Servicios de apoyo;  
 Los recursos naturales y culturales; 
 Las políticas institucionales, entre otras. 

 
(2) ¿Qué es la Gestión de Destinos Turísticos? 

 
La Gestión de un Destino Turístico debe partir de una visión holística e integral que va desde lo 

geográfico (el espacio); pasando por elementos de coordinación entre los actores vinculados a la 
cadena de valor; así como a elementos relacionados con la satisfacción y disfrute del turista en el 
destino; desarrollo de productos; monitoreo de indicadores de desarrollo sostenible; promoción, entre 
otros. Considerando además actividades que, siendo parte de la experiencia no se desarrollan 
propiamente en el espacio turístico (ejemplo: los procesos de comercialización que, en el siglo XXI, se 
están realizando, incluso vía aplicaciones de celular, en los más recónditos rincones del mundo). 
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La OGD es un sistema de coordinación público-privado, que posee la capacidad de decisión, con 
fundamento técnico y gestión ejecutiva de poder impulsar programas, proyectos y estrategias para el 
desarrollo de un territorio específico, con el objetivo de lograr una estructura formal de gestión y 
planificación de un destino turístico (Swisscontact, 2014, en: Larrea, 2020). 

 
Este proceso de gestión puede ser desarrollado desde múltiples ámbitos, lo privado, lo público, lo 

público – privado – comunitario, contando cada modalidad con las características y funciones propias 
de cada sector.  

 
El modelo de organización más utilizado, en la actualidad y a nivel mundial, en el ámbito de la 

gestión de destinos es la Organización de Gestión de Destino (OGD) que funge como ente articulador, 
coordinador, diseñador e implementador de estrategias y planificador del desarrollo del destino. Este 
esquema organizacional puede ser público, privado o mixto, siendo la fórmula adaptable a la realidad 
y necesidad socioeconómica – cultural de cada territorio. 

 
Una estructura de OGD puede convertirse, en mediano o largo plazo, en la respuesta para el fomento 

del proceso de diversificación del turismo y sobre todo al desarrollo sostenible de la actividad turística 
en el país. Este modelo permite la participación amplia de los actores locales siguiendo procesos de 
planificación, articulación, y participación sistemática, visualizando el territorio como un todo. 

 
Según la UWWTO una OGD es la principal entidad organizativa pudiendo formar parte de ella 

diversas autoridades, agentes y profesionales, y facilita las alianzas dentro del sector turístico con 
miras a un proyecto colectivo para el destino (2019, p.17) 

 
 Entre las características principales de las OGD podemos enunciar las siguientes:  
 

 Liderazgo organizacional en un grupo público - privado a través de la participación de 
organismos gubernamentales, gremios del sector privado y empresarial y de la comunidad 
local. 
 

 Utilización de herramientas e instrumentos de planificación desarrolladas de manera 
conjunta y con financiamiento a través de la coordinación de aportes del sector público y 
privado. 
 

 Conformación de una estructura de gestión profesionalizada y orientada al cumplimiento 
de objetivos estratégicos, cooperación internacional, con aporte al desarrollo e 
investigación del territorio (Larrea, 2020).  

 
 

(3) Beneficios de las OGD en los territorios turísticos. 
  
Entre los beneficios territoriales de la implementación o desarrollo de una OGD se pueden 

considerar los siguientes:  
 
● Crecimiento en la competitividad del destino y la zona. 
● Apoyo al desarrollo de medianos y pequeños emprendimientos turísticos locales. 
● Generación de sostenibilidad en el territorio turístico. 
● Integración y participación de los actores locales en el manejo del desarrollo turístico del 

territorio en general. 
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1.2 Funciones de las Organizaciones de Gestión de Destino  
 
Entre las funciones principales de las OGD dentro de un determinado territorio según la Organización 

Mundial del Turismo (2019), se incluyen las siguientes: 
 
● La planificación estratégica. 
● La formulación (o participación en el proceso de formulación) y aplicación de la política                         

turística del destino. 
● La inteligencia de mercados (recopilación y análisis de datos, estudios de mercado, entre 

otras.). 
● El desarrollo de productos y negocios turísticos. 
● La digitalización y la innovación. 
● La supervisión. 
● La gestión de crisis. 
● La formación y el fortalecimiento de las capacidades (no solo de sus recursos humanos, sino 

también respecto a la prestación de actividades formativas y de fortalecimiento de las capacidades 
para los profesionales locales del turismo). 
● La promoción, el marketing y la creación de marca. 
● La financiación y el fomento de las inversiones.  

 
Las OGD en la actualidad se han constituido como un instrumento eficaz para desarrollar un modelo 

de turismo responsable, generador de fuentes de empleo y divisas en un determinado territorio, su 
adecuado manejo dependerá de la capacidad de gestión por parte de los actores y sectores 
involucrados (Larrea, 2020). 

 

1.3 Puntualizaciones en torno al concepto de OGD 
 
Las Organizaciones de Gestión de Destinos (OGD) se traducen en inglés como Destination 

Marketing/Management Organization (DMO). Aunque en español aún solo existe una denominación 
debido a que es un término relativamente nuevo, en inglés se podría diferenciar en dos tipos según 
su carácter de la organización.  

 
A. Destination MARKETING Organization (Organización de Marketing de Destinos): enfocadas en 

el diseño y promoción de los productos turísticos y del territorio mismo. 
 

B. Destination MANAGEMENT Organization (Organización de Manejo de Destino): cuyas siglas 
serían las mismas, pero cuyo alcance es mucho mayor dado que trabaja en los planes de 
ordenamiento, usos de suelo, reglamentaciones y políticas sectoriales, además de lo relacionado al 
desarrollo de productos y a la promoción. 
 
 
A continuación, presentamos dos casos que sirven de ejemplo: 
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Tabla 1. Ejemplo de Destination Marketing Organization (DMO) enfocado en marketing 

 
Caso de tipo 

A 

 
Desde la perspectiva de MARKETING del territorio: San Agustín, 

Florida, Estados Unidos de América 
 

 
Existe una OGD dinámica y vibrante en una pequeña ciudad histórica del siglo XVII, llamada San 

Agustín, que recibe más de 6.3 millones de turistas al año. San Agustín se localiza en el estado de 
Florida. La OGD articula todos los negocios que viven del turismo y los organiza para desplegar 
diversas actividades recreativas durante todo el año. Despliega importantes esfuerzos en el diseño 
de producto, su promoción e incluso comercialización. Un caso claro de Destination Marketing 
Organization (DMO) dedicada al marketing estratégico del territorio de San Agustín. 

 
Esta ciudad colonial, además de enfocarse en los aspectos de marketing del destino, continúa 

siendo parte del proceso de conservación del patrimonio histórico cultural, asume procesos de salud 
y trabaja en el ordenamiento del espacio turístico.  

 

 
     

 
En este caso se observa la unión de esfuerzos de las empresas turísticas para impulsar la promoción 

del destino y el desarrollo de productos. Es una iniciativa claramente impulsada por el sector privado. 
 
 

Tabla 2. Ejemplo de DMO bajo el precepto de MANEJO del territorio 

 
Caso de tipo 

B 
 

 
Desde la perspectiva de MANEJO del territorio: La Rioja, España 

 
«Una empresa pública a través de la cual el Gobierno de La Rioja desarrolla su estrategia de 

promoción turística, la coordinación con los actores del sector turístico tanto públicos como privados, 
y el apoyo a la presencia del sector en eventos promocionales. LA RIOJA 360 GRADOS AVANZA, 
SOCIEDAD DE PROMOCIÓN DE LA RIOJA. S.A.U. tiene encomendada la realización de acciones de 
promoción y comercialización tendentes a la consolidación de la imagen de La Rioja como destino 
turístico, a fomentar el crecimiento de la demanda y a prestar apoyo al sector turístico empresarial». 
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Es el Gobierno de La Rioja quien diseña el plan estratégico de desarrollo del territorio, teniendo 

brazos ejecutores que pueden dedicarse al marketing de destinos. Por el alcance de la intervención, 
este es un ejemplo claro de DMO bajo el precepto de MANEJO del territorio. 

 
 
 
En este segundo caso se observa que el impulsor de la gestión de destinos es el gobierno, quien 

además tiene las funciones regulatorias y de mejora de las infraestructuras públicas del territorio 
(accesos y otros). 

  

Capítulo 2.  Organizaciones de desarrollo turístico de la República Dominicana 
 

2.1 Organizaciones de desarrollo turístico de la República Dominicana  
      
En la experiencia dominicana, se ha visto el surgimiento de grupos locales que promueven el 

desarrollo turístico, con acciones similares a la de una OGD, pero no con sus mismos alcances.  
 
La mayoría de estas organizaciones locales son entidades de carácter voluntario y no necesariamente 

con capacidades regulatorias ni técnicas como las OGD, pero pueden apoyar procesos en el diseño de 
productos turísticos e impulsar acciones de diversa índole como soporte al proceso de desarrollo de 
un destino. 

 
Entre estas organizaciones podemos citar a los clústeres turísticos, consejos de desarrollo, agencias 

de desarrollo y grupos territoriales. En este capítulo, se introducen los clústeres turísticos, consejos y 
agencias de desarrollo, y en la Parte II, se presenta el Grupo Territorial, enfoque del presente manual.  

 
Es menester señalar que los párrafos subsiguientes reflejan un proceso histórico, de maduración y 

aprendizaje, con luces y sombras, pero con importantes aportes al desarrollo de destinos turísticos 
emergentes en el país. Así este proceso histórico se inicia con los clústeres turísticos como se verá a 
continuación. 
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2.2 Evolución histórica de las organizaciones de desarrollo turístico de destinos 
 

(1) Clústeres turísticos 
 
Durante muchos años ha sido intuitiva la necesidad de atender los espacios y entornos turísticos en 

la República Dominicana, teniendo este proceso, mayor o menor éxito. Desde la construcción del 
complejo de Playa Dorada, en los años 70, en Puerto Plata, se adelantó un primer esfuerzo de gestión 
de un espacio turístico colectivo, allí se crearon espacios comunes a una serie de empresas hoteleras 
que funcionaban bajo la administración de la Asociación de Hoteles de Playa Dorada, aún opera, pero 
bajo un esquema ligeramente diferente.  

 
Posteriormente, en la primera década de este siglo, los hoteleros de la zona de Bayahibe vieron la 

necesidad de ir más allá de la gestión de un complejo hotelero (como en el caso de Playa Dorada) y 
empezaron a considerar espacios comunitarios e incluso las áreas protegidas circundantes como parte 
de la zona de influencia de la actividad turística. Con apoyo del Banco Interamericano de Desarrollo 
(BID), surge el Proyecto Modelo de Gestión Turística de Bayahibe, implementado con el apoyo de la 
Asociación de Hoteles Romana-Bayahibe. Puede decirse que este es el primer ejemplo formal de 
gestión de destinos en la República Dominicana, que surge en el 2005.  

 
Este modelo, sin embargo, no contó con el debido respaldo del sector público, produciéndose un 

crecimiento expansivo y descontrolado que está impactando en la actualidad el territorio. Lo cual 
refuerza el hecho de que las OGD mixtas, deben incluir al sector público por contar con las capacidades 
de control, regulación y ordenamiento en el destino turístico; de no ser así, los esfuerzos del sector 
privado pueden diluirse con el paso del tiempo. 

 
Siguiendo con el repaso histórico, en la primera década del presente siglo XXI, la USAID inició la 

promoción del modelo clúster como mesas de diálogo, público-privadas para el desarrollo de la cadena 
de valor de los sectores agrícolas y turísticos, siguiendo los planteamientos de Michael Porter. Se 
impulsaron los conceptos de gestión de destinos con la esperanza de que los mismos fueran asumidos 
por estos clústeres turísticos. Sin embargo, esto no llegó a cuajar en plenitud, fundamentalmente por 
el desconocimiento de los alcances del concepto. 
 

En esa primera década el concepto de OGD era novedoso y suponía conocimientos múltiples de 
gestión de destinos a los que aún no se llegaba. Puerto Plata logró impulsar diversas iniciativas tales 
como el rescate del centro histórico, atracción de nuevas inversiones turísticas (como el Puerto de 
Amber Cove) entre otros a través de su clúster turístico con el apoyo del Ministerio de Turismo y el 
gobierno dominicano. Los demás esfuerzos respondían a la necesidad de un rescate del turismo en 
este destino que evidenció un desplome severo de la llegada de visitantes a principio de la primera 
década del año 2000. 

 
En esta primera etapa surgieron los clústeres de Romana-Bayahibe, Constanza, Puerto Plata, 

Jarabacoa y Barahona. En la actualidad existen numerosos clústeres turísticos por toda la geografía 
nacional, tal como se enlistan a continuación: 
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Tabla 3. Listado clústeres turísticos de la República Dominicana reconocidas por Consejo Nacional de 
Competitividad (CNC) 

 Nombre del clúster Carácter Composición 
 Región Cibao    
1 Clúster Turístico de Puerto Plata  Provincial Privado 
2 Clúster Turístico de Samaná Provincial Privado 
3 Clúster Turístico de Montecristi Provincial Privado 
4 Clúster Turístico Destino Santiago Provincial Privado 
5 Clúster Turístico de Espaillat Provincial Privado 
6 Clúster Turístico de Jarabacoa Municipal Privado 
7 Clúster Turístico de Constanza Municipal Privado 
8 Clúster Turístico de Bonao Provincial Privado 
 Región Sur   
9 Clúster Turístico de Pedernales Provincial Privado 
10  Clúster Turístico de Barahona Provincial Privado 
11 Clúster Turístico de Peravia Provincial Privado 
12 Clúster Turístico de San José de Ocoa Provincial Privado 
 Región Sureste    

13 Clúster Turístico de Santo Domingo Provincial Privado 
14 Clúster Turístico de Monte Plata Provincial Privado 
15 Clúster Turístico de Romana – Bayahibe Municipal Privado 

 
Hoy, en la segunda década del siglo XXI, se evidencia un creciente interés por la gestión de los 

destinos turísticos, surgiendo a lo largo del territorio nacional diversas iniciativas que aparecen de 
forma espontánea o que vienen siendo impulsadas por agentes externos de cooperación, como ya se 
citó previamente en el presente documento.  

 
Los clústeres turísticos empezaron a surgir en el 2001 y aún están vigentes, con luces y sombras; 

avances y logros importantes (como el de Puerto Plata o Barahona) o exiguos resultados, estos no 
dejan de ser valiosos ejercicios de articulación social. Muchas han sido las causas de estas diferenciadas 
ejecuciones; una de ellas son los liderazgos viciados por agendas poco integradoras, poco 
participativas, casi podría decirse autocráticas y personales. Esto evidentemente afecta el clima de 
confianza e integración. Su aparición en el ámbito local permanece pues traducen oportunidades para 
impulsar sectores productivos, articulando y poniendo de acuerdo a los eslabones de la cadena de 
valor.  

 
Los esfuerzos realizados hasta ahora en la conformación de clústeres en apoyo al desarrollo turístico 

local, son muy valiosos para la participación social en los espacios rurales del país y el empoderamiento 
social que van más allá de mandatos centralizados del gobierno central a lo local. 

 
Estos procesos han permitido al país cumplir con los lineamientos de agendas locales participativas 

establecidos en la Estrategia Nacional de Desarrollo (END 2030. Ley 1- 12) y la Ley 176-07 de 
Municipios. En ambos cuerpos legales se motiva a que la ciudadanía asuma compromisos y participe 
en los procesos de desarrollo de sus propias comunidades. 

 
Estas organizaciones han servido como caldo de cultivo para apoyar estos mandatos legales de 

integración social y, sin lugar a duda, han supuesto un aporte invaluable para la República Dominicana, 
al margen de los resultados. A continuación, un ejemplo de estas organizaciones y sus aportes al 
destino: 
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Tabla 4. Aportes al destino por parte de los clústeres 

 
Buenas 

prácticas 
 

 
Clúster Turístico de Puerto Plata y su articulación social en 

beneficio del turismo 

 
En octubre del año 2015, la Corporación Carnival inició las operaciones del puerto Amber Cove en 

Puerto Plata. Esto supondría la llegada de miles de cruceristas a la costa atlántica del país que visitan 
este hermoso destino en busca de experiencias, actividades, compras, entre otros. El destino Puerto 
Plata tuvo que organizarse y organizar a los eslabones de la cadena de valor: 

 
 Taxistas: pues proveen el servicio de traslados / transporte a diversos puntos del 

territorio. 
 

 Artesanos y vendedores de artesanía: para que promuevan la venta de productos 
artesanales locales, siendo transparentes en sus precios. 
 

 Restaurantes y servicios de alimentos y bebidas: para que redoblaran sus 
esfuerzos en el manejo inocuo de alimentos. 

 
 

 Guías turísticos: para que ofrezcan excursiones con interpretación veraz y la mejor 
atención al cliente. 
 

 Puntos experienciales (ej. Saltos de Damajagua): para que fueran rigurosos en las 
medidas de seguridad y la calidad del servicio. 
 

 Autoridades locales: para que adecuen el ornato y limpieza pública del territorio. 
 

 Policía Turística: para que garantizase mayores niveles de seguridad ciudadana y 
además orientar al visitante. 
 

 El Gobierno impulsó mejoras de infraestructura importantes en el territorio. 
 

 La cooperación japonesa (JICA) apoyó la diversificación de la oferta turística con los 
Proyectos TURISOOP y TCS. 
 

 El sector hotelero mejoró su planta hotelera, entre otras. 
 
Esta articulación fue liderada por el clúster turístico junto a las autoridades del Ministerio de 

Turismo. Esta alianza y esfuerzos dieron como resultado un repunte importante de las visitas, un 
incremento del gasto promedio y, sobre todo, el inicio de un florecimiento de la economía local, así 
como elevados niveles de satisfacción por parte de los excursionistas y de la empresa CARNIVAL. 

 
Se observa en este ejemplo como una organización de apoyo al desarrollo turístico. El Clúster 

Turístico de Puerto Plata une esfuerzos con la comunidad y el sector público para impulsar acciones 
conjuntas que redundaron en un mejor desempeño de la actividad turística de la provincia, en 
beneficio de todos. 
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(2) Consejos para el Desarrollo 
 
Hay una modalidad de apoyo al desarrollo local denominada Consejo de Desarrollo Ecoturístico. En 

el Cibao Sur, dos provincias han sido declaradas como «Provincia Ecoturística» y han sido formados 
estos consejos. Una es Monseñor Nouel, bajo la Ley No. 195-04 del Congreso Nacional en 2004 y la 
otra es Juan Sánchez Ramírez, bajo la Ley No. 40-08 del mismo.  

 
Los dos consejos tienen función de ser entidad rectora de la promoción y regulación de las 

actividades ecoturísticas en la provincia y contribuir con el desarrollo de los proyectos ecoturístico 
existente estimulando el florecimiento de los nuevos proyectos ecoturísticos. Conformados por 
gobernadores, senadores, representantes del Ministerio de Turismo, Ministerio de Medio Ambiente, de 
colegios, de iglesias, entre otros, cuenta con un fondo de entidades gubernamentales, como el 
Ministerio de Turismo.   

 
Otro ejemplo destacado es el Consejo de Desarrollo Estratégico de Santiago (CDES). A continuación, 

se explican brevemente algunos detalles de interés sobre el CDES. 
 
 

Tabla 5. Consejo de Desarrollo Estratégico de Santiago (CDES). 

 
Caso 

 

 
Consejo para el Desarrollo Estratégico de Santiago (CDES) 

 
Son destacables y loables los esfuerzos del Consejo para el Desarrollo Estratégico de 

Santiago que surge en la década de los 70 como un proceso de articulación social de los ciudadanos 
para promover el desarrollo sociocultural y ambiental de la llamada Ciudad Corazón.  

 
Es el primer municipio en tener un plan estratégico formal a nivel nacional, que no necesariamente 

se enfoca en el desarrollo turístico, sino en el desarrollo local. Es una entidad y un plan político, 
enfocado y modélico para todo el país, que evidencia la integración de las principales fuerzas sociales 
y empresariales de Santiago. 

 
Es por demás interesante citar la VISIÓN 2030 que tiene Santiago: «al 2030, que Santiago sea 

una metrópolis ordenada que reconquista el río Yaque con una transformación urbana protectora 
del agua que se adapta al cambio climático; impulsada por una ciudadanía empoderada con empleos 
formales y viviendas habitables, robustecida como alma cultural y chispa productiva de bienes y 
servicios de calidad exportable, generados con energías renovables y promotores de inclusión social 
y equidad de género.» 

 
 
 
 

(3) Agencia de Desarrollo Económico Local 
 
 
Una agencia de desarrollo económico local es una plataforma conformada de forma legal como una 

asociación sin fines de lucro y actúa como un mecanismo a través del cual los actores locales planifican 
y activan, de manera compartida, iniciativas para el desarrollo económico territorial; identifican los 
instrumentos más convenientes para su realización. Todo esto a través de un sistema coherente de 
apoyo técnico y financiero.  
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Promueven de forma participativa y concertada el desarrollo territorial aprovechando el potencial 

endógeno para mejorar la calidad de vida bajo el enfoque del desarrollo humano y sostenible. Con un 
enfoque empresarial gestionan (planifican, coordinan, ejecutan y evalúan) el desarrollo económico 
territorial. Es un mecanismo interinstitucional que promueve la articulación de los actores 
institucionales (público, privados y sociales). 

 
 
 
 
Entre algunos ejemplos se citan:  

 Agencia de Desarrollo Económico Local en la provincia de Dajabón (Adetda). 
 Agencia de Desarrollo Económico Local de Valverde (Adelva).  

 
En el Proyecto de TCS, estas agencias forman parte del grupo territorial de su provincia y apoyan 

las iniciativas de desarrollo turístico en sus provincias.  
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Parte II. Grupos Territoriales (GT) 
 
El Proyecto Turismo Comunitario Sostenible (TCS), en aras de promover la articulación social e 

impulsar acciones de desarrollo turístico local en los territorios a través de sus órganos, diseña e 
implementa los llamados Grupos Territoriales (GT).  

  

Capítulo 1: Definición y función de Grupo Territorial 
 

1.1 Definición del Grupo Territorial 
 
Un Grupo Territorial es una entidad organizacional de gestión territorial que tiene visión de desarrollo 

comunitario de su territorio a través de actividades del TCS. Es una organización social y comunitaria 
que surge, fundamentalmente, donde no hay articulación de los actores locales, ni tampoco de los 
eslabones del sistema turístico, pues se trata de destinos emergentes como los del Cibao Noroeste.  

 
Para formar este grupo, se pueden utilizar como base o núcleo las organizaciones existentes y 

activas en el territorio con las que se puede trabajar una agenda de desarrollo turístico sostenible; 
estas pueden ser consejos de desarrollo, cámaras de comercio, asociaciones de productores, agencias 
de desarrollo local, entre otros. Se trata de fortalecerlas para que asuman la función de grupo 
territorial. 

 
Este grupo está conformado por actores que representan a grupos comunitarios, gobiernos locales, 

oficinas regionales o municipales de las entidades gubernamentales, empresas privadas y Organización 
No Gubernamental (ONG) que comparten una visión de desarrollo sostenible a través de la actividad 
del turismo comunitario y que tienen una responsabilidad ética y moral para con el desarrollo de su 
comunidad. Tienen, además, carácter voluntario y funcionan sin ningún tipo de interés pecuniario. 

 
Son grupos de personas que se organizan a distintos niveles (distrital, municipal, provincial, 

subregional, entre otros), para impulsar acciones de desarrollo del turismo en sus territorios.  
 
Con los grupos territoriales se busca la integración social, la participación de los actores locales, 

poniendo en valor sus potencialidades, rescatando su patrimonio cultural y natural, pero, sobre todo, 
elevando el orgullo por su propio territorio, su cultura, sus tradiciones y su naturaleza.  

 
Hay que destacar también los esfuerzos por promover en las distintas localidades el concepto de 

«Buen Vivir» y la relación armónica entre los ciudadanos. A través de la implementación de actividades 
turísticas se busca generar ese empoderamiento, aumentar el valor del territorio, brindar calidad de 
vida y felicidad a los locales con la proyección a ser parte de la Organización de Gestión de Destino en 
un futuro.  
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1.2 Funciones del Grupo Territorial  
 
Cada Grupo Territorial tiene, entre sus alcances las siguientes funciones: 
 

● Impulsar la articulación del territorio. 
 
● Ser enlace entre organizaciones externas y los comunitarios. 
 
● Identificar las oportunidades y los recursos locales (humanos, financieros, 

naturales, culturales, entre otros) para el desarrollo de productos y turismo. 
 
● Identificar los problemas que afectan al desarrollo del turismo local y, así mismo, 

buscar soluciones (ej. accesos, seguridad, información, promoción, medioambiente, calidad de 
servicios, entre otras.). 

 
● Definir una visión común bajo el lineamiento de turismo comunitario sostenible. 
 
● Apoyar los procesos de formación y fortalecimiento de las unidades 

productivas. 
 
● Implementar acciones con iniciativas propias integrando la participación social 

■ Desarrollo de productos y servicios turísticos con una participación comunitaria 
directa 

■ Promoción y comercialización de productos y servicios turísticos con una 
participación comunitaria directa  

■ Proponer rutas y excursiones, combinando varios productos y servicios 
turísticos 

■ Proponer y desarrollar «marcas territoriales» 
 

● Gestionar alianzas estratégicas y apoyos para proyectos locales. 
  
 Es menester indicar que existen funciones que un grupo territorial no puede ejecutar y son aquellas 

que deben ser realizadas por las entidades oficiales llamadas a regular y a establecer lineamientos de 
desarrollo al turismo. En este caso sería el Ministerio de Turismo el órgano llamado a establecer las 
normas del desarrollo turístico en el territorio. 

 
La labor del GT sería evidenciar la necesidad de regulaciones o el incumplimiento de las mismas 

para que las autoridades tomen las medidas pertinentes, así como acciones para promover el desarrollo 
turístico. 

 

1.3 Etapas de evolución  
 
El grupo territorial, como se ha mencionado anteriormente, puede llegar a ser una Organización de 

Gestión de Destino desde la perspectiva de MARKETING (recordar ejemplo de San Augustín como 
Destination Marketing Organization), en su territorio, pero hay ciertas etapas por las que debe pasar. 
Es recomendable identificar la etapa en que se encuentra el grupo territorial y según su etapa, variarse 
la intervención.  
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A continuación, se muestra un ejemplo de la etapa que se manejó en el Proyecto de TCS.  
 

 
Ilustración 1. Etapa de desarrollo de organización: TCS en la República Dominicana 

 

1.4 Componentes y roles  
 
Se sugiere que el grupo territorial sea conformado por actores locales público — privado. Los actores 

locales podrían ser representantes de grupos comunitarios, gobiernos locales, oficinas regionales o 
municipales de los organismos gubernamentales, empresas privadas, ONG, entre otros.  

A continuación, se presentan posibles actores y roles que podrían jugar según su característica 
organizativa.     

 
Tabla 6. Cuadro comparativo de funciones y alcances del sector público y privado dentro de un grupo 

territorial 

 Entes públicos Entes privados 
Actor  Gobiernos locales 

 Ministerios 
 Unidades productivas 
 Gremios sectoriales 
 Asociaciones 
 Cámaras de comercio 
 Agencias de desarrollo 

Importancia 1.Garantiza la creación de políticas 
públicas en apoyo a la gestión de 
destino. 

2. Impulsa la aplicación de leyes y 
normativas. 

3. Atracción de inversión.  
4. Regularización y permisología. 

1. Garantiza la sostenibilidad y 
continuidad.  

2. Invierte en negocios turísticos. 
3. Mueve la economía con el 

consumo de productos locales. 
4. Crea empleo. 
5. Promoción. 
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5. Desarrollo de infraestructura 
pública (accesos, acueductos, entre 
otras.) 

6.  Manejo de residuos, entre otros. 
7. Promoción. 

Roles El sector público tiene el rol 
regulador y planificador del desarrollo 
turístico en un territorio. Crea la 
plataforma para la inversión privada. 

El sector privado invierte en 
estructuras de negocios turístico. 
Mueve la dinámica económica 
activando la cadena de valor. 

 (Elaboración propia) 
 

1.5 Alcance territorial de los grupos territoriales  
 
Los grupos territoriales pueden estar organizados en base a diferentes parámetros, con escalas y 

naturalezas distintas, pudiendo estar integrados por entidades de los siguientes niveles: 
 

1 Distrital  
2 Municipal  
3 Provincial  
4 Subregional  
5 Intermunicipal  
6 Interprovincial  
 Otros  

 
En el caso del Proyecto TCS, se han reconocido 4 tipos de alcance en las 4 subregiones. 
 
  
 

Tabla 7. Grupo territorial del Proyecto TCS (subregiones y nivel de alcance territorial) 

Sub. 
Reg. 

Subregional Provincial Municipal Distrital 

CNOE  GR-Cibao 
Noroeste 

 GT Santiago 
Rodríguez 

 GT Dajabón  
 GT Valverde 
 GT 

Montecristi 

 GT Monción   

CN   Mesa de 
Turismo Provincial 
Espaillat  

 UMPC 
Guananico 

 Consejo de 
Desarrollo 
Ecoturístico de 
Jamao al Norte 
(Codejan) 

 Mesa 
Municipal de Río 
San Juan  

 UMPC VYP 
(interdistrital) 

CNE     Consejo de 
Desarrollo de 
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Turismo 
Sostenible de Las 
Galeras (Contugal) 

CS  Grupo 
técnico de Cibao 
Sur 

 Consejo de 
Desarrollo 
Ecoturístico 
Sánchez Ramírez  

 Consejo de 
Desarrollo 
Ecoturístico 
Monseñor Nouel 

 Clúster de 
Constanza 

 

 
 

 
Tabla 8. Listado de grupos territoriales y grupos sub regionales en la región Norte 

 Nombre del grupo territorial Alcance Provincia Municipio/ 
Distrito 

 Grupos territoriales     
 Cibao Noroeste (CNOE)    
1 Grupo Territorial de Dajabón 

(Clúster Turístico de Dajabón) 
Provincial Dajabón  

2 Grupo Territorial de Santiago 
Rodríguez (Clúster Turístico de 
Santiago Rodríguez)  

Provincial Santiago 
Rodríguez  

 

3 Grupo municipal de Monción 
(Anfitriones de Monción)  

Municipal Santiago 
Rodríguez  

Monción  

4 Grupo Territorial de Valverde 
(Clúster Turístico de Valverde)  

Provincial Valverde  

5 Grupo Territorial de Montecristi 
(Clúster Turístico de Montecristi)  

Provincial Montecristi  

 Cibao Norte (CN)    
6 UMPC Guananico  Municipal Puerto Plata Guananico 
7 UMPC VYP Interdistrital Puerto Plata, 

Santiago 
Villa 

Montellano, 
Yásica,  

Pedro García 
8 Consejo de Desarrollo Turístico de 

Jamao al Norte (Codejan)  
Municipal Espaillat Jamao al 

Norte 
9 Asociación para el Desarrollo de la 

Provincia Espaillat, Inc. (Adepe) 
Provincial Espaillat   

 Cibao Nordeste (CNE)    
10 Consejo de Desarrollo Turismo 

Sostenible de Las Galeras 
(ContugalL) 

Distrital  Samaná Las Galeras 

11 Mesa Municipal de Río San Juan  Municipal  María Trinidad 
Sánchez  

Rio San Juan 

 Cibao Sur (CS)    
12 Consejo de desarrollo Ecoturístico 

Sánchez Ramírez  
Provincial Sánchez 

Ramírez 
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13 Consejo de desarrollo Ecoturístico 
Monseñor Nouel  

Provincial Monseñor 
Nouel  

 

14 Clúster de Constanza  Municipal La Vega Constanza 
 Grupos subregionales     

15 Grupo Subregional de Cibao 
Noroeste  

Subregional  Valverde, 
Santiago 
Rodríguez, 
Dajabón, 
Montecristi 

 

16 Grupo de trabajo regional de 
Cibao Sur 

Subregional Sanchéz 
Ramírez, 
Monseñor Nouel, 
La Vega 

 

 
 

1.6 Grupo territorial y cadena de valor  
 
El sistema turístico es complejo pues está compuesto por numerosos productos/servicios que se 

eslabonan para conformar la llamada cadena de valor. Para el buen desempeño de un territorio 
turístico debe existir, de alguna manera, una buena relación entre los actores que son parte de esta 
cadena de valor, pues si el turismo va bien, impacta a todos positivamente, pero si va mal, los afecta 
a todos por igual. Así pues debe haber un esfuerzo individual y colectivo, para impulsar un desarrollo 
turístico seguro, competitivo, eficiente e innovador, con la participación y representación de todos los 
subsectores.  

 
Los esfuerzos del Proyecto TCS apoyaron el impulso para el surgimiento de grupos territoriales 

intentando enlazar a los distintos eslabones de la cadena de valor del turismo. Esto es un proceso que 
aún continúa y que se ha ralentizado debido fundamentalmente a que este modelo se aplica en 
destinos emergentes donde aún los eslabones de la cadena pueden no existir o ser muy incipientes. 
(Ej. El servicio de alojamiento en Dajabón es limitado y debe mejorar substancialmente la calidad del 
servicio). 
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Capítulo 2. Claves para la conformación y fortalecimiento de un grupo territorial  
 
A través de la implementación del proyecto TCS en las 14 provincias del Cibao Norte, se han 

identificado siete aspectos, cada uno con diversas claves, vitales para la conformación y fortalecimiento 
de los grupos territoriales.  

 
Tabla 9. Aspectos y claves para la conformación y fortalecimiento de los grupos territoriales. 

 Aspecto Clave 
1 Composición 

del grupo   
1-1: Considerar la participación mixta, público-privada 
1-2: Involucrar a los beneficiarios directos como integrantes del grupo 
1-3: Identificar y tener una organización/institución clave/ancla 

2 Alcance 
territorial  

2-1: Identificar nivel/escala de territorio adecuado 
2-2: Fortalecer primero los productos para luego encadenarlos en el 

territorio 
3 Desarrollo de 

productos y 
servicios 

3-1: Identificar y crear productos y servicios anclas que se destaca en el 
territorio 

3-2: Crear una marca local que se identifique y fomenta el orgullo 
3-3: Considerar cadena de valor  

4 Liderazgo 4-1: Identificar y establecer un liderazgo con visión comunitaria y tipo 
facilitador  

5 Diseño de 
estrategia  

5-1: Crear un plan estratégico, con una visión y dirección real, clara, 
compatible 

5-2: Realizar monitoreo y evaluación  
6 Capacitación  6-1: Fortalecer la capacidad local  
7 Alianzas 

estratégicas  
7-1: Identificar y crear alianzas estratégicas con diferentes entidades  

 
A continuación, se presenta una breve explicación de cada clave.  
 
 
Aspecto 1: Composición del grupo  
   
Clave 1-1: Considerar la participación mixta, público-privada  
 
La composición del Grupo Territorial idónea debe contar con una representación mixta de los 

sectores, tanto público como privado, dado que los alcances de cada uno son complementarios; esta 
composición mejorará sin dudas el cumplimiento de las funciones del GT.  

 
Para poder lograr una articulación representativa y efectiva, es importante identificar bien a los 

actores que existen en el territorio. Una de las metodologías es el Mapeo de Actores que se presentará 
posteriormente.  

 
En este ejercicio es también importante la identificación de los eslabones vinculados a la cadena de 

valor del turismo existentes en el territorio, para garantizar una participación horizontal de la estructura 
de encadenamiento turístico. 
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A continuación, se presenta una buena práctica de la clave.  
 

Tabla 10. Ejemplo Clave 1-1: Considerar la participación mixta, público-privada 

Buenas 
prácticas 

Alianza público-privada 
Clúster Turístico de Puerto Plata 

 
El polo turístico de Puerto Plata fue uno de los primeros en el país en desarrollar el modelo de 

«All inclusive» y turismo de masas. Fue un modelo exitoso en los años 80 y 90, pero, a principios 
de la primera década del nuevo siglo, empezó un declive vertiginoso de las ocupaciones hoteleras. 
El destino entró en crisis. Para poder salvar la situación se hizo una alianza estratégica público-
privada donde los empresarios del destino junto con el Estado iniciaron una serie de procesos de 
mejoras en el territorio en aras de hacerlo más competitivo. 

 
Iniciativas tales como el rescate del centro histórico, inversión en accesos viales y marítimos 

(Puerto de Amber Cove), diversificación de la oferta (Proyecto TURISOOP y TCS), turismo cultural, 
entre otros, fueron parte de los procesos de mejora y rescate. 

 
A pesar de que repuntar y rescatar la imagen de destinos es un proceso complejo y de medio a 

largo plazo, los resultados de esta alianza estratégica público-privada permitieron evidenciar señales 
de mejora progresivas. 

 
Por un lado, el sector privado invirtió en mejorar las estructuras hoteleras, nuevas inversiones, 

entre otros; el sector público mejoró las infraestructuras y apoyó la promoción del territorio. 
 
El clúster turístico fue el ente articulador del sector privado y la mesa de diálogo para la toma de 

decisiones que permitió la reingeniería del turismo en la provincia. 
 
Logro: una alianza con plan de trabajo conjunto que supuso mejoras en el territorio que supuso 

mejora en el clima de negocio y número de visitantes. 
 

 
Se han evidenciado debilidades cuando la composición de los GT no es mixta, sino que parte 

exclusivamente del gobierno local y es esta entidad quien asume el control y el liderazgo completo de 
los procesos. Esta estructura es débil porque los gobiernos no son entes permanentes sino cambiantes 
debido a los procesos políticos. La falta de planes estratégicos de largo plazo y los cambios que se 
producen con la rotación de funcionarios, pueden afectar el buen desempeño de los procesos de 
desarrollo a medio — largo plazo. A continuación, un caso de estudio que refleja claramente esta 
realidad. 

 
Tabla 11. Caso UMPC-Sosúa 

Caso Cambio de gobierno afectando la continuidad del grupo 
UMPC-Sosúa 

 
La Unidad Municipal de Patrimonio Comunitario (UMPC) de Sosúa estuvo liderada en sus orígenes 

por el ayuntamiento del territorio. El gobierno local de entonces contaba con una líder, empoderada, 
visionaria que asumió los procesos de integración importantes y desarrolló programas culturales 
locales basados en la identidad del destino. La alcaldesa evidenció características muy positivas, 
logrando desde su posición avances importantes para Sosúa. 
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Desde esta gestión se lograron importantes impulsos a la gastronomía local junto a la internacional 

destacando la multiculturalidad del territorio como principal característica. 
 
Sin embargo, las alcaldías como gobiernos locales están condicionadas por procesos políticos que 

suponen cambios continuos. A esto se suma la debilidad institucional del país donde el seguimiento 
a planes de largo plazo no es muy común y, desde el presidente hasta el último funcionario del 
Estado, asume posiciones y deja de lado los avances previos realizados por los funcionarios 
anteriores. 

 
Esto sucedió en Sosúa. La salida de la alcaldesa de su posición pública supuso la paralización de 

la UMPC y de sus planes de trabajo. No fue posible el traspaso de liderazgo a otra persona ni a otra 
entidad. El liderazgo que parte del Gobierno local debe estar preparado para la formación y 
fortalecimiento de relevos que permitan la continuidad de los procesos. 

 
Resultado: se rompe y detiene el proceso de integración para el desarrollo por la imposibilidad de 

detectar relevos al liderazgo que pudo haberse previsto y buscado, no solo desde el ayuntamiento 
sino también desde el sector privado y comunitario. 

 
 
Clave 1-2: Involucrar a los beneficiarios directos como integrantes del grupo 
 
Una de las claves aprendidas es la necesidad de identificar a los actores que tengan una vinculación 

o interés por la promoción de la actividad turística y que por ende le resulte importante ser parte del 
GT.  

 
 Los beneficiarios directos son las empresas turísticas tales como alojamientos, 

restaurantes, asociaciones productivas de productos y servicios consumibles por el turismo, 
paradas, entre otras.  

 
 Los beneficiarios indirectos son aquellas entidades que se beneficiarían de la actividad 

turística tangencialmente: ej. productores agropecuarios que suplen productos a 
restaurantes y hoteles. 

 
Si estos productores desarrollan, como parte de su actividad productiva, una adecuación o mejora 

para crear una experiencia turística, entonces pasan a ser beneficiarios directos: ej. productores de 
miel crean la Ruta Turística de la Miel. 

 
El funcionamiento del turismo impacto a todos en su crecimiento económico. Por ende, a todos les 

interesa impulsar estas iniciativas locales, pero no todos los actores, directos e indirectos, tienen los 
mismos niveles de compromiso o entendimiento de estos procesos, pues se trata de actividades 
voluntarias que podrían restar tiempo a sus propios programas empresariales. 

 
Cuando se logra una verdadera integración de los actores, beneficiarios del turismo directos e 

indirectos, se genera un efecto de impacto global en la comunidad que provoca un mayor impulso y 
cataliza el desarrollo. A continuación, se presenta una buena práctica.  
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Tabla 12. Ejemplo Clave 1-2: Involucrar a los beneficiarios directos como integrantes del grupo 

Buenas prácticas Integración comunitaria como parte del proceso de desarrollo local 
Consejo de Desarrollo de Jamao al Norte (CODEJAN), Espaillat 

 
El CODEJAN es una organización sin fines de lucro, que surge a instancias de los jóvenes del 

territorio, con la finalidad de proteger los recursos naturales de Jamao al Norte, al darse cuenta de 
las potencialidades de estos recursos naturales, cuya puesta en valor adecuada los podrían convertir 
en atractivos turísticos con oportunidades económicas para la comunidad. Por lo anterior, surge 
Jamao Ecotours, como un operador receptivo del municipio que ofrece actividades y aventura, entre 
las que se citan, senderismo, rapell, kayak. 

 
Esta iniciativa, al ser una empresa turística local, formada por jóvenes locales que deseaban 

apoyar el desarrollo de su comunidad, ha recibido el apoyo y soporte de toda la comunidad y del 
gobierno local. Con muy buenos niveles de organización, transparencia, liderazgo y muchas 
capacitaciones, esta es una empresa que ha recibido premios internacionales y locales, así como 
múltiples apoyos. 

 
CODEJAN y Jamao Ecotours son entidades hermanas, una es una ONG y la otra es una empresa 

turística. Ambas integran a la comunidad y conforman una red de conservación a través del negocio 
turístico. La red de proveedores es 100% local y los beneficios del turismo se distribuyen con equidad 
entre todos los miembros de la comunidad. 

 
Es una cadena de valor local que ha logrado posicionar a Jamao al Norte como un destino de 

experiencias en la naturaleza, un territorio que antes era desconocido para los mismos dominicanos. 
 
El liderazgo participativo promueve la integración social y el éxito de poder demostrar que el 

turismo comunitario es un aliado de la conservación de los recursos naturales como uno de los 
principales activos de la comunidad. Otra lección aprendida es que la iniciativa parte de los jóvenes 
locales que crecieron juntos y se conocen desde la infancia. Estos jóvenes tuvieron la visión de 
formarse tanto a nivel técnico como superior. 

 
Logro: la conformación de una cadena de valor integrada por servicios y productos 100% locales. 

 
 

 
Ilustración 2. Esquema del grupo territorial e integración comunitaria de CODEJAN 
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Clave 1-3: Identificar y tener una organización/institución clave/ancla 
 
Cuando se forma un grupo, es recomendable identificar una organización o institución ya establecida 

y fortalecida, y considerarlo como clave o ancla del grupo. Al formar grupos basados en estas 
organizaciones clave, se puede aprovechar sus recursos humanos y presupuestos, lo que hace más 
eficiente la formación de grupos. 

 
Tabla 13. Ejemplo Clave 1-3: Identificar y tener una organización/institución clave/ancla 

Buenas prácticas 
Grupo territorial que surge a partir de un grupo ancla 
Grupo Territorial de Dajabón: Asociación de Apicultores La 

Fronteriza 
 
Dajabón es una provincia fronteriza que no había 

tenido oportunidades con el turismo, hasta el momento. 
Gracias a los procesos de levantamiento de información 
se detecta que la producción de miel es una fortaleza. 
A raíz de este hallazgo, se inicia un proceso de diálogo 
con los apicultores, organizados previamente y con 
mucha motivación y orgullo por su producto. La 
organización es: la Asociación de Apicultores La 
Fronteriza.  

 
Se les propuso trabajar un producto turístico que 

partiese de la producción de miel y que supusiera un valor agregado a la apicultura. Se inició así el 
proceso para el diseño e implementación de la Ruta de la Miel. 

 
A partir de ese momento otros grupos se integran y surgen, no solo vinculados a la miel como el 

caso de la Asociación de Mujeres Artesanas de la Miel (Amamiel), sino empresarios locales e incluso 
el gobierno local. 

 
El grupo ancla que impulsó el proceso del Grupo del Territorio fueron los apicultores quienes 

exitosamente dieron el primer paso. No siempre los grupos ancla deben ser del sector turístico, sino 
simplemente motores que movilizan el proceso. 

 
Logro: se crea La Ruta de la Miel con integración de otros eslabones de la cadena de valor del 

turismo de Dajabón que permitieron fortalecer el GT. 
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Aspecto 2: Áreas geográficas de influencia de los Grupos del Territorio 
 
Clave 2-1: Identificar nivel/escala de territorio adecuado 
 
Un grupo territorial se podría formar a diferentes niveles/escalas geográficas. Podría ser de nivel 

distrital, municipal, provincial, regional o intermunicipal, de hecho, no siempre hay que considerar la 
división política territorial. Lo importante es identificar bien en cual nivel/escala del territorio es 
adecuado para que se pueda cohesionar un Grupo Territorial. 

  
Hay dos puntos que pueden ayudar para su identificación: 
 

1. Que los integrantes tengan aspectos comunes y que puedan reconocerse entre sí como parte 
del Grupo de influencia local. Cuando los integrantes del grupo sienten confianza y se sienten 
en un ambiente familiar, se hace más fácil la cohesión y la identificación de la visión común. 

 
2. El área de los destinos puede impactar la cohesión social. El Proyecto de TCS ha trabajado con 

el nivel/escala mínimo a nivel municipal y máximo subregional. Aun así, el nivel subregional 
surge después de haber trabajado el nivel provincial, pues las provincias conforman regiones 
provinciales según lo establecen las políticas de planificación territorial de la RD. 

  
La clave está en poder comenzar a formar un grupo pequeño y con el transcurso del tiempo, avanzar 

y fortalecer para ampliarse al nivel/escala de territorio. 
 
A partir de una unidad (ej. la producción artesanal de casabe) se puede desarrollar un producto 

turístico que aglutina a los actores locales con un objetivo común. Por otro lado, hay que resaltar que 
se ha observado que a menor tamaño del territorio mayor oportunidades de cohesión local, pues hay 
interacción previa. 

 
Tabla 14. Ejemplo Clave 2-1: Identificar nivel/escala de territorio adecuado 

Buenas prácticas 
Grupo territorial que se trabaja de manera provincial y municipal 

considerando la eficiencia y comodidad 
Grupo Territorial de Santiago Rodríguez y Monción 

 
La riqueza cultural de la provincia de Santiago Rodríguez es poco conocida a nivel nacional y 

mucho menos a nivel internacional. Uno de los principales productos es herencia de la cultura 
indígena taína: el casabe.  

 
Como en otras provincias del Cibao Noroeste, se creó el Grupo Territorial Provincial de Santiago 

Rodríguez, con actores del Gobierno provincial, de los tres ayuntamientos que conforman la 
provincia, cámara de comercio, productores, entre otros.  

 
Como la producción de casabe se concentra en el municipio de Monción, el proceso partió con las 

actividades de un grupo local, en el cual se contó con la participación del ayuntamiento municipal. 
En el inicio, se facilitó trabajar el nivel municipal, en el que se cuenta con una unicidad cultural con 
identidad, focalizado en Monción, pero contando siempre con el apoyo del grupo territorial 
provincial.  

 
Esta producción focalizada del producto en Monción supone un proceso de encadenamiento 

productivo que va desde la siembra de la yuca, como materia prima, hasta la elaboración artesanal 
e industrial del casabe en sus distintas variantes. 
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Este aspecto cultural era la oportunidad para impulsar una iniciativa de 

articulación social en torno al potencial turístico del territorio. Se propuso así 
la creación de la Ruta del Casabe; en la misma los productores de casabe 
asumieron el liderazgo e impulsaron con ahínco la iniciativa. Se sumaron otros 
proveedores de servicios (como el de alojamientos y guías). Así se fueron 
viendo progresos de esta integración local comunitaria que conformó el GT. 

 
Producto de este GT es la capacitación y 

conformación de un grupo de jóvenes 
llamados «anfitriones», que hacen las veces de guías y cuyos 
aportes son vitales para la interpretación de la ruta. Para ello, 
se hizo el guion de la ruta, los puntos de interpretación se 
mejoraron y se realizó una revista de Monción hablando del 
territorio y las potencialidades turísticas. 

 
Al ir fortaleciendo las actividades territoriales, se van uniendo 

otros municipios donde se tienen otras características, Sabaneta, como «Tierra de Músicos» y Villa 
Los Almácigos, como «Aventura y Naturaleza».  Así se va diversificando y enriqueciendo la atracción 
de la ruta.  

 
Este caso demuestra que un GT nivel provincial puede ser fortalecido al unir o agrupar los GT de 

nivel municipal donde hay unicidad y mantener acompañamiento a los GT municipales por parte del 
GT provincial.   

 
Actualmente, fue creado un clúster turístico de Santiago Rodríguez, el cual sería ideal considerarlo 

como grupo territorial provincial.  
 
Logro: una ruta temática cultural en torno a la producción del casabe que fue la excusa para 

iniciar otros procesos de mejora de productos turísticos locales y para posicionar Monción y sus 
atractivos turísticos. 

 
 
Así mismo, el encadenamiento del territorio potencia el producto turístico al enriquecerlo con ofertas 

diversificadas, organizadas y con criterio turístico. Ahora la subregión puede promoverse como un todo 
donde las partes mantienen su identidad y autonomía local. A continuación, se presenta un caso.  

 
Tabla 15. Ejemplo buenas prácticas Grupo Regional de Cibao Noroeste 

Buenas 
prácticas 

De grupos provinciales al grupo subregional 
Grupo Regional de Cibao Noroeste 

 
Al principio del Proyecto TCS se definió que la zona de intervención sería la región del Cibao con 

sus 14 provincias. En este territorio existen diferentes niveles de desarrollo turístico. Hay destinos 
maduros (Puerto Plata), en proceso de desarrollo (Montecristi) o incipientes (Dajabón). 

 
En general la subregión del CNOE es una de las más desconocidas como destino turístico, pero 

con un bagaje histórico cultural realmente interesante. Tras hacer los levantamientos en las cuatro 
provincias y el proceso de identificación de oportunidades de desarrollo de productos territoriales, 
se empezaron a trabajar con los GT locales rutas temáticas: Ruta del Casabe de Monción; Ruta de 
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la Miel en Dajabón; Ruta de Aventura en Montecristi (con Kayak y bird watching) y Ruta de las 
margaritas en Mao (Valverde). 

 
Estas rutas, por el desconocimiento generalizado de la zona, por sí solas no tendrían mayor 

impacto. Además, por la distancia la comercialización de las mismas sería compleja. Es por ello que 
se pensó en una propuesta que articulara todas las rutas a través de un circuito que, además, se 
posibilita por el trazado mismo de la red vial que conecta a las cuatro provincias. 

 
En este proceso se dio prioridad a fortalecer a cada uno de los grupos provinciales, puesto que 

sin tener un grupo territorial bien formado y tener una ruta temática establecida, sería difícil tener 
un grupo con una escala más grande, subregional, y un circuito.  

 
Manteniendo la idea del circuito, sensibilizando a los actores y realizando algunas actividades 

conjuntas. Después de casi tres años, comenzó la conformación del grupo subregional del Cibao 
Nordeste. Ya en ese momento, estaba más claro para cada uno de los integrantes, primero, el 
concepto de TCS (ya tenían idea de trabajar con el turismo), segundo estaba clara la importancia 
de articular diversos puntos para que sea un lugar con atractivo turístico.  

 
De esta forma, el grupo subregional de CNOE comenzó cuando los integrantes tenían una base 

común, una visión y dirección de TCS. La visión regional surge cuando las visiones provinciales 
estaban claramente definidas. Había asimismo una conciencia de que las rutas temáticas de cada 
provincia estarían bajo la sombrilla del «Circuito Sabor». 

 
Resultado: el primer circuito subregional del país formado por cuatro rutas temáticas operativas. 
 

 
 
Clave 2-2: Fortalecer primero los productos para luego encadenarlos en el territorio 
 
Hay ocasiones en que las unidades productivas, que son parte de los grupos territoriales, no se 

sienten lo suficientemente sólidas para dedicar tiempo y esfuerzos a estructuras superiores 
organizacionales. Es por ello que estas deben estar estructuradas y operativas para poder elevarse a 
procesos de propuestas encadenadas en los territorios, ya sea a nivel provincial o regional. A 
continuación, una buena práctica.  

 
Tabla 16. Ejemplo Clave 2-2: Fortalecer primero los productos para luego encadenarlos en el territorio 

Buenas 
prácticas 

Una unidad productiva que prefirió comenzar con un grupo de un 
alcance real 

Unidad productiva Chocolala, UMPC-Altamira, Puerto Plata 
 
El tema de gobernanza en el territorio turístico es uno de los mayores retos en la República 

Dominicana, por ello es necesario que los componentes de la cadena de valor están fortalecidos. 
Esto se ha comprobado en el caso del CNOE y en otros muchos espacios. 

 
En Puerto Plata se intentó conformar la Red de Unidades Municipales (UMPC) con la intención de 

crear una oferta de TCS a nivel provincial articulada. Esto suponía esfuerzos de los grupos locales 
del territorio para participar en reuniones, talleres y otros eventos. La unidad productiva Chocolala, 
grupo de mujeres que trabajan el chocolate, decidió primero fortalecer su estructura operativa y 
mejorar su producto antes de ser parte de un grupo sombrilla, donde tendría que desplegar 
esfuerzos y recursos que mejor disponían para su propio fortalecimiento. 
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Chocolala se caracteriza por los niveles de participación y un liderazgo potente, claro y enfocado.

La lógica de esto es que el todo no puede fortalecerse sin que las partes estén estructuradas y 
operativas. 

 
Logro: Una unidad productiva exitosa y progresando en apoyo de sus miembros que han mejorado 

su calidad de vida produciendo chocolate y otros productos derivados del cacao.   
 
Al enfocarse en el fortalecimiento de su grupo, logró ser un grupo autogestor que busca siempre 

la salida de su propio esfuerzo, sabe consultar, sabe buscar enlace, sabe trabajar por sí mismo. 
Además, siendo un grupo local, se está logrando más involucramiento de los habitantes locales con 
la producción de cacao y productos derivados. 

 
 
 
Aspecto 3: Desarrollo de productos turísticos por parte de los grupos del territorio  
 
Aquí se expone la necesidad de entender el concepto de recursos naturales y culturales de los 

territorios, su debido mapeo y categorización, para poder promover su transformación hacia un 
determinado producto/servicio turístico, esto es fundamental para que el GT enfoque sus esfuerzos. 

  
Clave 3-1: Identificar y crear productos y servicios anclas que destaquen en el territorio 
  
Una de las funciones importantes de un grupo territorial es articular los productos y servicios 

turísticos de un destino en favor de orientar y mejorar la experiencia del visitante, local o extranjero. 
Para ello, es bueno considerar los productos y servicios más atractivos que pudieran ser considerados 
como “ancla” o unicidad, para atraer a los turistas y de allí dirigirlos a otros lugares turísticos cercanos 
motivando el consumo de productos o servicios complementarios (hoteles, restaurantes, entre otras.) 
Por ejemplo: El avistamiento de Ballenas en Samaná como «ancla», permitirá al visitante ir a otros 
espacios de la provincia y además consumir productos y servicios en el territorio. 

  
Es necesario seleccionar los principales productos de forma adecuada, tanto interna (a nivel local) 

como externamente (con apoyo nacional o internacional), para determinar si son exclusivos de la 
región, si hay potencial demanda para ellos y si realmente son un elemento de identidad del destino. 

 
 

Tabla 17. Ejemplo Clave 3-1: Identificar y crear productos y servicios anclas que destaquen en el territorio 

Buenas 
prácticas 

Un grupo territorial que ha considerado un producto para formar 
grupo territorial 

Grupo Territorial de Montecristi 
 
Montecristi es una provincia conocida fundamentalmente por el Morro, un fenómeno 

geomorfológico que caracteriza su geografía. Pero esta provincia tiene muchos recursos naturales y 
unicidades que, puestas en valor, darían extraordinarios atractivos para una oferta turística 
diversificada. Por ejemplo, Montecristi es un «hot spot» de aves migratorias en todo el Caribe y 
posee una de las bahías más bellas con los manglares mejor conservados del Caribe (Bahía de 
Manzanillo). Partiendo de estos dos productos surgen dos grupos locales. 

 
Un grupo que articulaba guías en torno al avistamiento de aves y un grupo que promovía el Kayak 

en la Bahía. Ambos grupos trabajan con productos de gran interés para grupos amantes de la 
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naturaleza y la aventura. Como resultado, dos nuevas rutas operadas por dos grupos locales en la 
misma provincia. Y al identificar bien el producto ancla, ha sido fortalecida la ruta temática.  

 
LOGRO: Se conforman dos grupos en el territorio: Greemont y Manzanillo Ecoaventura, cada uno 

enfocado en el desarrollo de su propio producto que son complementarios para una propuesta 
turística provincial. 

 
 
Clave 3-2: Crear una marca local que identifique y fomente el orgullo 
  
Un ejercicio que se evidencia como clave para elevar los niveles de cohesión y orgullo del GT es la 

identificación y el uso adecuado de los principales productos, así nace la marca local que identifica el 
producto del sitio. Tras determinar el recurso, se transforma en producto turístico y es este producto 
el que, con una imagen/marca determinada, podrá lanzarse a los mercados formalmente. Cuando se 
logra identificar y posicionar un producto local, la comunidad eleva su orgullo y valora más sus propias 
potencialidades. 

 
Tabla 18. Ejemplo Clave 3-2: Crear una marca local que identifique y fomente el orgullo 

Buenas prácticas Creación de marca local de ruta de miel por GT 
Grupo Territorial de Dajabón 

 
Los productos requieren de una identidad por diversos motivos:  

 Para ser identificado desde su cultura empresarial (valores, calidades, entre otras.) 
 Para aumentar el orgullo por la marca local.  

 
Así surgió la marca de la Ruta de la Miel. Un proceso de ideas y de socialización donde se logró 

una propuesta de aceptación grupal. 
 
Un hecho interesante es que la marca de la ruta de la miel se convirtió a la vez en una sombrilla 

para subproductos generados a base de miel como los jabones creados por un grupo afín al de los 
apicultores. 

 
Este proceso supuso la participación de los actores en el 

diseño de la marca que fue debidamente interpretado por un 
diseñador gráfico. La marca principal sirvió posteriormente al 
diseño de submarcas de productos derivados de la miel y que 
hoy son parte de la ruta.  

 
Cabe mencionar que bajo la marca de la ruta se pueden desarrollar productos con submarcas 

asociadas. 
 
Logro: mejora del posicionamiento del producto turístico y reconocimiento a través de marca 

atractiva. 
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Clave 3-3: Considerar la cadena del valor  
 
Como se ha presentado anteriormente, encadenar los productos y servicios es importante y 

necesario para ser un destino. Un turista requiere consumir diversos productos y servicios durante su 
estadía. Aquí un ejemplo: 

 
Tabla 19. Clave 3-3: Considerar la cadena del valor 

Buenas prácticas 
Encadenamiento de los productos relacionados a la miel a través 

de la ruta temática 
Grupo Territorial de Dajabón 

 
Dajabón es una provincia que no destaca por ser turística, localizada en zona fronteriza, es donde 

se encuentra el principal mercado binacional de la isla. Dajabón, a su vez, cuenta con interesantes 
aspectos culturales y naturales. Había un interés local en potenciar estos recursos, pues se veían en 
el espejo de otros territorios cercanos que se iniciaron con la diversificación económica agrícola 
integrando la actividad turística. 

 
Con apoyo del TCS se empiezan los primeros ejercicios para la conformación de un GT siendo los 

principales impulsores los apicultores de la zona. Y es que, en Dajabón se produce una exquisita 
miel, tanto de bosque húmedo como de bosque seco.  

 
De este recurso cultural (la apicultura es un recurso puramente cultural) se logró armar la primera 

ruta de la miel a nivel nacional, promoviendo además el darle valor agregado a la miel y a los 
productos derivados del apiario.  

 
Hoy cuentan con la participación plena de las mujeres de la Asociación de Mujeres Artesanas de 

la Miel (Amamiel), quienes producen en la actualidad más de 10 productos adicionales como 
jabones, cremas, vinagre, dulces, entre otros. 

 
 
 
Aspecto 4: Liderazgo 
 
Para el turismo comunitario sostenible, sería ideal un liderazgo: 

 Participativo. 
 Facilitador. 
 Emprendedor. 
 Escucha activa con la gente. 
 Respeto por las opiniones opuestas. 
 Abierto y transparente. 
 Con capacidad de comunicación efectiva. 
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Clave 4-1: Identificar y establecer un liderazgo con visión comunitaria: gestor 
comunitario 

 
Para el buen manejo de un grupo, es indispensable contar con un liderazgo comunitario adecuado. 

Y para ello, es importante tener un buen criterio para identificar personas. 
  
Este líder/lideresa debería tener una visión comunitaria y democrática, que no busque sus propios 

beneficios. Debe ser seleccionado por acuerdo entre los integrantes. El líder debe tener una visión 
clara de la dirección y el rumbo del proyecto y la capacidad de ejecutarlo motivando al grupo.  

 
A continuación, una buena práctica de líder propositivo, participativo y capaz que cuenta con el 

apoyo de los miembros del grupo. 
 

Tabla 20. Ejemplo Clave 4-1: Identificar y establecer un liderazgo con visión comunitaria: gestor comunitario 

Buenas prácticas 
Un líder facilitador que ayuda a catalizar y a agilizar para alcanzar 

resultados positivos 
Grupo Territorial de Santiago Rodríguez y Monción 

 
La elección de un líder facilitador de procesos en el caso de Monción permitió conseguir un 

promotor de su municipio desde antes de integrarse al grupo territorial, al utilizar los medios de 
comunicación que estaba a su alcance, así como YouTube, redes sociales, entre otros. El facilitador 
ha tenido siempre una visión de desarrollo comunitario/municipal, aprovechar bien su capacidad 
para fin del desarrollo comunitario y ayudar y apoyar a los demás. Este facilitador logró motivar a 
otros actores quienes se sumaron al impulso de la Ruta del Casabe. 

 
Esta persona luego se convirtió en líder del grupo de anfitriones, el cual juega un rol importante 

en la ruta. Aunque el joven no tenga un cargo directivo en el GT es, simbólicamente, un líder.  
 
Logro: un perfil de facilitador proactivo y comprometido con resultados importantes y aportes a 

la articulación social. Un líder facilitador puede empoderar a otros integrantes. 
 

 
 
Así mismo, la rotación del líder podría ser otra clave que se ha observado para la creación del clima 

de confianza y apertura a la participación de todos. Un equipo donde todos asumen posiciones de 
liderazgo, en otras palabras, un liderazgo compartido dentro de un equipo de trabajo. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Manual para la conformación y el fortalecimiento de Grupos Territoriales con base en la experiencia del Proyecto de 
Turismo Comunitario Sostenible 

 

31 

Tabla 21. Ejemplo 2 Clave 4-1: Identificar y establecer un liderazgo con visión comunitaria: gestor comunitario 

Buenas 
prácticas 

Un equipo donde todos asumen posiciones de liderazgo 
Consejo de Desarrollo Ecoturístico de Jamao al Norte (Codejan) 

 
Este es el caso de una ONG conformada por jóvenes comprometidos con el territorio. Dentro de 

estos jóvenes existen muchos con habilidades de liderazgo. Esa condición permitió que varios de 
ellos asumieran posiciones de liderazgo en diferentes momentos en beneficio del colectivo. Es un 
ejemplo interesante y poco común, pues ellos siempre están dispuestos a trabajar y a asumir 
compromisos en favor del desarrollo. 

 
Logro: capacidad de cubrir mayor número de 

compromisos pues hay delegación de funciones y 
distribución de responsabilidades; más 
democráticamente, se toma en cuenta a todos los 
miembros, se enriquece el proceso, es eliminada 
la vulnerabilidad de tener solo un líder. Siempre 
hay reemplazo. Esta política del Codejan mantiene 
unidos y comprometidos a los miembros. 

 
 
 
Aspecto 5: Diseño de estrategia de desarrollo turística local  
 
Clave 5-1: Crear un plan estratégico: con una visión y dirección real, clara, compatible 
 
La planificación estratégica debe ser un proceso abierto y participativo. Un grupo debe tener una 

visión y dirección para un determinado tiempo y estos deben ser compartidos entre todos los 
integrantes para que puedan seguir un mismo camino. Esta visión y dirección debe ser real y clara. 

 
Definir una visión colectiva de hacia dónde se quiere llegar como GT es fundamental para determinar 

cómo llegar, cuándo, con qué, dónde, con quiénes y con cuánto llegar. Es decir, lo que comúnmente 
se conoce como estrategia. 

 
En el caso de los TCS el nivel de desarrollo de estrategia es una tarea pendiente que deberá 

impulsarse desde el MITUR. El Proyecto TCS desplegó grandes esfuerzos en crear las bases para la 
creación de los GT y los diagnósticos de los territorios, así como el desarrollo de productos a modo de 
programas piloto. Sin embargo, este proceso debe continuar, ahora de manos del MITUR quien deberá 
impulsar el diseño de las estrategias de desarrollo de cada GT, siempre de forma participativa, abierta 
y transparente. 

 
Este aspecto es clave para avanzar en la promoción y difusión del modelo TCS. 
 
Clave 5-2: Realizar monitoreo y evaluación  
 
Así mismo, el destino bajo gestión debe contar con un plan de monitoreo y evaluación de 

sostenibilidad que debe basarse en una batería de indicadores que responda a los cuatro pilares de la 
Sostenibilidad como indica el Consejo Global de Turismo Sostenible: gestión, ambiental, social y 
económico. La OGD junto al grupo territorial deben velar por el cumplimiento de: 
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a. La implementación de la estrategia.  
b. El respeto a los indicadores de sostenibilidad debidamente diseñado en respuesta de 

las características del territorio  
 
 
Aspecto 6: Capacitación  
 
Clave 6-1: Fortalecer la capacidad local 
 
Para lograr todas las claves anteriores, es importante fortalecer la capacidad de los actores locales. 

Hay que identificar sus debilidades para así establecer las capacidades a fortalecer. En la 
implementación del modelo TCS se determinó que los temas más acuciantes para ser considerados 
como temas de capacitación son: turismo como actividad económica global, liderazgo, administración, 
entre otras. Es importante entender que sin formación no hay calidad turística. 

 
Tabla 22. Ejemplo Clave 6-1: Fortalecer la capacidad local 

Buenas prácticas Formación integral para un servicio turístico de calidad 
Consejo de Desarrollo Ecoturístico de Jamao al Norte (Codejan) 

 
Esta organización de la que ya se ha hecho mención varias veces, inició su proceso de desarrollo 

local entendiendo las necesidades de sus miembros de capacitarse en diversos ámbitos. De ahí que, 
con el apoyo del Clúster Turístico de Espaillat y del Infotep inició en un primer ejercicio de 
segmentación del grupo para entender sus habilidades y sus preferencias en temas de 
especialización.  

 
De esta forma se impartieron cursos de manejo inocuo de alimentos a las personas que realizan 

los trabajos de A&B dentro de la propuesta turística; se formaron en contabilidad y en administración 
aquellos que asumirán estos controles en el grupo; atención al cliente e idiomas, seguridad y 
primeros auxilios para los guías, entre otros. 

 
Resultado: un grupo multidisciplinario, debidamente capacitado y entrenado para funcionar como 

equipo y dar un servicio de calidad al turista. 
 

 
 
Aspecto 7: Alianzas estratégicas  
 
Clave 7-1: Identificar y crear alianzas estratégicas con diferentes entidades  
 
Para ejecutar las claves, es importante identificar las necesidades del territorio y del grupo territorial 

e identificar las entidades que pudieran ser aliadas, tanto a nivel local, como nacional e internacional. 
Las alianzas tienen distintos niveles de apoyo y a continuación se presentan algunas: 

 
a. Alianzas locales con el gobierno local: el ayuntamiento puede apoyar con permisos, 

ornato, mejora de la limpieza del territorio o simplemente apoyo en mejora de accesos viales. 
 

b. Alianzas provinciales: las organizaciones provinciales público-privadas apoyan las iniciativas 
turísticas. Ej. MITUR – Valverde apoyo al GT en el diseño de la Ruta de las Margaritas, con asistencia 
logística. 
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c. Alianzas nacionales: Los Proyectos TCS firman acuerdo con la Asociación Nacional de Prensa 
Turística para apoyo promocional a través de medios digitales (redes) y tradicionales (TV, prensa, 
radio). 

 
d. Alianzas internacionales: La Agencia de Cooperación Internacional del Japón (JICA) apoya 

a los TCS de RD con asistencia financiera y técnica. 
 
 

  

Manual para la conformación y el fortalecimiento de Grupos Territoriales con base en la experiencia del Proyecto de 
Turismo Comunitario Sostenible 

 

34 

Capítulo 3. Metodologías para la conformación de los grupos territoriales  
 

3.1 Proceso de creación de un grupo territorial  
 
La iniciativa de los grupos territoriales busca provocar que la sociedad civil asuma compromisos y 

responsabilidades con el desarrollo de su propio territorio, más allá de esperar propuestas políticas. Se 
trata de empoderar a las personas y a las organizaciones para que lideren acciones que generen una 
mejor calidad de vida. Para ello se siguen una serie de procesos, detallados a continuación: 

 
1. Diagnóstico del territorio desde la perspectiva turística 

A) Identificación de actores locales. 
B) Levantamiento de los recursos locales. 
C) Caracterización de la actividad turística local. 

 
2. Validación de los resultados del diagnóstico  

A) Taller participativo para la identificación de los recursos locales.  
B) Visita a puntos de interés turístico identificados para validación in situ y creación de 

ficha de sitio. 
C) Priorización de sitios para ser adecuados como productos turísticos locales. 

 
3. Creación del GT con base al proceso anterior y la identificación consensuada de procesos a 

impulsar como colectivo en favor del desarrollo turístico local. 
A) Establecimiento de los integrantes  
B) Planificación estratégica 
C) Monitoreo y evaluación 

 
 

3.2 Explicación de los procesos  
 

1. Diagnóstico del territorio desde la perspectiva turística  
 

(1) Identificación de los actores locales 
 
La identificación de los actores locales es una de las claves citadas del proceso de creación de un 

GT. Entender la composición de los sectores público y privado y entender las posibilidades de alianzas 
locales es parte de los objetivos de este ejercicio. Para ello existen múltiples metodologías para 
identificar los actores.  

 
Hay diferentes metodologías. Una de ellas es Mapeo de actores (MAC) 
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Tabla 23. Mapeo de actores 

Método Mapeo de actores (MAC) 
El Mapeo de Actores (MAC), también conocido como sociograma supone el uso de esquemas para 

representar la realidad social en la que se está inmerso. No solo consiste en obtener un listado de 
posibles actores en un territorio, sino sus acciones, objetivos y la situación por la que se encuentran 
en el mismo. 

 
El MAC es una metodología ampliamente extendida y se basa en el hecho de que la realidad social 

se puede ver esquematizando las relaciones sociales donde participan actores sociales e instituciones 
de diversa índole. Se parte de que se puede pensar en las redes sociales como estructuras 
conformadas por la relación entre actores. Los conjuntos de vínculos o relaciones sociales forman 
redes y según sea la posición que ocupan los distintos actores, se van a definir valores, creencias y 
comportamientos. 

 
Esta técnica consiste en representar gráficamente las relaciones interpersonales en un grupo de 

individuos mediante un conjunto de puntos (los individuos) conectados por una o varias líneas de 
diverso tipo (las relaciones interindividuales) que indican diferentes modos de relación. 

 
Se encuentra diversos tipos y métodos de mapa y se puede consultar en páginas de web. A 

continuación, se presentan algunos ejemplos.  
 
 

 
 
 
 

 

 
 

 

 
 
 

(2) Levantamiento de los recursos locales  
 
Conocer las riquezas naturales y culturales de un territorio es lo que permite proyectar sus 

potencialidades. Es por ello que, a la hora de querer impulsar un territorio desde la perspectiva 
turística, hay que hacer un levantamiento de estas oportunidades para evaluar su posible puesta en 
valor como atractivo turístico. 

 
 
Criterios para levantamiento de los recursos locales: Entender los recursos del territorio es 
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un ejercicio técnico, pues son múltiples los criterios a considerar para poder visualizar la transformación 
del mismo como producto turístico. Entre los criterios a considerar están: 

 
● Accesibilidad. 
● Interés 
● Unicidad. 
● Oportunidades de gestión local del recurso para su adecuado mantenimiento. 
● Existencia de servicios o necesidad de instalarlos (baños, información, seguridad, 

manejo de residuos, entre otras). 
 

 
Tipo de recursos locales: Los territorios cuentan con recursos cuya puesta en valor son 

claramente oportunidades para su desarrollo. Existen recursos naturales y culturales. 
 

 Los recursos naturales: Son todos aquellos producto de la madre tierra: ríos, montañas, 
playas, plantas, animales, volcanes, arrecifes, cuevas, entre otras. 

 
 Los recursos culturales: Son todos aquellos que han tenido o tienen la intervención del 

ser humano: el arte, la artesanía, la arquitectura, la agricultura, el folklore, la historia, la 
literatura, el comercio, entre otras. Estos recursos culturales pueden dividirse en 
tangibles e intangibles. 

 
o Los recursos culturales tangibles o materiales son aquellos que conforman todo lo que 

puede ser visto o tocado, por ejemplo: muebles, objetos arqueológicos, artesanía, 
monumentos, edificios, libros, entre otras. 

 
o Los recursos culturales intangibles o inmateriales son los que engloban las costumbres 

de una sociedad, las creencias, su folklore, la música, sus historias, en fin, todo lo que 
no puede ser tocado, pero si puede ser visto (carnaval), escuchado (música típica). 

 
 
Estos recursos, naturales y culturales, deben ser debidamente inventariados por las comunidades 

para conocer lo que tienen y sus oportunidades de puesta en valor para el desarrollo, siempre 
siguiendo los preceptos de la sostenibilidad.  

 
Es importante recordar que la sostenibilidad se basa en el equilibrio perfecto entre la conservación 

del recurso, su aprovechamiento social y su puesta en valor como objeto económico, bajo un esquema 
de gestión integral. 
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Tabla 24. Ejemplo levantamiento de listado de los recursos locales 

Ejemplo Resumen de levantamiento de listado de los recursos locales 
Un ejemplo de resumen de levantamiento de los recursos potenciales de TCS en Cibao Norte 

    (Fuente: Proyecto TCS, 2017) 
 
 

(3) Caracterización de la actividad turística local 
 
Es importante entender la oferta turística del territorio, desde cada uno de los eslabones propios de 

la actividad. La importancia radica en entender cuál es la oferta de productos y servicios de un 
territorio, entender sus cualidades y falencias pues de esa manera la OGD mixta y el MITUR pueden 
accionar políticas que apoyen nuevas inversiones que busquen mejorar o completar la oferta del 
territorio, por ejemplo. Algunos de los eslabones que deben tomarse en cuenta en una caracterización 
de un destino turístico son: 

 
 Alojamiento (hoteles, aparta hoteles, hostales, entre otras.), capacidades, calidades. 
 Alimentos y bebidas (restaurantes, cafeterías, bares, entre otras.), especialidades. 
 Excursiones, tipologías. 
 Servicios vinculados (guías, transporte, entre otras.) 
 Servicios complementarios (farmacias, clínicas, policía, entre otras.) 

 
 
Para ello debe visitarse el territorio y hacer el levantamiento físico, aunque previamente se puede 

levantar data a través de los medios digitales. 
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Tabla 25. Método de levantamiento de oferta del territorio 

Método Levantamiento de oferta del territorio 
Para el levantamiento de la oferta del territorio pueden realizarse varios pasos: 
 
1. Búsqueda de la oferta online de los productos/servicios turísticos directos. 
2. Acudir a las guías turísticas.  
3. Con las referencias anteriores se visita el territorio y los establecimientos previamente 

localizados vía internet o consultando otras fuentes. La visita in situ, permitirá conocer la 
realidad de la oferta, la calidad de la misma y las oportunidades de encadenamiento. 

4. En el mismo territorio se pueden pedir referencias de otros servicios / productos turísticos no 
registrados. 
 

 
 

2. Validación del diagnóstico por parte de los actores locales 
 
La validación es un proceso vital pues supone el empoderamiento y el reconocimiento por parte de 

la comunidad de sus propios valores locales, esto despierta el orgullo por el territorio. 
 
Para el Proyecto TCS, esta etapa es fundamental, es el detonante para que los actores locales sean 

protagonistas de su propio desarrollo y no simples espectadores. A partir de este momento, se asumen 
roles y responsabilidades.  

 
Es en este punto de inflexión donde radica la diferencia entre el turismo tradicional, donde la 

inversión decide unilateralmente los lineamientos de desarrollo, y el turismo comunitario, que es 
fundamentalmente participativo y toma en cuenta la opinión y consideraciones de la gente. 

 
 

A) Taller participativo para identificación de los recursos locales  
 
Un encuentro inicial y ampliado con los actores locales es fundamental para poder presentar, 

socializar, compartir y sobre todo validar los recursos locales encontrados y, al mismo tiempo, que los 
actores locales reconozcan los tesoros que existen en su territorio, probablemente no reconocidos 
como tal hasta dicho momento. Esta falta de reconocimiento de las potencialidades locales suele ocurrir 
porque la cotidianidad causa que muchos recursos pasen desapercibidos a los ojos de los actores 
locales. 

 
Considerando lo anterior, se recomienda realizar un taller participativo en el que los actores locales 

por sí mismos identifican o re identifican los recursos locales que existen en su territorio.  En este 
contexto, actores con diferentes perspectivas y experiencias se reúnen para discutir y “redescubrir” 
los recursos de su territorio y comparten entre sí los conocimientos sobre ellos.  

 
El objetivo principal de este taller radica, más que en la identificación de los recursos en sí, en que 

los actores locales validen y asuman los tesoros que se encuentran en su territorio, despertando orgullo 
y amor por su localidad. La protagonista del turismo comunitario sostenible es la comunidad. Por tanto, 
este taller participativo es un proceso clave y crucial para el trabajo de turismo comunitario sostenible.  
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Tabla 26. Método de Identificación de los recursos locales participativa 

Método Identificación de los recursos locales participativa 
 
Para la identificación de los recursos locales: 

 
1) Listado de los recursos locales  

1.1. Anotar en una tarjeta el nombre del recurso local clasificado según el tipo: natural, 
cultural e histórico y productivo. Se recomienda utilizar diferentes colores para uno 
a otro.   

- Natural: verde  
- Cultural e histórico: amarillo  
- Productivo: rosa  

 
1.2. Colocar todas las tarjetas en un lugar según el tipo.  
 
1.3. Poner un número a cada recurso.   

 
2) Mapa de los recursos locales  

2.1. Anotar en la etiqueta los números. Se recomienda utilizar la etiqueta con el mismo 
color de la tarjeta.  

2.2. De acuerdo con el número de cada recurso, colocar la etiqueta en sitio adecuado del 
mapa.  
 

  
  

Claves:  
 Visualizar lo que está discutiendo. 
 Facilitar la discusión: no explicar ni presentar cuáles son los recursos locales, sino permitir 

que los locales los reconozcan de forma natural. En caso de que se les dificulte, entonces, 
generar vías para que puedan identificar y valorar. 

Ilustración 3. Ejemplo Listado de los recursos locales Ilustración 4. Ejemplo Mapa de los recursos locales 
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B) Visita a puntos de interés turístico identificados para validación in situ 
 
El equipo técnico, junto a un grupo de actores locales, deben visitar cada uno de los puntos con 

potencial turístico surgidos en los levantamientos previos, para constatar la situación real de 
adaptabilidad de cada uno hasta convertirse en un producto turístico. Pero además estas visitas 
permiten construir las historias de cada punto que serán parte de su interpretación futura. 

 
Tabla 27. Ejemplo Fichas de recursos locales 

Ejemplo Fichas de recursos locales 
 
A continuación, se presentan ejemplos de formato de la ficha 

 
 
 
 
 
 
 

C) Priorización de sitios para ser adecuados como productos turísticos locales 
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Las necesidades de adaptabilidad del recurso para ser producto pueden ser muchas en un destino. 

Pero los recursos económicos pueden ser muy limitados, por lo que se requiere priorizar aquellos que: 
 

 Tengan un fuerte atractivo para los turistas por ser único o extremadamente bello (ej. Bahía 
de Manzanillo). 

 Tengan fácil acceso. La intervención en la mejora de los accesos suele ser costosa, por lo 
que una forma de priorizar las intervenciones es considerando los sitios donde ya existe 
accesibilidad. 

 Tengan capacidad local de gestión. La posibilidad de que existan actores comunitarios 
locales interesados en ser parte de un proceso de gestión del sitio es fundamental. Se generan 
empleos y se garantiza la conservación de las infraestructuras de apoyo que se instalen en el 
lugar. 

 
 

3. Creación de la estructura operativa del grupo territorial 
 

A) Establecimiento de directrices y estatutos 
 
Basados en el proceso anterior se hace necesario consolidar una estructura operativa que ejecute 

las acciones dispuestas. El paso a paso sería: 
 

 Nombrar una directiva y crear un organigrama funcional. 
 Identificar y nombrar el / la líder. 
 Establecer los protocolos de funcionamiento. 
 Diseñar los estatutos organizacionales. 

  
B) Planificación estratégica 

 
Para ello es necesario diseñar un plan de acción con el objetivo de alcanzar una meta definida.  
Un plan estratégico ayuda a enfocar los esfuerzos, el tiempo y los recursos que serán utilizados. 
 
Para que la planificación comunitaria sea exitosa, debe ser lo más participativa posible. Debe estar 

enfocada en la visión compartida, es decir, la situación deseada o sueño que haya sido creado por la 
comunidad, como resultado también de un proceso participativo. 

 
Este modo de planificación es abierta, democrática, dinámica y más aproximada a la realidad de la 

vida de las personas. Este proceso permite el intercambio y la creación de comités de trabajo con 
participación local, dirigidos todos al logro del mismo objetivo. Los pasos de la planificación son: 

 
I. Creación de visión  

II. Análisis de situación actual 
III. Definición de objetivos 
IV. Determinación de indicadores 
V. Determinación de actividades 

 
A continuación, se expone cada uno en detalle: 
 
 

 
I. Creación de la visión compartida de destino: La visión ofrece el panorama a donde se 
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quiere llegar en un plazo determinado y para ello hay que establecer una planificación 
estratégica. Se fija un período de entre 5 y 10 años para alcanzar aquella visión, ahora, en 
estos tiempos donde todo cambia rápidamente. La visión debe ser: 

 
 Visualizable: es decir que las personas de la comunidad puedan tener una imagen mental 

de cómo será el futuro. 
 Deseable: genera la motivación e interés en las personas que van a participar de ella. 
 Alcanzable: abarca objetivos realistas y aplicables. 
 Enfocada: tan clara y explícita como para servir de guía a los líderes en la toma de 

decisiones. 
 Flexible: que permita la existencia de alternativas y el uso del criterio e iniciativa de los 

líderes. 
 Comunicable: que sea fácil de transmitir y explicar a las personas que estén vinculadas 

en el proceso. 
 

Por ejemplo, la visión de Montecristi  
 

«Montecristi, destino turístico próspero y seguro, sustentado en la capacidad 
de integración de sus instituciones y en la generación de oportunidades, que 
impulsa un turismo inclusivo y de calidad internacional en un territorio 
ordenado y eficiente, distinguido por su historia, su cultura y su gente 
hospitalaria.»  

 
 
II. Análisis de la situación actual 
 
Para poder alcanzar la visión compartida, debemos analizar la condición actual de la organización y 

el territorio, sus fortalezas y sus debilidades, así como los retos y las oportunidades externas. El 
resultado del análisis del diagnóstico permite identificar cuáles serán los lineamientos estratégicos a 
utilizar.  

 
Por ejemplo, si se identifica como una debilidad «la mala calidad del servicio turístico local», un 

lineamiento estratégico debería ser «alcanzar niveles de excelencia en la calidad de la oferta turística». 
De este lineamiento se pueden desprender acciones tales como: 

 
 Programas de formación para empleados del sector en temas de calidad integral. 
 Programas de certificaciones de calidad (como la ISO 9001). 
 Supervisión continua para medir indicadores de calidad. 
 Monitoreo de satisfacción del cliente. 

 
 
Para esto hay múltiples metodologías de aproximación, una de ellas es el llamado FODA. 
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Tabla 28. Ejemplo FODA 

Método FODA 
 
FODA es Fortalezas, Oportunidad, Debilidad, Amenaza. 
 
Este análisis es una herramienta que permite conformar un cuadro de situación actual de la 

comunidad, que permite visualizar sus puntos positivos y negativos, destacando las fortalezas y 
debilidades internas, y las amenazas y oportunidades externas permitiendo obtener un diagnóstico. 

 
 Internas Externas 

Positivos 
Fortalezas: las capacidades con las que 

cuenta la comunidad: recursos existentes, 
actividades que se desarrollan 
positivamente, unicidades, entre otros. 

 

Oportunidades: los factores que 
resultan positivos, favorables, y que pueden 
ponerse en valor en beneficio de la 
comunidad, y que serán identificados en el 
territorio en cuestión.  

Negativos 

Debilidades: aquellos factores que 
provocan una situación desfavorable para la 
comunidad: limitaciones en accesos, 
debilidades institucionales, entre otras. 

Amenazas: son aquellas situaciones que 
provienen del entorno y que pueden atentar 
incluso contra la misma estabilidad de la 
comunidad. No pueden ser controladas. 

 

 
 
 

III. Definición de objetivos generales y específicos 
 
Para alcanzar una visión hay que definir distintos tipos de objetivos, los generales y los específicos.  
 

 El objetivo general es un enunciado que recoge la idea central y la finalidad del proyecto 
comunitario que se está desarrollando. 

 
 Los objetivos específicos se refieren a aquellos que se persiguen en los distintos procesos y 

aspectos que se desarrollan para alcanzar la meta o visión deseada. 
 
 
Los objetivos deben ser claros y concisos, realizables, enfocados en logros y no en procesos. Por 

ejemplo:  
 

Periodo del proyecto: 2025-2030 
 
Objetivo: alcanzar al mayor nivel de sostenibilidad en el 

desarrollo del turismo local. 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

Manual para la conformación y el fortalecimiento de Grupos Territoriales con base en la experiencia del Proyecto de 
Turismo Comunitario Sostenible 

 

44 

IV. Determinación de indicadores 
 
Los indicadores son valoraciones cuantitativas producto de las acciones realizadas para alcanzar los 

objetivos. Estos nos permitirán ver cuán cerca o lejos estamos de la meta y hacer los correctivos 
necesarios en el plan de actividades para cumplir con la visión. Por ejemplo: 

 
Periodo del proyecto: 2025-2030 

 
Objetivo: alcanzar al mayor nivel de sostenibilidad en el desarrollo del turismo 
local  

 
Indicador: el porcentaje de los hoteles de la localidad con alguna 
certificación de sostenibilidad turística   

 
Meta: 50% (actual 10%) 

 
 

 
V. Determinación de actividades 
 
Un plan de actividades es un documento que recoge las tareas que se deben ejecutar para alcanzar 

un objetivo concreto. Para realizar un plan de actividades deben seguirse los siguientes pasos: 
 
Paso 1: ¿Qué objetivo específico queremos alcanzar? 
Paso 2: ¿Cuánto tiempo tenemos para alcanzarlo? 
Paso 3: ¿Con qué presupuesto contamos? 
Paso 4: Listar las actividades que se requieren para alcanzar el objetivo y establecer prioridades. 
Paso 5: Establecer un cronograma de ejecución de actividades. 
Paso 6: Asignar recursos humanos, financieros, entre otros, para ejecutar las actividades. 
Paso 7: Seguimiento al cumplimiento de la ejecución del plan de acción y correctivos. 
 
 

C) Monitoreo y evaluación  
 

Basados en los indicadores se podrán hacer los procesos de monitoreo regulares (anuales, por 
ejemplo) y de evaluación que suelen ser al final del periodo fijado para verificar si se alcanzó o no la 
meta y las razones de este desempeño. 

 
El monitoreo busca dar seguimiento al plan de trabajo producto de la planificación estratégica, 

evaluando sistemáticamente los avances y progresos para determinar si hay que introducir correctivos 
y ajustes en base a los objetivos planteados. 

 
Existen evaluaciones intermedias y lo que se conoce como evaluación final. Las evaluaciones 

intermedias son herramientas que permiten medir los progresos e impactos que el proyecto va 
teniendo. El número de evaluaciones intermedias dependerá del gestor y del ciclo de vida del proyecto. 
Si es un proyecto corto probablemente no amerite evaluación intermedia. Si es un proyecto a 5 años, 
las evaluaciones podrían ser cada 2 o 3 años. 

  
A la hora de realizar una evaluación se debe elegir bien a los actores que participaran en ella. Podrán 

ser técnicos, beneficiarios, comunitarios, entre otras. Esto permitirá una evaluación mixta, más rica y 
objetiva. La evaluación final es una sola y tiene lugar al cierre del proyecto. Los objetivos de ésta son: 
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(1) Medir el grado de eficacia y eficiencia del proyecto. Eficacia en lo relativo a la capacidad 

de las actividades desarrolladas para alcanzar los objetivos y eficiencia en relación con 
el uso de los recursos necesarios para alcanzarlos. 

(2) Valorar la conveniencia de replicar el proyecto en el futuro. 
(3) Determinar las razones de los éxitos y fracasos. 
(4) Establecer otros efectos o consecuencias no previstos inicialmente. 
  

 

Capítulo 4. Rutas y circuitos: una forma de encadenamiento en el territorio 

4.1 Grupos territoriales y encadenamiento a través de rutas y circuitos   
 
Los grupos territoriales pueden impulsar encadenamientos en el territorio como forma de potenciar 

la visitación, mejorar las experiencias de los turistas; diversificar la oferta, fomentar el gasto turístico 
local, así como promover redes de apoyo empresarial con base al concepto. 

 
Las rutas y circuitos son estrategias de este tipo lo que potencia la movilidad del visitante, 

promoviendo tanto el gasto como la acumulación de experiencias en el recorrido, ambos son 
oportunidades, no sólo de las experiencias temáticas sino de servicios conexos al viaje tales como 
hoteles, restaurantes, paradas, bombas de combustible, lugares de venta de artesanía, entre otros. Es 
decir, que de estos productos del territorio se beneficia toda la cadena de valor del turismo local.  

 
Son cada vez más frecuentes las rutas temáticas y circuitos en los destinos turísticos a nivel global. 

Son como propuesta de orientación al turista que permiten ordenar el territorio y la oferta. Y cabe 
mencionar que un circuito puede contener rutas temáticas.  

 
Dentro del Proyecto TCS se han generado exitosas experiencias de encadenamientos que han 

supuesto impactos positivos para el desarrollo local.  
 

4.2 Rutas temáticas  
 
Las rutas temáticas son las que se crean en torno a un tema, el cual puede ser cultural, histórico, 

natural, entre otros. En el mundo, solo por mencionar algunos, se encuentran la Ruta del Vino, la Ruta 
del Tequila, la Ruta del Inca, la Ruta Maya, entre otros. Lo importantes es que el tema asegure la 
coherencia y el contenido del itinerario que funciona como una red al conectar distintos puntos, 
atractivos y servicios. 

 
Tabla 29. Ejemplo Ruta de Miel en la provincia de Dajabón 

Ejemplo Ruta de Miel en la provincia de Dajabón 
 
En varios encuentros con los actores locales se ponían sobre la mesa diversos recursos naturales 

y culturales que ellos entendían como prioritarios para hacer las intervenciones y ser incluidos en el 
circuito. Uno de ellos era el Mercado Binacional. 

 
El equipo técnico visitó el mercado que se celebra dos días a la semana (lunes y viernes), es un 

lugar de encuentro de dominicanos y haitianos para ofrecer todo tipo de productos. Sin embargo, a 
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pesar de que la experiencia puede resultar interesante, las condiciones de salubridad y seguridad 
no eran aptas para sumar a Dajabón en un circuito turístico. 

 
Por esta razón se visitó y mapearon todos los recursos naturales y culturales del territorio, 

evidenciando que la miel era el tema óptimo para el diseño de una ruta. Para esto había múltiples 
razones: 

 
 Dajabón producía miel de excelente calidad. 
 Ya tenía un grupo organizado en una asociación de apicultores. 
 Había algunos productos de valor agregado. 
 La localización de algunos apiarios permitía una fácil accesibilidad. 
 La ruta pasaría por casi todo el territorio, ampliando las oportunidades de 

encadenamiento para beneficiar a más emprendimientos locales. 
 Las tendencias en torno a la salud y la buena nutrición por parte de varios segmentos 

de turistas potenciales abrían oportunidades para la visita. 
 
Se siguieron los siguientes procesos: 
 

a. Levantamiento y georreferenciación de apiarios. 
b. Verificación de elementos «únicos» en cada apiario. 
c. Definición de temas en cada apiario, según su localización y características. 
d. Creación de guiones de ruta, para el todo y para cada apiario. 
e. Diseño de sendero en cada apiario. 
f. Adecuación de cada apiario. 
g. Señalización en cada apiario. 
h. Capacitación de los apicultores para que pudiesen guiar a los visitantes dentro de 

cada apiario. 
i. Verificación de potencialidades de subproductos de la miel con valor agregado 

(polen, propóleo, jalea real, cera, otros). 
j. Creación de logo de ruta. 
k. Creación o mejora de envases y empaques para productos. 
l. Inclusión de la mujer en el diseño de subproductos. 
m. Creación de la Asociación de Mujeres Artesanas de la Miel (Amamiel). 
n. Capacitaciones a las miembros de Amamiel. 
o. Diseño de 10 nuevos productos a base de miel con la marca DA – JABÓN. 
p. Creación de logo DA – JABÓN para los productos de valor agregado (jabones, 

vinagre, vino de miel o aguamiel, entre otros). 
q. Promoción. 
r. Coordinación de primeros grupos de visitantes piloto. 
s. Coordinación de viajes de prensa. 
t. Coordinación de viajes de familiarización de profesionales del sector turístico con el 

apoyo de la Dirección de Turismo Nacional del MITUR. 
 
 

4.3 Circuitos temáticos  
 
Por su parte el circuito turístico articula diferentes destinos, lo que permite al visitante tener la 

experiencia diversificada de atractivos culturales y naturales en un área geográfica definida. Los 
circuitos inician y acaban en el mismo punto, pero no pueden pasar por el mismo lugar. Así como se 
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ha mencionado anteriormente, un circuito puede contener rutas temáticas, senderos, entre otros. A 
continuación, se presenta un ejemplo de buenas prácticas de la subregión Cibao Noroeste (CNOE).  

 
Tabla 30. Ejemplo Circuito «Esencia de Sabor» y 4 rutas temáticas 

Buenas prácticas Circuito temático formado por rutas temáticas 
Circuito «Esencia de Sabor» y 4 rutas temáticas 

 
El Cibao Noroeste es una zona del Cibao poco conocida incluso por los mismos dominicanos. Sin 

embargo, cuenta con muchas riquezas y, sobre todo, ha logrado mantener en el tiempo muchas 
tradiciones dominicanas de antaño. Cuenta con un bagaje histórico interesante y múltiples recursos 
naturales. 

 
En esta subregión se creó el circuito turístico «Esencia de Sabor». Para su creación, se dieron los 

siguientes pasos:  
 

1. Taller ampliado, con actores de toda la región (y sus 4 provincias) para explicarles 
los alcances del proyecto.  

2. Se crearon las primeras células de acción en cada provincia: Valverde, Santiago 
Rodríguez, Dajabón y Montecristi. 

3. Estas células de acción no eran más que un grupo pequeño de personas que 
estuvieron dispuestos a impulsar y empujar conjuntamente con los técnicos de TCS 
los procesos de creación de los grupos comunitarios. 

4. Posteriormente se desplegaron talleres provinciales para ir definiendo los recursos 
locales existentes. 

5. Se crearon las rutas y estas se articularon al circuito «Sabor» 
6. El nombre de «Sabor» fue el producto de dinámicas grupales, dirigidas y facilitadas, 

que perseguían buscar una denominación que reflejase la riqueza conjunta de toda 
la región. 

7. Hoy existen cuatro rutas y cuatro grupos del territorio en CNOE. 
 
¿Por qué se llamó al circuito «Sabor»? Cada uno de los territorios cuenta con elementos propios 

afines a este término que abarca varias connotaciones. Sabor, como sentido del gusto vinculado al 
disfrute de la gastronomía; el “sabor” de sus ritmos musicales que complacen al oído;  el “sabor”  
de su gente, alegre, entusiasta, trabajadora y cariñosa que agrada al visitante con un cálido abrazo 
(tacto); el “sabor” de sus paisajes, verdes, azules que impactan la vista; los olores de la naturaleza, 
del mar, de los ríos y los bosques mezclados con los aromas del casabe recién horneado o del chivo 
liniero con efluvios de orégano. 

 
Dentro del circuito «Esencia de Sabor» se pueden visitar cuatro rutas cuya secuencia lógica se 

define por el propio trazado de la red vial de la región. Las rutas son, empezando por Valverde: 
 

 La Ruta de las Margaritas: consiste en subirse a un vehículo típico, una motoneta cuyo 
rasgo identitario es que han sido pintadas a mano por artistas locales inspirados en paisajes y 
temas de la provincia. En esta ruta se visitan diversos puntos de interés histórico – cultural de 
Mao, Valverde.  

 La Ruta del Casabe: localizada en la provincia de Santiago Rodríguez, supone un recorrido 
por fábricas de casabe, herencia o legado indígena, así como las plantaciones de yuca amarga 
que es la utilizada para hacer este producto. 
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 La Ruta de la Miel: localizada en Dajabón. La ruta supone visitar varios apiarios, cada uno 
con una connotación distinta; unos producen miel de bosque seco, otros producen miel de bosque 
húmedo. Algunos apiarios producen productos de valor agregado como hidromiel, polen, 
propóleos, jalea real, entre otros. 

 La Ruta de la Aventura: permite tener experiencias en avistamiento de aves o kayak en 
la hermosa Bahía de Manzanillo en Montecristi. 
 
Se suman a estas cuatro rutas encadenadas entre sí, otros productos de la región del CNOE como 

son: visita a la zona del “Chivo Liniero” (propuesta gastronómica local en base a carne de chivo 
sazonada con orégano); visitas a plantaciones de banano orgánico, entre otros puntos de interés. 

 

 
 

 

4.4 Hacia la sostenibilidad de estos encadenamientos territoriales 
 
Los grupos territoriales para poder ser sostenibles en el tiempo tienen que cumplir con las siguientes 

condiciones:  
 

 Respeto a sus estatutos y rotación de liderazgo en cada uno de los GT que conforman el 
circuito para mantener la coherencia del todo. 

 Contar con una estrategia de desarrollo a implementar y seguir a nivel de circuito. 
 Hacer alianzas estratégicas fuertes, en favor del circuito y sus rutas provinciales. 
 Buscar fondos de financiamiento propios (ya sea por aportes del sector público y privado), 

en apoyo al circuito y a las rutas provinciales. 
 Buscar fondos externos (a través de ventanillas de financiamiento de proyectos), en apoyo 

al circuito y a las rutas provinciales. 
 Velar por que se cumplan estrictos criterios de seguridad (Ej. Se implementaron criterios 
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de Bioseguridad a causa de la pandemia en los distintos territorios TCS). En todos los 
niveles: circuito, rutas, unidades productivas y empresas de servicios turísticos. 

4.5 Otros beneficios del encadenamiento productivo 
 
El encadenamiento, a través de circuitos y rutas temáticas, permite la inclusión continua de nuevos 

productos y servicios, tanto directos del turismo (ej. un hotel) como indirectos (ej. una farmacia). Este 
hecho de permitir y motivar la inclusión de varios tipos de negocios, amplía las posibilidades de 
financiamiento, que puede ser por parte de los actores involucrados en la promoción del destino o por 
servicios de la organización de gestión de destino (OGD) a estas empresas (capacitaciones, visitas de 
prensa, apoyo con apertura a ventanillas de financiamiento, entre otros). 
 

Esta apertura a su vez mejora la experiencia del visitante, que encontrará un territorio articulado 
con todos los productos y servicios que pueda requerir durante su visita, contando además con la 
oportunidad de un contacto directo con los aspectos culturales más auténticos de cada territorio. 
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Parte III. Entidades gubernamentales aliadas 

Capítulo 1: Importancia de las entidades gubernamentales  
 
Son tantos los retos y las necesidades de gestión en un territorio que la mejor manera de avanzar 

es mediante la asignación de los roles con base a su correspondencia. El Estado cuenta con una función 
y responsabilidades de diversas áreas de acción para el apoyo a la formación y fortalecimiento de los 
grupos territoriales y de destinos turísticos.  

 
Es menester que el Ministerio de Turismo (MITUR) impulse la cooperación interministerial y dirija 

los esfuerzos institucionales (económicos y técnicos) a apoyar el desarrollo sostenible del turismo, 
como un eje transversal de la economía y uno de los principales sustentos de la economía nacional. 

 
Uno de los objetivos del Proyecto TCS era demostrar las oportunidades que se abren al trabajar 

interinstitucionalmente, buscando el compromiso de las entidades del Estado vinculadas al turismo. 
Para ello, se creó una mesa de coordinación entre el MITUR, Instituto Nacional de Formación Técnico 
Profesional (Infotep), Ministerio de Economía, Planificación y Desarrollo (Mepyd), Ministerio de Medio 
Ambiente y Recursos Naturales (Mimarena) y Ministerio de Industria, Comercio y Mipymes (MICM) y 
se hicieron esfuerzos por crear esas alianzas que se tradujeron en mejores resultados y el 
fortalecimiento de los grupos del territorio.  

 
A continuación, se presenta una posible forma de alianzas de las instituciones gubernamentales para 

la formación y fortalecimiento de los grupos territoriales que trabajan para la gestión de destinos.  
 

Capítulo 2: Ministerio de Turismo (MITUR) 
 

2.1 Funciones del MITUR en los destinos turísticos  
 
Conociendo que existe un concepto de amplia aceptación global, de uso generalizado en el sistema 

turístico mundial, de lo que es una Organización de Gestión de Destino (OGD), la República Dominicana 
a través de su Ministerio de Turismo está haciendo lo necesario para iniciar la instalación de estas 
organizaciones en el territorio dominicano, más concretamente en los destinos turísticos existentes.  

 
Y es que ya se ha evidenciado la necesidad imperativa de gestionar los espacios turísticos bajo 

estructuras técnicas, como se establece en la definición presentada en párrafos anteriores, que 
respondan a una estrategia y a una planificación. 

 
La potestad del Estado, a través de sus instituciones sectoriales, incluye las regulaciones y el 

ordenamiento jurídico. Por ello el MITUR es la entidad llamada a impulsar los aspectos de gestión de 
destinos turísticos que tienen que ver con la normativa aplicada; la zonificación del espacio turístico; 
densidades; planificación de servicios varios (accesos viales, aéreos, marítimos); formalización 
empresarial; aspectos de seguridad local; entre otros. Potestades que no pueden ser delegadas a 
ningún otro órgano, aunque también trabaje en la gestión del destino. El rol del Estado es intransferible 
y debe asumirlo, aunque deba buscar para ello el concurso y la opinión de los actores del sector 
turístico del territorio. 
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Dentro de las funciones del MITUR en los destinos turísticos están: 
1. Capacitar y crear capacidades locales. 
2. Promover el plan de uso de suelo y Plan de Ordenamiento Territorial (POT) turístico. 
3. Impulsar la señalización vial. 
4. Crear Centros de Información Turística (con personal técnico que pueda gestionar la 

información turística) y Puntos de Información Turística (PIT) para difundirla. 
5. Impulsar la innovación. 
6. Tener una estrategia de inteligencia de mercado. 
7. Otros a que haya lugar. 

 
Porque una imagen vale más que mil palabras, insertamos la siguiente secuencia fotográfica de un 

destino con gran potencial y atractivo que no contó con una planificación de desarrollo turístico, a 
pesar de los esfuerzos del sector privado por impulsarlo sosteniblemente; esta ausencia del Estado en 
su rol de planificador-regulador está ocasionando impactos que saltan a la vista. Caso Bayahibe. 

 
Tabla 31. Bayahibe, un caso donde no hubo la planificación 

Caso Bayahibe, un caso donde no hubo la planificación 
 
Estas son imágenes de Bayahibe, pueblo 

pesquero, Distrito Municipal de la provincia de La 
Altagracia, que desde mediados de los años 70 
inició un proceso lento de desarrollo turístico sin 
planificación. Para el 2000 empieza un proceso de 
articulación del sector turístico local a través de 
una Asociación de Hoteles (AHRB). Posteriormente 
un clúster turístico emana de la inserción de las 
Mipymes turísticas locales a la AHRB.  

 
A pesar de proyectos implementados por estas 

organizaciones locales, el Estado no asumió su rol 
regulador provocándose una expansión del desarrollo descontrolada, y poco armónica con el 
hermoso poblado de otrora. Esta imagen evidencia la importancia de las OGD en el territorio, más 
allá de cualquier iniciativa de articulación social, que siempre serán un excelente apoyo. 

 
 

2.2 Oficina de Gestión de Destino  
 
El MITUR cuenta con cerca de 20 oficinas regionales y provinciales. A la fecha, se evidencia que 

existen grandes lagunas técnicas en los equipos de trabajos. Es relativamente reciente la creación, 
dentro del ministerio del viceministerio de gestión de destinos que está en proceso de gestar un plan 
para la instalación de las primeras organizaciones de gestión de destinos. 

 
Aún es un proyecto puntual, pero podría materializarse en un futuro cercano dado que, cada vez 

son más apremiantes este tipo de estructuras técnicas, partiendo de la necesidad de gestionar y 
manejar el territorio turístico desde la integralidad. 
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Capítulo 3. Otras entidades aliadas  
 
La combinación de fortalezas y mandatos del Estado en sus distintas dependencias, así como el 

concurso de los recursos institucionales permiten potenciar los resultados a través de alianzas 
estratégicas 

 
Los territorios tienen mayor o menor éxito en la medida en que son capaces de crear alianzas 

estratégicas con los eslabones de la cadena de valor, organismos del gobierno local o central, o con 
agencias de cooperación o asociaciones del sector privado, por citar algunas. 

 
El Ministerio de Turismo puede aprovechar los mandatos de otros organismos del Estado para 

alcanzar mayores y mejores impactos en los destinos. Veamos solo algunas de las organizaciones que 
pueden ser objeto de alianzas por el turismo.  

 

3.1 Instituto Nacional de Formación Técnico Profesional (INFOTEP)  
 
El Infotep es el organismo rector del sistema nacional de formación técnico profesional de República 

Dominicana, creado mediante la Ley 116, del 16 de enero de 1980, y regulado por el reglamento 1894, 
del 11 de agosto del mismo año. Es una organización autónoma del Estado, investida de personalidad 
jurídica, de carácter no lucrativo y patrimonio propio, dirigida por una junta de directores de estructura 
tripartita, integrada por los sectores oficial, empresarial y laboral, y administrada por una dirección 
general. 

 
Las funciones principales que desempeña el INFOTEP son: 
 

 Organizar y regir el sistema nacional de formación técnico profesional que, con el 
esfuerzo conjunto del Estado, de los trabajadores y de los empleadores, enfoque el pleno 
desarrollo de los recursos humanos y el incremento de la productividad de las empresas, 
en todos los sectores de la actividad económica. 
 

 Impulsar la promoción social del trabajador, a través de su formación integral, para 
hacer de él un ciudadano responsable, poseedor de los valores morales y culturales 
necesarios para la armonía y la convivencia nacional. 

 
Visión: ejercer con efectividad la rectoría del sistema nacional de formación técnico profesional y 

ofrecer servicios innovadores con los más altos estándares de calidad a los grupos de interés. 
 
Misión: contribuir al desarrollo económico y social del país, a través de la prestación de servicios 

de formación técnico profesional y apoyo a la productividad. 
 
El INFOTEP ofrece programas de formación técnica en los destinos turísticos por eslabón, es decir, 

dirigidos a: hotelería, restauración, atención al cliente, entre otros. Puede asimismo crear cursos de 
formación técnica en las áreas donde existan vacíos formativos, tal como se presenta a continuación:  
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Tabla 32. Listado de cursos impartidos por Infotep para el fortalecimiento de gestión territorial (pending) 

No. Nombre del curso 
1 Gestor Comunitario de Desarrollo de Turismo Sostenible  
2 Gestor de turismo sostenible basado en la comunidad  
3 Emprendedor de turismo comunitario sostenible 

 

3.2 Ministerio de Economía, Planificación y Desarrollo (MEPYD)  
Partiendo su mandato institucional legal, el MEPYD tiene las siguientes funciones: 
 

 Ser el órgano rector del Sistema Nacional de Planificación e Inversión Pública y del 
Ordenamiento y la Ordenación del Territorio. 
 

 Ejercer la rectoría del Sistema Nacional de Cooperación Internacional No Reembolsable. 
 

 Formular la Estrategia Nacional de Desarrollo y el Plan Nacional Plurianual del Sector Público, 
incluyendo la coordinación municipal, provincial, regional, nacional y sectorial para garantizar 
la debida coherencia global entre las políticas, planes, programas y acciones. 
 

 Formular y proponer al consejo de gobierno una política de desarrollo económico, social, 
territorial y administrativa sostenible, tomando en cuenta el uso racional y eficiente de los 
recursos productivos e institucionales, así ́como promoviendo la equidad de género. 
 

 Coordinar la formulación y ejecución de los planes, proyectos y programas de desarrollo de los 
organismos públicos, comprendidos en el ámbito del Sistema Nacional de Planificación e 
Inversión Pública. 
 

 Evaluar los impactos logrados en el cumplimiento de las políticas de desarrollo económico, 
social, territorial, administrativos y de recursos humanos mediante la ejecución de los 
programas y proyectos a cargo de los organismos del sector público. 
 

 Establecer las políticas en materia de la cooperación internacional no reembolsable, en 
coordinación con el Ministerio de Relaciones Exteriores. 
 

 Negociar y acordar con los organismos multilaterales y bilaterales de financiamiento la 
definición de la estrategia para el país en lo que respecta a la identificación de las áreas, 
programas y proyectos prioritarios a ser incluidos en la programación de dichos organismos. 
 

 Definir, en consulta con los organismos involucrados, los compromisos no financieros que se 
acuerden con los organismos multilaterales y bilaterales, dando seguimiento al cumplimiento 
de los mismos. 

 
El MEPYD tiene la potestad de coordinar apoyos internacionales por ser este el ente articulador con 

las agencias, bilaterales y multilaterales. Ademas, identificando las necesidades del sector turístico 
puede orientar asistencias y préstamos para el turismo. Ejemplo de esto es el Préstamo del Banco 
Interamericano de Desarrollo para el Programa de Fomento de Ciudad Colonial en Santo Domingo. Y 
para la formación y fortalecimiento de los grupos territoriales, pudiera apoyar la coordinación de la 
participación de las entidades del Estado. 

 

Manual para la conformación y el fortalecimiento de Grupos Territoriales con base en la experiencia del Proyecto de 
Turismo Comunitario Sostenible 

 

54 

3.3 Ministerio de Medio Ambiente y Recursos Naturales (Mimarena) 
 
Como entidad del Estado, las funciones esenciales del Ministerio de Medio Ambiente y Recursos 

Naturales son, entre otras, las siguientes: 
 

 Elaborar, ejecutar y fiscalizar las políticas sobre medioambiente y recursos naturales. 
 

 Dar cumplimiento a los acuerdos internacionales ratificados por el país en los temas relativos 
al medioambiente y los recursos naturales. 
 

 Impulsar la incorporación de la dimensión ambiental y de uso sostenible de los recursos 
naturales en el Sistema Nacional de Planificación e Inversión Pública. 
 

 Elaborar y supervisar la aplicación de instrumentos de gestión ambiental que incorporen la 
valoración ecológica y económica de los ecosistemas y recursos naturales e incentiven los 
métodos de producción y consumos sostenibles, de conformidad con la legislación vigente. 
 

 Administrar los recursos naturales de dominio del Estado y velar por su aprovechamiento 
sostenible integrado. 
 

 Garantizar la conservación y el uso sostenible del patrimonio natural de la nación, a fin de 
mantener la producción de los bienes y servicios que proveen los ecosistemas y la diversidad 
biológica. 
 

 Prevenir y controlar la contaminación del medioambiente y de los recursos agua, suelo y 
aire. 
 

 Garantizar el acceso a la información, a la educación y a la participación en asuntos 
ambientales. 

 
Un ejemplo de colaboración interministerial pudiese ser la formación de guías intérpretes de la 

naturaleza, formados y certificados por este ministerio para trabajar de forma exclusiva en áreas 
protegidas específicas. Son guías muy especializados en el territorio que tienen la capacidad de elevar 
los niveles de satisfacción de la experiencia del turista. 

 
Así mismo, orientar procesos a través de reuniones, en todo lo relacionado a temas de gestión 

ambiental. Dar colaboración y jugar un rol importante a la hora de establecer y fortalecer unidades 
productivas establecidas en áreas protegidas o con entidades que ofrecen un producto de naturaleza. 
Además, se encargan de capacitar y certificar guías en áreas protegidas. 

 

3.4 Ministerio de Industria, Comercio y Mipymes (MICM) 
 
El MICM es el órgano rector y el encargado de la formulación, adopción, seguimiento, evaluación y 

control de las políticas, estrategias, planes generales, programas, proyectos y servicios de los sectores 
de la industria; exportaciones; el comercio interno y el comercio exterior; las zonas francas; regímenes 
especiales y las Mipymes, incluida la comercialización, el control y el abastecimiento del mercado de 
derivados del petróleo y demás combustibles, conforme a los lineamientos y prioridades del gobierno 
central. 
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Visión: ser una institución referente nacional y regional en el diseño, formulación y ejecución de 
políticas, planes y programas; gestionando de manera eficiente, innovadora y transparente el 
fomento y regulación de los sectores de la industria, el comercio y las Mipymes, con un equipo 
íntegro, competente y altamente comprometido con el desarrollo del país. 

 
Misión: impulsar el desarrollo de la industria, el comercio y las Mipymes, facilitando su 

crecimiento sostenible y la generación de empleos de calidad, mediante el diseño y ejecución de 
políticas públicas y la regulación eficiente de las actividades productivas, propiciando la 
competitividad de esos sectores. 

 
El MICM cuenta con un programa de apoyo a micro, pequeña y mediana empresa a nivel nacional a 

través de los llamados Centros PYMES localizados en diversos puntos del país. Estos centros cuentan 
con programas y servicios de desarrollo empresarial en materia de gerencia, elaboración de planes de 
negocios, innovación, calidad, asociatividad, transformación tecnológica, formalización de empresas, 
inteligencia de negocios, capacidad de exportación, encadenamientos productivos, enlaces sectoriales, 
mejora de la productividad, emprendimientos y otros.  

 

3.5 Ministerio de Obras Públicas y Comunicaciones (MOPC) 
Otra entidad que es importante considerar es el Ministerio de Obras Públicas y Comunicaciones que 

juega las siguientes funciones. 
   

 Desarrollar y establecer los reglamentos sobre los cuales deben regirse las actividades 
relacionadas con la construcción en sentido general. 
 

 Planificar, programar la ejecución y efectuar los estudios socioeconómicos y técnicos de 
proyectos viales y de edificaciones requeridos para garantizar el establecimiento de las 
adecuadas redes de comunicación terrestre, aérea y marítima en todo el territorio nacional. 
 

 Garantizar la calidad en la ejecución de obras de ingeniería y arquitectura en el país, mediante 
el análisis, evaluación y supervisión de planos, presupuestos de obras, así como, calidad técnica 
del personal involucrado en la actividad. 
 

 Fiscalizar y supervisar las obras públicas en ejecución para garantizar que se cumpla con las 
normas y reglamentos establecidos para dicha actividad, así como, que se cumpla con las 
especificaciones establecidas en las contrataciones de obras. 
 

 Propiciar la participación de los actores del sector construcción a través de la realización de los 
concursos y sorteos requeridos para la ejecución de obras. 
 

 Asegurar la calidad y cantidad de materiales utilizados en los proyectos de construcción, 
realizando los análisis correspondientes para garantizar que se cumpla con las especificaciones 
técnicas establecidas. 
 

 Realizar el mantenimiento de las redes viales del país para garantizar la segura y efectiva 
comunicación terrestre en el territorio nacional. 
 

 Establecer, supervisar y controlar el sistema de peajes nacionales a fin de asegurar los recursos 
necesarios para el mantenimiento vial. 
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El MOPC es el llamado a ejecutar las redes viales del país y señalizarlas. Mediante una alianza con 
el MITUR pudiesen mejorar estas condiciones en las rutas y circuitos turísticos que se desarrollen. 
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現地研修等実施リスト
（西語）





729 476

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto TCS
Cuadro General de Actividades durante el año 2017

Mes Total Sensibilizados Total Capacitados Nivel Nacional Total  general por Mes

194
29 59
10 79

Julio
Agosto 260 19 26 305

Septiembre 121 59
Octubre 30 0

41 28

Mayo 200 33 28 261

475 1680

Noviembre
Diciembre 3 55 2 60

Total Año 2018

35 14
Junio 0 30 248 278

20 69

14

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto TCS
Cuadro General de Actividades durante el año 2018

Mes Total Sensibilizados Total Capacitados Nivel Nacional Total  general por Mes

11 40

22 170

36 87

Febrero
Marzo 13 66 4 83
Abril

Octubre 40 0 44 84
27 234

8 14 13 35

501 541 420 1462

Noviembre
Diciembre 38 27 76 141

Total Año 2019

158 49

23 104
13 140
81 143

Febrero
Marzo 80 86 38 204
Abril 39 42
Mayo 11 116

29 33

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto TCS
Cuadro General de Actividades durante el año 2019

Mes Total Sensibilizados Total Capacitados Nivel Nacional Total  general por Mes

79 61
Enero 16 0 19 35

168 308

12 25

Junio
Julio 0 0 0 0

Agosto 13 0
Septiembre 40 0 4 44

97 51
Enero

Julio 0 0 8 8

Febrero
Marzo 7 38 8 53

0 17
Enero

0 7
0 3
8 14

Abril 0 7
Mayo 3 0

6 0Junio

0
Agosto

37 29
Total Año 2017 186 156 118 460

28 11

0
105 122

15 81

Octubre
Noviembre 0 53 30 83
Diciembre

13 31
0 0

19 58

0 18
Septiembre 0

1

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 1 diciembre Reunión Exponer avances feria binacional Frontera viva. Dajabón Cibao Noroeste Comunidades fronterizas 56 Anyi Díaz
2 1 diciembre Visita Acompañamiento al Doctor Shikidda en visita a Monción Monción Cibao Noroeste Comunidad de Monción 16 Ámbar Liberato

3 3 diciembre Sensibilización
Reunión con AMAMIEL, en diálogo y ventas de productos OXFAM

y para coordinar acciones próximo año, APIARIO José Aquiles,
Santiago de la Cruz

Dajabón Cibao Noroeste AMAMIEL, Apiarios, Productos OXFAM 22 Anyi Díaz

4 3 diciembre Reunión Reunión con ADELVA 3 y 4 de diciembre OPT Mao Cibao Noroeste Representantes ADELVA 3 Ámbar Liberato

5 3 diciembre Acompañamiento Recorrido con grupo comunitario El Gallo El Cupey, Puerto Plata Cibao Norte Comunidad El Gallo 6 Alberto Martinez, Diomar
González

6 4 diciembre Capacitación Ensayo de guión del tour de la Muñeca sin Rostro Higuerito, Moca Cibao Norte UP ASOARTEH 6 Alberto Martinez

7 5 diciembre Reunión Verificación de avances Unidades Productivas y GT de Cibao
Norte Cabarete, Puerto Plata Cibao Norte UP y GT Cibao Norte 6 Alberto Martinez, Diomar

González
8 5 diciembre Acompañamiento Participación en Capacitaciones Sonido del Yaque. Con L1 Jarabacoa Cibao Sur UP Sonido del Yaque - Timoteo Cedeño
9 6 diciembre Reunión Reunión para discutir plan de actividades del Noroeste 2020 OPT Mao Noroeste UP y GT Cibao Noroeste - Ámbar Liberato

10 6 diciembre Reunión Elaboración de programa curso de líderes comunitarios L2 Santiago Cibao Norte Líderes UP y GT Cibao Norte 12 Alberto Martinez, Diomar
González

11 6 diciembre Reunión Reunión de Planificación con equipo DPP Cabarete Cabarete, Puerto Plata Cibao Norte DPP Cabarete - Alberto Martinez
12 7 diciembre Reunión Organizar con OPT La Vega para espacio Oficina La Vega Cibao Sur OPT La Vega - Timoteo Cedeño
13 8 diciembre Reunión Organización intervenciones La Cotorra. Constanza, La Vega Cibao Sur UP La Cotorra - Timoteo Cedeño

14 9 diciembre Acompañamiento Recorrido por la comunidad del Gallo Cupey, Puerto Plata Cibao Norte Comunidad El Gallo - Alberto Martinez, Diomar
González

15 9 diciembre Reunión Reunión Programa de Articulación de turismo comunitario
sostenible. Santiago Cibao (General) TCS 12 Timoteo Cedeño

16 9 diciembre Acompañamiento Participación en Taller para contenido de Programa de Capacitaci
ón LT2 INFOTEP, Santiago Cibao (General) TCS - Ámbar Liberato, Mercy

Fernández
17 11 diciembre Visita Visita a UP La Angostura Jarabacoa Cibao Sur UP Angostura 20 Timoteo Cedeño

18 12 diciembre Capacitación Taller Promoción Autónoma y Desarrollo de productos, Sonido del Yaque
12 y 13 de diciembre Jarabacoa Cibao Sur UP Sonido del Yaque 21

Timoteo Cedeño, Mercy
Fernández, Diomar Gonz

ález
19 12 diciembre Levantamiento Levantamiento para Fotos de productos de la miel APIARIO Doña Isabel Partido, Dajabón Cibao Noroeste Apiario Doña Isabel 8 Anyi Díaz
20 12 diciembre Capacitación Taller de promoción autónoma Los Calabazos Jarabacoa Cibao Sur Comunidad Los Calabazos 21 Alberto Martinez

21 13 diciembre Capacitación Taller Piloto Gestor de Productos TCS. Jarabacoa Cibao Sur TCS 18
Alberto Martinez, Diomar
González, Mercy Ferná

ndez
22 13 diciembre Capacitación Taller con L1 en Sonido del Yaque Jarabacoa Cibao Sur Sonido del Yaque - Mercy Fernández
23 13 diciembre Capacitación Taller sobre Desarrollo de productos turísticos Los Calabazos Jarabacoa Cibao Sur Comunidad Los Calabazos 21 Alberto Martinez
24 16 diciembre Reunión Conclusión del Plan Piloto en Sonido Del Yaque Jarabacoa Cibao Sur Sonido del Yaque - Timoteo Cedeño
25 16 diciembre Reunión Comité de Coordinación Conjunta y avances de ruta cultural Moca, Espaillat Cibao Norte Ruta Cultural Espaillar 6 Alberto Martinez
26 16 diciembre Reunión Revisión de avances con Sr. Aoki INFOTEP, Santiago Cibao Norte TCS 2 Mercy Fernández
27 16 diciembre Capacitación Taller Desarrollo de Producto Sonido del Yaque Jarabacoa Cibao Sur Sonido del Yaque - Timoteo Cedeño
28 17 diciembre Reunión Reunión para discutir plan de actividades del Noroeste 2020 ADETDA, Dajabón Cibao Noroeste UP y GT Cibao Noroeste 2 Ámbar Liberato
29 18 diciembre Acompañamiento Participación de Asamblea informativa de ADETDA Dajabón Cibao Noroeste ADETDA 28 Anyi Díaz

Total Sensibilizados: 38
Total Capacitados: 27

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 65

1 2 diciembre Reunión
Presentación de los planes de acción de los becarios del curso especial
para contrapartes en Japón, octubre 14 a noviembre 2 de 2019, con la

participación del Dr. Shikida
Santo Domingo Nacional Becarios y contrapartes 30 Kirssy Báez

2 2 diciembre Reunión Reunión Shikida-san Santo Domingo Nacional Shikida san 2 Noriyuki Then

3 2 diciembre Acompañamiento Participación en reunión para Exponer temas referentes a capacitación
(nuevo programa) y avances coordinadora senior Sra. Lisette Gil.

DPP MITUR, Santo
Domingo Nacional TCS 5 Kirssy Báez

4 3 diciembre Reunión Reunión con Maribel-san y Reunión con Evelynn-san Santo Domingo Nacional Representantes ADOMPRETUR 6 Noriyuki Then
5 4 diciembre Reunión Reunión con Aoki-san para retroalimentación de planes de trabajo MITUR, Santo Domingo Nacional TCS 2 Noriyuki Then

6 4 diciembre Reunión Reunión con ADAVIT, OPETUR Santo Domingo Nacional Representantes ADAVIT y
OPETUR 4 Noriyuki Then

7 5 diciembre Sensibilización Socialización de idea del programa de L2 con currículo INFOTEP. Santo Domingo Nacional TCS 4 Mercy Fernández

8 5 diciembre Reunión Reunión con Currículo INFOTEP Central y Tomoko-san y Lissette-san
para proponer diseño de nuevo programa. Santo Domingo Nacional INFOTEP y TCS 5 Mercy Fernández

9 5 diciembre Reunión Reunión con ADOTUR, ADOMPRETUR Santo Domingo Nacional Representantes ADOTUR y
ADOMPRETUR 5 Noriyuki Then

10 9 diciembre Reunión Reunión con Magaly Toribio Santo Domingo Nacional Magaly Toribio 2 Noriyuki Then

11 11 diciembre Sensibilización Reunión con Fernando Puig y Maribel-san. Introducción del Proyecto TCS
al nuevo presidente ADOMPRETUR Santo Domingo Nacional Representantes ADOMPRETUR 5 Noriyuki Then

12 12 diciembre Reunión Reunión con Aoki-san para retroalimentación sobre creación de marca MITUR, Santo Domingo Nacional TCS 2 Noriyuki Then

13 13 diciembre Sensibilización Avances del Proyecto TCS y socializar posibles aportes MEPyD a TCS.
ODS. MEPYD, Santo Domingo Nacional MEPyD 7 Kirssy Báez

14 13 diciembre Reunión Consolidación de puntos para plan de trabajo para elaboración de la
marca

DPP MITUR, Santo
Domingo Nacional TCS 7 Noriyuki Then

15 19 diciembre Reunión
Participación en representación del Proyecto TCS en la Presentación de
los planes de acción de las Sras. Yariela Marte y Tania García del Dpto.

de Áreas Protegidas del Ministerio de Medio Ambiente.
Santo Domingo Nacional Representantes Medio Ambiente 6 Kirssy Báez

NIVEL NACIONAL: 76

TOTAL GENERAL: 141

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto
DICIEMBRE 2019

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

2

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 1 noviembre Reunión Inicio del Plan Piloto UP sonido del Yaque Jarabacoa, La Vega Cibao Sur Sonido del Yaque - Timoteo Cedeño
2 1 noviembre Acompañamiento Inicio visita a Cotuí Cotuí Cibao Sur Comunidades Cotuí - Timoteo Cedeño

3 1 noviembre Capacitación

Inicio del Piloto Programa Gestor de Productos de
 Turismo Sostenible en Sonido del Yaque –

 seguimiento con Coordinador Cibao Sur
 Visita de seguimiento a Trabajos de Ruta del Casabe

 en Monción- Visita con Coordinadora Cibao Noe.

Los Calabazos,
Jarabacoa-Monción

Cibao Sur y Cibao
Noroeste UP Sonido del Yaque y Ruta del Casabe 18 Mercy Fernández

4 5 noviembre Sensibilización
Presentación de plan y actividades del mes a Gladys-san y Aris-san. Input

para organización de conferencia con Dt. Shikida acuerdo de ampliar
actividad a público fuera de INFOTEP

INFOTEP, Santiago Cibao Norte Representantes INFOTEP Regional Norte 3 Mercy Fernández

5 6 noviembre Visita Visita UP Agro-ecoturístico La Cotorra. Constanza, La Vega Cibao Sur UP La Cotorra 30 Timoteo Cedeño

6 6 noviembre Sensibilización

Visita a Constanza-presentación del Proyecto y
 levantamiento de información para completar fichas

 y detectar posibles necesidades de intervención. Del 6 al 11 de
noviembre.

La Cotorra, Constanza Cibao Sur Cluster de Constanza 4 Mercy Fernández

7 7 noviembre Reunión
Reunión con Consejo de Desarrollo Turismo

 
 Sostenible de las Galeras

Las Galeras Cibao Nordeste Consejo Desarrollo Las Galeras - Alberto Martínez, Diomar
González

8 7 noviembre Reunión Reunión con AMAMIEL Asociación de apicultores Dajabón Cibao Noroeste AMAMIEL - Anyi Díaz

9 8 noviembre Visita Visita de validación de producto de kayak San Lorenzo. Sánchez, Samaná Cibao Nordeste Kayak San Lorenzo - Alberto Martínez, Diomar
González

10 8 noviembre Reunión Participación en Capacitaciones Sonido del Yaque Jarabacoa, La Vega Cibao Sur Sonido del Yaque - Timoteo Cedeño
11 10 noviembre Visita Press trip con la prensa local de DAJABON Ruta de la miel Dajabón Cibao Noroeste Prensa de Dajabón y Ruta de la Miel - Anyi Díaz
12 11 noviembre Reunión Organizar con OPT La Vega para espacio Oficina La Vega Cibao Sur TCS - Timoteo Cedeño
13 12 noviembre Reunión Concluir Espacio Oficina OPT La Vega La Vega Cibao Sur TCS - Timoteo Cedeño

14 12 noviembre Sensibilización Reunión con AMAMIEL y Centro
 MIPyMES ISA

Centro de Acopio de
 Apicultores, Dajabón Cibao Noroeste AMAMIEL y Centro MIPyMES ISA 10 Ámbar Liberato, Anyi Dí

az

15 12 noviembre Reunión Reunión GT de Dajabón, Ayuntamiento Dajabón Cibao Noroeste GT Dajabón - Ámbar Liberato, Anyi Dí
az

16 13 noviembre Reunión
Expresión de interés por parte de la Universidad PUCMM, a través
de escuela de turismo, de seguir colaborando con el proyecto TCS

y socialización de intención de evento con Dr. Shikida
PUCMM, Santiago Cibao Norte 2 Mercy Fernández

17 14 noviembre Reunión GT Las Galeras Las Galeras Cibao Nordeste GT Las Galeras 18 Lissette Gil

18 14 noviembre Reunión Reunión con el Consejo de Desarrollo de Turismo Sostenible de
Las Galeras. Las Galeras, Samaná Cibao Nordeste GT Las Galeras 6 Alberto Martínez

19 15 noviembre Visita Visita con Dpto. Currículo al curso en modo piloto-
 identificación de nivel de inicio de participantes. Jarabacoa Cibao Sur TCS - Mercy Fernández

20 15 noviembre Reunión Validación de plan de acción y ruta de kayak Sánchez, Samaná Cibao Nordeste Ruta de Kayak 4 Alberto Martínez, Lissette
Gil

21 15 noviembre Reunión
Acordar tareas de preparación, creación de grupos de whatsapp

para organizadores y staff de TCS, socialización de ideas de
ejecución del evento, creación de lista de pendientes

INFOTEP, Santiago Cibao Norte TCS 2 Mercy Fernández

22 15 noviembre Reunión Validación de plan de acción con directivos de La Laguna Gri- Gri Río San Juan Cibao Nordeste UP Laguna Gri Gri 4 Alberto Martínez, Lissette
Gil

23 20 noviembre Reunión Reunión con Félix para planificación de próximas actividades con
Grupo de Anfitriones y GT Monción Cibao Noroeste Anfitriones de Monción 2 Ámbar Liberato

24 22 noviembre Reunión Avances y planes del equipo TCS Santiago Cibao Norte TCS 18
Alberto Martínez, Timoteo

Cedeño, Kirssy Báez,
Anyi Díaz

25 22 noviembre Reunión Participación en reunión regular de equipo TCS para exponer avances del
proyecto y los pasos siguientes INFOTEP, Santiago Cibao Norte TCS e INFOTEP 20 Kirssy Báez

26 23 noviembre Visita Press Trip Dajabón Ruta de la Miel Dajabón Cibao Noroeste Representantes de la Prensa y Ruta de la
Miel 30 Ámbar Liberato, Anyi Dí

az
27 26 noviembre Sensibilización Reunión con Grupo de Anfitriones Monción Cibao Noroeste GT Anfitriones de Monción 5 Ámbar Liberato
28 27 noviembre Reunión Reunión Cibao Sur Bonao Cibao Sur TCS - Timoteo Cedeño

29 29 noviembre Acompañamiento Participación en la Feria Frontera Viva Club Ensueño
Dajabonero, Dajabón Cibao Noroeste Comunidades de Dajabón - Ámbar Liberato

30 30 noviembre Capacitación Seminario Turismo Sostenible y mecanismo de gestión casos de
Japón y RD con Dr. Shikida PUCMM, Santiago Cibao Norte

Facilitadores, coordinadores, empresarios,
encargados de entidades de la ciudad,

estudiantes de turismo PUCMM
140

Mercy Fernández, Lisbeth
Santos, Lissette Gil, Á

mbar Liberato

Total Sensibilizados: 27
Total Capacitados: 158

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 185

1 1 noviembre Viaje de
participación

Participación a Curso de Capacitación TCS en Japón Presentación final
de plan de Acción Tokyo, Japón Japón Becarios TCS 13 Noriyuki Then

2 2 noviembre Reunión

Participación en reunión de orientación para becarios al curso especial en
Japón.

 
 Inducción a los candidatos o becarios del curso especial para

contrapartes TCS a ser impartido en Japón del 14 de oct. Al 02 de nov.
2019.

Santo Domingo Nacional Becarios TCS - Kirssy Báez

3 4 noviembre Reunión

Participación en Reunión de Monitoreo del Proyecto TCS
 

 Exponer los avances del proyecto durante el periodo abril-septiembre
2019 y los pasos siguientes a seguir.

Santo Domingo Distrito Nacional Equipo TCS - Kirssy Báez

4 11 noviembre Reunión Reunión de planificación con Casabero Santo Domingo Distrito Nacional Ruta de Casabe 4 Ámbar Liberato
5 13 noviembre Reunión Reunión con Iván-san, Retroalimentación de las actividades Santo Domingo Distrito Nacional MITUR 2 Noriyuki Then
6 19 noviembre Reunión Reunión con Aoki-san sobre Avances del Proyecto Santo Domingo Distrito Nacional TCS 2 Noriyuki Then

7 20 noviembre Reunión Participación en reunión JICA para Socializar actividades realizadas y los
avances y planes siguientes. Santo Domingo Distrito Nacional TCS 6 Kirssy Báez

8 21 noviembre Reunión

Participación en reunión con el Sr. José De Peña.
 

 Exponer avances y potencial de pesca deportiva en la Presa De Hatillo.
(Natura Bass).

Santo Domingo Distrito Nacional Representantes Presa de Hatillo - Kirssy Báez

9 22 noviembre Reunión Reunión Interna Avances y presentación de plan Santo Domingo Distrito Nacional TCS 13 Noriyuki Then
10 25 noviembre Reunión Reunión DPP Seguimiento de planes de Acción Participantes JICA Santo Domingo Distrito Nacional MITUR Y TCS 2 Noriyuki Then

11 25 noviembre Sensibización Avances y proyección de la línea de intervención en tema de
capacitación para TCS. Nuevo curso L2 INFOTEP, Santo Domingo Distrito Nacional TCS 5 Kirssy Báez

12 26 noviembre Reunión Reunión con Indira-san Consulta sobre plan de acción
 Promoción Internacional Santo Domingo Distrito Nacional MEPYD y TCS 2 Noriyuki Then

13 26 noviembre Reunión
Compartir avances y líneas de acción de ambos proyectos (TCS/BCyT)

para ponderar posibles alianzas y trabajo conjunto en favor de la
sostenibilidad del turismo.

Santo Domingo Distrito Nacional TCS y BCyT 5 Kirssy Báez

NIVEL NACIONAL: 49

TOTAL GENERAL: 234

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto
NOVIEMBRE 2019

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

3

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 1 octubre Visita Visita a Unidad Productiva Jarabacoa Jarabacoa, La Vega Cibao Sur UP Jarabacoa - Timoteo Cedeño
2 1 octubre Visita Visita a UP sonido del Yaque Jarabacoa, La Vega Cibao Sur UP Sonido del Yaque - Timoteo Cedeño

3 1 octubre Reunión Reunión con Apicultores Manzanillo, Montecristi Cibao Noroeste Apicultores de Montecristi 10 Ámbar Liberato, Anyi Dí
az

4 1 octubre Reunión Reunión con AMAMIEL
 y Manzanillo Eco Aventura Manzanillo, Montecristi Cibao Noroeste AMAMIEL y Manzanillo Ecoaventura 7 Ámbar Liberato, Anyi Dí

az
5 2 octubre Reunión Reunión con Ámbar y Lissette Mao Cibao Noroeste TCS 3 Anyi Díaz
6 4 octubre Reunión Reunión de Coordinación Santiago Cibao Norte TCS - Lissette Gil

7 5 octubre Reunión Acompañamiento AMAMIEL en la feria fe y cultura Iglesia católica
de Dajabón del 5 al 7 de octubre Dajabón Cibao Noroeste Iglesia católica de Dajabón, AMAMIEL 4 Anyi Díaz

8 7 octubre Visita Iniciar visitas OPTs Cibao Sur La Vega Cibao Sur Cibao Sur - Timoteo Cedeño

9 8 octubre Reunión
Galería Taina de

 plaza artesanal del
 Imbert.

Imbert Cibao Norte Artesanos de Imbert 5 Alberto Martínez, Diomar
González

10 8 octubre Sensibilización Charla de Proyecto TCS a
 guías Nacionales. Puerto Plata Cibao Norte Guías Nacionales 32 Alberto Martínez

11 9 octubre Visita Visita a Kayak San Lorenzo Sánchez, Samaná Cibao Nordeste Kayak San Lorenzo - Alberto Martínez

12 9 octubre Reunión Reunión con Margariteros, Clúster y OPT Oficina OPT Cibao Noroeste Representantes Margariteros, Clúster de
Valverde y OPT Valverde 9 Ámbar Liberato

13 12 octubre Visita Acompañamiento con INFOTEP Sonido del Yaque Jarabacoa, La Vega Cibao Sur UP Sonido del Yaque - Timoteo Cedeño
14 14 octubre Reunión Reunión para inicio del piloto UP, Sonido del Yaque Jarabacoa, La Vega Cibao Sur UP Sonido del Yaque - Timoteo Cedeño

15 14 octubre Reunión Posible inicio del piloto Gestor de Productos de
 Turismo Sostenible Jarabacoa, La Vega Cibao Sur Representantes UP y GT Cibao Sur - Mercy Fernández

16 16 octubre Reunión
Acompañamiento a la experiencia ruta de la miel a los participante

del curso técnicas de guianzas.
 Apiario José Aquiles, Apiario doña Isabel, Apiario Cristopher.

Dajabón Cibao Noroeste Ruta de la Miel 23 Anyi Díaz

17 17 octubre Reunión
Reunión con los apicultores con el objetivo de crear paneles

interpretativos
 Asociación de apicultores de Dajabón

Dajabón Cibao Noroeste Apicultores de Dajabón 5 Anyi Díaz, Ámbar
Liberato

18 18 octubre Reunión Concluir Espacio Oficina OPT La Vega La Vega Cibao Sur TCS - Timoteo Cedeño
19 21 octubre Reunión Sobre Ruta del Gallo El Gallo Cibao Norte GT El Gallo 8 Diomar González

20 22 octubre Reunión Elaboración y envío carta para DPP, situación
 OPT, La Vega Santiago Cibao Sur DPP La Vega - Timoteo Cedeño

21 24 octubre Sensibilización
Con actores del Gallo,

 El Cupey (sobre
 propuesta de ruta)

El Gallo Cibao Norte Representantes GT El Gallo 8 Alberto Martínez

22 27 octubre Evento
Posible Taller de Fotografía Básica con Félix

 
 Sepúlveda para Jamao.

Jamao al Norte Cibao Norte Comunidad Jamao al Norte - Mercy Fernández

23 31 octubre Reunión Presentación de propuesta de ruta a la Mesa de Turismo de Moca Moca Cibao Norte Mesa de Turismo de Moca 13 Alberto Martínez

24 31 octubre Reunión Firma de acuerdo entre Clúster de
 Valverde, Margaritas y OPT de Valverde OPT Valverde Cibao Noroeste Clúster Valverde, Margaritas 9 Ámbar Liberato

Total Sensibilizados: 40
Total Capacitados: 0

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 40

1 2 octubre Reunión Reunión con Aoki-san Revisión de Plan L3 Santo Domingo Nacional TCS 2 Noriyuki Then

3 4 octubre Reunión Reunión de Monitoreo Santo Domingo Nacional TCS y Contrapartes 35

Noriyuki Then, Alberto
Martínez, Ámbar Liberato,
Timoteo Cedeño, Diomar
González, Kirssy Báez,
Anyi Díaz, Lissette Gil

6 8 octubre Reunión Reunión con Maribel-san Santo Domingo Nacional TCS y Contrapartes 2 Noriyuki Then
7 15 octubre Reunión Reunión con Magaly Toribio Santo Domingo Nacional TCS y Contrapartes 2 Noriyuki Then
8 16 octubre Reunión Reunión con Maribel-san para Revisión del Plan Santo Domingo Nacional TCS y Contrapartes 3 Noriyuki Then
9 17 octubre Evento Salida a ExpoTurismo Osaka Santo Domingo Nacional TCS - Noriyuki Then

10 22 octubre Reunión Reunión con consultores de MEPYD
 para diseño de perfiles sector turístico Santo Domingo Nacional MEPYD - Lissette Gil

11 24 octubre Viaje de
participación Apoyo a Ministerio de Turismo del 24 al 28 de octubre Osaka, Japón Japón TCS - Noriyuki Then

12 25 octubre Viaje de
participación

Semana MIPYMES 2019 Hotel y Casino Dominican Fiesta, Santo
Domingo. Santo Domingo Nacional TCS y Contrapartes - Kirssy Báez

13 29 octubre Viaje de
participación

Participación a Curso de Capacitación TCS en Japón Apoyo a Curso de
capacitación
 en Tokyo

Tokio, Japón Japón TCS - Noriyuki Then

14 30 octubre Viaje de
participación Participación a Curso de Capacitación TCS en Japón: Visita Chichibu Tokio, Japón Japón TCS - Noriyuki Then

15 31 octubre Viaje de
participación Participación a Curso de Capacitación TCS en Japón Visita Matsudo Tokio, Japón Japón TCS - Noriyuki Then

NIVEL NACIONAL: 44

TOTAL GENERAL: 84

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto
OCTUBRE 2019

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

4



Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 2 septiembre Reunión
Reunión con Escuela de Gastronomía de

 PUCMM e INFOTEP para coordinar
 Cooking Show-Expo Cibao

Santiago Cibao Norte PUCMM e INFOTEP 5 Ámbar Liberato

2 2 septiembre Supervisión Avances de Diseño y de
 instalación TCS-ExpoCIBAO Santiago Cibao Norte TCS 4 Noriyuki Then

3 2 septiembre Reunión Reuniones con Cámara de Comercio STI para coordinación Expo
Cibao Santiago Cibao Norte Cámara de Comercio 3 Noriyuki Then

4 3 septiembre Sensibilización Reunión GT de Santiago Rodríguez,
 coordinación y Lanzamiento Ayuntamiento de Monción Cibao Noroeste GT Santiago Rodríguez 12 Ámbar Liberato

5 3 septiembre Reunión Reuniones con Cámara de Comercio STI para coordinación Expo
Cibao Santiago Cibao Norte Cámara de Comercio 3 Noriyuki Then

6 3 septiembre   de instalación de TCS Avances de Diseño y de
 instalación TCS-ExpoCIBAO Santiago Cibao Norte TCS 4 Noriyuki Then

7 3 septiembre Reunión Ingrid Pérez De Moya, Técnico de Desarrollo Curricular del
Instituto de Formación Técnico Profesional (INFOTEP) Cabarete Cibao Norte INFOTEP POP 4 Alberto Martínez

8 4 septiembre Reunión Reunión de coordinación Santiago Cibao Norte TCS - Lissette Gil

9 4 septiembre   de instalación de TCS Avances de Diseño y de
 instalación TCS-ExpoCIBAO (4, 5 Y 6) Santiago Cibao Norte TCS 4 Noriyuki Then

10 4 septiembre Reunión Reuniones con Cámara de Comercio STI para coordinación Expo
Cibao (4, 5 Y 6) Santiago Cibao Norte Cámara de Comercio 3 Noriyuki Then

11 7 septiembre Evento Lanzamiento “Monción hacia un Destino de TCS” Ayuntamiento de Monción Cibao Noroeste Comunidad de Monción 47 Ámbar Liberato

12 7 septiembre   de instalación de TCS Avances de Diseño y de
 instalación TCS-ExpoCIBAO (7 al 10) Santiago Cibao Norte TCS 4 Noriyuki Then

13 7 septiembre Reunión Reuniones con Cámara de Comercio STI para coordinación Expo
Cibao (7 al 10) Santiago Cibao Norte TCS 3 Noriyuki Then

14 10 septiembre Evento Montaje, participación y desmontaje de Expo Cibao Santiago Cibao Norte TCS - Ámbar Liberato
15 11 septiembre Evento Montaje, participación y desmontaje de Expo Cibao Santiago Cibao Norte TCS - Ámbar Liberato

16 11 septiembre Sensibilización Presentar TCS Destino CIBAO
 “La vida cotidiana es turismo” en Expo Cibao (11 y 15) Santiago Cibao Norte Región Cibao 40 Noriyuki Then, Kirssy Bá

ez

17 11 septiembre Evento Expo-Cibao (11 y 15) Santiago Cibao Norte Región Cibao - Alberto Martínez, Diomar
González

18 16 septiembre Evento Montaje, participación y desmontaje de Expo Cibao Santiago Cibao Norte Región Cibao - Ámbar Liberato, Kirssy B
áez

19 18 septiembre Reunión Reunión con Madoka san, compartiendo ideas de venta de rutas OPT Mao Cibao Noroeste TCS 2 Ámbar Liberato

Total Sensibilizados: 40
Total Capacitados: 0

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 40

1 22 septiembre Reunión Reunión con consultores de MEPYD
 para diseño de perfiles sector turístico Santo Domingo Nacional MEPyD - Lissette Gil

2 23 septiembre Reunión Reunión con Aoki-san para revisión de temas L3 Santo Domingo Nacional TCS 2 Noriyuki Then

3 24 septiembre Reunión
Reunión con Madoka-san Conversación sobre

 actividades de L3, y
 renovación de contrato

Santo Domingo Nacional TCS 2 Noriyuki Then

NIVEL NACIONAL: 4

TOTAL GENERAL: 44

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto
SEPTIEMBRE 2019

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

5

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 2 agosto Visita Acompañamiento UP a sección de fotos, para revista Expo Cibao Dajabón Cibao Noroeste UP CNOE 7 Junior
2 7 agosto Reunión Viaje a Punta Cana para confirmar compra de Kayak Punta Cana Cibao Nordeste Punta Cana 4 Ambar
3 8 agosto Sensibilización Socialización con AMAMIEL Dajabón Cibao Noroeste Cibao Noroeste 3 Junior
4 15 agosto Reunión Sobre piloto de LT1 con INFOTEP. Santiago Cibao Norte L1 e INFOTEP Alberto
5 15 agosto Sensibilización Socialización con Centro MIPyMES ISA Mao Cibao Noroeste MIPYMES y ISA 2 Ambar
6 21 agosto Reunión con GT Dajabón Dajabón Cibao Noroeste GT Dajabón 20 Ambar
7 22 agosto Visita Acompañamiento a GREEMONT a la ruta de la miel. Dajabón Cibao Noroeste Ruta de la Miel 30 Junior
8 23 agosto Reunión Sección de fotos para mini catálogo Dajabón Dajabón Cibao Noroeste Comunidad de Dajabón 5 Junior
9 26 agosto Sensibilización Sesión con Anfitriones de Monción Fábrica de Casabe Mechi Cibao Noroeste Anfitriones de Monción 10 Ambar
10 26 agosto Visita amiento a AMAMIEL, a la tienda de producto mama tonila, para colocar sus Dajabón Cibao Noroeste UP Dajabón - Junior

11 27 agosto Reunión  para compartir avances según líneas de intervención y actividades
relacionadas con la participación del Proyecto en Expo Cibao. Santiago Cibao Norte Región Cibao 19 Kirssy

Junior
12 28 agosto Sensibilización  Sesión con bases de margaritas Mao Cibao Noroeste Ruta de Margaritas 7 Ambar

Total Sensibilizados: 13
Total Capacitados: 0

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 13

1 13 agosto Reunión Apoyo Feria Expo Cibao, Curso especial para contrapartes, Curso de ecoturismo. Santo Domingo Nacional Contrapartes 4 Kirssy
2 15 agosto Reunión Sobre Piloto de LT1 en Cibao Sur. Santo Domingo Nacional Cibao Sur - Noriyuki
3 20 agosto Reunión coordinación Expo. Santo Domingo Nacional TCS 4 Kirssy
4 23 agosto Reunión para coordinar actividades Expo y Curso especial, entre otros temas. Santo Domingo Nacional TCS y Contrapartes 4 Kirssy

NIVEL NACIONAL: 12

TOTAL GENERAL: 25

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto
AGOSTO 2019

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

6

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 3 Junio Investigación  posibles envases para subproductos de la miel Santiago Cibao Norte productores de miel 1 Ambar

2 3 Junio Reunión Con representantes de la mesa de turismo de Moca y actores de
Villa Trina. Villa Trina, Moca Cibao Norte Mesa de Turismo Moca y actores clave

Villa Trina 13 Alberto

3 3 Junio Reunión Socialización de Tomoko/ alcalde de Mao/ con Cluster Valverde Mao Cibao Noroeste Cluster Valverde 5 Lisette
4 4 Junio Capacitación Taller en la Finca de Banano de Erick Almanzar La Colonia, Mao, Valverde Cibao Noroeste Comunidad La Colonia, Mao 8 Ambar

5 5 Junio Reunión con la comunidad de Los Martínez para introducción al proyecto
del Tubing

Balneario Titilito, Mao,
Valverde Cibao Noroeste Comunidad Los Martinez, Mao 26 Ambar

6 5 Junio Reunión Seguimiento a caja souvenir. Apiario doña Isabel ,
Partido Cibao Noroeste Apiario doña Isabel, Dajabón 3 ANYI 

7 6 Junio Visita  Dajabón y Manzanillo para reconfirmar actividades para PRESS
TRIP Manzanillo y Dajabón Cibao Noroeste Comunidad Montecristi y Dajabón 15 Ambar

8 6 Junio Ensayo guiones Manzanillo y Dajabón Cibao Noroeste Comunidad Montecristi y Dajabón - ANYI
9 7 Junio Reunión Con mesa de turismo de Moca. Moca Cibao Norte Mesa de Turismo 15 Alberto
10 7 Junio Reunión Reunión con representantes del Cluster de Valverde Mao Cibao Noroeste Cluster Valverde 5 Lisette
11 8 Junio Acompañamiento Recibimiento PRESS TRIP Montecristi y Dajabón Cibao Noroeste Comunidad Montecristi y Dajabón 35 Ambar
12 8 Junio Acompañamiento Press Trip a Manzanillo - Dajabon Cibao Noroeste Cibao Noroeste Comunidad Montecristi y Dajabón 30 Lisette

13 12 Junio Sensibilización Sobre idea de Expo CIBAO y revista de parte de Noriyuki al equipo
de OPT Montecristi y Dajabón Cibao Noroeste Comunidad Montecristi y Dajabón 8 Ambar

14 12 Junio Reunión Entrega y revisión de Carpetas estadística y turística en OPT Mao Mao Cibao Noroeste Comunidad de Mao 6 Lisette
15 13 Junio Reunión Reunión regular de equipo Santiago Cibao Norte TCS 13 Ambar
16 13 Junio Sensibilización Reunión con el Centro MiPyMES de ISA Santiago Santiago Cibao Norte Centro MiPyMES de ISA 4 Ambar
17 13 Junio Reunión Con equipo TCS Santiago Cibao Norte TCS 16 Alberto
18 13 Junio Reunión equipo Santiago Santiago Cibao Norte TCS 25 Lisette

19 14 Junio Sensibilización Mini proyecto “Conoce a Mao en margaritas” a Clúster Turístico de
Valverde OPT.Mao. Valverde Cibao Noroeste Cluster Valverde 8 Ambar

20 14 Junio Reunión Revisión avances L4 y ajustes INFOTEP R. Norte Cibao Norte TCS e INFOTEP 2 Mercy

21 18 Junio Reunión Asignación de trabajos para revista del CIBAO al equipo de OPT y
discusión sobre la participación en Expo CIBAO OPT.Mao. Valverde Cibao Noroeste TCS 8 Ambar

22 18 Junio Reunión Con equipo TCS en Cibao Norte Cabarete Cibao Norte TCS 5 Alberto

23 19 Junio Reunión  con Aoki y Tomoko para compartir y coordinar sobre las
intervenciones al territorio OPT.Mao. Valverde Cibao Noroeste TCS 3 Ambar

24 20 Junio Sensibilización  uso de medios de promoción a Manzanillo Eco aventura Mnazanillo Cibao Noroeste Manzanillo Ecoaventura 17 Ambar

25 20 Junio Acompañamiento seguimiento al desarrollo del tubing en el Rio Mao Los Martínez, Mao
Valverde Cibao Noroeste Los Martinez, Mao 20 Ambar

26 21 Junio Reunión Reunión interna para compartir plan de trabajo de LT2 OPT.Mao. Valverde Cibao Noroeste TCS 3 Ambar

27 21 Junio Acompañamiento Visita a Monción para reconfirmar planes de trabajo con 2 fábricas
de casabe Monción Cibao Noroeste Casaberos de Monción 6 Ambar

28 21 Junio Reunión Con equipo Cibao Norte Puerto Plata Cibao Norte TCS 3 Alberto
29 21 Junio Reunión Sobre trabajos de Ambra Attus Puerto Plata Cibao Norte OPT POP 4 Alberto
30 21 Junio Reunión Con Jikaira Cid Puerto Plata Cibao Norte OPT POP 3 Alberto

31 21 Junio Acompañamiento Visita a Fábrica Alimentos Fortuna y Guaraguanó para reactivació
n de acciones planificadas

Monción, Santiago Rodrí
guez Cibao Noroeste Fábrica de casabe Alimentos

Fortuna 3 Mercy

32 21 Junio Reunión Revisión de plan L4-avances, ajustes y sugerencias de
Contraparte INFOTEP. INFOTEP R. Norte Cibao Norte TCS e INFOTEP 2 Mercy

33 21 Junio Taller
     Taller sobre redes sociales, para potencializar los conocimientos que se tienen

en el área, y poder vender y promover mejor el producto. Dajabón Cibao Noroeste Comunidades de Dajabón - ANYI

34 24 Junio Reunión con OPT para ir entregando insumos para la revista de Cibao Cibao Noroeste TCS 7 Ambar

35 25 Junio Taller
sobre plan de acción,con el objetivo de analizar y dar soluciones
a los problemas relacionados con la producción  y ventas de los

productos, y potencializar el desarrollo mutuo de las asociaciones.
Dajabón Cibao Noroeste Comunidades de Dajabón - ANYI

36 26 Junio Reunión Seguimiento a trabajos Ruta del Casabe: trabajo de costo-precio
experiencia taína y Visita de vidriero en Casabi.

Monción, Santiago Rodrí
guez Cibao Noroeste Fábrica Doña Mechi y Casabi 5 Mercy

37 27 Junio Presentación selección de UP Cibao Sur y propuesta de intervención con
capacitaciones-Asesores INFOTEP. La Vega Cibao Sur Cámara de Comercio y Producción

de La Vega 10 Mercy

38 27 Junio Reunión trabajo con OPT y Monsenor Sinesio. Reunion con Centrales de Margaritas Mao Cibao Noroeste Ruta de Margaritas, Mao 20 Lisette

39 28 Junio Reunión Revisión de plan L4-avances, ajustes y sugerencias de
Contraparte INFOTEP con Aris.san. INFOTEP R. Norte Cibao Norte TCS 3 Mercy

Total Sensibilizados: 29
Total Capacitados: 33

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 62

1 1 Junio Reunión Aprobación presupuestos L3 Santo Domingo Nacional TCS 4 Noriyuki

2 11 Junio Reunión Directora DPP Arq. Villalona y parte del Equipo DPP y TCS. Santo Domingo Nacional TCS y DPP 6 Kirssy
Diomar

3 11 Junio Reunión Con Medio Ambiente. Santo Domingo Nacional Medio Ambiente 11 Alberto
4 12 Junio Revisión primeros borradores influencers Santo Domingo Nacional Influencers 3 Noriyuki
5 19 Junio Reunión Con Nori Santo Domingo Nacional TCS 3 Lisette
6 19 Junio Reunión con editor Santo Domingo Nacional TCS 2 Noriyuki

7 24 Junio Reunión a./ Integración de CSur y CNordeste a actividades de Expo Feria Cibao y productos Santo Domingo Nacional TCS 3 Kirssy
Diomar

8 25 Junio Taller Conocer avances Estero Hondo con las instituciones involucradas. Santo Domingo Nacional Estero Hondo 22 Kirssy
Diomar

9 25 Junio Reunión Con Medio Ambiente, Marena, MITUR y otras organizaciones Santo Domingo Nacional Ministerios de Ambiente,
MARENA, MITUR, Etc 27 Alberto

10 27 Junio Capacitación Validación participativa del Sistema Dominicano de Indicadores
para el Turismo Sostenible (SIDTUR). Santo Domingo Nacional SIDTUR 25 Kirssy

Diomar

NIVEL NACIONAL: 81

TOTAL GENERAL: 143

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto
Junio 2019

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

7

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 1 Mayo Capacitación con actores de la comunidad: El Gallo, El Cupey Puerto Plata Cibao Norte UP El Gallo, Cupey 19 Alberto
2 1 Mayo Capacitación Taller sobre “Elaboración e instalación de letreros. Apiarios (Partido y Carbonera) Cibao Noroeste Apiarios 30 Ambar
4 2 Mayo Capacitación Taller SEMANA 4 OPT MAO, 2 y 3 de mayo Mao Cibao Noroeste Comunidades de Mao 8 Lisette
5 3 Mayo Reunión con CONADIS OPT Valverde Cibao Noroeste TCS 3 Ambar
6 6 Mayo Taller ociación de vendedores playeros y Artesanales de Villa Magante y otros actores de Gaspar Hernández Cibao Nordeste Villa Magante 20 Alberto

7 7 Mayo Reunión Apoyo en la revisión y firma de contrato entre Música Dominicana y Calmel Safari Puerto Plata Cibao Norte Música Dominicana y Camel Safari 10 Alberto

8 7 Mayo Reunión con Gladys-san para preparación de presentación avances L4. INFOTEP R. Norte Cibao Norte TCS e INFOTEP 2 Mercy
9 8 Mayo Sensibilización Reunión con manzanillo eco aventura Manzanillo Cibao Noroeste Manzanillo ecoaventura 5 Anyi
10 8 Mayo Reunión con AMAMIEL Centro de acopio de los apicultores Cibao Noroeste AMAMIEL 13 Anyi
11 8 Mayo Capacitación Identificación de UPTCS con Cibao Sur-Oficinas de Turismo Club Falcondo-Bonao Cibao Sur OPT Turismo 8 Mercy
12 8 Mayo Capacitación en Manzanillo Montecristi Cibao Noroeste Comunidad de Manzanillo 5  Lisette

13 9 Mayo Reunión Interna de equipo TCS Santiago Cibao Norte TCS 13
Alberto
Mercy

Noriyuki
14 9 Mayo Capacitación Taller semana 5 (9 y 10) Mao Cibao Noroeste Comunidad de Mao 8 Lisette
15 10 Mayo Reunión Con directiva del Clúster Ecoturístico de la Provincia Espaillat. Espaillat Cibao Norte Cluster Ecoturístico Espaillat 9 Alberto

16 10 Mayo Acompañamiento Seguimiento avances de la Revista Tesoros Locales de Monción Ayuntamiento de Monción Cibao Noroeste Ayuntamiento de Monción 4 Mercy
Diomar

17 10 Mayo Reunión Coordinación para reunión oficial con MOCA Moca Cibao Norte Actores clave Moca 9 Noriyuki
18 10 Mayo Reunión con instituciones locales de Valverde OPT Valverde Cibao Noroeste Instituciones locales de Moca 15 Ambar
19 13 Mayo Reunión Con equipo TCS en Cibao Norte Cabarete Cibao Norte TCS 6 Alberto
20 13 Mayo Reunión Discusión TTOO L3 base a caso guananico Cabarete Cibao Norte TT.OO. 2 Noriyuki

21 13 Mayo Sensibilización Explicación caso UP guananico Cabarete Cibao Norte UP Guananico 4 Noriyuki
Diomar

22 13 Mayo Sensibilización Reunión con Anyi para retroalimentar sobre procesos administrativos del Proyecto Dajabón Cibao Noroeste TCS 2 Ambar
23 14 Mayo Reunión Detalles de Avances L3 Cabarete Cibao Norte TCS 2 Noriyuki
24 14 Mayo Reunión Sobre expoCibao y Revista Cabarete Cibao Norte TCS 2 Noriyuki
25 15 Mayo Socialización Mostrar avances de la ruta de la miel, ante una delegación de alcaldes. ón Villaman de la Coop bueno, Pa Cibao Noroeste Ruta de la Miel 2 Anyi
26 16 Mayo Reunión ooperativa de producción, trabajos y servicios múltiples de pescadores Bahía San L  Sánchez, Samaná Cibao Nordeste Kayak San Lorenzo 9 Alberto
27 16 Mayo Visita a Finca de Banano y Finca La Protectora Valverde Cibao Noroeste UP Ruta del Banano 8 Ambar
28 17 Mayo Reunión Con Sindicato de boteros de Nagua y Rio San Juan (Laguna Gri-gri) o San Juan, María Trinidad Sánch Cibao Nordeste UP Laguna Gri-Gri 14 Alberto
29 17 Mayo Participación el taller sobre “Elaboración e instalación de letreros. Apiarios (Partido y Carbonera) Cibao Noroeste UP Apiarios miel 30 Ambar
30 19 Mayo Reunión con los Apicultures Centro de acopio de Apicultores. Cibao Noroeste UP Ruta de la miel 28 Anyi

31 21 Mayo Reunión con el GT Dajabón Ayuntamiento de   Dajabón. Cibao Noroeste GT Dajabón 11

Anyi
Ambar
Diomar
Lisette

32 22 Mayo Visita a Puntos de la miel para adaptaciones de guiones Apiarios, Provincia Dajabón Cibao Noroeste Ruta de la Miel 2 Amber
33 23 Mayo Reunión Con instituciones que conforman el consenso de Moca Espaillat Cibao Norte Actores clave Moca 19 Albero
34 23 Mayo Reunión Presentación TCS Moca Cibao Norte TCS 20 Noriyuki
35 23 Mayo Participación Taller sobre “Indicadores del Turismo Sostenible” Club Náutico, Montecristi Cibao Noroeste Comunidades Montecristi 10 Ambar
36 24 Mayo Reunión Con Roberto Gómez Puerto Plata Cibao Norte TCS-INFOTEP 4 Albero
37 24 Mayo Capacitación Elaboración de Indicadores de Turismo Sostenible por BCyT. Cibao Norte BCyT TCS 30 Mercy
38 24 Mayo Reunión Caso guananico Puerto Plata Cibao Norte UMPC Guananico 6 Noriyuki
39 24 Mayo Reunión sobre avances y coordinaciones conjuntas. Cámara de Comercio Cibao Norte TCS 8 Diomar
40 24 Mayo Capacitación TALLER SEMANA 6 (24 y 25) Mao Cibao Norte Comunidad de Valverde 8 LIsette

41 26 Mayo Acompañamiento Ruta de la miel 
Apiario Doña Isabel, José

Aquiles, Bosque Seco y Mamá
Tona.

Cibao Noroeste Ruta de la Miel 6 Anyi

42 29 Mayo Reunión Seguimiento a acciones con GT de SR en la Ruta del Casabe. Oficina del Consejo de la Presa-
Monción Cibao Noroeste Ruta del Casabe y GT Santiago Rodríguez 10 Ambar

Mercy

Total Sensibilizados: 11
Total Capacitados: 116

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 127

1 27 Mayo Reunión Seguimiento Concepto ExpoCibao Santo Domingo Nacional ExpoCibao 5 Noriyuki
2 28 Mayo Reunión Seguimiento ExpoCibao y Revista Santo Domingo Nacional ExpoCibao 2 Noriyuki
3 31 Mayo Reunión Expl. Avances Santo Domingo Nacional TCS 3 Noriyuki
4 31 Mayo Reunión Definición próximos pasos Santo Domingo Nacional TCS 3 Noriyuki

NIVEL NACIONAL: 13

TOTAL GENERAL: 140

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mayo 2019

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

8



Activdades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: 2019/Abril

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 1 Abril Acompañamiento Participación en la inauguración del Centro Mipymes Mao UASD, Mao Cibao Noroeste MIPyMES Mao - Ambar
2 2 Abril Sensibilización Reunión con equipo de la OPT Valverde OPT Valverde Cibao Noroeste TCS 12 Ambar

3 2 Abril Reunion Reunión de seguimiento del trimestre enero-marzo con Gladys-san y Aoki-san. Oficina TCS INFOTEP R. Norte Cibao Norte TCS-INFOTEP 3 Mercy

4 3 Abril Sensibilización Temas tratados: materiales promoción, press trip, ferias, manejo redes sociales +
oportunidad fam trip Campus Live/Go Caribic. Puerto Plata Cibao Norte CAMPUS LIVE/GO CARIBIC 8 Ambra

5 4 Abril Capacitación Inicio de capacitación para OPT Valverde y Monción
Inicio de Programa 1 en Manzanillo OPT Valverde Cibao Noroeste Comunidades Valverde y Monción 9 Ambar

6 4 Abril Reunión equipo Cibao Norte (con Aoki, Maria Luisa, Alberto, Diomar, Alexis y Ambra) Puerto Plata Cibao Norte TCS 7
Ambra
Alberto

7 5 Abril Sensibilización Reunión de equipo sobre importancia de estructura precios productos TCS Puerto Plata Cibao Norte TCS 4 Ambra
8 5 Abril Reunion  UMPC Sosúa Puerto Plata Cibao Norte UMPC Sosúa 7 Alberto
9 4,5 Abril Capacitación SEMANA 1 OPT MAO Mao Cibao Noroeste TCS 8 Lisette
10 7 Abril Capacitación Inicio de Programa 1 en Manzanillo Manzanillo Cibao Noroeste Comunidad Manzanillo 17 Ambar
11 8 Abril Reunion Socialización de milestones del trismestre y resto del año para L4 Oficina TCS INFOTEP R. Norte Cibao Norte Milestones 3 Mercy
12 9 Abril Reunión con organizaciones locales de Manzanillo Ayutamiento Manzanillo Cibao Noroeste Actores y organizaciones de Manzanillo 8 Alberto

13 9 Abril Reunión
Conversación con Go Caribic y Clúster de Puerto Plata referente fam trip
‘Campus Live’, presentación productos TCS y hora loca durante evento.

Seguimiento reuniones Marzo tour operadores.G13
Puerto Plata Cibao Norte Go Caribic y Cluster POP 4 Lisette

14 9 Abril Socialización Tratar temas relevantes a capacitaciones-sugerencias de INFOTEP R. Norte. Oficina TCS INFOTEP R. Norte Cibao Norte TCS 4 Mercy
15 10 Abril Sensibilización con Apicultores ntro de Acopio de Apicultores, Daja Cibao Noroeste Apicultores 7 Almbar
16 10 Abril Entrevista Realización de entrevistas y selección de coordinador junior de Dajabón ntro de Acopio de Apicultores, Daja Cibao Noroeste Apicultores 8 Almbar
17 10 Abril Reunion Reunión con grupo de comunitarios del Cupey, Visita a El Gallo Ecolodge Guananico Cibao Norte UP Gallo y comunidad El Cupey 8 Ambra
18 10 Abril Reunion Actores del Gallo El Gallo, El Cupey Cibao Norte UP Gallo y comunidad El Cupey 7 Alberto

19 11 Abril Reunion

Reunión con Coming2, tour operador receptivo, para  presentar experiencias TCS.
Reunión con Amber Cove Adventures, operadores de tours,

 enfocado a ventas online directamente a turistas de cruceros, para presentar
experiencias TCS.

Puerto Plata Cibao Norte TTOO, Amber Cove 4 Ambar

20 11 Abril Reunion Con Asociación de Vendedores Playero y Artesanales de Villa Magante Gaspar Hernández Cibao Nordeste Villa Magante 12 Alberto

21 12 Abril Reunion Reunión con Alav Tours, transportista y operador de tours, para presentar
experiencias TCS. Cabarete Cibao Norte TTOO 5 Ambra

22 12 Abril Reunion Con artesanos de Imbert Imbert Cibao Norte Artesanos Imbert 10 Alberto
23 12 Abril Reunion Con Oficina de promoción Turística Luperón Cibao Norte OPT POP 4 Alberto
24 12 Abril Reunion Presentación de Propuesta CIBAO SUR La vega Cibao Norte Comunidades Cibao Sur 15 Noriyuki
25 11 Abril Taller SeMANA 2 OPT MAO (11 y 12) Mao Cibao Noroeste Mao 8 Lisette

26 13 Abril Reunión Reunión con tour operador Better Place To Go, para presentar experiencias TCS Monción Cibao Noroeste Better places to go 15 Ambar

27 13 Abril Jomada de trabajo Organizar, embellecer y adecuar el espacio de la experiencia Casabe Herencia
Taina. Fábrica de Casabe Doña Mechi Cibao Noroeste Doña Mechi 15 Mercy

28 15 Abril Reunión con ADELVA OPT Valverde Cibao Noroeste ADELVA 2 Ambar

29 15 Abril Reunion

Conversación de seguimiento con tour operador Mega Trucks, envío propuesta
completa de actividad modificada (sin museo) y con precio.Reunión con Lifestyle
Excursions, punto de venta de excursiones dentro de Lifestyle Holidays Vacation

Club para clientes del hotel, con el objetivo de presentar experiencias TCS.

Puerto Plata Cibao Norte Empresas turísticas POP 5 Ambra

30 15 Abril Reunión Visualización del Cibao sur como destino regional con marca que lo identifique y
trabajo entre las 3 provincias. Cámara de Comercio de La Vega Cibao Norte Comunidades Cibao Sur 13 Mercy

31 17 Abril Sensibilización
Reunión con Alav Tours, transportista y operador de tours, para presentar

experiencias TCS.Reunión con tour operador Better Place To Go, para presentar
experiencias TCS

Puerto Plata Cibao Norte Instituciones y TTOO POP 4 Ambra

32 18 Abril Reunion Reunión con Aligatours, operador de tours, para presentar productos TCS. Puerto Plata Cibao Norte Aligatours y TTOO POP 3 Ambra
33 22 Abril Jornada de trabajo Inicio de trabajo de coordinador junior de Dajabón ADETDA, Dajabón Cibao Noroeste ADEDTA 3 Ambar
34 26 Abril Reunion Elaboración de Plan de Trabajo CS La vega Cibao Sur TCS 13 Noriyuki

35 25,2
6 Abril Capacitación SEMANA 3 OPT MAO Mao Cibao Noroeste Comunidades Mao 8 Lisette

36 28 Abril Presentación La miel en Bani Bani Sur Apicultores Baní 30 Lisette

Total Sensibilizados: 39
Total Capacitados: 42

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 81

1 2 Abril Reunión Seguimiento de Plan de Trabajo Santo Domingo Nacional TCS 3 Noriyuki
2 3 Abril Reunión Explicación de Avances de Líneas y Coordinación Santo Domingo Nacional TCS y Contrapartes 4 Noriyuki
3 3 Abril Reunión Seguimiento de resultados DATE Santo Domingo Nacional TCS 3 Noriyuki
5 10 Abril Reunión Seguimiento de Catálogo Comercial Santo Domingo Nacional TCS 4 Noriyuki
6 11 Abril Reunión Explicación de próximas actividades Santo Domingo Nacional TCS 2 Noriyuki
8 22 Abril Conferencia Coordinación presentación Campus Live Santo Domingo Nacional TCS 2 Noriyuki
9 25 Abril Reunión Coordinación TCS-ExpoCIBAO Santo Domingo Nacional ExpoCibao 3 Noriyuki

10 30 Abril Conferencia Consulta sobre catálogo comercial Santo Domingo Nacional TCS 2 Noriyuki

NIVEL NACIONAL: 23

TOTAL GENERAL: 104

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL
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Activdades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: Marzo 2019

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 1 Marzo Reunión Con taxistas de Amber Cove Guananico Cibao Norte Taxistas de Amber cove 14 Alberto
2 4 Marzo Reunión Sobre informe de Ambra Attus Cabarete Cibao Norte TCS 3 Alberto

3 5 Marzo Capacitación Planificación en Montecristi Montecristi Cibao Noroeste Actores Montecristi 23 Amber
Lisette

4 5 Marzo Reunión con Artesanos de Imbert y representantes del Ministerio de Cultura Imbert Cibao Norte Artesanos de Imbert y Ministerio de Cultura 6 Alberto

5 6 Marzo Capacitación Planificación en Dajabón Dajabón Cibao Noroeste Actores Dajabón 15 Amber
Lisette

6 7 Marzo Capacitación Planificación en Santiago Rodríguez Santiago Rodríguez Cibao Noroeste Actores Santiago Rodríguez 12
Amber
Mercy
Lisette

7 8 Marzo Reunión vía Skype para coordinar sobre elaboración de revista en Monción ZOOM Cibao Noroeste Monción 4 Amber
8 8 Marzo Sensibilización Concientización sobre TCS PUCMM Santiago Cibao Norte PUCMM 25 Mercy
9 8 Marzo Reunión Sobre informe de Ambra y plan de Trabajo de Cibao Norte Cabarete Cibao Norte TCS 4 Alberto

10 11 Marzo Reunión con Anfitriones de Monción para coordinar elaboración de revista Ayuntamiento de Monción Cibao Noroeste Monción 12 Amber
Mercy

11 12 Marzo Reunión Sobre revista de Monción con Grupo territorial y grupo de anfitriones Monción Cibao Noroeste Actores Monción 12 Diomar
12 14 Marzo Reunión vía Skype para compartir sobre Talleres de planificación con GT ZOOM Cibao Noroeste GT CNOE 3 Amber
13 14 Marzo Reunión vía Skype para coordinar sobre elaboración de revista en Monción ZOOM Cibao Noroeste Monción 3 Amber
14 14 Marzo Reunión Con Fundación Vida y Naturaleza Altamira Cibao Norte Fundación Vida y Naturaleza 4 Alberto
15 18 Marzo Reunión Con Asociación de Artesanos del Higüerito Moca Cibao Norte Artesanos del Higuerito 6 Alberto
16 19 Marzo Reunión Sobre taller con facilitadores de INFOTEP ZOOM Cibao Norte INFOTEP 4 Diomar
17 19 Marzo Reunión con Anfitriones de Monción para coordinar elaboración de revista Ayutamiento dfe Monción Cibao Noroeste Anfitriones Monción 12 Amber

18 20 Marzo Capacitación Taller a facilitadores para iniciar transferencia del modelo de
Desarrollo de productos TCS aprendido en el Norte por L1.

INFOTEP, Santiago Cibao Norte INFOTEP 36
Mercy
Alberto
Lisette

19 20 Marzo Acompañamiento en Taller sobre Metodología de LT1 INFOTEP, Santiago Cibao Norte INFOTEP - Amber
Diomar

20 21 Marzo Reunión Con personal de Medioambiente y Guías de Estero Hondo Estero Hondo Cibao Norte Estero Hondo 8 Alberto
21 22 Marzo Reunión con Mercy para seguimiento a experiencia taina del casabe Oficina Mao Cibao Noroeste TCS 2 Amber
22 22 Marzo Sensibilización Técnica de guiado Jamao Cibao Norte Jamao 5 Alberto
23 25 Marzo Reunión  con Mercy para seguimiento a experiencia taina del casabe Oficina Mao Cibao Noroeste TCS 2 Amber

24 25 Marzo Reunión con Anfitriones de Monción para coordinar elaboración de revista Ayutamiento de Monción Cibao Noroeste Actores Monción 10 Amber
Mercy

25 29 Marzo Sensibilización Charla TCS en Áreas Protegidas San Francisco de Macoris Cibao Sur Comunidad San Fco. 50 Lisette

Total Sensibilizados: 80
Total Capacitados: 86

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 166

1 1 Marzo Reunión Con Alberto Calderón Santo Domingo Nacional Alberto Calderón 2 Noriyuki
2 7 Marzo Presentación Presentación de Catálogo Santo Domingo Nacional TCS 3 Noriyuki
4 12 Marzo Reunión Presentación de Catálogo Santo Domingo Nacional TCS 3 Noriyuki
5 12 Marzo Reunión con E-marketing, Presentación de Catálogo Santo Domingo Nacional TCS 3 Noriyuki
6 13 Marzo Reunión  con Dept. Prensa, Preparación reunión con director Santo Domingo Nacional MITUR 3 Noriyuki
7 20 Marzo Reunión con Indhira, Presentación catálogo final Santo Domingo Nacional TCS-MITUR 3 Noriyuki
8 20 Marzo Reunión con E-Marketing Santo Domingo Nacional TCS 3 Noriyuki

9 26-
28 Marzo DATE Feria Participación y Lanzamiento de Catálogo Santo Domingo Nacional TCS 4 Noriyuki

10 29 Marzo Reunión Presentación de Avances Santo Domingo Nacional TCS 14 Noriyuki

NIVEL NACIONAL: 38

TOTAL GENERAL: 204

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL
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Activdades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: Febrero 2019

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 1 Febrero Reunión Grupo de Guías “Guardianes Marinos de la Bahía” Manzanillo Cibao Noroeste Guías Guardianes de la bahía 9 Amber
Lisette

2 1 Febrero Reunión Socialización con AMAMIEL Dajabón Cibao Noroeste AMAMIEL 12 Amber
3 1 Febrero Sensibilización Con integrante nueva de equipo Ambra Attus. Puerto Plata Cibao Norte TCS 7 Diomar
4 2 Febrero Reunión APICULTORES Dajabón Cibao Noroeste Apicultores 15 Lisette
5 5 Febrero Reunión Revisión tomas grabadas Programa I en Dajabón con el Productor. INFOTEP Stgo. Cibao Norte Comunidad Dajabón 2 Mercy
6 7 Febrero Reunión con Banelino Valverde Cibao Noroeste Banelino 3 Amber

7 8 Febrero Sensibilización
Presentaciones del proyecto TCS-avance, buenas prácticas y
metodologías a actores del INFOTEP, MITUR y exbecarios del

CIBAO.
INFOTEP Santiago Cibao Norte TCS y Contrapartes 61

Mercy
Alberto
Diomar
Noriyuki

8 8 Febrero Visita Grupo Piloto Manzanillo Santiago Cibao Norte Grupo piloto Manzanillo 8 Lisette

9 9,1
0 Febrero Sesión Toma de fotos tema Catálogo sobre Gastronomía, Historia. Música Santiago Cibao Norte Actores de Santiago 3 Noriyuki

10 11 Febrero Reunión  Visita a las Unidades Productivas. Cabarete Cibao Norte UP Cabarete 3 Alberto
11 11 Febrero Reunión con productores de Valverde Valverde Cibao Noroeste Productores Valverde 10 Amber
12 11 Febrero Reunión Uso de materiales audiovisiales, Con Alcaldía de Santiago Santiago Cibao Norte Alcaldía de Santiago 2 Noriyuki
13 13 Febrero Acompañamiento Seguimiento a experiencia de herencia taina de la ruta del casabe Monción Cibao Noroeste Ruta del Casabe 4 Amber
14 15 Febrero Acompañamiento Participación en graduación del Programa I en Dajabón Dajabón Cibao Noroeste Comunidad Dajabón 42 Amber
15 15 Febrero Entrevista Entrevistas candidatos a coordinador para la RNOE Valverde Cibao Noroeste CNOE 5 Amber
16 15 Febrero Capacitación Taller regional Santiago Cibao Norte UP, GT y actores Región Cibao 50 Lisette
17 16 Febrero Capacitación para Anfitriones de Monción sobre Diseño de Rutas turísticas. INFOTEP R.Norte Cibao Norte Anfitriones Monción 13 Mercy

Total Sensibilizados: 168
Total Capacitados: 79

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 247

1 4 Febrero Reunión Preparación reunión Promoción Internacional con Madoka Santo Domingo Nacional TCS 2 Noriyuki
2 4 Febrero Reunión Presentación de Plan de Catálogo con Promocion Internacional Santo Domingo Nacional TCS y Contrapartes 3 Noriyuki
3 6 Febrero Reunión Propuesta de Catálogo y coordinación con Nelson Marín Santo Domingo Nacional TCS 3 Noriyuki
4 7 Febrero Capacitación  INTERNO DE ESTRATEGIA Santo Domingo Nacional TCS 16 Lisette
5 14 Febrero Reunión Preparación de CCC, con Aoki Santo Domingo Nacional TCS 3 Noriyuki
6 14 Febrero Reunión Seguimiento de Avances de Catálogo, con Indhira Santo Domingo Nacional TCS-MITUR 3 Noriyuki
7 15 Febrero Reunión Aprobación final diseños de reconocimiento, con Lenin Santo Domingo Nacional TCS 3 Noriyuki
8 18 Febrero Reunión Seguimiento CCC y agenda Reconocimientos con Liss y Aoki Santo Domingo Nacional TCS 4 Noriyuki

9 20 Febrero Reunión on comité de CCC MEPYD. Se presentaron avances del proyecto TC Santo Domingo Nacional TCS y Contrapartes 30

Amber
Mercy
Alberto
Lisette
Diomar

10 21 Febrero Reunión Seguimietno de Catálogo con Indhira. Santo Domingo Nacional TCS-MITUR 4 Noriyuki

11 22 Febrero Reunión Seguimiento de Catálogo y revisión comentarios de Indhira-san,
con Alberto Santo Domingo Nacional TCS-MITUR 2 Noriyuki

12 23 Febrero Sensibilización FUNDACION SABORES Santo Domingo Nacional Fundación Sabores y TCS 100 Lisette
13 28 Febrero Reunión Presentación de Catálogo y comentario Santo Domingo Nacional TCS 2 Noriyuki
14 29 Febrero Reunión Sprint para terminación de Catálogo con Apberto Santo Domingo Nacional TCS 2 Noriyuki

NIVEL NACIONAL: 61

TOTAL GENERAL: 308

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL
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Activdades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: Enero 2019

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 11 Enero Acompañamiento Cerrar trabajos del Burén y pagar a artesana y comenzar
construcción de Rancho Experiencia Taína. Monción Cibao Noroeste Experiencia Taína 5 Mercy

2 11 Enero Sensibilización
contribuir con la enseñanza-aprendizaje que se plantean dentro

de la comunidad educativa para que puedan ser trabajadas y, de
esta forma, continuar mejorando la calidad de la enseñanza.

Manzanillo Cibao Noroeste Comunidad Manzanillo 12 Lisette
Amber

3 14 Enero Reunión Revisión de Plan L4 con Aoki-san ZOOM Cibao Norte TCS 2 Aoki

4 15 Enero Acompañamiento Recibir trabajo de Elaboración de Racho-Estructura en Madera y contratar trabajo
de cobijado en cana Monción Cibao Noroeste Monción 5 Mercy

Amber
5 16 Enero Acompañamiento Visita a Finca de Banano Valverde Cibao Noroeste Bananeros Valverde 3 Amber

6 18 Enero Reunión Revisión de Metodología de Planificación General, presentación
de avances de L1, presentación de planificación de L3

TCS Región Cibao TCS 12

Yakasat
Aoki

Mercy
Diomar
Noriyuki
Alberto
Amber

7 22 Enero Acompañamiento Celebración de segundo mercado de Altamira Altamira Cibao Norte Altamira 40 Alberto

8 23 Enero Sensibilización Reunión de presentación de avances, planificación de L4 2019-2020 y Presentaci
ón de propuesta de capacitaciones de L1 en Desarrollo de Productos. Santiago Cibao Norte TCS 4 Aoki

Mercy

9 24 Enero Reunión Reunión de revisión del plan L4 2019-2020 y ajustes de acuerdo a lineamientos de
Aoki-san Santiago Cibao Norte TCS 2 Aoki

Mercy
10 25 Enero Reunión Equipo L1 y Líder Proyecto Cabarete Cibao Norte TCS 6 Diomar
11 25 Enero Reunión De coordinación con Aoki san y Madoka Cabarete Cibao Norte TCS 6 Alberto

Total Sensibilizados: 16
Total Capacitados: 0

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 16

1 9 Enero Reunión Avances y Plan 2019 Santo Domingo Nacional TCS 4 Noriyuki
Aoki

2 11 Enero Reunión Revisión de Plan 2019 Santo Domingo Nacional TCS 2 Noriyuki
3 15 Enero Reunión Propuesta Plan 2019 Santo Domingo Nacional TCS 3 Noriyuki
4 15 Enero Reunión Propuesta Catálogo Santo Domingo Nacional TCS 2 Noriyuki
5 22 Enero Reunión Propuesta Catálogo 2019 TCS Santo Domingo Nacional TCS 3 Noriyuki

6 24-
25 Enero Acompañamiento Viaje de reconocimiento y colección audio visual de los recursos

de temático Playa para catálogo de TCS Santo Domingo Nacional TCS 3 Noriyuki

7 28-
31 Enero Reunión Seguimiento avance de simples de Catálogo con Alberto Calderón Santo Domingo Nacional TCS 2 Noriyuki

NIVEL NACIONAL: 19

TOTAL GENERAL: 35

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL
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Activdades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: Diciembre 2018

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 1 Diciembre Capacitación Capacitación en campo ¨Cómo convertir un recurso en un
producto potencial¨ Jamao al Norte Cibao Norte Jamao al Norte 25 Amber

2 2 Diciembre Trabajo de campo Terminación de Rancho donde Doña Mechi del 2 al 9 Monción Cibao Noroeste Doña Mechi 5 Mercy

3 3 Diciembre Sensibilización Reunión para Famtrip con RRPP de Validación de servicios turí
sticos propuestos por T1 los días 3 y 4 Puerto Plata Cibao Norte Influencers 3 Noriyuki

4 3 Diciembre Acompañamiento Visita de relaciones publicas a Las Cuevas de Cabarete Cabarete Cibao Norte Cuevas de Cabarete 4 Alberto

5 4 Diciembre Acompañamiento Visita de relaciones públicas a Música Dominicana y Chocolala  Guananico/ Altamira Cibao Norte UMPC Música Dominicana y
Chocolala 5 Alberto

6 6 Diciembre Reunión Sobre actualización plan de trabajo y coordinación entre líneas de
trabajo y subregiones.E16 Valverde Cibao Noroeste TCS 6 Diomar

7 6 Diciembre Capacitación Taller de profundización para creación de nuevo producto. Jamao Cibao Norte Jamao al Norte 23 Alberto

8 7 Diciembre Capacitación Inicio de entrenamiento para diseño de senderos en experiencias
de la miel Dajabón Cibao Noroeste Apicultores Dajabón 7 Amber

9 10,
11 Diciembre Acompañamiento Exploración de nuevo territorio e investigación de visión de equipo

central Cibao Sur Cibao Sur Comunidades Cibao Sur 3 Noriyuki

10 13 Diciembre Reunión Reunión con alcaldesa de Sosúa Sosúa Cibao Norte Alcaldía Sosúa 4 Alberto
11 13 Diciembre Ensayo Ensayo de guión de experiencia de Tubing en Jamao al Norte Jamao del norte Cibao Norte Jamao al Norte 20 Alberto
12 13 Diciembre Reunión Reunión con Club Ruta 42 de Monción Monción Cibao Noroeste Monción 8 Amber
13 14 Diciembre Reunión Reunión para Seguimiento al Kayak en Manzanillo Dajabón Cibao Noroeste Kayak Manzanillo 8 Amber

14 18 Diciembre Reunión Reunión interna mensual de equipo TCS. Santiago Cibao Norte TCS 10 Diomar
Albeto

15 18 Diciembre Reunión Reunión para presentar propuesta de diseño de senderos en
experiencias de la miel Dajabón Cibao Noroeste Experiencia de la miel 12 Amber

16 19 Diciembre Reunión Revisión de producto terminado y capacitación de mantenimiento
de contenido ZOOM Cibao Norte TCS 2 Noriyuki

17 20 Diciembre Reunión Fundación Vida y Naturaleza Altamira Cibao Norte Fundación Vida y Naturaleza 5 Diomar

18 21 Diciembre Entrega Entrega de uniformes para actores de la experiencia de música
dominicana. Guananico Cibao Norte UMPC Música Dominicana 10 Alberto

19 21 Diciembre Reunión Reunión para Seguimiento al Kayak en Manzanillo Manzanillo Cibao Noroeste Kayak Manzanillo 3 Amber

20 22 Diciembre Charla
Charla de Roberto Gómez sobre experiencia Damajagua en

Programa Gestor de Turismo  Sostenible Basado en la
Comunidad.

Dajabón Cibao Noroeste Damajagua - Mercy

Total Sensibilizados: 3
Total Capacitados: 55

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 58

1 12 DiciembreReunión con Aoki-saDiscusión sobre estructura de equipo 2019 Santo Domingo Nacional TCS 2 Noriyuki

NIVEL NACIONAL: 2

TOTAL GENERAL: 60

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL
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Activdades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: Noviembre 2018

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 1 Noviembre Reunión Sobre legalización de UMPC Estero Hondo Cámara de Comercio POP Cibao Norte Estero Hondo 4 Alberto

2 1 Noviembre Reunión Sobre Legalización de UMPC Estero Hondo y Apoyo Centro
MIPYMES Puerto Plata Cibao Norte UMPC Estero Hondo 4 Diomar

3 3 Noviembre Acompañamiento Monitoreo del Programa Gestor de Turismo Sostenible Basado en
la Comunidad del INFOTEP Dajabón Cibao Noroeste Dajabón 26 Mercy

4 6 Noviembre Reunión Sobre situación de UMPC y legalización de grupo. Estero Hondo, POP Cibao Norte Estero Hondo 10 Alberto
5 6 Noviembre Reunión Revisión y ajuste de fichas de tours y ajuste de prediseños Santiago Cibao Norte TCS 14 Noriyuki
6 6 Noviembre Reunión con UMPC Estero Hondo y socialización de estatus legal. Estero Hondo, POP Cibao Norte Estero Hondo 10 Diomar

7 7 Noviembre Reunión Con la Fundación vida y Naturaleza (Sobre Mercado de
Productores) Altamira, POP Cibao Norte Fundación Vida y Naturaleza 7 Alberto

8 10 Noviembre Reunión
Presentación de avances, proyección 2019, dificultades

encontradas por líneas de trabajo y ejercicio de planificación para
extender TCS al resto del Cibao.

Santiago Cibao Norte TCS 15 Mercy

9 12 Noviembre Acompañamiento
Apoyo a elaboración del Burén y limpieza de terreno para

demostración de la experiencia Taína, en Fábrica de Doña Mechi
en Monción

Monción, SR Cibao Noroeste Doña Mechi 4
Mercy

Eduardo
Viñas

10 15 Noviembre Reunión Reunión con T1 en DPP Cabarete, POP Cibao Norte TCS 5 Mercy
11 15 Noviembre Sensibilización Sesión con Ayuntamiento de Pepillo Salcedo Pepillo Salcedo Cibao Noroeste Ayuntamiento Pepillo Salcedo 4 Amber
12 20 Noviembre Reunión Reunión interna del equipo RNOE OPT Valverde Cibao Noroeste TCS 9 Amber
13 21 Noviembre Reunión Con Carlos Andújar y otros representantes del Centro León. Santiago Cibao Norte Representantes Centro León 7 Alberto

14 21 Noviembre Acompañamiento Visita a experiencias de casabe y pequeño conversatorio con
anfitriones de Moncion Monción, SR Cibao Noroeste Anfitriones Monción 7 Amber

15 21 Noviembre Reunión Reunión de Avances y Coordinación nivel Central Mao Cibao Noroeste TCS 9 Noriyuki
16 21 Noviembre Acompañamiento Entendimiento de los avances de T2 en una de las Rutas Monción, SR Cibao Noroeste Actores de Monción 5 Noriyuki

17 21 Noviembre Sensibilización Sesión con Centro León sobre apoyo a desarrollo de Galería Taí
na en Parada Artesanos Imbert Santiago Cibao Norte ASOARTEP 7 Diomar

18 22 Noviembre Reunión Reunión con Facilitador del INFOTEP para Programa I y Ámbar
Liberato Mao Cibao Noroeste TCS 3 Mercy

Amber
19 22 Noviembre Reunión Reunión de Avances y Coordinación nivel Central Cabarete Cibao Norte TCS 5 Noriyuki
20 23 Noviembre Reunión Con representantes del Gallo Ecolodge Puerto Plata Cibao Norte UP El Gallo 6 Alberto
21 23 Noviembre Reunión  con productores de Valverde Centro de INDOTEL Cibao Noroeste Actores de Valverde 10 Amber
22 23 Noviembre Reunión Con dueños del Gallo Ecologe El cupey Cibao Norte UP El Gallo 6 Diomar

23 24 Noviembre Reunión
Observación de Entrega de los contenidos del Programa por

Consultora Pilar Constanzo y Reunión con Asesor del INFOTEP
para el CNOE y Facilitador del Programa.

Dajabón Cibao Noroeste Participantes programa INFOTEP
Dajabón 4 Mercy

24 28 Noviembre Capacitación Sobre Desarrollo de Producto Turístico Dajabón Cibao Noroeste Comunidad de Dajabón 20 Lisette
25 29 Noviembre Sensibilización Charla a estudiantes sobre TCS y las oportunidades de negocio Puerto Plata Cibao Norte Estudiantes POP 30 Lisette

Total Sensibilizados: 41
Total Capacitados: 28

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 69

1 15 Noviembre Reunion Presentación de avances y discusión de Plan 2019 Santo Domingo Nacional TCS 4 Noriyuki
2 16 Noviembre Capacitación Elaborar circuitos modelo para 2019 Santo Domingo Nacional TCS-DPP 4 Noriyuki
3 19 Noviembre Capacitación Elaborar circuitos modelo para 2019 Santo Domingo Nacional TCS-DPP 4 Noriyuki

4 26 Noviembre Reunion Discusión sobre posible organización de equipo y actividades para Santo Domingo Nacional TCS-DPP 4
Noriyuki
Lisette
Aoki

5 27 Noviembre Reunion Revisión de agenda de RRPP y elaboración de agenda modelo circ Santo Domingo Nacional TCS 2 Noriyuki

NIVEL NACIONAL: 10

TOTAL GENERAL: 79

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL
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Activdades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: Octubre 2018

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 2 Octubre Reunión Guananico con actores de Música Dominicana y elaboración de
guion para show en Discover POP Guananico, POP Cibao Norte Guananico 11 Alberto

2 3 Octubre Feria Montaje de Stand TCS en feria POP Puerto Plata Cibao Norte Comunidad POP 12 Alberto
3 3 Octubre Acompañamiento Monitoreo del Programa Gestor de Turismo Sostenible Basado en l Dajabón Cibao Noroeste TCS 26 Mercy

4 4 Octubre Participación Ronda de negocios Feria Discover POP y Show Puerto Plata Cibao Norte Discover POP -

Alberto
Mercy
Ambar

Noriyuki
5 5 Octubre Presentación Sesión de planificación del circuito para el 2019 Puerto Plata Cibao Norte TCS 16 Ambar
6 10 Octubre Reunión Planificación 2019 Santiago Cibao Norte TCS 14 Noriyuki
7 10 Octubre Participacion Participación en sesión del POA 2019 del Proyecto TCS santiago Cibao Norte TCS 12 Ambser

8 10 Octubre Presentación
Presentación de avances, proyección 2019, dificultades
encontradas por líneas de trabajo y ejercicio de planificación para
extender TCS al resto del Cibao.

Santiago Cibao Norte TCS 4
Mercy
Aoki

Yokasta
9 10 Octubre Reunión Sesión de Planificación para 2019 Santiago Cibao Norte TCS 13 Alberto

10 12 Octubre Acompañamiento
Apoyo a elaboración del Burén y limpieza de terreno para
demostración de la experiencia Taína, en Fábrica de Doña Mechi
en Monción

Monción, SR Cibao Noroeste Doña Mechi 4 Mercy

11 15 Octubre Reunión Sobre catálogo, Ferias, Fam Trip. Cabarete, POP Cibao Norte TCS 7 Alberto

12 15 Octubre Reunión Facilitador del INFOTEP para Programa I y Ámbar Liberato Mao Cibao Noroeste TCS-INFOTEP 3 Mercy
Amber

13 15 Octubre Sensibilización Reunión de Contra-Propuesta de Actividades de Promoción para
UP Cabarete, POP Cibao Norte TCS-MITUR 6 Noriyuki

14 18 Octubre Reunión seguimiento al Plan de Negocios con MEFRODA Dajabón Cibao Noroeste MEFRODA 6 Ambar
15 22 Octubre Reunión Con dueños del Gallo Ecologe Cabarete, POP Cibao Norte UP El Gallo 4 Alberto

16 22 Octubre Reunión coordinar actividades complementarias al Programa I que se
imparte en Dajabon Valverde Cibao Noroeste Comunidad Dajabón 3 Ambar

17 23 Octubre Reunión con ADELVA para planificar encuentro con productores locales Valverde Cibao Noroeste ADELVA 4 Ambar
18 24 Octubre Reunión Observación de Entrega de los contenidos del Programa por Consu Dajabón Cibao Noroeste TCS 4 Mercy
19 25 Octubre Reunión Sobre capacitaciones de LN3 Cabarete, POP Cibao Norte TCS 6 Alberto

20 25 Octubre Reunión coordinar las siguientes acciones de las rutas Valverde Cibao Noroeste TCS 3
Ambar
Mercy
Lisette

21 26 Octubre Sensibilización Presentación de TCS con Jamao Ecotours en Feria Ecoturística
Cotui Sánchez Ramírez, Cotuí Cibao Sur Comunidad de Cotuí 4 Noriyuki

Total Sensibilizados: 30
Total Capacitados: 0

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 30

1 9 Octubre Reunión Coordinación de Reunión de Planificación Santo Domingo Nacional TCS 2 Noriyuki
Aoki

2 11 Octubre Reunión Discusión de resultados de Sesión Santo Domingo Nacional TCS 2 Noriyuki
3 11 Octubre Reunión Seguimiento Famtrip Prensa Santo Domingo Nacional TCS-DPP 3 Noriyuki
4 11 Octubre Reunión Coordinación Feria Ecoturística Cotuí con Dept. Promoción Nacion Santo Domingo Nacional TCS-DPP 3 Noriyuki

5 16 Octubre Reunión Socialización de plan de Promoción y Comercialización, cierre 18 y Santo Domingo Nacional TCS-DPP 2 Noriyuki
Aoki

6 17 Octubre Reunión Reunión de monitoreo del Proyecto TCS Santo Domingo Nacional TCS 12 Todos
7 19 Octubre Reunión Consulta sobre realización de Famtrip con Operadores de Excursió Santo Domingo Nacional Personalidades y Prensa 2 Noriyuki
8 29 Octubre Sensibilización Charla a estudiantes sobre TCS en UNICARIBE Santo Domingo Nacional Estudiantes UNICARIBE 20 Lisette
9 31 Octubre Reunión Elaboración de borrador de agenda visitación de puntos Santo Domingo Nacional TCS-DPP 3 Noriyuki

NIVEL NACIONAL: 29

TOTAL GENERAL: 59

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL
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Activdades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: Septiembre 2018

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 3 Septiembr
e Sensibilización Presentación Plan de Acción Ex-Becaria y propuesta de apoyo por

parte de TCS a UMPC Sosúa Sosúa, POP Cibao Norte UMPC Sosúa 10 Diomar

2 4 Septiembr
e Reunión Sobre Mercado de Productores de Altamira con Fundación Vida y

Naturaleza. (Acompañamiento de Misión de JICA). Altamira, POP Cibao Norte Altamira y Fundación Vida y
Naturaleza 22 Diomar

4 6 Septiembr
e Capacitación Taller de Introducción al plan de negocios con MEFRODA blioteca Municipal de Dajabó Cibao Noroeste MEFRODA 17 Amber

5 6 Septiembr
e Capacitación Taller de Plan de negocios jabón Dajabón Cibao Noroeste Comunidad Dajabón 20 Lisette

6 7 Septiembr
e Acompañamiento Recorrido kayak Manzanillo MC Cibao Noroeste Kayak Manzanillo 20 Lisette

Amber

7 7 Septiembr
e Reunión Verificación de pasos a seguir en RUTA DE LA MIEL

con apicultores Dajabón Cibao Noroeste Ruta de la miel 10 Lisette

8 7 Septiembr
e Acompañamiento Ensayo con anfitriones de Experiencia de Musica Dominicana Guananico, POP Cibao Norte Música Dominicana 10 Diomar

9 7 Septiembr
e Reunión Planificación con T1 DiscoverPOP Puerto Plata Cibao Norte Discover POP 6 Nori

10 11 Septiembr
e Visita a Sabaneta y Monción para seguimiento al desarrollo de las

experiencias del casabe Sabaneta y Moncion, SR Cibao Noroeste Ruta del casabe 7 Amber

11 12 Septiembr
e Capacitación “Tipologías de organizaciones y empresas sociales”

Salón de sesiones del
Ayuntamiento

Municipal de Dajabón
Cibao Noroeste UP y GT de Dajabón 17 Amber

Mercy

12 12 Septiembr
e Acompañamientoavances y apoyo a mejoramiento de puntos de Experiencias del Cas Monción, SR Cibao Noroeste Ruta del casabe 7 Mercy

Amber

13 13 Septiembr
e Reunión Seguimiento a ejecución de capacitación en Infraestructura

ecoturistica e interpretación ambiental por INFOTEP. Altamira, POP Cibao Norte TCS-INFOTEP 19 Diomar

14 13 Septiembr
e Acompañamiento

Levantamiento de necesidades para ejecución del curso de
Infraestructura Ecoturística e interpretación ambiental con

INFOTEP y Jamao Ecotours
Jamao al Norte Cibao Norte Jamao Ecotours 7 Diomar

15 13 Septiembr
e Acompañamiento

Levantamiento de necesidades para ejecución del curso de
Infraestructura Ecoturistica e interpretación ambiental con

INFOTEP en Cuevas de Cabarete
Cabarete, POP Cibao Norte Cuevas de Cabarete 6 Diomar

16 13 Septiembr
e Reunión miento al Mini Proyecto 100 productos de banano orgánico con ADE Oficina OPT Valverde Cibao Noroeste ADELVA 4 Amber

17 14 Septiembr
e

Reunión T2
Discover Coordinación de T2 para Discover POP Mao Cibao Noroeste Discover POP 6 Nori

18 14 Septiembr
e Reunión Tours Monitoreo y avances de rutas y toures de empresa VIALAT Santiago Cibao Norte TCS y TTOO 2 Nori

19 14 Septiembr
e Reunión reparación del contenido a presentar por la RNOE en Discovery PO Oficina OPT Valverde Cibao Noroeste Discover POP 7 Amber

20 19 Septiembr
e Sensibilización socialización e integración de nuevas organizaciones al proyecto

“100 productos de banano orgánico” Oficina OPT Valverde Cibao Noroeste Bananeros Valverde 5 Amber

21 19 Septiembr
e Reunión Coordinación de Facilitador del INFOTEP INFOTEP y Ayuntamiento

de Dajabón Cibao Noroeste TCS-INFOTEP 20 Mercy
Amber

22 21 Septiembr
e Sensibilización

Reunión con Dr. Cesar Estrella sobre me-joramiento de Museo y
posible colabora-ción con Artesanos de Imbert para montaje de

museo.
Cabarete, POP Cibao Norte ASOARTEP 6 Diomar

23 21 Septiembr
e Reunión Sobre colocación de paneles y tour de Música Dominicana. Guananico, POP Cibao Norte UMPC Música Dominicana 7 Alberto

24 21 Septiembr
e Reunión Reunión con músico de Rincón caliente, Sobre show para

Discover POP y Fam Trip. Guananico, POP Cibao Norte Discover POP 6 Alberto

25 21 Septiembr
e Reunión Reunión con Sara Mercado sobre Discover POP y Fam Trip. Guananico, POP Cibao Norte Discover POP 5 Alberto

26 26 Septiembr
e Reunión Seguimiento a Plan de Capacitación INFOTEP-Regional Norte /

Santiago Cibao Norte TCS-INFOTEP 4 Mercy

27 26 Septiembr
e Reunión Monitoreo de avances y ajustes de elaboración de landing page

Tren.do ZOOM Cibao Norte TCS 3 Nori

28 27 Septiembr
e Reunión Avances de trabajos TCS Santiago Cibao Norte TCS 13 Nori, Diomar, Alberto,

Lisette, Mercy, Amber

29 28 Septiembr
e Capacitación invertir recursos en materiales para ser ejecutados,  Vinculación

con Banca Solidaria Puerto Plata Cibao Norte Banca solidaria-INFOTEP 5 Alberto

Total Sensibilizados: 121
Total Capacitados: 59

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 180

1 2 Septiembr
e

Sensibilización Charla a estudiantes sobre TCS en UNICARIBE Santo Domingo Nacional Estudiantes UNICARIBE 100 Lisette
2 3 Septiembr

e
Reunión Avances a nivel central Santo Domingo Nacional TCS-DPP 3 Nori

3 4 Septiembr
e

Reunión con Milka Her Coordinación de Taller de OPT CIBAO Santo Domingo Nacional TCS 3 Nori
4 10 Septiembr

e
Reunión Franco Apoyo T2 Diseño de Mapa Santo Domingo Nacional TCS 4 Nori

5 10 Septiembr
e

Reunión WEB Coordinación con Aoki-san Santo Domingo Nacional TCS 2 Nori
6 12 Septiembr

e
Reunión VIDEO TCS Seguimiento de ajustes finales de ViDEO Santo Domingo Nacional TCS 2 Nori

NIVEL NACIONAL: 14

TOTAL GENERAL: 194

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL
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Activdades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: Agosto 2018

Actividad Contenido de la Actividad Lugar Región Grupo meta Num. de part Responsable de parte
del proyecto

1 1 Agosto Reunión Reunión con MEFRODA ADETDA, Dajabon Cibao Noroeste MEFRODA 5 Ambar
2 1 Agosto Reunión Reunión de Avances Santiago Cibao Norte TCS 12 Noriyuki
3 1 Agosto Reunión Reunión para organización de boteros de Playa Rogelio Villa Magante Cibao Nordeste Boteros de Villa Magante 12 Alberto
4 2 Agosto Reunión Con Unidades Productivas de Altamira Altamira Cibao Norte UP de Altamira 10 Alberto

6 7 Agosto Acompañamiento Visita a Montecristi Centro de Interpretación
de la sal y Caño Yuting Cibao Noroeste UP de Montecristi 3 Ambar

7 7 Agosto Reunión Avances sobre planes de acción en Manzanillo Club de Golf, Manzanillo Cibao Noroeste Comunidad de Manzanillo 24 Ambar

8 10 Agosto Reunión Reunión con el Grupo Territorial de Santiago Rodríguez Gobernación Provincial,
Santiago Rodríguez Cibao Noroeste GT Santiago Rodríguez 7 Ambar

9 11 Agosto Acompañamiento Recorrido al Sr. Yamada, recorrido en Montecristi
Centro de Interpretación
de la sal, Caño Yuting y

Playa El Morro
Cibao Noroeste Comunidad del Morro, Montecristi 6 Ambar

10 12 Agosto Sensibilización Presentación de la Ruta de la Miel en Festival Multicultural entre
Japón y RD

Club Ensueño
Dajabonero, Dajabon Cibao Noroeste Ruta de la Miel 200

Ambar
Lisette

11 13 Agosto Acompañamiento Visitas a Fábricas de casabe Monción, Santiago Rodrí
guez Cibao Noroeste Fábricas de Casabe 3 Mercy

12 14 Agosto Acompañamiento

Visita a los puntos de
la “Ruta del Casabe” y
complementarios con

 Arquitectos del DPP-MITUR

Moncion, Santiago Rodrí
guez Cibao Noroeste Ruta del casabe 9

Ambar
Mercy

13 20 Agosto Reunión Sobre avances en UP de Cabarete Cabarete Cibao Norte TCS 4 Alberto

14 22 Agosto Reunión Reunión digital con ADELVA y LT1 Valverde – Cabarete Cibao Noroeste y
Noroeste ADELVA Y TCS 6 Ambar

Alberto
15 23 Agosto Sensibilización Charla sobre recursos locales POP Guananico Cibao Norte Comunidad Guananico 60 Alberto

16 25 Agosto Capacitación Taller de redescubrimiento
 de recursos locales CTC de Moncion, SR Cibao Noroeste Comunidad de Monción 19 Ambar

Mercy

17 27 Agosto Reunión Socialización con ADELVA y LT1 Oficina ADELVA, Mao Cibao Noroeste ADELVA Y TCS 6 Ambar

18 28 Agosto Reunión Reunión con Grupo Territorial de Santiago Rodríguez. Sabaneta, Santiago Rodrí
guez Cibao Noroeste GT Santiago Rodríguez 8 Mercy

Total Sensibilizados: 260
Total Capacitados: 19

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 279

1 2 Agosto Reunión Reunión con Francisco Almonte Santo Domingo Nacional TCS y Contrapartes 4 Noriyuki
2 7 Agosto Reunión Reunión con Alberto Calderón Santo Domingo Nacional TCS y Contrapartes 2 Noriyuki
5 20 Agosto Reunión Reunión con Lissette Santo Domingo Nacional TCS y Contrapartes 2 Noriyuki
6 27 Agosto Reunión Reunión asistente Promoción Nacional Santo Domingo Nacional TCS y Contrapartes 2 Noriyuki
8 31 Agosto Reunión Reunión de Equipo TCS Santo Domingo Nacional TCS 16 Todos

NIVEL NACIONAL: 26

TOTAL GENERAL: 305

Fecha
(Fecha/ Mes)

NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL
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Activdades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: Abril 2018

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 2 Julio Reunión Seguimiento al Proyecto “Mercado de Productores Locales” OPT Valverde Cibao Noroeste ADELVA 5 Amber
Alberto

2 4 Julio Acompañamiento Visita a la fábrica de casabe del Sr. Carlos Sánchez Monción Cibao Noroeste Fábrica de casabe Monción 3 Amber

3 5 Julio Reunión Sesión de revisión de guiones con apicultores de “La Ruta de la
Miel” Partido, Dajabón Cibao Noroeste Ruta de la miel 5 Amber

4 5 Julio Reunión Socialización sobre Oferta Financiera Santiago Cibao Norte Actores Comerciales Santiago 4 Noriyuki
5 6 Julio Reunión Seguimiento al Proyecto “Del Campo de Banelino a Su Mesa” OPT Valverde Cibao Noroeste Banelino 3 Amber
6 24 Julio Acompañamiento  “Ruta de la Miel” en Dajabón Dajabón Cibao Noroeste Ruta de la miel 12 Amber
7 11 Julio Reunión Visita a UP Villa Malagón Gaspar Hdez, Espaillat Cibao Norte UP Villa Malagón 8 Noriyuki

8 11 Julio Sensibilización
Presentación de proyecto TCS, llenado de ficha, reconocimiento

de oferta, levantamiento de necesidades infraestructurales., Asoc.
de boteros

Playa Rogelio, Villa Magante Cibao Nordeste Boteros de Villa Magante 11 Alberto

9 13 Julio Reunión Sesión con ADELVA Para explicación de la metodología del
estudio de tráfico en la carretera JICOME OPT Valverde Cibao Noroeste Comunidad de Jicomé 6 Amber

10 13 Julio Capacitación Estudio de tráfico en Carretera OPT Mao Cibao Noroeste Comunidad Mao 8 Alberto

11 14 Julio Capacitación Participación en curso de elaboración de jabones con esposas de
apicultores de “La Ruta de la Miel”

Local de Visión Mundial,
Dajabon Cibao Noroeste Ruta de la miel 27 Amber

12 16 Julio Reunión
Reunión con Director
de Medio Ambiente

Puerto Plata  Santuario de Mamífero Marino
Oficina de Medio Ambiente Cibao Norte Santuario Manatí 6 Alberto

13 17 Julio Reunión
Presentación de proyecto TCS, llenado de ficha, reconocimiento

de oferta, levantamiento de necesidades infraestructurales de
Sociedad Ecológica del Cibao

Pico Diego de Ocampo Cibao Norte SOECI 8 Alberto

14 18 Julio Acompañamiento Apoyo a asistentes realizando conteo
 en carretera JICOME

Puesto de guardia de
JICOME Cibao Noroeste Comunidad de Jicomé 5 Amber

15 19 Julio Reunión Para planificación de elaboración de revista
 de tesoros locales Provincial OPT, Valverde Cibao Noroeste Comunidad de Valverde 5 Amber

16 19 Julio Sensibilización
Presentación de proyecto TCS, llenado de ficha, reconocimiento

de oferta, levantamiento de necesidades infraestructurales de
Artesanos del Higüerito

Higüerito Cibao Norte ASOARTEH 9 Alberto
Diomar

17 20 Julio Reunión
Reunión con el Alcalde

de Monción para socialización del Proyecto TCS e integración a
las actividades en su territorio

Restaurante De Amigos Caf Cibao Noroeste Alcaldía de Monción 7 Amber

18 20 Julio Acompañamiento
Recorrido por la carretera Moncion – SAJOMA – Santiago,

como posible conexión con la “Ruta del Casabe”
de Santiago Rodríguez y ruta panorámica.

Moncion – SAJOMA –
Santiago Cibao Norte Ruta del Casabe 4 Amber

Diomar

19 24 Julio Reunión Presentación de avances Dajabon Cibao Noroeste TCS 10 Lisette

20 24 Julio Reunión
Reunión con el Grupo

Territorial de Dajabon para presentar avances e integrarlo a las pr
óximas acciones

Biblioteca Cultura,
Dajabon Cibao Noroeste GT Dajabón 7 Amber

21 24 Julio Reunión
Reunión con Asociación

de pescadores de Manzanillo
y otros actores locales

Restaurante Marlyn Cibao Noroeste Actores locales Manzanillo 12 Amber

22 24 Julio Reunión Presentación de Proyectos y evaluar interés del GT Manzanillo Manzanillo Santiago Cibao Noroeste GT Manzanillo 20 Lisette

23 25 Julio Reunión con la nueva presidenta del Clúster de Montecristi para intentar
integrar acciones. Montecristi Cibao Noroeste Cluster Montecristi Amber

24 25 Julio Reunión Para organizar próximas acciones de Dajabon y Montecristi Montecristi Cibao Noroeste Comunidades de Montecristi y
Dajabón 4

Amber
Lisette

25 26 Julio Reunión Para preparación de contenido de la sesión con posibles
anfitriones de la ruta del casabe OPT Valverde Cibao Noroeste Ruta del casabe 2 Amber

26 26 Julio Reunión  Presentación del Proyecto TCS en ACIS alSr Martín Almonte Santiago Cibao Norte ACIS 2 Noriyuki

27 26 Julio Reunión Reunión con Clúster Santiago Consulta de insumos de TTOO para
promoción Santiago Cibao Norte Cluster Santiago y TTOO 2 Noriyuki

Total Sensibilizados: 20

Total Capacitados: 35
TOTAL SENSIBILIZADOS Y

CAPACITADOS: 55

2 2 Julio Reunión Coordinación ExpoTokyo  con Dept. Promoción Internacional Santo Domingo Nacional TCS-Coop. Int. 4 Noriyuki
4 13 Julio Reunión Presentación de Propuesta de Proyecto con Proveedor WEB 1 Santo Domingo Nacional TCS 3 Noriyuki
8 17 Julio Reunión Re-afirmación de colaboración con Relaciones Públicas Santo Domingo Nacional TCS-DPP 4 Noriyuki

10 24 Julio Reunión Avances de TCS base a metas presidenciales con Kati-DPP Santo Domingo Nacional TCS-DPP 3 Noriyuki

NIVEL NACIONAL: 14

TOTAL GENERAL: 69

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL
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Activdades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: Junio 2018

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 1 Junio Reunión Reunión con Dr. Estrella sobre la participación del Museo Taino en
la experiencia de Música Dominicana. Museo Taino Cibao Norte Museo Taíno 8 Alberto

2 4 Junio Reunión Sobre mercado productores de Altamira Con equipo LT1 Oficina de DPP Cabarete Cibao Norte Productores de Altamira 4 Alberto

3 4 Junio Participación Participación en reunión con el Clúster Turístico de Valverde Plaza Morel, Mao,
Valverde Cibao Noroeste Cluster turístico Valverde 18 Amber

4 6 Junio Reunión Reunión con el Grupo Territorial Valverde ZOOM Cibao Noroeste GT Valverde 4 Amber
5 6 Junio Reunión Reunión con GT Valverde sobre Mini proyectos OPT de Mao Cibao Noroeste GT Valverde 9 Alberto

6 7 Junio Socialización Profundización de Recursos Complementarios en Santiago Rodrí
guez. Santiago Rodríguez Cibao Noroeste Actores clave de Santiago Rodrí

guez 3 Mercy

7 8 Junio Acompañamiento
Profundización de Complementarios: Reserva Forestal La Noria
(identificación de sendero), al Charco del Indio (Río Gurabo) y

Reserva de Vida Silvestre La Furnia.
Santiago Cibao Norte Charco del Indio y La Furnia 3 Mercy

8 8 Junio Reunión Sobre mercado de Banano y otros mini proyectos con equipo LT1 ZOOM Cibao Noroeste Sector Bananero 5 Alberto

9 12 Junio Reunión Sobre mini proyectos; de Banelino a su mesa y mercado de
Banano Orgánico.

Oficina Banelino, Mao,
Valverde Cibao Noroeste Banelino 7 Amber

Alberto
10 12 Junio Reunión Reunión con Apicultores “Ruta de la miel Dajabón” Centro de Acopio, Dajabó

n Cibao Noroeste Ruta de la miel 12 Amber
11 12 Junio Reunión Reunión apicultores Dajabon Cibao Noroeste Apicultores Dajabón 12 Lisette

12 13 Junio Acompañamiento Visita a apiarios para identificación de los senderos y necesidades Monte Grande y Partido,
Dajabón Cibao Noroeste Apiarios Dajabón 5 Amber

13 13 Junio Reunión Reunión líder Manzanillo para Incorporación de este grupo a
proyecto MC Manzanillo Cibao Noroeste Líderes de Manzanillo 4 Lisette

14 14 Junio Reunión Candidatos para apoyo a Levantamiento de Oferta Financiera los
días 14 y 15 Santiago Cibao Norte Actores financieros de Santiago 4 Noriyuki

15 16 Junio Participación Profundización “Tubing en el Rio Mao”
Desde Bombas de Toni Frí

as hasta el Balneario de
Titilito (Rio Mao, Valverde)

Cibao Noroeste Tubing Mao 17 Amber

16 19 Junio Reunión

Socialización para coordinación de Mini Proyecto “De los
productores de Banelino a tu mesa”. Discusión sobre documentos
de desarrollo de Ruta del Casabe y Santiago Rodríguez, a fin de

presentar avances.

Oficina Banelino, Valverde Cibao Noroeste Banelino 2
Amber
Mercy

17 20 Junio Capacitación Ensayo de Guion con Actores de Música Dominicana Guananico Cibao Norte UMPC Música Dominicana 30 Alberto

18 21 Junio Reunión Sobre Mercado de Banano Orgánico y Mini proyecto: 100
productos a base de Banano Oficina ADELVA Cibao Noroeste ADELVA 7 Amber

Alberto

19 21 Junio Reunión Reunión con GT de SR para socializar ideas de mini proyectos y
determinar plan de trabajo para desarrollarlos.

Oficina de Gobernación
en Sabaneta, Santiago

Rodríguez.
Cibao Noroeste GT Santiago Rodríguez 6 Mercy

20 21 Junio Reunión TTOO Seguimiento ViALAT T3 y Extremo Offroad Santiago Cibao Norte TTOO 2 Noriyuki

21 21 Junio Reunión Sobre proyecto de estación de carretera con Iván Vía Skype desde OPT de
Mao Cibao Noroeste TCS 4 Alberto

22 21 Junio Reunión Reunión vía online para coordinar sobre la estación de carretera y
mercado de productores locales

MITUR Valverde y MITUR
SD Cibao Noroeste TCS-MITUR 6 Amber

23 22 Junio Visitas con TTOO Vialat T3- Test Trip Santiago Cibao Norte TTOO 3 Noriyuki

24 28 Junio Acompañamiento
Visitas a Puntos de Ruta del Casabe (fábricas)
con GT a fin de familiarizarse y validar puntos

 y guiones.
Monción, Santiago Rodrígue Cibao Noroeste Ruta del casabe 6 Mercy

25 29 Junio Reunión Presentación de avances y pasos siguientes
de líneas de trabajo Equipo Proyecto TCS. Santiago Cibao Norte TCS 12 Mercy

Total Sensibilizados: 0
Total Capacitados: 30

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 30

1 8 Jinio Reunión Cámaras
de Comercio Seguimiento de Oferta Financiera Santo Domingo Nacional Cámara de Comercio 3 Noriyuki

2 12 Jinio Reunión aliados Revisión avances LN3 Santo Domingo Nacional TCS y Contrapartes 20 Lisette

3 12 Junio Reunión
Reunión con Mesa de Acción Conjunta de MC en DPP-MITUR-

identificación de responsabilidades y sugerencias de implementaci
ón capacitaciones conjuntas.

DPP-Santo Domingo Nacional MC-MITUR 5 Mercy

4 14 Junio Seguimiento

Presentación de avances en el desarrollo de
 contenidos de Programas TCS con
el INFOTEP, presentación de metodología de
 implementación a aliados, solicitud de ajustes
 al plan con aportes de aliados.

Salón de Reuniones de
JICA-Sto. Dgo. Nacional TCS-INFOTEP 17 Mercy

5 26 Jinio Reunión Prom Nac Acuerdo de Agenda Taller Prom Nac Santo Domingo Nacional TCS y Contrapartes 3 Noriyuki
6 30 Jinio BTC Presentación de Proyecto TCS Santo Domingo Nacional TCS y Contrapartes 200 Lisette

NIVEL NACIONAL: 248

TOTAL GENERAL: 278

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL
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Activdades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: Mayo 2018

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 1 Mayo Reunión Reunión de equipo LT1 Puerto Plata Cibao Norte TCS 5 Alberto
Diomar

2 1 Mayo Reunión Reunion con Arquely (Luna Tour) sobre Turismo de cruceros Puerto Plata Cibao Norte Luna Tours 5 Alberto
Diomar

3 2 Mayo Reunión Con UMPC Sosua sobre Festival Sosua Cibao Norte UMPC Sosúa 11 Alberto
Diomar

4 2 Mayo Reunión Situación de turismo de crucero Dajabón Cibao Noroeste Sector cruceros 6 Alberto
Diomar

5 3 Mayo Capacitación Nuevo producto basado en tema miel Dajabón Cibao Noroeste Ruta de la miel 13
Ambar
Alberto
Lisette
Diomar

6 4 Mayo Reunión Preacuerdo con UMPC Guananico para trabajar nuevo producto Guananico Cibao Norte UMPC Guananico 7 Alberto
Diomar

7 7 Mayo Reunión
Reunión con para coordinar visita a SR

Visita de la visión y participación en Expo Turismo Valverde – Puerto Plata Cibao Norte UP y GT Santiago Rodríguez 2 Ambar

8 7 Mayo Reunión
Explicación general de Proyecto TCS, Avance TCS-MITUR,
Actividades realizadas de LT1, Situación nueva y propuesta de
LT1.

Puerto Plata Cibao Norte TCS-MITUR 5 Alberto
Diomar

9 8 Mayo Reunión Elaboración de cronograma de LT1 hasta septiembre Cabarete Cibao Norte TCS 4 Alberto
Diomar

10 9 Mayo sita a la Provincia S Visita a la Provincia SR los días 9, 10 y 11 Santiago Rodríguez Cibao Noroeste Comunidad Santiago Rodríguez 3 Ambar

11 11 Mayo Monitoreo Reunión de seguimiento a la ruta de aventura Montecristi Cibao Noroeste Ruta de Aventura 15 Ambar

12 11 Mayo Capacitación Profundización de Música Dominicana Guananico Cibao Norte UMPC Guananico 20 Alberto
Diomar

13 15 Mayo Reunión Reunión para coordinar recibimiento de la Misión Japonesa y
retroalimentación de Expo Valverde con el GT de Valverde

Valverde Cibao Noroeste GT Valverde 5 Ambar

14 16 Mayo Reunión Sobre funcionamiento de Jamao Eco Tours Jamao al Norte Cibao Norte Jamao Ecotours 20 Allberto

15 18 Mayo Reunión en SR
 con GT y MISION Evaluación de MISION JAPONESA SR Cibao Noroeste Misión Japonesa y TCS 10 Lisette

16 18 Mayo
Reunión con
apicultores

 en Dajabon
Evaluación de MISION JAPONESA Dajabón Cibao Noroeste Misión Japonesa y TCS 12 Lisette

17 19 Mayo Sensibilización
Conferencia sobre TCS
 en UAPA - SANTIAGO: Presentación a estudiantes sobre el
modelo TCS y el Proyecto

Santiago Cibao Norte UAPA-SANTIAGO 200 Lisette

18 22 Mayo Reunión Cierre de segundo mes de monitoreo a Unidades Productivas
Priorizadas Cabarete Cibao Norte UP de POP 4 Alberto

Diomar

Total Sensibilizados: 200
Total Capacitados: 33

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 233

1 21 Mayo Reunión Retroalimentación de Misión Japonesa Santo Domingo Nacional TCS y Contrapartes 28 Alberto
Diomar

NIVEL NACIONAL: 28

TOTAL GENERAL: 261

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL
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Activdades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: Abril 2018

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 1 Abril Reunión Reunión con apicultores para Obtención de data para ruta de la
miel Dajabon Cibao Noroeste Apicultores de Dajabón 8 Lisette

2 4 Abril Reunión Seguimiento a Expo Valverde 2018 con GT de Valverde Valverde Cibao Noroeste GT Valverde 9 Ambar
3 4 Abril Reunión Avances de LT1. Cabarete Cibao Norte TCS 4 Alberto
4 4 Abril Acompañamiento Visita a apiarios en Dajabon los días 4, 5 y 6 Provincia Dajabon Cibao Noroeste Apiarios de Dajabón 10 Ambar
5 6 Abril Reunión Mercado de productores Altamira Cibao Norte Productores de Altamira 8 Alberto

6 11 Abril Reunión
Reunión de seguimiento
 a Expo Valverde 2018

 con GT de Valverd
Valverde Cibao Noroeste GT Valverde 6 Ambar

7 12 Abril Capacitación Taller de desarrollo de avistamiento de aves Montecristi Cibao Noroeste GREMONT - Avistamiento de Aves 10 Ambar

8 12 Abril Reunión Reunión Comité Santiago para Seguimiento venta de rutas Edif Empresarial Cibao Norte Actores comerciales Santiago 4 Noriyuki
9 12 Abril unión Comité Santia Participación Expoturismo Edif Empresarial Cibao Norte Actores comerciales Santiago 4 Noriyuki

10 12 Abril Reunión con Cá
mara de Santiago Coordinación de Levantamiento de oferta financiera Cámara de Comercio Cibao Norte Cámara de comercio 3 Noriyuki

11 12 Abril Capacitación Taller guías de aventura Lineamientos de trabajo conjunto Montecristi Cibao Noroeste Ruta de aventura 30 Lisette
12 17 Abril Reunión Con equipo de LT1 Cabarete Cibao Norte TCS 4 Alberto

13 18 Abril Reunión
Reunión de seguimiento
 a Expo Valverde 2018

con GT de Valverde
Valverde Cibao Noroeste GT Valverde 7 Ambar

14 18 Abril Reunión Elaboración de Ficha Expoturismo Oficina OPT Cibao Norte TCS 3 Noriyuki
15 20 Abril Sensibilización Mercado de productores de Altamira Altamira Cibao Norte Productores de Altamira 11 Alberto
16 23 Abril Reunión Paquete mínimo para Noroeste Cabarete Cibao Norte TCS 11 Alberto

17 26 Abril Reunión de
Equipo Avances Generales de Equipo Mao Cibao Noroeste TCS 13 Noriyuki

Total Sensibilizados: 11

Total Capacitados: 40

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 51

1 2 abril Reunión ADEJA Seguimiento actividad de Exbecarios Santo DomingoMITUR Nacional TCS-JICA 2 Noriyuki
3 4 abril Reunión Hiro-san Aporte a Protocolo Manejo Equipo Santo DomingoMITUR Nacional TCS 2 Noriyuki

4 6 abril Reunión ANDARIE Presentación de Guión confirmado Santo Domingo
ANDARIEGO Nacional Andariego 4 Noriyuki

5 13 abril Reunión AdministraPresentación de Protocolo y Reglas Administrativas Santo Domingo JICA Nacional TCS 13
Ambar

Noriyuki
Alberto

7 16 abril Reunión Reunión con Promoción Internacional avances N2 Santo Domingo MITUR Nacional Promoción Internacional 5 Noriyuki

8 20 abril
Reunión
con Cámara
Comercio

Seguimiento de Oferta financiera Santo Domingo
Cámara de Comercio Nacional TCS-Cámara de Comercio 3 Noriyuki

9 20 abril Reunión ANDARIE Ajuste de guión bajo presupuesto Santo Domingo Andariego Nacional Andariego 4 Noriyuki
10 23 abril Reunión en MOPC Presentación de TCS a Directora de Planificación de MOPC Santo Domingo Nacional MOPC 3 Lisette

NIVEL NACIONAL: 36

TOTAL GENERAL: 87

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL
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Activdades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: Marzo 2018

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 5 Marzo Participación Toma de fotos Valverde Valverde Cibao Noroeste Comunidad Valverde 3 Ambar
2 6 Marzo Participación Toma de fotos en Santiago Rodríguez 6 y 7 Santiago Rodríguez Cibao Noroeste Comunidad Santiago Rodríguez 3 Ambar

3 6 Marzo Reunión Creación de material digital (fotos) para Taller de Turoperadores y
otros propósitos promocionales del 6 al 21 Varios LinNor, POP y STIC Cibao General TCS Y TTOO 4 Noriyuki

4 8 Marzo Reunión Verificar avances TICs T1 y discusión posibilidades en N2 CiBAO Cabarete Cibao Norte TCS 2 Noriyuki
5 8 Marzo Capacitación Módulos de Capacitación Santiago Cibao Norte TCS 16 Alberto
6 14 Marzo Capacitación Charla “Como convertir un recurso, en un producto potencial” OPT Valverde Cibao Noroeste TCS 17 Ambar
7 15 Marzo Participación Toma de fotos en Montecristi Montecristi Cibao Noroeste Comunidad Montecristi 3 Ambar

8 15 Marzo Reunión Propuesta de investigación Oferta Financiera; seguimiento con
Carlos Peralta Santiago Cibao Norte Actores financieros Santiago 2 Noriyuki

9 16 Marzo Reunión Plan de Actividades TCS Puerto Plata Cibao Norte TCS 5 Alberto

10 16 Marzo Reunión Presentación Plan de Trabajo T3 y acuerdo de desarrollo de
actividades con el comité técnico POP Puerto Plata Cibao Norte TCS y Comité Técnico POP 6 Noriyuki

11 22 Marzo Reunión Reunión con GT Valverde para planificación de participación en
Expo-Valverde OPT Valverde Cibao Noroeste GT Valverde 11 Ambar

12 24 Marzo Capacitación
Taller en campo

 “Como convertir un recurso,
 en producto potencial”

Jamao al Norte Cibao Norte Jamao al Norte 19 Ambar

13 20 Marzo Reunión Preparación de actividad con taxistas y registro de visitantes,
colocación de materiales de letreros   Cabarete Cibao Norte Sindicato de Taxistas POP 7 Alberto

14 20 Marzo Sensibilización Entrega de Kayaks, preparación de actividad con taxistas y
registro de visitantes, entrega de afiches, valla y letrero. Jamao al Norte Cibao Norte Jamao al Norte 5 Alberto

15 21 Marzo Reunión UMPC Estero Hondo(Experiencia de Manatí) Estero Hondo Cibao Norte UMPC Estero Hondo 8 Alberto

16 21 Marzo Sensibilización
Reunion con Mujeres de Chocolala (preparación de actividad con
taxistas y registro de visitantes, entrega de  materiales y equipos

para mejoramiento de experiencia)
Altamira Cibao Norte Chocolala 8 Alberto

17 22 Marzo Reunión Reunión con Federación de taxistas Puerto Plata Cibao Norte Federación de Taxistas POP 18 Alberto

18 28 Marzo Reunión Interna de equipo TCS Vía Go to meeting Cibao General TCS 14 Alberto
Noriyuki

Total Sensibilizados: 13

Total Capacitados: 66
TOTAL SENSIBILIZADOS Y

CAPACITADOS: 79

1 5 Marzo Capacitación Senderos, rutas y circuitos Santo Domingo Nacional TCS 8 Alberto
2 6 Marzo Reunión Elaboración de Plan de trabajo: Edición de video con ANDARIEGO Santo Domingo Nacional Andariego 4 Noriyuki

3 20 Marzo Capacitación Elaboración de Criterio Básico de Puntos “TCS”, justificación de
apoyo a recursos diagnósticos Santo Domingo Nacional TCS 3 Noriyuki

4 26 Marzo Capacitación Elaboración de Listado Filtrado de Recursos TCS Santo Domingo Nacional TCS 3 Noriyuki

NIVEL NACIONAL: 4

TOTAL GENERAL: 83

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL
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Activdades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: Febrero 2018

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 8 Febrero Reunión UMPC Estero Hondo(Experiencia de Manatí) Estero Hondo Cibao Norte UMPC Estero Hondo 10 Alberto

2 2 Febrero Capacitación Taller con GT Casabe en SR para aclarar las actividades y metas
para el 2018 Santiago Rodríguez Cibao Noroeste GT Santiago Rodríguez - Casabe 16 Amber

3 5 Febrero Reunión Reunión con OPT Valverde para elaboración del Plan de Acción
Institucional Valverde Cibao Noroeste OPT Valverde 5 Amber

4 5 Febrero Capacitación Capacitación Chocolala Altamira Cibao Norte Chocolala 14 Alberto

5 5 Febrero Capacitación Capacitación a representantes de  Hacienda Cufa Guananico Cibao Norte Hacienda Cufa 8 Alberto

6 6 Febrero Capacitación Capacitación a UMPC Estero Hondo Estero Hondo Cibao Norte UMPC Estero Hondo 10 Alberto

7 7 Febrero Capacitación Capacitación para Asociación de Guías Cuevas de Cabarete Cabarete Cibao Norte Cuevas de Cabarete 11 Alberto

8 7 Febrero Capacitación Capacitación a Jamao Eco Tours Jamao al Norte Cibao Norte Jamao Ecotours 7 Alberto

9 7 Febrero Reunión Reunión GT Casabe en Santiago Rodríguez, Seguimiento a PA Santiago Rodríguez Cibao Noroeste GT Santiago Rodríguez - Casabe 10 Almber

10 13 Febrero Capacitacion Capacitacion en promoción a los encargados de Promoción de las
Ups: Chocolala y Hacienda Cufa Guananico Cibao Norte Chocolala y Hacienda Cufa 8 Alberto

11 14 Febrero Capacitacion Capacitacion en promoción a los encargados de Promoción de las
Ups: Cuevas de Cabarete y Jamao Eco Tours Cabarete Cibao Norte Cuevas de Cabarete y Jamao

Ecotours 7 Alberto

12 20 Febrero Reunión reunión con INFOTEP, conversatorio sobre módulos de capacitaci
ón Santiago Cibao Norte INFOTEP 4 Amber

13 20 Febrero Sensibilización Presentación POA, Módulos y TDR Santiago Cibao Norte TCS 3 Lisette
14 21 Febrero Reunión Reunión con FUDAPROYECTOS Puerto Plata Cibao Norte FUDAPROYECTOS 6 Alberto
15 22 Febrero Reunión Acuerdo de Plan de Trabajo 2018 Santiago Cibao Norte TCS 4 Noriyuki

16 22 Febrero Sensibilización reunión GT Banano en Valverde, para aclarar metas y resultados
para el 2018 Valverde Cibao Noroeste GT Valverde 14 Amber

17 23 Febrero Sensibilización reunión GT Miel en Dajabón, para aclarar metas y resultados para
el 2018 Dajabon Cibao Noroeste GT Dajabón - miel 5 Amber

18 28 Febrero Reunión Reunión de Equipo TCS Vía Go Meeting Cibao General TCS 10 Alberto

Total Sensibilizados: 22
Total Capacitados: 97

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 119

1 6 Febrero Reunión SEGUIMIENTO JICA Santo Domingo Nacional TCS-JICA 9 Lisette
2 7 Febrero Reunión Apoyo ADEJA actividades de Turismo Santo Domingo Nacional ADEJA 4 Noriyuki

3 8 Febrero
Reunión con
Andariego

reedición de video
Acuerdo de próximos pasos Santo Domingo Nacional ANDARIEGO 3 Noriyuki

4 9 Febrero Reunión de Equipo Visualización de Planes de Trabajo Santo Domingo Nacional TCS 8 Noriyuki
Lisette

5 15 Febrero Reunión equipo DPPPOA Santo Domingo Nacional TCS Y CONTRAPARTES 3 Lisette
6 16 Febrero Reunión VM Técnic Presentación Estrategia Santo Domingo Nacional TCS 4 Lisette
7 21 Febrero Reunión DONANTE Coordinación agenda de trabajo conjunta para MC Santo Domingo Nacional TCS Y MC 3 Lisette

8 23 Febrero Reunión con
equipo CC Revisión de su modelo de OTS Santo Domingo Nacional TCS Y CC 4 Lisette

9 23 Febrero Reunión Luis
Simo Presentación Formal TCS Santo Domingo Nacional TCS 3 Lisette

10 28 Febrero
Reunión de

Avances
con Equipo

Avances de Equipo Santo Domingo Nacional TCS 10
Noriyuki
Lisette

NIVEL NACIONAL: 51

TOTAL GENERAL: 170

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL
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Activdades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: Enero 2018

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 12 Ene Sensibilización Seguimiento al grupo de Manatí (temas relacionados a la excusió
n, necesidad de adecuación y negociación con tour operadores) Estero Hondo Cibao Norte UMPC Estero Hondo 8 Alberto

2 15 Ene Reunión Reunión interna del equipo Regional de OPT RNOE Valverde Cibao Noroeste GR Valverde 8 Amber

3 15 Ene Acompañamiento Visita a Santiago de Rodríguez recolección de materiales del
Proyecto Santiago Rodríguez Cibao Noroeste Comunidad Santiago Rodríguez 4 Amber

4 19 Ene Reunión Reunión sobre Línea T1 Cabarete Cibao Norte TCS 8 Alberto
5 22 Ene Reunión Reunión sobre línea de Trabajo 2 Cabarete Cibao Norte TCS 8 Alberto

6 23 Ene Reunión
Reunión para presentar Lineamientos

 de trabajo generales del Proyecto TCS
 al Director de la Región Norte de MITUR

Valverde Cibao Noroeste TCS-MITUR 5 Amber

7 23 Ene Capacitación Taller de capacitación sobre Línea de Trabajo 1. Cabarete Cibao Norte TCS 6 Alberto
8 24 Ene Reunión Planificación de Línea de Trabajo 1. Cabarete Cibao Norte TCS 5 Alberto

9 25 Ene Reunión

Reunión interna del Proyecto TCS
para ver líneas de trabajo

 y marco general del Proyecto
Santiago Cibao Norte TCS 13 Amber

10 25 Ene Reunión Reunión sobre Proyecto TCS-Plan de trabajo. Santiago Cibao Norte TCS 13 Alberto

11 26 Ene Capacitación Para ver los insumos de los Grupos Territoriales Valverde Cibao Noroeste TCS 8 Amber
12 30 Ene Reunión Reunión con represente de Chocolala. Altamira Cibao Norte Chocolala 5 Alberto
13 30 Ene Reunión Reunión con representantes de Hacienda Cufa. Guananico Cibao Norte Hacienda Cufa 6 Alberto
14 30 Ene Reunión Reunión con representantes de ASOARTEP IMBERT Cibao Norte ASOARTEP 9 Alberto
15 31 Ene Reunión Jamao Eco Tours Jamao al Norte Cibao Norte Jamao Ecotours 12 Alberto
16 31 Ene Reunión Asociación de Guías Cuevas de Cabarete. Cabarete Cibao Norte Cuevas de Cabarete 13 Alberto

Total Sensibilizados: 8

Total Capacitados: 14

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 22

2 16 Ene Reunión Reunión interna del equipo del Proyecto para revisar las Líneas de Santo Dominco Nacional TCS 13 Amber
Alberto

NIVEL NACIONAL: 13

TOTAL GENERAL: 35

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL
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Activdades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: Diciembre 2017

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 6 Diciembre Acompañamiento Apoyo a la Misión  de la ONU (Vista UMPC Altamira, Parada el Tú
nel, Chocolala, Hacienda Cufa, 27 de Damajagua) Puerto Plata Cibao Norte UP de POP 4 Alberto

2 11 Diciembre Capacitación Elaboración de plan de acción Grupo Territorial “Banano”
Valverde. Valverde Cibao Noroeste GT Valverde - bananos 10 Alberto

Amber

3 19 Diciembre Capacitación Elaboración de plan de acción Grupo
 Territorial “Miel” Dajabón. Dajabón Cibao Noroeste GT Dajabón - Miel 11 Alberto

Amber
4 20 Diciembre Capacitación Taller de Segumiento al plan de acciòn ValVerde ValVerde Cibao Noroeste Comunidad Valverde 8 Amber
5 20 Diciembre Sensibilización Reunión de validación de plan de acción. Valverde Cibao Noroeste Comunidad Valverde 8 Alberto

6 21 Diciembre Reunión Reunión Mensual de equipo TCS. Virtual desde Cabarete Cibao Norte TCS 10 Alberto
Amber

Total Sensibilizados: 37
Total Capacitados: 29

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 66

1 5 Diciembre Sensibilización Segunda Reunión de Comité de
Coordinación Conjunta (CCC) Santo Dominco Nacional TCS Y CONTRAPARTES 29 Alberto

Amber
2 13 Diciembre Reunión REUNION MESA TECNICA Santo Domingo Nacional TCS 15 Lisette

NIVEL NACIONAL: 15

TOTAL GENERAL: 81

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL
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Activdades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: Noviembre 2017

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable de
parte del proyecto

1 7 Noviembre Acompañamiento Visita a recursos seleccionados en Valverde Damajagua, Valverde Cibao Noroeste Localidades Valverde 4 Amber
2 7 Noviembre Capacitación Taller para acuerdo de selección de puntos Santiago Rodríguez Cibao Noroeste TCS.Santiago Rodríguez 6 Amber
3 8 Noviembre Reunión Reunión sobre video para CCC Cabarete Cibao Norte TCS 4 Alberto
4 9 Noviembre Reunión Reunión para acuerdo de selección de puntos Monte Cristi Cibao Noroeste TCS 9 Alberto

5 14 Noviembre Acompañamiento Seguimiento avances de estrategia Santiago Cibao Norte TCS 16 Alberto
Amber

6 16 Noviembre Reunión Sobre comunicación interna y visita del Dr. Shikida Virtual Cibao General TCS-JICA 12 Alberto

7 16 Noviembre Reunión Seguimiento al llenado de la matriz
de selecciòn de puntos de Montecristi Montecristi Cibao Noroeste TCS-Montecristi 6 Amber

8 17 Noviembre Reunión Reunión con guías y mesa de cooperación
a Monte Cristi Monte Cristi Cibao Noroeste Actores clave Montecristi 16 Alberto

Amber

9 21 Noviembre Reunión Reunión mensual de equipo TCS  Virtual Cibao General TCS 10 Alberto
Amber

10 23 Noviembre Reunión Organización de Simposio y Taller con Diomar y Alberto Santiago Cibao Norte TCS 4 Noriyuki

11 24 Noviembre Reunión Alineación de plan, próximos pasos y coordinación de taller con Cl
úster y Cámara Santiago Cibao Norte Cluster y Cámara de Santiago 3 Noriyuki

12 24 Noviembre Acompañamiento Acompañamiento a visita a Valverde por el Sr. Shikida Guayubin Cibao Noroeste TCS-JICA 7 Amber

13 28 Noviembre Capacitación Taller  Planificación de Programa de Líder de Desarrollo
Comunitario Santiago Cibao Norte TCS y Contrapartes 35 Alberto

Noriyuki

14 28 Noviembre Simposio Desarrollo Comunitario Sostenible Santiago Cibao Norte TCS y Contrapartes 44 Alberto
Noriyuki

15 29 Noviembre Capacitación Elaboración de plan de Acción de Grupo Territorial Casabe,
Santiago Rodríguez Santiago Rodríguez Cibao Noroeste GT Santiago Rodríguez 12 Alberto

Total Sensibilizados: 0

Total Capacitados: 53

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 53

1 13 Noviembre Reunión REUNION
MESA TECNICA Santo Domingo Nacional TCS 15 Lisette

2 16 Noviembre Reunión de mini-
Equipo Interno

Coordinación de agenda y solicitud de apoyo (hiro)
 sobre actividades de Dr. Shikida Santo Domingo Nacional TCS-JICA 11 Noriyuki

3 20 Noviembre Reunión
de coordinación

Coordinación de Sub-equipos:
Herramienta para reunión mensual (gotomeeting), coordinación

T3, coordinación Shikida, coordinación producción video

Santo DomingoOnline
(Santo Domingo, Mao,

PoP)
Nacional TCS Y CONTRAPARTES 4 Noriyuki

NIVEL NACIONAL: 30

TOTAL GENERAL: 83

Fecha
(Fecha/ Mes)

NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL
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Activdades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: Octubre 2017

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable de
parte del proyecto

1 3 Octubre Reunión Reunión de seguimiento a estudio de profundización Dajabón Cibao Noroeste Comunidad de Dajabón 16 Alberto
Amber

2 4 Octubre Apoyo logístico Feria Discover POP: Montaje Puerto Plata Cibao Norte Discover POP 6 Alberto
Amber

3 5 Octubre Exposición Exposición de la Feria Discover POP Puerto Plata Cibao Norte Discover POP 5 Alberto
Amber

4 6 Octubre Feria Discover
POP Exposición, desmontaje, y devolución de equipos. Puerto Plata Cibao Norte Discover POP 5 Alberto

5 11 Octubre Sensibilización Fam Trip Región Noroeste

Valverde
SantiagoRodríguez

Dajabón Cibao Noroeste Influencers y famosos 9 Amber

6 12 Octubre Sensibilización Fam Trip Región Noroeste Montecristi
Puerto Plata Cibao Noroeste Influencers y famosos 9 Amber

7 16 Octubre Reunión Reunión con Directora Provincial de OPT para coordinar
sobre stand de muestras de Productos a nivel Regional

Valverde Cibao Noroeste OPT Valverde 2 Amber

8 19 Octubre Reunión Reunión de coordinación interna del equipo (Video, Seguimiento
T3 y Entrega de Fichas)

Valverde Cibao Noroeste TCS 5 Amber

9 19 Octubre Reunión
Reunión sobre desarrollo Turístico con autogestión, video para

CCC,
puntos desarrollar en Valverde.

Valverde Cibao Noroeste TCS 5 Alberto

11 20 Octubre Sensibilización Reunión de Presentación de Estudio de Profundización Valverde Valverde Cibao Noroeste TCS 10 Amber

12 26 Octubre Acompañamiento
Visita a Santiago Rodríguez para recoger información de fichas y

posteriormente apoyar en digitalización y organización de la
información

Santiago Rodríguez Cibao Noroeste Instituciones y actores clave
Santiago Rodríguez 3 Amber

13 27 Octubre Reunión Reunión de evaluación de Propuestas de Rutas por Tour
Operadores (Apoyo a Línea T3) Santiago Cibao Norte TTOO 10 Amber

Total Sensibilizados: 28
Total Capacitados: 11

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 39

1 2 Octubre Capacitación TALLER DE ESTRATEGIA Santo Domingo Nacional TCS 11 Lisette
Amber

2 10 Octubre Reunión con equipo TCS Santo Domingo Nacional TCS 8 Alberto
Amber

3 11 Octubre Reunión Reunión Monitoreo de Proyecto TCS Santo Dominco Nacional TCS Y CONTRAPARTES 11 Alberto

NIVEL NACIONAL: 19

TOTAL GENERAL: 58

Fecha
(Fecha/ Mes)

NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL
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Activdades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: Septiembre 2017

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable de
parte del proyecto

1 13 Septiembr
e

Reunión 
Analizar situación actual de RTC, planificar acciones y

planificar taller regional de coordinación
con María,Luisa y Lissette

Puerto Plata Cibao Norte TCS 2 Alberto

2 18 Septiembr
e Reunión Reunión de seguimiento Valverde Valverde Cibao Noroeste Actores de Valverde 3 Amber

3 19 Septiembr
e Reunión Reunión de seguimiento Montecristi Montecristi Cibao Noroeste Actores de Montecristi 3 Amber

4 27 Septiembr
e Reunión Reunión de seguimiento a estudio de profundización Valverde Cibao Noroeste TCS - Valverde 10 Amber

5 27 Septiembr
e Reunión Contenido de la actividad tcs Valverde Cibao Noroeste TCS - Comunidad de Valverde 10 Alberto

6 27 Septiembr
e Acompañamiento Reunión de seguimiento a estudio de profundización Santiago Rodríguez Cibao Noroeste TCS-Comunidad de Santiago Rodr

íguez 10 Alberto
Amber

7 28 Septiembr
e Reunión Reunión para planificar participación

en Feria Discover POP Cabarete Cibao Norte DISCOVER POP 6 Alberto

8 29 Septiembr
e Acompañamiento Reunión de seguimiento a estudio de profundización Monte Cristi Cibao Noroeste TCS-Comunidad de Montecristi 12 Alberto

AMber

Total Sensibilizados: 0
Total Capacitados: 0

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 0

1 Septiembr
e Santo Domingo

NIVEL NACIONAL: 0

TOTAL GENERAL: 0

Fecha
(Fecha/ Mes)

NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL
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Activdades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: Agosto 2017

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de part Responsable de parte
del proyecto

1 24 Agosto Reunión Conversacion entre VM Almonte, Jamao Ecotorus y Cluster ADEPE MOCA Cibao Norte ADEPE, Jamao Ecotours y Cluster
de Moca 12 Lisette

2 29 Agosto Acompañamiento Realizar visitas a puntos a profundizar, tomar fotos, verificar
llenado correctos de las fichas. Santiago Rodríguez Cibao Norte Comunidad de Santiago Rodríguez 5 Alberto

Amber

3 31 Agosto Capacitación

Socializar la idea del estudio de profundización con los actores
principales de la provincia, Aclarar los pasos desde la aprobación
de las rutas temáticas en el Taller Regional hasta el desarrollo de
productos turísticos, Identificar posible grupo de trabajo con la
formación de grupo para el estudio de profundización.

Montecristi Cibao Noroeste Comunidades, unidades y grupos
CNOE 10 Alberto

Amber

Total Sensibilizados: 0

Total Capacitados: 18

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 18

1 9 Ago Reunión Presentación ideas OPT en territorio con Milka Hernandez Santo Domingo Nacional TCS-MITUR 2 Lisette
2 10 Ago Reunion Seguimiento coordinación MESA TECNICA Santo Domingo Nacional TCS 6 Lisette

3 15 Ago Reunión Presentación ideas OPT en teritorio  con Proyecto BID de
Fomento CC

Santo Domingo
Oficina Fomento Nacional TCS-BID 3 Lisette

4 25 Ago Capacitación Seguimeinto a proceso. Taller con DPP Santo Domingo
MITUR Nacional TCS 8 Lisette

5 29 Ago Reunión Para posible apoyo en comercializacion de productos RED Santo Domingo
Cluster POP Nacional TCS Y CLUSTER POP 2 Lisette

NIVEL NACIONAL: 13

TOTAL GENERAL: 31

Fecha
(Fecha/ Mes)

NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL
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Activdades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: Julio 2017

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de part Responsable de parte
del proyecto

1 4 Julio Reunión Coodinar presentación de avances con equipo de oficina MITUR
POP

Oficina de MITUR
Cabarete Cibao Norte MITUR POP 2 Alberto

2 7 Julio Reunión  Red de Turismo Comunitario Puerto plata Cibao Norte TCS 2 Alberto
3 18 Julio Reunión Presentación de propuesta de Plan deTrabajo y Presupuesto CC POP Cibao Norte OPT POP 5 Lisette

4 25 Julio Reunión Ver plan de actividades hasta diciembre de Linea 2 Oficina de MITUR
 Cabarete. Cibao Norte TCS 5 Amber

Total Sensibilizados: 0

Total Capacitados: 0

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 0

1 26 Julio Presentación Presentación de proyectos de cada cooperacion
 en Zona Cibao

Santo Domingo
GIZ Nacional TCS Y CONTRAPARTES 8 Lisette

NIVEL NACIONAL: 8

TOTAL GENERAL: 8

Fecha
(Fecha/ Mes)

NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL
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Activdades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: Junio 2017

ACTIVIDAD Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 1 Junio Sensibilización
Reunión con facilitadores de Valverde.

Reunión con Gustavo y Rosalba de Banelino Valvertde Cibao Noroeste Banelino 6 Alberto

2 5 Junio Reunión Reunión con Alberto y Tomoko para revisar avances
de catálogo. Cabarete Cibao Norte TCS 3 Diomar

3 8 Junio Reunión Reunión con Director regional del turismo VaIverde Cibao Noroeste TCS-MITUR 4
Diomar
Alberto

4 27 Junio Reunión  Reunion UTS-TCS Oficina de MITUR
Cabarete. Cibao Norte TCS-MITUR 6 Alberto

Total Sensibilizados: 6
Total Capacitados: 0

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 6

1 6 Junio Reunión  Reunión con Tomoko y equipo PP2 Santo Domingo  Nacional TCS-DPP 4 Lisette

2 16 Junio Reunión  Reunión con Aoki  sobre procesos subsiguientes del proyecto Santo Domingo Nacional TCS-DPP 4 Lisette

NIVEL NACIONAL: 8

TOTAL GENERAL: 14

Fecha
(Fecha/

Mes
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL
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Activdades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: Mayo 2017

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 3 Mayo Reunión Reunión con Diomar para entrega de documentos e informaciones
relacionas al Proyecto Piloto 2.

Oficina de MITUR
Cabarete. Cibao Norte TCS 2 Alberto

2 12 Mayo Reunión Reunión para presentar avances de PP2 a  Tomoko. Cabarete Cibao Norte TCS 2 Alberto

3 18 Mayo Sensibilización

Reunión con Directora de tienda de Centro León
para integrar los productos artesanales de la RED.
Se coordino la participación de algunos artesanos
en el Bazar del Día de Las Madres (Sabado 20).

Santiago Cibao Norte Centro León 3 Lisette

4 30 Mayo Reunión Reunión para trabajar propuesta de ruta de historia. Oficina de MITUR
Cabarete Cibao Norte Ruta Histórica 3 Alberto

Total Sensibilizados: 3
Total Capacitados: 0

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 3

1 Mayo Reunión Santo Domingo

NIVEL NACIONAL: 0

TOTAL GENERAL: 3

Fecha
(Fecha/

Mes
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL
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Activdades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: Abril 2017

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 6 Abril Reunión  Reunión con MITUR (Ivan, Yamilet) + Nori, Aoki Oficina Santiago Cibao Norte TCS-MITUR 5 Lisette

2 7 Abril Reunión Reunión con el equipo para presentar avances del proyecto piloto 2 Oficina de MITUR
Cabarete Cibao Norte TCS-MITUR 4 Alberto

3 19 Abril Reunión Reunión con ADEPE y Cluster Turistico de Espaillat Espaillat Cibao Norte ADEPE, Cluster Turístico Espaillat 6 Lisette
4 19 Abril Reunión Reunión con los representantes del CODEJAN y ECOTOURS JAMA Jamao al Norte Cibao Norte CODEJAN Y JAMAO ECOTOURS 5 Lisette

5 25 Abril Reunión Reunión con el equipo JICA y MITUR Oficina de MITUR
Cabarete. Cibao Norte TCS-MITUR 5 Lisette

Alberto

6 26 Abril Capacitación Presentación de avances del Proyecto Piloto 2 en la Reunión con
Gerente de INFOTEP Santiago y su equipo

Oficina de MITUR
Cabarete. Cibao Norte TCS-INFOTEP 7 Alberto

Total Sensibilizados: 0
Total Capacitados: 7

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 7

1 Abril Santo Domingo

NIVEL NACIONAL: 0

TOTAL GENERAL: 7

Fecha
(Fecha/

Mes
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

33

Activdades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: Marzo 2017

Fecha ACTIVIDAD Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 2 Marzo Reunión

Con equipo organizador de PP3 en Santiago para confirmar cierre
de primera etapa (envío de propuesta de estudiantes a

universidades) y otros puntos relacionados pendientes al
concurso, y organización de evento en Abril (selección Prov).

Además, el acuerdo con las propuestas de Puerto Plata

Santiago Cibao Norte Cámaras, Clústeres y
Universidades de Puerto Plata 12 Madoka y Nori

2 3 Marzo Reunión
Presentar la propuesta de OPT como encargados de asistencia té
cnica en Proyecto PP5 en coordinación con Cámaras y Clústeres

de la Provincia
Santiago Cibao Norte OPT de Zona Norte bajo Francisco

Javier Almonte 20 Madoka y Nori

4 6 Marzo Sensibilización Planteamiento de la estrategia de ejecución de PP5 a través de C
ámaras y Clústeres Santiago Cibao Norte Cámara y Clústeres de STI y POP 2 Madoka y Nori

5 8 Marzo Reunión Presentación del Proyecto y avances de cada proyecto Piloto Santiago Cibao Norte Clúster de Santiago 11 Madoka y Nori
6 9 Marzo Reunión Coordinación para inicio de investigación de PP4 Altamira Cibao Norte DPP 5 Madoka y Nori

9 16 Marzo Capacitación
Entrenamiento de estudiantes sobre concepto de “Tema“ en una

ruta turística : producto final deseado en Mayo. Y entrega de
apoyo (anticipo económico al estudiante)

Puerto Plata Cibao Norte Cámaras, Clústeres y
Universidades de Puerto Plata 30 Madoka y Nori

10 17 Marzo Capacitación
Entrenamiento de estudiantes sobre concepto de “Tema“ en una

ruta turística : producto final deseado en Mayo. Y entrega de
apoyo (anticipo económico al estudiante)

Santiago Cibao Norte Cámaras, Clústeres y
Universidades de Puerto Plata 23 Madoka y Nori

11 22 Marzo Sensibilización Revisión de responsabilidades de los miembros de equipo de
organizadores de PP3 en Puerto Plata Puerto Plata Cibao Norte Cámaras, Clústeres y

Universidades de Puerto Plata 5 Madoka y Nori

12 23 Marzo Participación Foro Internacional de Retos de Turismo CONPEHT: para
establecer relación con nuevo director de OPT Línea Noroeste Valverde Cibao Noroeste Equipo del Proyecto 300+ Nori

Total Sensibilizados: 7
Total Capacitados: 38

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 45

1 1 Marzo Reunión Coordinar y Compartir avances con Wada-san y Lissette-san el
avance de los proyectos y situación actual Santo Domingo Nacional Equipo del Proyecto 4 Noriyuki

2 13 Marzo Reunión Coordinación para apoyo de Lissette en PP3 Santo Dominco Nacional Equipo del Proyecto 2 Madoka y Nori
3 14 Marzo Reunión Preparación de prueba a través de cámara de comercio y clúster Santo Domingo Nacional Equipo del Proyecto 2 Madoka y Nori
4 21 Marzo Capacitación Taller de apoyo en tema de monitoreo en nivel central Santo Domingo Nacional Equipo Técnico de Contrapartes 8 Wada

5 27 Marzo Capacitación Taller de apoyo en actividad de fortalecimiento de los indicadores
del Proyecto en General Santo Domingo Nacional Equipo Técnico de Contrapartes 7 Yokasta y Wada

NIVEL NACIONAL: 8

TOTAL GENERAL: 53

NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL
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Activdades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: Febrero 2017

Fecha ACTIVIDAD Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsible de
parte del proyecto

1 1 Febrero Participación
Rueda de prensa lanzamiento de concurso Arma tu Ruta CIBAO
(PP3): Lanzamiento oficial a público en general y estudiantes del

Concurso
Santiago Cibao Norte Cámara, Clúster y Universidades

de Santiago y Puerto Plata 40 Madoka y Nori

2 1 Febrero Sensibilización Entrenamiento a estudiantes sobre detalles de concurso y
concepto Santiago y Puerto Plata Cibao Norte Cámara, Clúster y Universidades

de Santiago y Puerto Plata, DPP 100 Madoka y Nori

3 8 Febrero Sensibilización Explicación de los avances del Proyecto desde  CCC sobre
PP3,4,5 y proyecto en general Santiago Cibao Norte INFOTEP 5 Aoki

4 9 Febrero Acompañamiento Facilitación con relación a entendimiento de concepto de TCS Santiago y Puerto Plata Cibao Norte Universidades 4 Madoka y Nori
5 10 Febrero Acompañamiento Facilitación con relación a entendimiento de concepto de TCS Santiago Cibao Norte Universidades 4 Madoka y Nori
6 11 Febrero Acompañamiento Facilitación con relación a entendimiento de concepto de TCS Santiago Cibao Norte Universidades 4 Madoka y Nori

Total Sensibilizados: 105
Total Capacitados: 0

TOTAL SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS: 105

1 6 Febrero Reunión Compartir los resultados de la rueda de prensa y lanzamiento del
concurso Arma tu Ruta CIBAO PP3 Santo Domingo Nacional DPP 3 Madoka y Nori

2 15 Febrero Reunión Coordinar apoyo de las OPT en Proyecto Piloto 3,5 Santo Domingo Nacional DPP 3 Madoka y Nori

3 20 Febrero Reunión Reunión con Yamilet e Iván sobre aclaración de PP4 y PP5.
Confirmar cambio de estrategia para proyectos Santo Domingo Nacional DPP 3 Madoka y Nori

4 24 Febrero Reunión Con Dept. E-Marketing para compartir el avance del PP5, y
coordinación Santo Domingo Nacional DPP 5 Madoka y Nori

5 28 Febrero Acompañamiento Visita para verificar el posible involucramiento con Proyecto TCS Santo Domingo Nacional DPP 3 Wada

NIVEL NACIONAL: 17

TOTAL GENERAL: 122

NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL
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Activdades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: Enero 2017

Fecha ACTIVIDAD Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsible de
parte del
proyecto

1 6 Enero Reunión
Con equipo en Puerto Plata (PP3) para Compartir los
avances y definir detalles del lanzamiento así como
responsabilidades y operación de los encargados

Puerto Plata Cibao Norte Cámara, Clúster y
Universidades de Puerto Plata 6 Madoka/Nori

2 10 Enero Reunión
Compartir los avances y definir detalles del lanzamiento

así como responsabilidades y operación de los
encargados con equipo en Santiago (PP3)

Santiago Cibao Norte Cámara, Clúster y
Universidades de Santiago 7 Madoka/Nori

3 18 Enero Reunión
Prueba de transmisión en vivo - preparación de evento de

lanzamiento del Proyecto Piloto 3 en el territorio en la
PUCMM

Santiago Cibao Norte Universidades de Santiago y
Puerto Plata 5 Madoka/Nori

4 19 Enero Reunión Confirmar la posibilidad de aprobación del concepto de
parte del privado con Dueña de Parador de Túnel Altamira Cibao Norte MITUR 2 Madoka/Nori

5 19 Enero Reunión Preparación para el lanzamiento del Proyecto Piloto 3 con
la Cámara de Comercio de Puerto Plata Puerto Plata Cibao Norte Cámara, Clúster y

Universidades de Puerto Plata 2 Madoka/Nori

6 24 Enero Reunión
Prueba de transmisión en vivo - preparación de evento de

lanzamiento del Proyecto Piloto 3 en el territorio  en la
PUCMM

Santiago Cibao Norte
Cámara, Clúster y

Universidades de Santiago y
Puerto Plata

4 Madoka/Nori

1 11 Enero Reunión
Compartir la planificación para el lanzamiento y coordinar

la participación de Maribel en la Rueda de prensa y
Yamilet

Santo Domingo Nacional DPP 3 Madoka y Nori

2 23 Enero Reunión Presentar resumen de los avances de PP3, PP4, y PP5 Puerto Plata Nacional Equipo del Proyecto 8 Aoki

NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

36



Septiembre 50 126 0 176

Abril 0 0
Mayo 36 15

Febrero
Marzo 0 115 0

25

0 0
0 51

115

Total Año 2020

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto TCS
Cuadro General de Actividades durante el año 2020

Mes Total Sensibilizados Total Capacitados Nivel Nacional Total  general por Mes

19 0
Enero 23 18 40 81

6

Diciembre 25 154 25 204

158
65 186

271 934 87 1292

99 22
Ostubre 53 105 0

Noviembre

0 61

Junio
Julio 13 72 0 85

Agosto

0 1500 150

0 61

1

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo
meta

Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 1 Diciembre Capacitación Gestor Comunitario del Desarrollo del Turismo Sostenible (Septiembre-Diciembre) ZOOM Cibao Noroeste Representantes UP
y GT CNOE 19 Elido

2 1 Diciembre Capacitación Gestor de Turismo Basado en la Comunidad / virtual (Agosto-Diciembre) ZOOM Santiago y alrededores
TT.OO, Agentes

de Viaje, docentes
de turismo

22 Hilario Gòmez

3 1 Diciembre Capacitación
certificada Gestor de Turismo Basado en la Comunidad / presencial (Noviembre-Enero) La Cotorra, Constanza,

La Vega
Cibao Sur Miembros de

Asoc. La Cotorra
23 Dolores (INFOTEP)

4 1 Diciembre Capacitación Curso de Levantamiento, Elaboración e Isntalación de Letreros e Infraestructuras Ecot Monción, Santiago
Rodríguez

Cibao Noroeste Anfitriones de Monci
ón 20

Yulissa Nardi, José Luis
Martínez y Roberto Gó
mez

5 2 Diciembre Sensibilización Primera sesión de plan de negocios con ASFAVAL ZOOM Cibao Noroeste ASFAVAL 5 Ambar, Nicole

6 3 Diciembre Reunión Sesión de trabajo con entidades de Valverde y ASFAVAL ZOOM Cibao Noroeste Actores Valverde y
ASFAVAL 10 Ambar, Nicole

7 7 Diciembre Sensibilización Reunión con ASFAVAL para ultimar detalles del lanzamiento de la guía. ZOOM Cibao Noroeste ASFAVAL 5 Ambar, Nicole

8 7 Diciembre Reunión Reunión Kiskeya Life y Andariego (Reseña Comunidad Jamao) ZOOM Cibao Norte Kiskeya Life y
Andariego

4 Nori

9 8 Diciembre Capacitación Taller de seguimiento al Plan de Negocios de Ruta del Chivo Hato del medio Cibao Noroeste Representantes
Ruta del Chivo 6 Ambar

10 8 Diciembre Reunión Reunión sobre Ruta Panorámica ZOOM Cibao Norte Ruta Panorámica 5 Alberto, Diomar

11 9 Diciembre Sensibilización Segunda sesión de plan de negocios de Manzanillo Eco Aventura ZOOM Cibao Noroeste
Representantes

Manzanillo
Ecoaventura

9 Ambar, Nicole

12 9 Diciembre Reunión Reunión con Asesor senderos de la fe Cotui Cibao Sur Actores Senderos
de la fe 3 Timoteo

13 9 Diciembre Reunión Reunión sobre catálogo de Ruta Panorámica ZOOM Cibao Norte Ruta Panorámica 4 Alberto, Diomar

14 11 Diciembre Visita Visita Santo Cerro La Vega Cibao Sur Representantes
Santo Cerro 12 Timoteo

15 13 Diciembre Capacitación
certificada

Realización de Taller con líderes comunitarios del Noroeste, en Montecristi. Hotel Marina del Mar,
Montecristi

Cibao Noroeste
Líderes

comunitarios del
CNOE

23 Mercy

16 14 Diciembre Reunión Primera sesiòn de plan de negocios con los anfitriones de Monciòn ZOOM Cibao Noroeste Anfitriones de Monci
ón 7 Ambar, Nicole

17 16-17 Diciembre Sensibilización Reunión Andariego (Confirmación 3S y TCS) Espaillat Cibao Norte Andariego y su
equipo

6 Noriyuki

18 16-20 Diciembre Visita Producción de contenido para videos con TCS, entrevistas, tomas generales para
Jamao Ecotours

Espaillat Cibao Norte Jamao Ecotours 10 Noriyuki

19 17 Diciembre Capacitación Taller de seguimiento al Plan de Negocios de ASFAVAL Mao Cibao Noroeste ASFAVAL 11 Ambar

Total
Sensibilizados: 25

Total Capacitados: 154
TOTAL

SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS:

179

1 15 Diciembre Reunión Reunión Dept. Gestión de Destinos (Sobre intención de levantamiento de Recursos
Turísticos Locales y relación con OMs Oficinas de Mitur)

ZOOM Santo Domingo
OMT,

Representantes
MITUR

3 Noriyuki

2 16 Diciembre Reunión Reunión regular del equipo TCS y Contrapartes ZOOM Nacional Equipo TCS y
Contrapartes

22 Aoki

3 17 Diciembre Capacitación
Cierre del curso con equipos involucrados: Comités Regional y Subregional,

participantes, facilitadores, asesores y coordinadores y expertos del Proyecto TCS y
Gerente Regional del INFOTEP.

ZOOM Nacional TCS y Contrapartes 30 Mercy

NIVEL NACIONAL: 25

TOTAL
GENERAL: 204

DICIEMBRE 2020
Fecha

(Fecha/
Mes)

NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

2

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo
meta

Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 1 Noviembre Capacitación Gestor Comunitario del Desarrollo del Turismo Sostenible (Septiembre-Diciembre) ZOOM Cibao Noroeste Representantes UP
y GT CNOE 19 Elido

2 1 Noviembre Capacitación Gestor de Turismo Basado en la Comunidad / virtual (Agosto-Diciembre) ZOOM Santiago y alrededores
TT.OO, Agentes

de Viaje, docentes
de turismo

22 Hilario Gòmez

3 1 Noviembre Capacitación Taller Servicio al Cliente Espaillat Cibao Norte Staff Restaurante
mofongo Las 4F 15 TCS

4 1 Noviembre Capacitación
certificada Gestor de Turismo Basado en la Comunidad / presencial (Noviembre-Enero) La Cotorra, Constanza,

La Vega
Cibao Sur Miembros de

Asoc. La Cotorra
23 Dolores (INFOTEP)

5 5 Noviembre Sensibilización Entrega de Protocolo y materiales a OPT Valverde OPT Valverde Cibao Noroeste UP y GT del CNOE 6 Ambar, Nicole

6 11 Noviembre Capacitación Taller de Elaboración de Plan de Negocios de Manzanillo Eco Aventura Club de Golf,
Montecristi

Cibao Noroeste Manzanillo
Ecoaventura 20 Ambar, Nicole

7 12 Noviembre Sensibilización Entrega de Protocolo y materiales a OPT Valverde OPT Valverde Cibao Noroeste UP y GT del CNOE 6 Ambar, Nicole

8 13 Noviembre Capacitación Taller de Elaboración de Plan de Negocios de la Ruta de la Miel Salón de la iglesia,
Dajabón

Cibao Noroeste Ruta de la Miel 20 Ambar, Nicole

9 17 Noviembre Reunión Reunión de Introducción al Proyecto TCS con Restaurantes de Chivo de Hato del
Medio

Club del Chivo, Hato
del Medio

Cibao Noroeste
Comunidad Hato del

Medio y Ruta del
Chivo

24 Ambar, Nicole

10 24 Noviembre Sensibilización Sesión de Introducción para la formación de la “Mesa Regional del Cibao Noroeste” ZOOM Cibao Noroeste Actores del CNOE 19 Ambar, Nicole
11 25 Noviembre Reunión Reunión con directivos senderos de La Fe ZOOM Cibao Sur Senderos de la Fe 4 Timoteo

12 16 Noviembre Sensibilización Entrega de Protocolo y materiales OPT Cotuí Cotui Cibao Sur UP y GT de Cibao
Sur 3 Timoteo

13 16 Noviembre Sensibilización Entrega de Protocolo y materiales Consejo de Desarrollo Sánchez Ramírez Cotui Cibao Sur Consejo Desarrollo
Sánchez Ramírez 5 Timoteo

14 18 Noviembre Sensibilización Entregas de Protocolo y materiales La Vega La Vega Cibao Sur Comunidad y UP´s
La Vega 3 Timoteo

15 18 Noviembre Sensibilización Entregas de Protocolo y materiales Jarabacoa Jarabacoa Cibao Sur UP Sonido del
Yaque y Angostura 4 Timoteo

16 19 Noviembre Sensibilización Entrega de Protocolo y materiales Bonao Bonao Cibao Sur Comunidad de
Bonao

7 Timoteo

17 19 Noviembre Sensibilización Entrega de Protocolo y materiales Constanza Constanza Cibao Sur Cluster de
Constanza

5 Timoteo

18 12 Noviembre Reunión Reunión con alcalde Fantino Cotui Cibao Sur Alcaldía Cotuí 3 Timoteo

19 13 Noviembre Reunión Presentación resultados de Ruta Panorámica ZOOM Cibao Norte Ruta Panorá
mica

6 Alberto, Diomar

20 20 Noviembre Sensibilización Entrega de Protocolo y materiales y visita Infotep regional Nordeste San Francisco Cibao Nordeste UP y GT Cibao
Nordeste

7 Alberto, Diomar

21 25 Noviembre Reunión Sobre Catálogo de Recursos Las Galeras ZOOM Cibao Nordeste Las Galeras 5 Alberto, Diomar

Total
Sensibilizados: 65

Total Capacitados: 99
TOTAL

SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS:

164

1 3 Noviembre Reunión Sesión interna nivel técnico TCS / DPP DPP, MITUR, Santo
Domingo

Santo Domingo TCS/DPP 4 Kirssy

2 4 Noviembre Reunión Reunión Regular de Equipo TCS y Contrapartes ZOOM Nacional Equipo TCS y
Contrapartes

18 Aoki

NIVEL NACIONAL: 22

TOTAL
GENERAL: 186

NOVIEMBRE 2020
Fecha

(Fecha/
Mes)

NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL
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Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo
meta

Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 1 Octubre Sensibilización Reunión con Cabarete Sostenible y el PMA ZOOM Cibao Norte Representantes
Cabarete y PMA 8 Alberto, Diomar

2 1 Octubre Capacitación Gestor Comunitario del Desarrollo del Turismo Sostenible (Septiembre-Diciembre) ZOOM Cibao Noroeste Representantes UP
y GT CNOE 25 Elido

3 1 Octubre Capacitación
certificada

Diseño, Elaboración e Instalación de letreros ecoturísticos. / Fase instalación
(Agosto-Octubre) Manzanillo, Montecristi Cibao Noroeste Manzanillo, Estero

Balsa 8 Roberto Gómez
(INFOTEP)

4 1 Octubre Capacitación Gestor de Turismo Basado en la Comunidad / virtual (Agosto-Diciembre) ZOOM Santiago y alrededores
TT.OO, Agentes

de Viaje, docentes
de turismo

22 Hilario Gòmez

5 7 Octubre Reunión Reunión con Alcaldía de Río San Juan Alcaldía de Río San
Juan

Cibao Nordeste
Representante

Alcaldía Río San
Juan

5 Alberto, Diomar

6 8 Octubre Reunión Reunión sobre Catálogo de Recursos Jamao al Norte con CODEJAN ZOOM Cibao Norte CODEJAN 9 Alberto, Diomar

7 11 Octubre Sensibilización Reunión con Consejo de Desarrollo Sánchez Ramírez (Cotui) ZOOM Cibao Sur Consejo Desarrollo
Sánchez Ramírez 4 Timoteo

8 14 Octubre Sensibilización Reunión con el GT Valverde para seguimiento a Protocolo ZOOM Cibao Noroeste GT Valverde 5 Ambar, Nicole

9 14 Octubre Capacitación Taller sobre catálogo de Tesoros Locales de Río San Juan Alcaldía de Río San
Juan

Cibao Nordeste
Representantes UP
María Trinidad Sá

nchez
28 Alberto, Diomar

10 14 Octubre Acompañamiento Seguimiento con Cluster Constanza ZOOM Cibao Sur Clúster de
Constanza 4 Timoteo

11 15 Octubre Capacitación Taller sobre Catálogo de Tesoros Locales de Jamao al Norte Club Recreativo Jamao Cibao Norte Representantes
Jamao al Norte 22 Alberto, Diomar

12 21 Octubre Reunión Reunión Alcaldía de Monción para coordinación al curso de elaboración de letreros Ayuntamiento Monción Cibao Noroeste Alcaldía de Monción 5 Ambar, Nicole

13 22 Octubre Reunión Reunión sobre catalogo de Las Galeras ZOOM Cibao Nordeste Las Galeras 4 Alberto, Diomar
14 22 Octubre Visita Visita a La Cotorra Constanza Cibao Sur UP La Cotorra 20 Timoteo

15 25 Octubre Sensibilización Entrega de materiales a GT Monción y Carmelitas Cacique, Monción Cibao Noroeste GT Monción y
Carmelitas

5 Ambar, Nicole

16 26 Octubre Sensibilización Entrega de materiales a Manzanillo EcoAventura Manzanillo Cibao Noroeste Manzanillo
Ecoaventura

12 Ambar, Nicole

17 26 Octubre Sensibilización Entrega de materiales a GT Dajabón Dajabón Cibao Noroeste GT Dajabón 7 Ambar, Nicole

18 26 Octubre Sensibilización Entrega de materiales a GT Santiago Rodríguez Sabaneta, Monción Cibao Noroeste GT Santiago
Rodríguez

12 Ambar, Nicole

19 26 Octubre Reunión Reunión con directora de Mitur en Puerto Plata Oficina MITUR Puerto
Plata Cibao Norte MITUR POP 5 Alberto, Diomar

20 30 Octubre Reunión Acuerdos sobre posibilidad de conversión a curso de INFOTEP INFOTEP, Santiago Cibao Norte INFOTEP 4 Mercy

Total
Sensibilizados: 53

Total Capacitados: 105
TOTAL

SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS:

158

NIVEL NACIONAL: 0

TOTAL
GENERAL: 158

OCTUBRE 2020
Fecha

(Fecha/
Mes)

NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

4



Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: 2020/Septiembre

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo
meta

Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 1 Septiembre apacitación certifica Diseño, Elaboración e Instalación de letreros ecoturísticos. / Fase instalación
(Agosto-Octubre)

Manzanillo, Montecristi Cibao Noroeste Manzanillo, Estero
Balsa 8 Roberto Gómez

(INFOTEP)

2 1 Septiembre Capacitación Gestor Comunitario del Desarrollo del Turismo Sostenible (Septiembre-Diciembre) ZOOM Cibao Noroeste Representantes UP
y GT CNOE 25 Elido

3 2 Septiembre Capacitación Gestor de Turismo Basado en la Comunidad / virtual (Agosto-Diciembre) ZOOM Santiago y alrededores
TT.OO, Agentes

de Viaje, docentes
de turismo

22 Hilario Gòmez

4 10 Septiembre Capacitación Taller sobre Ruta Panorámica Fusimaña, Yásica Cibao Norte Actores de la Ruta
Panorámica 25 Alberto Martínez

5 22 Septiembre Capacitación Presentación de protocolos de bioseguridad frente al Covid a Oficinas de Mitur en POP ZOOM Cibao Norte
Encargados de
Oficinas de
Turismo de POP

28

María Luisa Vásquez /
Mitur; Alberto Martínez y
Diomar González /
Proyecto TCS

6 25 Septiembre Sensibilización Conversatorio sobre Turismo y Desarrollo Rural, Celebración del Día Mundial del Turism La Isabela, Puerto
Plata

Cibao Norte
Estudiantes de
diplomado de
UCATESI y UCSD

50
Milka Hdez. María Luisa
Vásquez / Mitur y Alberto
Martínez / Proyecto TCS

7 30 Septiembre Capacitación Promoción Autónoma Para Unidades Productivas de TCS. ZOOM Cibao Norte GT El Gallo 18 Diomar González

Total
Sensibilizados: 50

Total Capacitados: 126
TOTAL

SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS:

176

1

NIVEL NACIONAL: 0

TOTAL
GENERAL: 176

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

5

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: 2020/Agosto

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo
meta

Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 1 Agosto Capacitación Diseño, Elaboración e Instalación de letreros ecoturísticos. / Fase instalación (Agosto- Manzanillo, Montecristi Cibao Noroeste Manzanillo, Estero
Balsa 8 Roberto Gómez

(INFOTEP)

2 1 Agosto Capacitación seño, Elaboración e Instalación de letreros ecoturísticos. / Fase instalación (Junio-Agos Los Calabazos,
Jarabacoa

Cibao Sur Sonido del Yaque 16 Roberto Gómez
(INFOTEP)

3 1 Agosto Capacitación Gestor de Turismo Basado en la Comunidad / virtual (Agosto-Diciembre) ZOOM Santiago y alrededores
TT.OO, Agentes

de Viaje, docentes
de turismo

22 Hilario Gòmez

4 4 Agosto Capacitación Estrategia de Mercado para mejorar el negocio ZOOM Cibao Noroeste GREMONT 9 Nicole Rguez y Ámbar
Liberto / Proyecto TCS

5 11 Agosto Capacitación Estrategia de Mercado para mejorar el negocio ZOOM Cibao Noroeste GREMONT 6 Nicole Rguez y Ámbar
Liberto / Proyecto TCS

Total
Sensibilizados: 0

Total Capacitados: 61
TOTAL

SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS:

61

1

NIVEL NACIONAL: 0

TOTAL
GENERAL: 61

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

6

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: 2020/Julio

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo
meta

Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 1 Julio Capacitación Diseño, Elaboración e Instalación de letreros ecoturísticos. (De Junio a Agosto) Los Calabazos,
Jarabacoa

Cibao Sur

UP de Sonido del
Yaque-Mejoramiento

de Experiencia El
Secreto

7 Roberto Gómez
(INFOTEP)

2 1 Julio Capacitación Directrices de Protocolo contral el COVID-19 para UP y GT de TCS ZOOM Cibao
Ups y GTs del
Cibao + Equipo
TCS

65 Roberto Gómez
(INFOTEP)

3 22 Julio Sensibilización Sesión para fortalecimiento de las capacidades instaladas en articulación de
atractivos, gestionados desde la comunidad. GREMONT (22 y 27 de julio)

ZOOM Cibao Noroeste
Miembros de la

comunidad y
GREMONT

13 Nicole Rodríguez

Total
Sensibilizados: 13

Total Capacitados: 72
TOTAL

SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS:

85

1
2
3
4
5

NIVEL NACIONAL: 0

TOTAL
GENERAL: 85

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

7

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: 2020/Junio

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo
meta

Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 17 Junio Capacitación Directrices de Protocolo contral el COVID-19 para UP y GT de TCS ZOOM Cibao Ups y GTs del
Cibao + Equipo TCS 65 Takashi Aoki y Lissette

Gil

2 20 Junio Capacitación Curso de Servicio al Cliente Manzanillo Cibao Noroeste Grupo de Kayak 13 Nicole

3 24 Junio Capacitación Diseño, Elaboración e Instalación de letreros ecoturísticos. (De Junio a Agosto) Los Calabazos,
Jarabacoa

Cibao Sur

UP de Sonido del
Yaque-Mejoramiento

de Experiencia El
Secreto

7 Roberto Gómez
(INFOTEP)

4 24 Junio Capacitación Directrices de Protocolo contral el COVID-19 para UP y GT de TCS ZOOM Cibao Ups y GTs del
Cibao + Equipo TCS 65 Takashi Aoki y Lissette

Gil

Total
Sensibilizados: 0

Total Capacitados: 150
TOTAL

SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS:

150

1
2
3
4
5

NIVEL NACIONAL: 0

TOTAL
GENERAL: 150

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

8



Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: 2020/Mayo

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo
meta

Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 6 Mayo Capacitación Taller de presentación de UP de TCS a TT.OO TourEnlaces. ZOOM Cibao Miembros del Tour
Operador 15 Iván Díaz y Noriyuki

Then / Mitur

2 18 Mayo Sensibilización Foro virtual de Turismo Sostenible ZOOM Cibao - 31 Alberto Martínez / María
Luisa Vázquez

3 19 Mayo Sensibilización Sensibilización de representantes de APEDI sobre el Proyecto TCS ZOOM Cibao APEDI 5 Alberto Martínez / María
Luisa Vázquez

4

Total
Sensibilizados: 36

Total Capacitados: 15
TOTAL

SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS:

51

1

NIVEL NACIONAL: 0

TOTAL
GENERAL: 51

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

9

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: 2020/Abril

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo
meta

Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15

Total
Sensibilizados: 0

Total Capacitados: 0
TOTAL

SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS:

0

1
2
3
4
5

NIVEL NACIONAL: 0

TOTAL
GENERAL: 0

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

10

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: 2020/Marzo

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo
meta

Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 3 Marzo Capacitación Capacitación sobre Asociatividad Villa Magante, Playa
Rogelio Cibao Nordeste

Miembros de la
Asoc. De

Vendedores
Playeros y

Artesanales de Villa
Magante

13 Alberto Martínez

2 4 Marzo Capacitación Taller de planificación con ASOPRIFRODA
Salón de Sesiones del
Ayuntamiento de
Dajabon

Cibao Noroeste Miembros de
ASOPRIFRODA

7 Ambar L. y Nicole R. /
Proyecto TCS

3 4 Marzo Capacitación Taller de planificación de actividades para el 2020 con AMAMIEL.
Salón de Sesiones del
Ayuntamiento de
Dajabon

Cibao Noroeste Miembros de
AMAMIEL

8 Ambar L. y Nicole R. /
Proyecto TCS

4 5 Marzo Capacitación Taller de planificación de actividades con los Casaberos de la Ruta del Casabe
Salón de Sesiones del
Ayuntamiento de Monci
ón

Cibao Noroeste Casaberos 8 Ambar L. y Nicole R. /
Proyecto TCS

5 6 Marzo Capacitación Taller de planificación de actividades del 2020 con Manzanillo Eco Aventura Comisión Turística de
Manzanillo Cibao Noroeste Miembros del GT 17 Ambar L. y Nicole R. /

Proyecto TCS

6 6 Marzo Capacitación
certificada Gestor de Turismo Basado en la Comunidad Complejo Ecoturístico

Angostura, Jarabacoa
Cibao Sur Manabao, Angostura 20 Dolores (INFOTEP)

7 7 Marzo Capacitación
certificada Gestor de Turismo Basado en la Comunidad Guaiguí, La Vega Cibao Sur Grupo comunitario

productores de café 24 Dolores (INFOTEP)

8 10 Marzo Capacitación Taller de Promoción Autónoma y Manejo del Negocio. Sánchez, Samaná Cibao Nordeste UP Kayak San
Lorenzo 18 Alberto Martínez

9

Total
Sensibilizados: 0

Total Capacitados: 115
TOTAL

SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS:

115

1
2
3
4
5

NIVEL NACIONAL: 0

TOTAL
GENERAL: 115

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

11

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: 2020/Febrero

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo
meta

Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 4 febrero Acompañamiento Acompañamiento a la misión Puerto Plata Cibao Norte - - Alberto, Diomar

2 10 febrero Acompañamiento Seguimiento con Senderos La Cotorra Constanza, La Vega Cibao Sur Comunidad de La
Cotorra - Timoteo

11 febrero Capacitación Taller sobre Concepto y Marca de Ruta Histórica de Moca Moca, Espaillat Cibao Norte
Representantes

Ruta Histórica de
Moca

19 Diomar

3 18 febrero Visita próxima visita a la cotorra Constanza, La Vega Cibao Sur Comunidad de La
Cotorra - Timoteo

4 20 febrero Reunión Reunión Mesa Cibao Sur Cotuí Cibao Sur Representantes
Cibao Sur - Timoteo

5 28 febrero Sensibilización Sobre TCS a Consejo de Desarrollo de Rìo San Juan Río San Juan Cibao Nordeste Representantes Río
San Juan 6 Alberto

Total
Sensibilizados: 6

Total Capacitados: 19
TOTAL

SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS:

25

1

NIVEL NACIONAL: 0

TOTAL
GENERAL: 25

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

12



Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto
Mes: 2020/Enero

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo
meta

Num. de
part

Responsable
de parte del

proyecto

1 10 Enero Reunión
Reunión con Nicole, Lissette y Tomoko para seguimiento del desarrollo del

contenido del programa de capacitación de Gestor de turismo sostenible basado
en la comunidad.

ZOOM Cibao Norte TCS 3 Mercy

2 13 Enero Reunión Reunión con Anfitriones de Monción Ayuntamiento Monción,
Santiago Rodríguez

Cibao Noroeste Anfitriones de Monci
ón 5 Ámbar

3 14 Enero Reunión Reunión de Planificación de Pre-Asamblea ADEDTA Dajabón Cibao Noroeste Representantes
ADEDTA - Anyi Díaz

4 14 Enero Capacitación Taller sobre Manejo de Negocio en Unidad Productiva Angostura y Sonido del Yaque Jarabacoa, La Vega Cibao Sur
Representantes UP
Angostura y Sonido

del Yaque
18 Timoteo y Alberto

5 16 Enero Acompañamiento Seguimiento a Sonido del Yaque y productos de Mini proyecto Jarabacoa, La Vega Cibao Sur Representantes UP
Sonido del Yaque 20 Timoteo

6 22 Enero Reunión Reunión Regular TCS Oficina Santiago Cibao Norte TCS - Noriyuki

7 22 Enero Sensibilización Reunión de socialización con encargado de Desarrollo de experiencia e innovación de
la Ruta del Casabe

ZOOM Cibao Noroeste
Encargado

desarrollo Ruta del
Casabe

2 Ámbar

8 23 Enero Acompañamiento Seguimiento Senderos La Cotorra Constanza, La Vega Cibao Sur UP La Cotorra - Timoteo
9 23 Enero Sensibilización Reunión con el Clúster de Dajabón Dajabón Cibao Noroeste GT Dajabón 9 Ámbar

10 24 Enero Reunión Reunión regular TCS mensual ZOOM Cibao (general) TCS y Contrapartes 20 Equipo TCS

11 27 Enero Reunión Reunión sobre organización de Oficina y visitas a Santiago Cotuí Cibao Sur TCS y coordinador
Cibao Sur - Timoteo

12 29 Enero Sensibilización Reunión con GT de Moca Espaillat Cibao Norte GT Moca 12 Diomar

Total
Sensibilizados: 23

Total Capacitados: 18
TOTAL

SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS:

41

1 31 Enero Sensibilización urismo Comunitario Sostenible Una Estrategia de Competitividad para el Turismo de R Santo Domingo Santo Domingo ADEMPRETUR 40 Diomar
2
3
4

NIVEL NACIONAL: 40

TOTAL
GENERAL: 81

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

13

187
308

231
219

113
319
174
93

142
0

50
0

347

72
0

46
51
21
0
0

43

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto TCS
Cuadro General de Actividades durante el año 2021

Enero
Febrero 99

Mes Total Sensibilizados Total Capacitados Nivel Nacional
8

Marzo
Abril

Total  general por Mes

84

150

63
84
67

182
74
37
85

18
22

36
109

2063
Diciembre

Total Año 2021

17
110

Mayo
Junio
Julio

Agosto
Septiembre

Ostubre
Noviembre

151
149
89

1108
61

608

84
0
0

86
79
56
57

1

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable de
parte del proyecto

1 3 Diciembre Sensibilización Encuentro con Guías Saltos de Jima Saltos de Jima, Bonao Cibao Sur Comunidad Saltos de
Jima 14 Timoteo Estévez

2 3 Diciembre Sensibilización Sensibilización sobre TCS en Actividad de lanzamiento de Mapa Cibao Sur
con cluster de Constanza

Fundación Collado
Gutierrez, Constanza Cibao Sur GT´s de Constanza 45 Timoteo Estévez

3 4 Diciembre Capacitación certificada Primeros auxilios en lugares remotos La Playita, Las
Galeras, Samaná Cibao Nordeste

Asoc. De Guias de
Turismo Galeras Ecoló

gica
10 Alberto Martínez / INFOTEP

4 9 Diciembre Reunión Reunión Regular TCS presencial INFOTEP, Santiago /
ZOOM Cibao Colaboradores y

Contrapartes 19 Equipo TCS

5 7 Diciembre Capacitación certificada Curso de Elaboraciòn de canastas en Fibra de Banano los días 7 y 14 de
diciembre (16 horas)

Casa Comunitaria,
Laguna Salada, Mao Cibao Noroeste Comunidad Laguna

Salada, Mao 12 INFOTEP / TCS

6 8 Diciembre Acompañamiento / Visita
Acompañamiento a misión de JICA y Ministerio de Medio Ambiente y

Recursos Naturales a la comunidad de Pepillo Salcedo y al curso de guía
interprete de la Naturaleza a Manzanillo Eco Aventura

Pepillo Salcedo,
Montecristi Cibao Noroeste

Club comunitario de
Carbonera/Laguna

Saladilla/Estero Balsa
24 JICA / Ministerio de Medio

Ambiente

7 10 Diciembre Capacitación certificada
SESIÓN DE TRANSFERENCIA SOBRE MARKETING DIGITAL Y LINEAS

ESTRATEGICAS PARA EL FORTALECIMIENTO DEL “CIRCUITO
ESENCIA DEL SABOR”

Sabaneta, Santiago
Rodríguez Cibao Noroeste Grupo sub regional

Cibao Noroeste 39 Ámbar, Nicole y Maricha

8 16 Diciembre Sensibilización Reunión con INFOTEP sobre programa de intercambio y capacitaciones de
sobre infraestructura ecoturística INFOTEP, Puerto Plata Cibao Norte INFOTEP 4 Alberto Martínez

9 16 Diciembre Sensibilización Reunión sobre Las Guías Municipales Cámara de Comercio,
Puerto Plata Cibao Norte Mesa de Turismo de

Puerto Plata
6 Alberto Martínez

10 17 Diciembre Acompañamiento / Visita Visita de director ejecutivo de Feed The Planet en alianza con ADOCHEF a
la comunidad de Hato del Medio con el apoyo del Proyecto TCS

Hato del Medio,
Montecristi Cibao Noroeste Comunidad de

Montecristi 24 Nicole Rodríguez

11 17 Diciembre Reunión Presentación de índice y avances del programa Gestión de Crisis ZOOM Cibao TCS y L4 4 Jean Caramigeas

12 20 Diciembre Sensibilización Sensibilización sobre TCS a representantes de Medio Ambiente con Gaia
Ecotrip

Hatillo, Jarabacoa, La
Vega Cibao Sur UP Gaia Eco Trip 20 Timoteo Estévez

13 27 Diciembre Reunión Reunión sobre elaboración de Visualización resultados finales UP y GT y
seguimiento trabajos Cibao Sur. ZOOM Cibao Sur UP y GT Cibao Sur 3 Diomar González

Total Sensibilizados: 89

Total Capacitados: 61
TOTAL

SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS:

150

1 Diciembre
2 Diciembre

NIVEL NACIONAL: 0

TOTAL
GENERAL: 150

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto
DICIEMBRE 2021

Fecha
(Fecha/

Mes)
NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

2

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable de
parte del proyecto

1 1 Noviembre Reunión Reunión regular del equipo TCS ZOOM Región Cibao TCS y Contrapartes - TCS

2 1 Noviembre Reunión Reunión de coordinación con el Consejo de Desarrollo de Las Galeras. Las Galeras, Samaná Cibao Nordeste Cooperantes, Las
Galeras 25 Alberto Martínez

3 2 Noviembre Sensibilización Reunión sobre Mapa Cibao Sur con miembros directivos Consejo de
desarrollo Monseñor Nouel

CODEPRONUEL,
Bonao Cibao Sur GT de Monseñor Nouel 7 Timoteo Estévez

4 3 Noviembre Sensibilización Presentación de proyecto TCS a JAGA proyecto de turismo como ruta del
agricultor Jima Abajo Oficina MITUR Cotuí Cibao Sur Unidades Productivas

Cotuí 3 Timoteo Estévez

5 4 Noviembre Visita Seguimiento a la preparación de los guiones definitivos de las experiencias
en Fábricas Guaraguanó y Alimentos Fortuna Monción, SR Cibao Noroeste Fábrica de Alimentos

Fortuna y Guaraguanó 3 Nicole Rodríguez

6 8 Noviembre Capacitación certificada Curso de Buenas prácticas de manufactura Lajas de Altamira,
Puerto Plata Cibao Norte Chocolala 14 INFOTEP / TCS

7 9 Noviembre Sensibilización Retroalimentación de la SEMANA VALVERDE Finca La Protectora,
Valverde Cibao Noroeste GT Valverde 33 Ámbar Liberato

8 9 Noviembre Visita guiada
Visita a la Furnia de Gurabo y su riqueza con encargado de la OPT

Valverde, director regional norte de MITUR y entidades locales para posible
propuesta de adecuación

Furnia de Gurabo, Los
quemados, Santiago Cibao Norte Furnia de Gurabo 18 Nicole Rodríguez

9 11 Noviembre Sensibilización Presentación sobre TCS en lanzamiento de Ruta Histórica Justicia Valentía
y Paz

Museo Pdte. Ramón C
áceres, Espaillat Cibao Norte Mesa de turismo de

Espaillat 46 Alberto Martínez

10 12 Noviembre Reunión Reunión sobre curso de primeros auxilios en lugares remotos ZOOM Cibao Nordeste

UP Kayak San
Lorenzo, ACESAL,
Asoc. Guías Las

Galeras

5 Alberto Martínez

11 15 Noviembre Sensibilización Lanzamiento Mapa Cibao Sur con Monseñor Nouel Rancho Guacamayo Cibao Sur Entidades Locales 40 Timoteo Estévez

12 15 Noviembre Sensibilización Reunión de coordinación Territorial del Cibao Noroeste con encargado de
OPT Montecristi sobre TCS ZOOM Cibao Noroeste OPT Montecristi 4 Nicole Rodríguez

13 15 Noviembre Capacitación certificada Curso de Excelencia en el servicio al cliente Lajas de Altamira,
Puerto Plata Cibao Norte Chocolala 14 INFOTEP / TCS

14 16 Noviembre Sensibilización Reunión de coordinación Territorial del Cibao Noroeste con encargado de
INTRANT para acuerdo con las Margaritas de la Ruta del Banano OPT Valverde Cibao Noroeste Comunidad de

Valverde 4 Nicole Rodríguez

15 19 Noviembre Reunión Presentación sobre oferta de turismo comunitarios sostenible de la Repú
blica Dominicana

ZOOM Región Cibao Organizaciones
internacionales 12 TCS

16 20 Noviembre Capacitación certificada Seguimiento de curso de Señalética para Elaborar letreros informativos para
orientar a los visitantes Finca Doña Paula 20, 21, 26 y 27 de noviembre Constanza, La Vega Cibao Sur UP Finca Doña Paula 15 INFOTEP / TCS

17 21 Noviembre Capacitación certificada Curso Confección y ensamblaje de letreros Finca Doña Paula Constanza, La Vega Cibao Sur UP Finca Doña Paula 15 INFOTEP / TCS

18 22 Noviembre Visita guiada Fam Trip con Influencers por las Unidades Productivas y GTs del 22 al 24
El Cupey- Yásica-

Tubagua / Cabarete-
Jamao al Norte- Moca

Cibao Norte

Chocolala, Damajagua,
UMPC Guananico,

ASOARTEP, El Gallo,
Finca Papirucho Río
Sonador, Experiencia

del Café (UMPC VYP),
Cuevas de Cabarete,

Jamao Eco tours,
Mesa de Turismo de

Moca.

17 TCS

19 27 Noviembre Sensibilización Sesión de orientación sobre programa de intercambio TCS (2 horas) Oficina MITUR Puerto
Plata Cibao Norte Periodistas 12 Alberto Martínez

20 27 Noviembre Capacitación Sesión de orientación sobre programa de intercambio TCS. ZOOM Cibao Norte y
Nordeste

UP y GT: Asoc. Guías
Las Galeras, Kayak
San Lorenzo,Finca

Papirucho Río
Sonador,CODEJAN,
Jamao Eco Tours,

Asoc. Guías Cuevas
de Cabarete, Asociació

n de vendedores
Playeros y artesanales

de Villa Magante

12 Alberto Martínez

21 27 Noviembre Capacitación Primeros auxilios en lugares remotos 27 y 28 de noviembre Las Garitas, Sánchez,
Samaná Cibao Nordeste UPs: Kayak San

Lorenzo y ACESAL 22 Alberto Martínez

22 27 Noviembre Capacitación Curso para Elaboración de Políticas de Sostenibilidad Manzanillo
Ecoaventura

Club de Golf
Manzanillo,
Montecristi

Cibao Noroeste Comunidad Pepillo
Salcedo 17 Nicole Rodríguez

Total Sensibilizados: 149

Total Capacitados: 109
TOTAL

SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS:

258

1 19 Noviembre Evento Premiación de Reconocimiento a las Buenas Prácticas de UP y GT MITUR Central Nacional UP y GT Región
Cibao 50 TCS y MITUR

2 Noviembre

NIVEL NACIONAL: 50

TOTAL
GENERAL: 308

NOVIEMBRE 2021
Fecha

(Fecha/
Mes)

NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto

3



Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable de
parte del proyecto

1 Octubre Seguimiento Reunión con actores de GT El Gallo Cupey, Puerto Plata Cibao Norte GT El Gallo 6 MITUR y TCS

2 Octubre Capacitación certificada Curso de Trabajo en Equipo
Escuela vocacional
Militar, Valverde /

ZOOM
Cibao Noroeste ASFAVAL 13 INFOTEP / TCS

3 Octubre Visita Acompañamiento Scouting Equipo de Filmación Jarabacoa y
Constanza, La Vega Cibao Sur GT Constanza y

Jarabacoa 6 Timoteo

6 Octubre Sensibilización Rueda de prensa / Press Trip sobre Ruta del Gallo Oficina MITUR, Puerto
Plata Cibao Norte Periodistas 18 Alberto y Diomar

6 Octubre Sensibilización Presentación de Proyecto TCS a nuevos integrantes de Cámara de
Comercio La Vega ZOOM Cibao Sur Miembros GT 4 Timoteo

6 Octubre Acompañamiento Seguimiento a la elaboración de tours temáticos con GT Dajabón Salón de la Iglesia,
Dajabón Cibao Noroeste GT Dajabón 8 Ámbar

7 Octubre Reunión Reunión Mesa técnica Cibao Sur ZOOM Cibao Sur GT y UP Cibao Sur 19 Timoteo

11 Octubre Reunión Coordinación con Medio Ambiente Valverde para jornada de
embellecimiento

Oficina Medio
Ambiente, Valverde Cibao Noroeste GT Valverde 3 Ámbar

13 Octubre Sensibilización Intercambio de experiencias con las UP y GT de Valverde y Santiago Rodrí
guez Santiago Rodríguez Cibao Noroeste Tierra de Músicos y GT

Valverde 35 Ámbar y Nicole

18 Octubre Reunión Reunión sobre programa de intercambio de buenas prácticas de fomento
de TCS

ZOOM Cibao General Equipo TCS 14 Aoki, Alberto y TCS

18 Octubre Sensibilización Charla de Presentaciòn del Proyecto TCS al nuevo encargado de la OPT
Valverde OPT Valverde Cibao Noroeste OPT Valverde 4 Ámbar

19 Octubre Reunión Consejo de Desarrollo Sánchez Ramírez Sánchez Ramírez Cibao Sur GT Cibao Sur 5 Timoteo

20 Octubre Visita Visita de validación a Ruta Histórica Justicia, Valentía y Paz ADEPE, Espaillat Cibao Norte Mesa de Turismo de
Moca 17 Alberto

21 Octubre Sensibilización Socialización con Directores de Juntas Distritales de la Provincia Valverde
sobre TCS y SEMANA VALVERDE OPT Valverde Cibao Noroeste Directores de Juntas

Distritales 8 Ámbar

21 Octubre Sensibilización Lanzamiento de Mapa Cibao Sur Cámara de Comercio,
Sánchez Ramírez Cibao Sur Entidades locales 55 Timoteo

21 Octubre Visita Visita con Tour operador de Puerto Plata a Ruta del Gallo (con Camel
Safari) Cupey, Puerto Plata Cibao Norte GT El Gallo 6 Alberto

24 Octubre Reunión Reunión con ASFAVAL para coordinación de elaboración de figuras para
SEMANA VALVERDE

Casa de la Cultura,
Mao, Valverde Cibao Noroeste GT Valverde 11 Ámbar

25 Octubre Sensibilización Rueda de prensa local para introducir SEMANA VALVERDE OPT Valverde Cibao Noroeste Prensa de Valverde 17 Ámbar y Nicole

26 Octubre Sensibilización Socialización con la Junta Distrital de Maizal la integración de la comunidad
a la Ruta del Banano Esperanza, Valverde Cibao Noroeste

Junta Distrital Maizal y
representantes Ruta

del Banano
10 Ámbar y Nicole

27 Octubre Reunión Reunión GT Montecristi para inicio y coordinación de desarrollo de página
web

Hotel Don Gaspar,
Montecristi Cibao Noroeste GT Montecristi 5 Ámbar

29 Octubre Capacitación certificada Curso Lideres Gestores Turismo Comunitario Sostenible para Valverde (EN
PROCESO DESDE EL 9 SEPTIEMBRE) Valverde (ZOOM) Cibao Noroeste GT Valverde 13 INFOTEP / TCS

29 Octubre Capacitación certificada Curso Plan de Marketing para Ruta del Casabe Monción, Santiago
Rodríguez Cibao Noroeste Ruta del Casabe 10 Ámbar y Nicole

Total Sensibilizados: 151

Total Capacitados: 36
TOTAL

SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS:

187

1 Octubre
2 Octubre

NIVEL NACIONAL: 0

TOTAL
GENERAL: 187

OCTUBRE 2021
Fecha

(Fecha/
Mes)

NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto

4

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable de
parte del proyecto

1 1 Septiembre Capacitación certificada Taller de Elaboración de Letreros Interpretativos Ecoturísticos 27 Charcos
de Damajagua

Damajagua, Puerto
Plata Cibao Norte Comunidad de Imbert y

zonas aledañas 19 INFOTEP / TCS

2 6 Septiembre Sensibilización Visualización de oferta Turística y forma de manejo de Unidad Productiva
Gaia Eco trip Maimón, Cotuí Cibao Sur

Grupo Comunitario
Gaia Eco trip,

Asociacion de mujeres
Hatillo y Asoc.

pescadores de Hatillo.

19 Timoteo Estévez

3 6 Septiembre Sensibilización Entrega de insumos COVID-19 a la UP: Rancho Don Lulú San Fco. de Macorís Cibao Nordeste Rancho Don Lulú 10 Takashi Aoki y Alberto Martínez

4 7 Septiembre Capacitación certificada Culminación del Curso Guía Intérprete de la Naturaleza (del 17de agosto al
7 de septiembre)

Liceo José Martí, San
Fernando de
Montecristi

Cibao Noroeste Representantes de
GREMONT 15 Ministerio de Medio Ambiente.

Adriano Galva

5 9 Septiembre Sensibilización Reconocimiento del potencial y desarrollo del TCS en la provincia del Dajab
ón los días 9 y 10 Dajabón Cibao Noroeste

Director Regional Norte
del MITUR,

Encargados de la OPT
Dajabòn y OPT

montecristi

19 Equipo TCS, MITUR

6 9 Septiembre Acompañamiento Acompañamiento a MITUR para levantamiento de atractivos de los
Municipios Restauración y Loma de Cabrera Dajabón Cibao Noroeste

Actores y
representantes de
Dajabón

- Ámbar Liberato

7 9 Septiembre Capacitación certificada 2da sesión / Módulo 1 Curso Lideres Gestores Turismo Comunitario
Sostenible para Valverde Valverde (ZOOM) Cibao Noroeste GT Valverde 13 INFOTEP / TCS

8 10 Septiembre Sensibilización Entrega de insumos COVID-19 a UP/GT Salto El Limón y Las Galeras
Parada La Manzana /

Junta Distrital Las
Galeras, Samaná

Cibao Nordeste
Representantes UP/GT

de Salto El Limón y
Las Galeras

10 Alberto Martínez

9 16 Septiembre Sensibilización Entrevista con L2 para Manual de Buenas prácticas de formación de GT –
1era sesión OPT Valverde Cibao Noroeste INTERNO TCS 3 INFOTEP / Ámbar y Nicole

10 13 Septiembre Visita guiada
FAM TRIP CIBAO NORTE PARA EVALUACIÓN DE BUENAS PRÁCTICAS
DE IMPLEMENTACIÓN Y DESARROLLO DE TURISMO COMUNITARIO

SOSTENIBLE
Puerto Plata, Espaillat Cibao Norte Unidades Operativas

del MITUR 60 Equipo TCS, Takashi Aoki

11 13 Septiembre Capacitación certificada Finalización de Curso Turismo Comunitario Sostenible basado en la
comunidad

Sánchez Ramírez,
Cotuí Cibao Sur

Consejo de Desarrollo
Ecoturístico y GT Sá

nchez Ramírez
25 INFOTEP / TCS

12 21 Septiembre Capacitación certificada Inicio curso para elaboración de plan de marketing de la Ruta del Casabe en
Monción

Monción, Santiago
Rodríguez (ZOOM) Cibao Noroeste Representantes Ruta

del Casabe 10 INFOTEP / TCS

13 20 Septiembre Sensibilización
Reunión sobre buenas practicas: Consejo de Las

Galeras, Salto El Limón, Rancho Don Lulú, Asociación
de Guías de Las Galeras

Las Galeras y El Limó
n, Samaná Cibao Nordeste Representantes UP y

GT, actores clave 13 Alberto Martínez

14 21 Septiembre Sensibilización Coordinación de un Curso de Guía Interprete de la Naturaleza por el
Ministerio de Medio Ambiente

Club de Golf,
Manzanillo, Montecristi Cibao Noroeste

Representantes
Manzanillo Eco

Aventura
11 Nicole Rodríguez

15 22 Septiembre Sesión/Levantamiento Introducción a la SEMANA Valverde y Levantamiento en el Corredor Ecoló
gico de la Cordillera Septentrional

OPT Valverde,
Paradero Ranchete Cibao Noroeste GT Valverde 25 Ámbar Liberato

Total Sensibilizados: 85

Total Capacitados: 57
TOTAL

SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS:

142

1 Septiembre
2 Septiembre

NIVEL NACIONAL: 0
TOTAL

GENERAL: 142

SEPTIEMBRE 2021
Fecha

(Fecha/
Mes)

NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto

5

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable de
parte del proyecto

1 4 Agosto Capacitación certificada Curso Turismo Comunitario Sostenible basado en la comunidad (del 4 al 13
de agosto)

Consejo del desarrollo
ecoturístico y otros, Sá
nchez Ramírez, Cotuí

Cibao Sur GT Sánchez Ramírez 25 INFOTEP

2 5 Agosto Capacitación certificada Elaboración de Letreros Interpretativos Ecoturísticos (5-31 de agosto).
Concluye el 30 de septiembre

Damajagua, Puerto
Plata Cibao Norte Comunidad de Imbert y

Zonas aledañas 19 INFOTEP

3 5 Agosto Sensibilización Ajuste del plan de intervención del Grupo Territorial Valverde OPT Valverde Cibao Noroeste GT Valverde 3 Ámbar Liberato

4 5 Agosto Acompañamiento / Promoció
n

Acompañamiento equipo  del INFOTEP para desarrollo de material
audiovisual del 5 al 6 de agosto

Santiago Rodríguez,
Dajabón y Montecristi Cibao Noroeste Ruta del Casabe, Miel

y Aventura 20 Nicole Rodríguez

5 6 Agosto Sensibilización Ajuste del plan de intervención del Grupo Territorial Santiago Rodríguez Salón de la Gobernació
n de SR Cibao Noroeste GT Santiago Rodrí

guez 9 Ámbar Liberato

6 6 Agosto Acompañamiento Reunión con Entidades Monseñor Nouel para tratar temas de TCS Monseñor Nouel,
Bonao Cibao Sur Actores locales Monse

ñor Nouel 20 Timoteo Estévez

7 10 Agosto Sensibilización Presentación Sobre el Proyecto TCS INFOTEP, Puerto Plata Cibao Norte Estudiantes del
INFOTEP 5 Alberto Martínez

8 11 Agosto Sensibilización Reunión para reconocimiento de las buenas prácticas Virtual (ZOOM) Cibao Norte UP y GT 5 Alberto Martínez

9 11 Agosto Sensibilización Ajuste del plan de intervención del Grupo Territorial Dajabón Salón Casa de Arte,
Dajabón Cibao Noroeste GT Dajabón 10 Ámbar Liberato

10 17 Agosto Capacitación certificada Curso Guía Intérprete  de la Naturaleza: Cuarto módulo de Primeros Auxilios
(Del 17 de agosto al 7 de septiembre)

Liceo Jose Martí, San
Fernando de
Montecristi

Cibao Noroeste GREMONT 12 Ministerio Medio Ambiente/
Adriano Galva

11 17 Agosto Acompañamiento Seguimiento con acciones Salto de Jima, explicación del proyecto TCS con
Medio Ambiente e intervención a corto Plazo ZOOM Cibao Sur Guías Saltos de Jima y

Medio Ambiente 4 Timoteo Estévez

12 18 Agosto Sensibilización Sostenibilidad de acciones del TCS en el CNOE OPT Valverde Cibao Noroeste
Dirección Regional

Norte MITUR y
Comunidad de Mao

2 Nicole Rodríguez

13 18 Agosto Sesión/Levantamiento Actualización de potenciales turísticos del Municipio de Restauración
Salón del Ayuntamiento

de Restauración,
Dajabón

Cibao Noroeste Actores locales de
Restauración 15 Ámbar Liberato

14 18 Agosto Acompañamiento /
Conversatorio

Sociabilización sobre la sostenibilidad y la situación actual de los clúster y
posible acompañamiento al clúster turístico de Valverde OPT Valverde Cibao Noroeste Coordinación Regional

del CNOE 2 Nicole Rodríguez

15 19 Agosto Sensibilización Sesión de Redeterminacion de la articulación de la Ruta del Banano para
determinar la propuesta del producto mínimo viable OPT Valverde Cibao Noroeste Representantes Ruta

del Banano 9 Nicole Rodríguez

16 19 Agosto Acompañamiento Encuentro con directivos Consejo Sánchez Ramírez y Cámara de Comercio
Cotuí OPT Cotuí Cibao Sur

Actores Consejo Sá
nchez Ramírez y Cá
mara de Comercio

Cotuí

6 Timoteo Estévez

17 20 Agosto SesiónLevantamiento Actualización de potenciales turísticos del Municipio de Villa los Almácigos ,
Santiago Rodríguez

Salón del Ayuntamiento
de Villa los Almácigos,
SR

Cibao Noroeste
Actores locales de Villa

Los Almácigos
12 Ámbar Liberato

18 20 Agosto Acompañamiento / Promoció
n

Actividades de promoción (Press Trips, Presentaciones de Promoción
Internacional, Página Web) Manabao, Jarabacoa Cibao Sur Miembros

comunitarios
13 Timoteo Estévez

19 23 Agosto Sensibilización
Sostenibilidad de acciones del TCS en el CNOE para elaboración de la

estructura de la prueba final del curso de Guía Interprete de la Naturaleza al
Grupo Ecológico de Montecristi (GREMONT) en el marco del Proyecto TCS

ZOOM Santo Domingo y
CNOE

Viceministerio de À
reas Protegidas del

Ministerio de Medio
Ambiente

4 Nicole Rodríguez e Iker
Irrazabal

Total Sensibilizados: 37

Total Capacitados: 56
TOTAL

SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS:

93

1 Agosto
2 Agosto

NIVEL NACIONAL: 0
TOTAL

GENERAL: 93

AGOSTO 2021
Fecha

(Fecha/
Mes)

NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto

6

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable de
parte del proyecto

1 4 Julio Capacitación certificada Acompañamiento al Grupo de Anfitriones de Monciòn en la Elaboraciòn de
su Plan de Negocios facilitado por el INFOTEP

Ayuntamiento de Monci
ón Cibao Noroeste Anfitriones de Monción 18 INFOTEP/ Marleni Ramirez

2 7 Julio Sensibilización
Lanzamiento de Revista de Tesoros Locales de Río San Juan para

fortalecer, articular y promover el desarrollo del Turismo Comunitario
Sostenible en la zona de María Trinidad Sánchez.

Salón del Ayuntamiento
de Río San Juan, Marí

a Trinidad Sánchez
Cibao Nordeste

Representante de la
Mesa de Turismo e

invitados especiales y
prensa

33 Diomar González, Alberto Martí
nez y María Luisa

3 8 Julio Sensibilización Exposición sobre Turismo Sostenible para dar a conocer los logros del
proyecto TCS en las diferentes regiones del Cibao ZOOM Cibao Estudiantes del

INFOTEP 33 Proyecto TCS/INFOTEP

4 9 Julio Sensibilización
Sensibilización con las bases de margaritas de Mao, el Ayuntamiento y la

Sala Capitular para acordar una vía para poner en marcha la ruta en
margaritas por el municipio de Mao.

Sala Capitular
Ayuntamiento de Mao,

Valverde
Cibao Noroeste Margariteros de Mao 8 Ámbar Liberato y Nicole Rodrí

guez

5 20 Julio Capacitación certificada Inicio del Curso "Gestor Comunitario del Desarrollo del Turismo Sostenible" ZOOM Cibao Noroeste GT Valverde 21 INFOTEP

6 20 Julio Capacitación certificada
Acompañamiento a GREMONT en el segundo módulo de avistamiento de

aves, curso guía interprete de la naturaleza

Liceo José Martí, San
Fernando de
Montecristi

Cibao Noroeste GREMONT 40 Ministerio Medio Ambiente/
Adriano Galva

7 28 Julio Sensibilización Sensibilizacion en Congreso Nacional del INFOTEP sobre TCS y productos
locales, 28 y 29 de julio

Terminal Turística
Sans Soucí, Santo

Domingo
Santo Domingo

Colaboradores y
participantes del

INFOTEP
- INFOTEP - Representantes de

Equipo TCS

8 30 Julio Capacitación Certificada
Acompañamiento a GREMONT en el tercer módulo de avistamiento de

aves, curso guía interprete de la naturaleza

Liceo José Martí, San
Fernando de
Montecristi

Cibao Noroeste GREMONT - Ministerio Medio Ambiente/
Adriano Galva

Total Sensibilizados: 74

Total Capacitados: 79
TOTAL

SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS:

153

1 16 Julio Evento Realización de un press trip de prensa nacional acompañados del MITUR
del 16 al 18 de julio

Desde Santo Domingo
hacia CNOE Cibao Noroeste Prensa Nacional y UP´

S del CNOE 21 Maya, Ámbar, Nicole

NIVEL NACIONAL: 21
TOTAL

GENERAL: 174

JULIO 2021
Fecha

(Fecha/
Mes)

NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto

7



Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable de
parte del proyecto

1 4 Junio Capacitación Certificada Taller de Marketing Digital Truck de INFOTEP en
Manzanillo Cibao Noroeste Manzanillo Eco

Aventura 12 Nicole Rodríguez y Ámbar
Liberato

2 2 Junio Sensibilización Taller sobre Marketing Territorial (para artesanos de Imbert y Chocolala) Plaza Artesanal de
Imbert, Puerto Plata Cibao Norte

Personal de UP
Chocolala y
ASOARTEP

20 Alberto Martínez y Diana Rodrí
guez

3 7 Junio Sensibilización Organización de programación del curso Guía Interprete de la Naturaleza ZOOM Cibao Noroeste GT GREMONT 13 Nicole Rodríguez y Ámbar
Liberato

4 8 Junio Sensibilización Reunión con Asociación de Artesanos del Higüerito Moca, Espaillat Cibao Norte Artesanos del Higuerito 9 Alberto Martínez y Jean
Caramigeas

5 8 Junio Sensibilización Presentaciones de Destino a TTOO y AAVV ZOOM Cibao y Santo
Domingo

Tour operadores,
Agencias de viaje 68 Diana Rodríguez y Equipo TCS

6 10 Junio Capacitación Taller sobre Marketing Territorial para Turismo con la Mesa Sub-Regional
del CNOE

Salón de la Asociación
de Pequeños
Productores la

Santa Cruz, Mao,
Valverde

Cibao Noroeste UP y GT del Cibao
Noroeste 39 Nicole Rodríguez y Ámbar

Liberato

7 18 Junio Capacitación Taller de elaboración de plan de trabajo 2021 de GREMONT Hotel Don Gaspar,
Montecristi Cibao Noroeste GT GREMONT 13 Nicole Rodríguez y Ámbar

Liberato

8 19 Junio Sensibilización Presentaciones de Destinos a Prensa Convencional y Medios digitales ZOOM Cibao y Santo
Domingo Medios de prensa 21 Diana Rodríguez y Equipo TCS

9 21 Junio Sensibilización Reunión con Colectivo de UP del Cibao Noroeste para coordinar sobre la
presentación de destinos a la diáspora. ZOOM Cibao Noroeste Colectivo de UPdel

CNOE 14 Ámbar Liberato

10 22 Junio Sensibilización Presentaciones de Destinos a Diáspora ZOOM
Dominicanos en el

extranjero vinculadas a
TCS y contrapartes

- 37 Diana Rodríguez y Equipo TCS

11 23 Junio Capacitación Taller de ajuste de guión de la Ruta de la Miel Villas CODEVI, Dajabó
n Cibao Noroeste Ruta de la Miel 10 Nicole Rodríguez y Ámbar

Liberato
12 27 Junio Capacitación Certificada Curso de bisuteria y pintura en fibra de Banano y Yagua Esperanza, Valverde Cibao Noroeste Artesanos 12 Juan Bueno (INFOTEP)

Total Sensibilizados: 182

Total Capacitados: 86
TOTAL

SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS:

268

1 8 Junio Evento Presentación de Destino a Tour Operadores y Agencias de Viajes ZOOM Santo Domingo - Maya Velásquez
2 12 Junio Evento Press Trip con 10 periodistas y/o comunicadores (12 y 13 de junio) Santo Domingo Santo Domingo - Maya Velásquez
3 16 Junio Evento Fam Trip con 10 influencers de viajes Santo Domingo Santo Domingo - Maya Velásquez
4 19 Junio Evento Presentación de Destino a Prensa Convencional y Medios Digitales ZOOM Santo Domingo 26 Maya Velásquez
5 22 Junio Evento Presentación de Destino a Diáspora ZOOM Santo Domingo 25 Maya Velásquez, Timoteo

NIVEL NACIONAL: 51
TOTAL

GENERAL: 319

JUNIO 2021
Fecha

(Fecha/
Mes)

NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto

8

Actividad Contenido de la actividad Lugar Region Grupo meta Num. de
part

Responsable de
parte del proyecto

1 4 Mayo Sensibilización Sesion con UP y GT del Cibao Noroeste para retroalimentación de la sesión
para compartir avances. ZOOM Cibao Noroeste Grupo Regional Cibao

Noroeste 15 Ámbar

2 4 Mayo Sesion Sesion de la Mesa técnica Cibao Sur Zoom Cibao Sur Grupo Regional de
Cibao Sur 12 Timoteo

3 10 Mayo Acompañamiento Visita a Sonido del Yaque y Angostura Jarabacoa Cibao Sur UP Sonido de Yaque y
Angostura 13 Timoteo

4 13 Mayo Acompañamiento Visita a Constanza, La Cotorra Constanza Cibao Sur Representantes La
Cotorra 5 Timoteo

5 14 Mayo Acompañamiento Visita Saltos de Jima Bonao Cibao Sur Representantes Saltos
de Jima 20 Timoteo

6 21 Mayo Sensibilización Reunión con sonido del Yaque zoom Cibao Sur Representantes UP
Sonido del Yaque 7 Timoteo

7 4 Mayo Reunión Organización con La Cotorra y plan para ruta de las fresas y sendero finca
Doña Paula. ZOOM Cibao Sur

Representantes UP La
Cotorra y Finca Doña

Paula
6 Timoteo

8 7 Mayo Acompañamiento
Acompañamiento a la asesora del INFOTEP para Sabaneta y Villa Los
Almacigos a reuniòn con comunidad para posible integración de TCS (a

solicitud del INFOTEP).
Santiago Rodríguez Cibao Noroeste

Representantes
Sabaneta y Villa Los
Almácigos y actores

locales

5 Ámbar y Nicole

9 17 Mayo Sensibilización deres Mesa de Turismo de Río San Juan para lanzamiento de Revista de Tes ZOOM Cibao Nordeste Líderes locales Río
San Juan 6 Alberto

10 6 Mayo Reunión Reunión de planificación con el GT de Santiago Rodríguez ZOOM Cibao Noroeste GT Santiago Rodrí
guez 13 Ambar

11 6 Mayo Reunión Reunión de planificación con el GT de Dajabón ZOOM Cibao Noroeste GT Dajabón 8 Ambar
12 7 Mayo Reunión Reunión de planificación con el GT de Valverde OPT Valverde Cibao Noroeste GT Valverde 7 Ambar

13 ## Mayo Reunión Reunión con GREMONT para acordar plan de trabajo Zoom Cibao Noroeste Representantes
GREMONT 7 Nicole

14 ## Mayo Reunión Reunión con Nativos/Cayoning para coordinación sobre visita
a Ruta de la Miel Zoom Cibao Noroeste

Representantes
Cayoning y nativos

Ruta de la Miel
4 Nicole/Ambar

15 ## Mayo Reunión Reunión con Anfitriones de Monción para coordinación de pró
ximas acciones

Oficina Senatorial,
Monción Cibao Noroeste Representantes

Anfitriones de Monción 6 Nicole/Ambar

16 ## Mayo Reunión Reunión con Ruta de la miel y AMAMIEL para coordinación de
próximas acciones Zoom Cibao Noroeste Representantes Ruta

de la Miel y AMAMIEL 9 Nicole/Ambar

17 ## Mayo Sensibilización  Reunión con integrantes de la Ruta del Banano OPT, Valverde Cibao Noroeste Representantes Ruta
del Banano 8 Nicole/Ambar

18 ## Mayo Sensibilización Reunión entre Villas Codevis, Ruta de la Miel, AMAMIEL y
Productos Mama Tonila

Villas Codevis,
Dajabón Cibao Noroeste

Representantes Villas
Codevis, Ruta de la

Miel, AMAMIEL y
Productos Mama

Tonila

13 Nicole/Ambar

19 ## Mayo Acompañamiento
Recorrido entre Manglares para levantamiento de

informaciones para nueva ruta entre Manzanillo Eco Aventura
y grupo de Judea, Montecristi.

Judea, Montecristi Cibao Noroeste
Representantes

Manzanillo
Ecoaventura y Grupo

Judea

8 Nicole/Ambar

20 ## Mayo Reunión Reunión con GREMONT para coordinación de Próximas
acciones Montecristi Cibao Noroeste Representantes

GREMONT 9 Nicole/Ambar

21 ## Mayo Sensibilización Reunión con Pedro Zuccarini para compartir sobre Proyecto
de Conservación de la Bio-Diversidad Costera Montecristi Cibao Noroeste Actores locales

Montecristi 3 Nicole/Ambar

22 ## Mayo Sensibilización Reunión con Integrantes de la Ruta del Chivo Hato del Medio Cibao Noroeste Representantes Ruta
del Chivo 15 Nicole/Ambar

23 ## Mayo Reunión Reunión para coordinación del Tubing en el Rio Mao OPT, Valverde Cibao Noroeste Representantes GT
Valverde 3 Nicole/Ambar

24 ## Mayo Reunión Reunión con el Ayuntamiento de Mao y Base de Margaritas
para tratar tema de la legalidad de las mismas Ayuntamiento Mao Cibao Noroeste

Actores locales y
representantes Ruta

de Margaritas
10 Nicole/Ambar

Total Sensibilizados: 67

Total Capacitados: 0
TOTAL

SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS:

67

1 3 Mayo Sensibilización Reunión en INFOTEP sobre contextualización e implementación de Turismo
Comunitario Sostenible en la Región Sur del País. DPP Santo Domingo Distrito Nacional INFOTEP y TCS 16 Equipo TCS-MITUR

2 12 Mayo Sensibilización Comite de Coordinacion Conjunta MITUR/zoom Distrito Nacional TCS y Contrapartes 30 Equipo TCS-MITUR

NIVEL NACIONAL: 46
TOTAL

GENERAL: 113

MAYO 2021
Fecha

(Fecha/
Mes)

NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto

9

Actividad Contenido de la actividad Lugar Region Grupo meta Num. de
part

Responsable de
parte del proyecto

1 6 Abril Sensibilización Reunión de socialización de idea de la sesión de presentaciones de UP y
GT y sobre la visita de DPP. ZOOM Cibao Noroeste 15 Nicole Rodríguez

2 7 Abril Reunión Reunión virtual con la ruta del casabe y miel para levantamiento de informaci
ón de DPP ZOOM 10 Nicole Rodríguez

3 7 Abril Reunión Reunión con silenis la cotorra Constanza, La Vega
(ZOOM) Cibao Sur Representantes UP La

Cotorra 3 Timoteo Estévez

4 13 Abril Sensibilización Reunión de socialización con Ruta del Gallo MITUR, Puerto Plata Cibao Norte 5 Diomar González
5 14 Abril Sensibilización Reuniòn de confirmación de acciones con ASFAVAL Valverde (ZOOM) Cibao Noroeste 7 Ambar, Nicole

6 15 Abril Sensibilización Participación en sesión de Orientación con las UP y GT sobre
Programa de Apoyo TCS y preparación de sus presentaciones ZOOM Cibao Norte, Nordeste,

Noroeste y Sur
Representantes UP y

GT de la Región Cibao 50 Aoki san, Hiro san,
Coordinadores

7 16 Abril Reunión Reunión sobre curso Gestor de Desarrollo Comunitario ZOOM 7 Diomar González

8 16 Abril Reunión esión con el equipo de coordinaciòn de capacitaciones y equipo del No ZOOM Cibao Norte / Noroeste Equipo TCS 6 Nicole Rodríguez

9 21 Abril Sensibilización Reunión con sonido del Yaque y Angostura ZOOM Cibao Sur
Representantes UP
Sonido del Yaque y

Angostura
7 Timoteo Estévez

10 22 Abril Sensibilización Presentación de productos/servicios y territorios por parte de
Unidades Productivas y Grupos Territoriales los días 22 y 23 ZOOM Cibao (general) Líderes UP y GT 50 Coordinadores Territoriales

11 23 Abril Reunión Participación en sesión del Cibao Noroeste y Cibao Sur ZOOM Cibao Noroeste y Sur Equipo TCS y Líderes
de UP/GT 46 Ambar, Nicole

84
0

84

1
2

NIVEL NACIONAL: 0
TOTAL

GENERAL: 84

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto

TOTAL SENSIBILIZADOS Y CAPACITADOS:

NIVEL NACIONAL

Abril 2021
Fecha

(Fecha/
Mes)

NIVEL REGION NORTE

Total Sensibilizados:
Total Capacitados:

10

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable de
parte del proyecto

1 3 Marzo Visita Recorrido por Monción con Directora de Turismo y Coord. De
Anfitriones de Monción

Monción, Santiago
Rodríguez Cibao Noroeste Anfitriones de Monci

ón, MITUR 8 Ambar, Nicole

2 4 Marzo Sensibilización Sesión con OPT de Valverde y Montecristi para compartir plan de
trabajo del CNOE ZOOM Cibao Noroeste

Representantes OPT
Valverde y
Montecristi

5 Ambar, Nicole

3 4 Marzo Reunión Reunión con Director Regional Norte para compartir algunos
avances sobre el Proyecto OPT Valverde Cibao Noroeste

Coordinadoras
CNOE y Director
Regional Norte

4 Ambar, Nicole

4 4 Marzo Reunión Reunión con asesora de Valverde para el INFOTEP para socializar el
plan de trabajo del 2021 ZOOM Cibao Noroeste

INFOTEP y
Coordinadoras

CNOE
10 Ambar, Nicole

5 8 Marzo Visita Visita Cluster constanza Constanza Cibao Sur Representantes
Cluster Constanza 7 Timoteo

6 8 Marzo Visita Visita La Cotorra, Constanza Constanza Cibao Sur Representantes La
Cotorra 7 Timoteo

7 9 Marzo Reunión Sesión para concluir revisión del plan de CNOE con Mesa Técnica
(INFOTEP y MITUR) ZOOM Cibao Noroeste Representantes

INFOTEP y MITUR 6 Ambar, Nicole

8 10 Marzo Sensibilización Reunión con Anfitriones y Experiencia Innovación de la Ruta del
Casabe ZOOM Cibao Noroeste

Ruta del Casabe y
Anfitriones de Monci

ón
4 Ambar, Nicole

9 11 Marzo Sensibilización Reunión con actores de Valverde (Coordinación de Ruta en
Margaritas y Ruta del Banano) Oficina OPT Cibao Noroeste Rutas de Margaritas

y del Banano 12 Ambar, Nicole

10 16 Marzo Sensibilización Reunión con Apicultores “Ruta de la Miel” para confirmación del Plan
de Trabajo del 2021 Dajabón Cibao Noroeste Ruta de la Miel 5 Ambar, Nicole

11 16 Marzo Sensibilización Reunión con AMAMIEL para confirmación del Plan de Trabajo del
2021 Dajabón Cibao Noroeste AMAMIEL 8 Ambar, Nicole

12 16 Marzo Reunión Reunión con Villas Codevi Dajabón Cibao Noroeste Representantes
Villas Codevi 4 Ambar, Nicole

13 16 Marzo Capacitación Taller sobre Manejo de Negocios Rio San Juan Cibao Nordeste Representantes Río
San Juan 12 Alberto, Diomar

14 16 Marzo Reunión Reunión Consejos de Desarrollo Monseñor Nouel y Sánchez Ramí
rez Cotui Cibao Sur

Consejo Desarrollo
Monseñor Nouel y S

ánchez Ramírez
11 Timoteo

15 17 Marzo Sensibilización Reunión con GREMONT para confirmación del Plan de Trabajo del
2021 ZOOM Cibao Noroeste Representantes

GREMONT 7 Ambar, Nicole

16 18 Marzo Reunión Mesa Institucional Puerto Plata Puerto Plata Cibao Norte
Representantes

institucionales Puerto
Plata

7 Alberto, Diomar

17 19 Marzo Reunión Reunión con Kayak San Lorenzo Sánchez Ramírez Cibao Sur Representantes
Kayak San Lorenzo 4 Alberto, Diomar

18 23 Marzo Sensibilización Reunión con Guaraguanó para coordinar acciones de la experiencia
industrial ZOOM Cibao Noroeste Representantes

Guaraguanó 6 Ambar, Nicole

19 25 Marzo Sensibilización Coordinación con actores y cooperantes de Las Galeras ZOOM Cibao Nordeste Actores clave Las
Galeras 16 Alberto, Diomar

20 25 Marzo Reunión Reunión Mesa técnica Cibao Sur ZOOM Cibao Sur Equipo TCS 18 Timoteo

21 29 Marzo Visita Visita a Alimentos balanceados Guaraguanó Monción, Santiago
Rodríguez Cibao Noroeste Alimentos

Guaraguanó 4 Ambar, Nicole

Total Sensibilizados: 63

Total Capacitados: 84
TOTAL

SENSIBILIZADOS Y
CAPACITADOS:

147

1 ## Marzo Capacitación Certificada
Taller de capacitación a facilitadores para que puedan impartir el

curso de líderes (Curso Gestor Comunitario del Desarrollo del
Turismo Sostenible)

ZOOM Cibao (general) Facilitadores 27 Mercy

2 ## Marzo Capacitación Certificada Curso Turismo Sostenible Basado en las Experiencias del Japón y su
Aplicación ZOOM Cibao (general) Contrapartes y lí

deres UP y GT 45 Mercy

NIVEL NACIONAL: 72

TOTAL
GENERAL: 147

MARZO 2021
Fecha

(Fecha/
Mes)

NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto

11



Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable de
parte del proyecto

1 2 Febrero Reunión Reunión sobre catálogo de Ruta Panorámica Yásica Cibao Norte Ruta Panorámica 10 Alberto, Diomar

2 2 Febrero Sensibilización Reunión con las UP del Noroeste para introducción a la investigación
sobre la situación actual de visitación ante el COVID – 19 ZOOM Cibao Noroeste UP del CNOE 12 Ambar, Nicole

3 3 Febrero Sensibilización Reunión con Ruta de la Miel para seguimiento al Plan de Negocios Oficina OPT Cibao Noroeste Ruta de la Miel 4 Ambar, Nicole

4 3 Febrero Visita Visita a experiencias comunitarias que ofrece Guananico (Sendero
de Hacienda Cufa, Museo Taíno, Merengue Típico) Guananico Cibao Norte UMPC Guananico 15 Alberto

5 4 Febrero Capacitación Taller sobre Slogan y presentación de Catálogo GT Río San Juan Río San Juan Cibao Nordeste GT Río San Juan 13 Alberto, Diomar

6 4 Febrero Sensibilización Reunión con Fabrica de Casabe Alimentos Fortuna para dar
seguimiento al desarrollo de la experiencia innovación

Monción, fábrica de
casabe fortuna Cibao Noroeste

Representantes Fá
brica de Casabe

Alimentos Fortuna
4 Ambar, Nicole

7 5 Febrero Reunión Reunión con avances situación actual Cibao Sur ZOOM Cibao Sur Representantes UP/GT
Cibao Sur 11 Timoteo

8 5 Febrero Sensibilización Reunión con ASFAVAL culminar propuesta logística del lanzamiento
y distribución de la guía de productos de ASFAVAL ZOOM Cibao Noroeste Representantes

ASFAVAL 6 Ambar, Nicole

9 10 Febrero Capacitación Taller con Anfitriones para Seguimiento al Plan de Negocios Ayuntamiento, Monci
ón Cibao Noroeste Anfitriones de Monción 9 Ambar, Nicole

10 11 Febrero Visita Recorrido con la nueva encargada de la OPT de Valverde por las UP
Montecristi y campeones de Buen Hombre del Proyecto D HOPE. Montecristi Cibao Noroeste UP´s de Montecristi 181 Ambar, Nicole

11 12 Febrero Visita Simulacro de la experiencia innovación de la Ruta del Casabe Monción, fábrica de
casabe fortuna Cibao Noroeste

Representantes Fá
brica de Casabe

Alimentos Fortuna
7 Ambar, Nicole

12 12 Febrero Sensibilización Reunión sobre monitoreo de visitantes a las UP CN ZOOM Cibao Norte UP´s de Cibao Norte 10 Alberto
13 12 Febrero Reunión Reunión con Equipo TCS, Avances Cibao Sur ZOOM Cibao Sur Equipo TCS 11 Timoteo, Aoki

14 15 Febrero Sensibilización Reunión con Ruta de la Miel para situación actual de visitación ZOOM Representantes
Ruta de la Miel Ruta de la Miel 4 Ambar, Nicole

15 16 Febrero Reunión Reunión sobre catálogo de Ruta Panorámica Yásica Ruta Panorámica Ruta Panorámica 7 Alberto, Diomar

16 17 Febrero Reunión Reunión con UP Playa Rogelio Gaspar Hernández Representantes
UP Playa Rogelio UP Playa Rogelio 15 Alberto, Diomar

17 18 Febrero Sensibilización Reunión con Asociación de Bananeros y Directora de Turismo para
socializar algunos temas debajo de la Ruta del Banano

Asociación San
Cruz, Mao

Asociación de
Bananeros y

MITUR
Ruta del Banano 10 Ambar, Nicole

18 19 Febrero Reunión Reunión con consejo de desarrollo monseñor nouel Bonao Cibao Sur Consejo Desarrollo
Monseñor Nouel 8 Timoteo

19 24 Febrero Reunión Reunión con Dirección provincial de Mitur Puerto Plata. ZOOM Cibao Norte MITUR Pto. Pta. y
TCS 6 Alberto, Diomar

20 26 Febrero Visita Visita a actividad especial de Jamao Ecotours para verificar recibidos
por parte de Comunitarios sobre videos lanzados

Las espinas, Jamao
al Norte Cibao Norte UP Jamao

Ecotours 12 Noriyuki

Total Sensibilizados: 110
Total Capacitados: 22
TOTAL SENSIBILIZADOS
Y CAPACITADOS: 132

1 9 Febrero Sensibilización Coordinación Sesión Orientativa del curso virtual japonés ZOOM Santo Domingo 7 Aoki

2 11 Febrero Sensibilización Presentación general del programa y procedimientos para aplicación ZOOM Santo Domingo Equipo TCS, Líderes
UP/GT y Contrapartes 53 Aoki

3 19 Febrero Reunión Acercamiento protocolar al Viceministerio de Cooperación
Internacional.

MITUR Santo
Domingo Santo Domingo Viceministerio Coop.

Int. 4 Aoki

4 23 Febrero Reunión Acercamiento e intercambio de experiencias sobre la Ruta del Buen
Hombre

Dirección Patrimonio
Cultural Santo Domingo Ruta del Buen

Hombre 10 Aoki

5 25 Febrero Reunión Reunión regular mensual MITUR Santo
Domingo, ZOOM Nacional Equipo TCS y

Contrapartes 25 Aoki

NIVEL NACIONAL: 99

TOTAL
GENERAL: 132

FEBRERO 2021
Fecha

(Fecha/
Mes)

NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto

12

Actividad Contenido de la actividad Lugar Región Grupo meta Num. de
part

Responsable de
parte del proyecto

1 11 Enero Reunión Socialización con el equipo de la OPT de Valverde OPT de Valverde Cibao Noroeste OPT Valverde 7 Ambar, Nicole
2 13 Enero Reunión Reunión sobre Ruta Panorámica ZOOM Cibao Norte Ruta Panorámica 4 Alberto, Diomar

3 14 Enero Reunión Reunión con Tim Hall, sobre Ruta panorámica ZOOM Cibao Norte Representante Ruta
Panorámica 5 Alberto, Diomar

4 18 Enero Sensibilización Primera sesión del año 2021 con ASFAVAL ZOOM Cibao Noroeste Representantes
ASFAVAL 5 Ambar, Nicole

5 18 Enero Reunión Reunión con representantes de la Mesa de Turismo de Espaillat ZOOM Cibao Norte Representantes Mesa
de Turismo Espaillat 6 Alberto, Diomar

6 19 Enero Sensibilización Introducción con el Director de Medio Ambiente de Puerto Plata ZOOM Cibao Norte Oficina Medio
Ambiente Pto. Pta. 4 Alberto, Diomar

7 19 Enero Sensibilización Introducción con nuevo administrador del Santuario Manatí ZOOM Cibao Norte UP Santuario Manatí /
Estero Hondo 4 Alberto, Diomar

8 19 Enero Sensibilización Introducción con nuevo administrador de Monumento Natural Cuevas
de Cabarete y Goleta ZOOM Cibao Norte Representante Cuevas

de Cabarete 4 Alberto, Diomar

9 20 Enero Reunión Convocatoria Actores para reunión Mesa de coordinación Cotuí Cibao Sur Mesa de Coordinación
Cotuí 10 Timoteo

10 20 Enero Reunión
Reunión con actores del Santuario de Mamíferos Marinos (director

provincial de Medioambiente, administrador del área protegida, guías
y guardaparques)

ZOOM Cibao Norte Actores UP Santuario
Manatí / Estero Hondo 13 Alberto, Diomar

11 22 Enero Capacitación Sesión continuación de la culminación del plan de negocios de
ASFAVAL. ZOOM Cibao Noroeste 8 Ambar, Nicole

12 26 Enero Reunión Reunión con actores de la Mesa de Turismo de Espaillat. ZOOM Cibao Norte 11 Alberto, Diomar
13 29 Enero Reunión Reunión Mesa Tecnica Cibao Sur ZOOM 14 Timoteo
14 29 Enero Reunión Zafacones a Océano Limpio Puerto Plata Cibao Norte 10 Alberto, Diomar

15 29 Enero Capacitación Taller de Retroalimentación para Unidades productivas sobre
monitoreo. ZOOM 10 Alberto, Diomar

Total Sensibilizados: 17
Total Capacitados: 18
TOTAL SENSIBILIZADOS
Y CAPACITADOS: 35

1 12 Enero Reunión Seguimiento avance edición (Reunión Kiskeya Life y Andariego) ZOOM Santo Domingo Kiskeya Life y
Andariego 4 Noriyuki

2 28 Enero Reunión Reunión de seguimiento de muestra de producto final (Reunión
Kiskeya Life y Andariego) ZOOM Santo Domingo

Kiskeya Life y
Andariego

4 Noriyuki

NIVEL NACIONAL: 8

TOTAL
GENERAL: 43

ENERO 2021
Fecha

(Fecha/
Mes)

NIVEL REGION NORTE

NIVEL NACIONAL

Actividades realizadas relacionadas con el Proyecto

13
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Última actualización: 2022/03/04 
 
Listado de Productos Entregables - Proyecto Turismo Comunitario Sostenible 

 
Link de carpetas en DRIVE: 
https://drive.google.com/drive/folders/1hJxR9vVyO7xWlKl4o6vUvOFq0uQ6ZDxQ?usp=sharing  
 
L1 - Productos y Negocios Comunitarios 
 

A. Subregión Cibao Norte 
Código UP Título Mes / Año 
CN-01 Asociación de Artesanos 

de Madera Petrificada 
(ASOARTEP) 

Ficha de Unidad Productiva  - ASOARTEP - 
Perfil de Proyecto - ASOARTEP - 
Instructivo sobre medidas de seguridad frente al nuevo coronavirus 
(COVID-19), basadas en las directrices emanadas por el Proyecto 
(TCS) - ASOARTEP 

Jul. 2020 

Resumen de Intervención a Unidades Productivas y Grupos 
Territoriales - ASOARTEP 

Sep. 2021 

CN-02 Asociación de Guías de 
Santuario Manatí 

Hoja de Producto - UMPC Estero Hondo Feb. 2018 
Ficha de Unidad Productiva  - Asociación de Guías de Santuario 
Manatí 

- 

Perfil de Proyecto - Asociación de Guías de Santuario Manatí - 
CN-03 Fábrica de Chocolate 

Artesanal - Chocolala 
Hoja de Producto - Chocolala Feb. 2018 
Ficha de Unidad Productiva - Chocolala - 
Perfil de Proyecto - Chocolala - 
Instructivo sobre medidas de seguridad frente al nuevo coronavirus 
(COVID-19), basadas en las directrices emanadas por el Proyecto 
(TCS) - Chocolala 

Jul. 2020 

Video promocional de la UP Chocolala 2021 
Resumen de Intervención a Unidades Productivas y Grupos 
Territoriales - Chocolala 

Sep. 2021 

CN-04 Asociación de Guías de 
las Cuevas de Cabarete 

Ficha de Unidad Productiva - Asociación de Guías de las Cuevas de 
Cabarete 

- 

Perfil de Proyecto - Asociación de Guías de las Cuevas de Cabarete - 
Instructivo sobre medidas de seguridad frente al nuevo coronavirus 
(COVID-19), basadas en las directrices emanadas por el Proyecto 
(TCS) - Asociación de Guías de las Cuevas de Cabarete 

Jul. 2020 

Resumen de Intervención a Unidades Productivas y Grupos 
Territoriales -  Asociación de Guías de las Cuevas de Cabarete 

Sep. 2021 

CN-05 Asociación de Guías 
Turísticos de Damajagua  

Perfil de Proyecto - Asociación de Guías Turísticos de Damajagua  - 
Resumen de Intervención a Unidades Productivas y Grupos 
Territoriales -  Asociación de Guías Turísticos de Damajagua  

Sep. 2021 

CN-06 Finca Papirucho, Río 
Sonador 

Perfil de Proyecto - Finca Capirucho, Río Sonador - 
Instructivo sobre medidas de seguridad frente al nuevo coronavirus 
(COVID-19), basadas en las directrices emanadas por el proyecto de 
Turismo Comunitario sostenible (TCS) - Finca Capirucho, Río 
Sonador 

Jul. 2020 

Resumen de Intervención a Unidades Productivas y Grupos 
Territoriales - Finca Capirucho, Río Sonador 

Sep. 2021 

CN-07 Jamao Ecotours Ficha de Unidad Productiva - Jamao Ecotours   
Hoja de Producto - Jamao Ecotours  May. 2021 
Perfil de Proyecto - Jamao Ecotours - 
Instructivo sobre medidas de seguridad frente al nuevo coronavirus 
(COVID-19), basadas en las directrices emanadas por el proyecto 
de Turismo Comunitario sostenible (TCS) - Jamao Ecotours 

Jul. 2021 

Resumen de Intervención a Unidades Productivas y Grupos 
Territoriales - Jamao Ecotours 

Sep. 2021 

CN-08 Asociación de 
Vendedores Playeros y 

Artesanales de Villa 
Magante, Playa Rogelio 

Perfil de Proyecto - Asociación de Vendedores Playeros y 
Artesanales de Villa Magante, Playa Rogelio 

- 

CN-09 Asociación de Artesanos Ficha de Unidad Productiva - ASOARTEH - 

https://drive.google.com/drive/folders/1hJxR9vVyO7xWlKl4o6vUvOFq0uQ6ZDxQ?usp=sharing


del Higuerito 
(ASOARTEH) 

Perfil de Proyecto - ASOARTEH - 
Instructivo sobre medidas de seguridad frente al nuevo coronavirus 
(COVID-19), basadas en las directrices emanadas por el proyecto 
de Turismo Comunitario sostenible (TCS) - ASOARTEH 

Ago. 2020 

Catálogo de Artesanos del Higuerito Feb. 2021 
 
 

B. Subregión Cibao Nordeste 
Código UP Título Mes / Año 
CNE-01 Asociación Comunitaria de 

Ecoturismo Salto El Limón   
Perfil de Proyecto - Asociación Comunitaria de Ecoturismo Salto El 
Limón 

- 

CNE-02 Asociación de Guías 
Ecoturísticos de Las 

Galeras 

Perfil de Proyecto - Asociación de Guías Ecoturísticos de Las 
Galeras 

- 

CNE-03 Kayak San Lorenzo Perfil de Proyecto - Kayak San Lorenzo - 
Guión de experiencia - Paseo en Bote y Kayak - 
Instructivo sobre medidas de seguridad frente al nuevo coronavirus 
(COVID-19), basadas en las directrices emanadas por el proyecto 
de Turismo Comunitario sostenible (TCS) - Kayak San Lorenzo 

Jul. 2020 

CNE-04 Rancho Don Lulú Perfil de Proyecto - Rancho Don Lulú - 
Instructivo sobre medidas de seguridad frente al nuevo coronavirus 
(COVID-19), basadas en las directrices emanadas por el proyecto 
de Turismo Comunitario sostenible (TCS) - Rancho Don Lulú 

Jul. 2020 

CNE-05 Sindicato de Boteros de 
Laguna Gri-Gri 

Perfil de Proyecto - Sindicato de Boteros de Laguna Gri-Gri - 

 
 

C. Subregión Cibao Noroeste 
Código UP Título Mes / Año 

CNOE-01 Asociación de Fabricantes 
de Artesanías de 

Valverde (ASFAVAL) 

Perfil de Proyecto - ASFAVAL - 
Protocolo de contingencia de COVID 19 de ASFAVAL Sep. 2020 
Resumen de Intervención a ASFAVAL  con el apoyo del GT Valverde   Sep. 2021 
Guía de Productos de la Fibra del Banano de la Provincia Valverde -
ASFAVAL 

Dic. 2021 

CNOE-02 AMAMIEL Perfil de Proyecto - AMAMIEL  - 
Diagnóstico FODA y CAME de AMAMIEL Nov. 2020 
Resumen de Intervención a Unidades Productivas y Grupos 
Territoriales - AMAMIEL  

Sep. 2021 

Listado de productos y costos de los derivados de la Miel Nov. 2021 
CNOE-03 Asociación de Apicultores 

La Fronteriza de Dajabón 
Primera versión del plan de negocios de la Ruta de la Miel Feb. 2021 
Resumen de Intervención a Unidades Productivas y Grupos 
Territoriales - Asociación de Apicultores La Fronteriza de Dajabón 

Sep. 2021 

Perfil de Proyecto - Asociación de Apicultores La Fronteriza de 
Dajabón 

Feb. 2022 

Material promocional de la experiencia de la Miel en Dajabón  
diversificada (Flyer) 

Feb. 2022 

CNOE-04 GREMONT Análisis FODA y CAME de  GREMONT   Nov. 2020 
Protocolo de contingencia de COVID-19 de GREMONT Oct . 2020 
Plan de negocios de GREMONT (segunda versión) Ene. 2021 
Resumen de Intervención a Unidades Productivas y Grupos 
Territoriales - GREMONT 

Sep. 2021 

Perfil de Proyecto - GREMONT Oct. 2021 
Reporte final de curso de Guía Intérprete de la naturaleza de 
GREMONT 

Oct. 2021 

Material promocional de la oferta de GREMONT Nov. 2021 
CNOE-05 Grupo Productivo de la 

Ruta del Casabe 
Perfil de Proyecto - Grupo Productivo de la Ruta del Casabe Jul. 2021 
Resumen de Intervención a Unidades Productivas y Grupos 
Territoriales - Grupo Productivo de la Ruta del Casabe 

Sep. 2021 

CNOE-06 Manzanillo Ecoaventura Perfil de Proyecto - Manzanillo Ecoaventura Ago. 2021 
Resumen de Intervención a Unidades Productivas y Grupos 
Territoriales - Manzanillo Ecoaventura 

Sep. 2021 

CNOE-07 Café Trillao Perfil de Proyecto - Café Trillao Oct. 2021 
CNOE-08 Grupo Productivo de la 

Ruta del Chivo 
Perfil de Proyecto - Ruta del Chivo 
 

- 

CNOE-09 Grupo Productivo de la Perfil de Proyecto - Ruta del Banano Oct. 2021 



Ruta del Banano 
CNOE-10 Anfitriones de Monción Perfil de Proyecto - Anfitriones de Monción Oct. 2021 

Resumen de Intervención a Unidades Productivas y Grupos 
Territoriales - Anfitriones de Monción 

Ago. 2021 

 
 

D. Subregión Cibao Sur 
Código UP Título Mes / Año 

 
CS-01 

 
Sonido del Yaque 

Perfil Proyecto - Sonido del Yaque  - 

Documentos de Protocolo Turismo 3S (Sano, Seguro, y Sostenible) 2020 

Guión del Tour: Secreto del Sonido 2022 

Catálogo de Ofertas Comunitarias Turísticas de Sonido del Yaque  Ene. 2022 

Brochure de Sonido del Yaque Ene. 2022 
 

CS-02 
 

Complejo Ecoturístico de 
Angostura 

Perfil Proyecto - Complejo Ecoturístico de Angostura - 
Catálogo de Ofertas Comunitarias Turísticas del Complejo 
Ecoturístico de Angostura 

Ene. 2022 

Brochure del Complejo Ecoturístico de Angostura 
 

Ene. 2022 

CS-03 Finca Doña Paula - La 
Cotorra 

Perfil Proyecto - Finca Doña Paula - La Cotorra - 
Descripción de la experiencias en Finca Doña Paula - 
Guión de la Experiencia en Fina Doña Paula - 

 
CS-04 

 
Gaia Ecotrip 

Perfil Proyecto - Gaia Ecotrip - 
Listado de miembros activos 2021 
Catálogo de Ofertas Comunitarias Turísticas de Gaia Ecotrip Ene. 2022 
Brochure de Gaia Ecotrip  Ene. 2022 
Guión de la experiencia de Gaia Ecotrip 2022 

 
CS-05 

 
Asociación de Guías de 

los Saltos de Jima 

Perfil Proyecto - Asociación de Guías de los Saltos de Jima - 
Estatutos legales - Asociación de Guías de los Saltos de Jima - 
Guión de la Experiencia - Asociación de Guías de los Saltos de Jima - 
Catálogo de Ofertas Comunitarias Turísticas de la  Asociación de 
Guías de los Saltos de Jima 

Ene. 2022 

Brochure de  la  Asociación de Guías de los Saltos de Jima Ene. 2022 
 
 

Documentos Generales Adicionales 
Código Título Mes / Año 

DG-D-01 Informe Final sobre Taller de Identificación de Recursos Locales - Dajabón  Dic. 2016 
DG-D-02 Informe Final sobre Taller de Identificación de Recursos Locales - Santiago Rodríguez  Dic. 2016 
DG-D-03 Informe Final sobre Taller de Identificación de Recursos Locales - Montecristi Dic. 2016 
DG-D-04 Informe Final sobre Taller de Identificación de Recursos Locales - Valverde Ene. 2017 
DG-D-05 Reporte de diagnóstico sobre los productos de turismo comunitario de Puerto Plata Feb. 2017 
DG-D-06 Informe diagnóstico de unidades productivas priorizadas Abr. 2018 

DG-B Flyers promocionales de Unidades Productivas  - 
DG-A Fichas de Unidades Productivas para Tour Operadores - 

DG-C-01 Catálogo de Productos Derivados de la Miel - 
L1-2 Perfiles de Buenas Prácticas de UPs Sept. 2021 

 
 
No. de documentos: 99 
 
 
 
 
 
 
 
  



Última actualización: 2022/03/04 
 
Listado de Productos Entregables - Proyecto Turismo Comunitario Sostenible 

 
Link de carpetas en DRIVE: 
https://drive.google.com/drive/folders/1D8IrIRPnglHFCfmDrquPBsRW_UE6XuDh?usp=sharing  
 
L2 - Gestión Territorial 
 

A. Subregión Cibao Norte 
Código GT Título Mes / Año 
CN-01 Ruta del Gallo - 

GT del El Naranjal - 
Cupey - Loma del Gallo 

Perfil del GT de  El Naranjal - Cupey - Loma del Gallo - 
Instructivo sobre medidas de seguridad frente al nuevo coronavirus 
(COVID-19), basadas en las directrices emanadas por el Proyecto 
(TCS) - GT de El Naranjal - Cupey - Loma del Gallo 

Jul. 2020 

Resumen de Intervención a Unidades Productivas y Grupos 
Territoriales - GT de  El Naranjal - Cupey - Loma del Gallo 

Sep. 2021 

Brochure sobre la Ruta del Gallo - 
CN-02 UMPC Guananico Perfil del GT - UMPC  Guananico - 

Guión de experiencia - Música Dominicana - 
Reglamento de experiencia - Música Dominicana  - 
Informe taller de profundización de música dominicana May. 2018 
Instructivo sobre medidas de seguridad frente al nuevo coronavirus 
(COVID-19), basadas en las directrices emanadas por el Proyecto 
(TCS) - UMPC Guananico 

Jul. 2020 

Resumen de Intervención a Unidades Productivas y Grupos 
Territoriales - UMPC Guananico 

Sep. 2021 

CN-03 UMPC VYP Perfil del GT - UMPC VYP y APEDI - 
CN-04 Mesa de Turismo de 

Espaillat  
Perfil del GT - Mesa de Turismo de Espaillat  - 
Resumen de Intervención a Unidades Productivas y Grupos 
Territoriales - Mesa de Turismo de Espaillat  

Sep. 2021 

Instructivo sobre medidas de seguridad frente al nuevo coronavirus 
(COVID-19), basadas en las directrices emanadas por el Proyecto 
(TCS) - Mesa de Turismo de Espaillat 

Ago. 2021 

Brochure de la Ruta Histórica ¨Justicia, Valentía y Paz¨ 2021 
CN-05 CODEJAN  Perfil del GT - CODEJAN - 

Resumen de Intervención a Unidades Productivas y Grupos 
Territoriales - CODEJAN 

2021 

 
 

B. Subregión Cibao Nordeste 
Código GT Título Mes / Año 
CNE-01 CONTUGAL Perfil del GT - CONTUGAL - 
CNE-02 Mesa de Turismo de Río 

San Juan 
Perfil del GT - Mesa de Turismo de Río San Juan - 

 
 

C. Subregión Cibao Noroeste 
Código GT Título Mes / Año 

CNOE-01 GT de Dajabón Perfil del GT de Dajabón - 

Informe de mini taller elaboración de plan de acción  para el GT de 
Dajabón 

- 

CNOE-02  
GT de Monción 

Resumen de Intervención a Unidades Productivas y Grupos 
Territoriales - GT de Monción 

- 

Informe de mini taller elaboración de plan de acción  para el GT de 
Monción  

Nov. 2017 

CNOE-03 GT de Santiago 
Rodríguez 

Perfil del GT de Santiago Rodríguez - 
Resumen de Intervención a Unidades Productivas y Grupos 
Territoriales - GT de Santiago Rodríguez 

- 

CNOE-04 GT de Montecristi Perfil del GT de Montecristi - 
CNOE-05 GT de Valverde Perfil del GT de Valverde - 

Informe resumen de participación en de GT en Expo Valverde Abr. 2018 

https://drive.google.com/drive/folders/1D8IrIRPnglHFCfmDrquPBsRW_UE6XuDh?usp=sharing


CNOE-06 Sub-Regional Primera versión de la Estrategia para el Fortalecimiento del Circuito 
Esencia del Sabor   

Feb.2022 

 
 

D. Subregión Cibao Sur 
Código GT Título Mes / Año 
CS-01 Clúster Turístico de 

Constanza 
Perfil del Clúster Turístico de Constanza - 
Instructivo de campaña Clúster Turístico de Constanza 2022 
Video promocional de Constanza 2022 

CS-02 Consejo Ecoturístico de 
Monseñor Nouel 

Perfil del Consejo Ecoturístico de Monseñor Nouel - 

 
CS-03 

 
Consejo Ecoturístico de 

Sánchez Ramírez 

Perfil del Consejo Ecoturístico de Sánchez Ramírez - 
Listado de miembros del Consejo de Desarrollo Ecoturístico de 
Sánchez Ramírez 

- 

Minuta Lanzamiento de Mapa Cibao Sur 2021 
Presentación Consejo Ecoturístico de Sánchez Ramírez 2021 
Fotos - Consejo de Desarrollo Ecoturístico Sánchez Ramírez 2022 

 
 

General 
Código Título Mes / Año 
DG-B-01 Reporte de diagnóstico sobre red de turismo comunitario de Puerto Plata (Parte 1) Nov. 2016 
DG-B-02 Informe sobre Talleres de planificación pre-taller regional: creación de “Destino de Circuito 

Multiprovincial” 
Ene. 2017 

DG-B-03 Informe  de Taller regional: creación de “Destino de Circuito Multiprovincial” 
 

Feb. 2017 

DG-B-04 Reporte de diagnóstico sobre red de turismo comunitario de Puerto Plata (Parte 2) Feb. 2017 
DG-B-05 Reporte sobre Plan de estrategia y Plan de negocio de red de turismo comunitario de Puerto 

Plata 
Feb. 2017 

DG-A-01 Catálogo de Recursos del Circuito Esencia del Sabor  2020 
DG-A-02 Revista de Nuestros Tesoros Comunitarios - Monción Capital del Casabe 2020 
DG-A-03 Mapa de Recursos Ilustrado de Dajabón - 
DG-A-04 Mapa de Recursos Ilustrado de Santiago Rodríguez - 
DG-A-05 Mapa de Recursos Ilustrado de Río San Juan - 
DG-A-06 Catálogo de productos de la Red de Turismo Comunitario Puerto Plata - 
DG-A-08 Revista de Nuestros Tesoros Comunitarios - Río San Juan  Jul. 2021 

L2-2 Perfiles de Buenas Prácticas de UPs Sept. 2021 
DG-A-09 Revista de Nuestros Tesoros Comunitarios - Jamao Al Norte Nov. 2021 

 
No. de documentos: 52 
 



 

 

Última actualización: 2022/03/04 
Listado de Productos Entregables - Proyecto Turismo Comunitario Sostenible 

 
Link de carpetas en DRIVE: 
https://drive.google.com/drive/folders/1QLkZV2R6j36R80tFQX581ZwOyZZZudqU?usp=sharing  
 
L3 - Comercialización y Promoción 

 
Promoción de TCS 

Código Título Mes / Año 
PR-01 Video promocional de TCS - Mango Verde 2018 
PR-02 Video promocional  “ Nuestra  Gente” (Margaritas de Mao)  / Colaboración con MITUR Mar. 2019 
PR-03 Driving Map de la Región Cibao  Sep.  2019 
PR-04 Resumen de Video para capacitación de TCS Nov. 2019 
PR-05 Página Destino Cibao “ww.descubrecibao.com” 2020 
PR-06 Catálogo de experiencias de Turismo Comunitario Sostenible Ene. 2020 
PR-07 Revista Soy Cibao Jun. 2020 
PR-08 Sellos Provinciales Dic. 2020 
PR-09 Video con influencers - Jamao Al Norte con Kiskeya Life Feb. 2021 
PR-10 Video con influencers - Jamao Al Norte con Andariego May. 2021 
PR-11 Mapa de Cibao Sur Oct. 2021 
PR-12 Video promocional de la subregión Cibao Sur Ene. 2022 
PR-13 Video promocional de UP y GT - CNOE / Colaboración con  MITUR 2020 y 

Feb. 2022 
Tours Modelo 

TM-01 Tours modelo 2018 
TM-02 Tours modelo (nueva edición) Ago. 2020 

Posicionamiento de TCS 
P-01 Documentos del plan estratégico de Promoción. Ene. 2022 
P-02 Página Destino Cibao “ww.descubrecibao.com” (versión actualizada) Feb. 2022 

Documentos generales adicionales 
DG-01 Informe Final de Proyecto Piloto sobre “Desarrollo de Herramienta de Mapping Participativo 

(Aplicación y Base de Datos) - App Todo en RD 
Jul. 2017 

DG-02 Informe Final de Proyecto Piloto sobre “Concurso de Desarrollo de Rutas con Estudiantes 
Universitarios, con Plataforma Territorial en Santiago y Puerto Plata” - Arma Tu Ruta Cibao 

Jul. 2017 

DG-03 Informe Final de Proyecto Piloto sobre “Modelo de Punto de Información Turístico con acuerdo 
Público-Privado” 

Jul. 2017 

DG-04 Informe final sobre participación en evento “DiscoverPOP” Oct. 2017 
DG-05 Recopilación de Informes y Presentaciones de Líneas Base (2017-2018) 2017 - 

2018 
DG-06 Proyectos Piloto: 

-Proyecto Piloto 1 - Mejoramiento de capacidad de venta y promoción basado en el ciclo de 
marketing de TCS 
-Proyecto Piloto 2 - Creación de Base de Destinos de Circuito Multiprovincial con Participación 
Comunitaria 
-Proyecto Piloto 3 - Concurso de Desarrollo de Rutas con Estudiantes Universitarios, con 
Plataforma Territorial en Santiago y Puerto Plata 
-Proyecto Piloto 4 - Un Modelo de Punto de Información Turístico con acuerdo Público-Privado 
- Proyecto Piloto 5 - Desarrollo de Herramienta de Mapping Participativo (Aplicación y Base de 
Datos 

2017-2018 

DG-07 Manual de uso del website y redes sociales  red de turismo comunitario en Puerto Plata 2018 
DG-08 Informe sobre propuesta de aproximación a la gestión de información turística en el Territorio de 

la Rep. Dom. 
2018 

DG-09 Informe final participación en feria “ExpoTurismo” Jun. 2018 
DG-10 Video resumen de participación en evento “DiscoverPOP” Oct. 2018 
DG-11 Documento resumen de  participación en evento “Discover Puerto Plata” Oct. 2019 
DG-12 Reporte sobre situación actual del turismo: Análisis y aproximaciones estratégicas para Proyecto 

TCS 
Abr. 2021 

https://drive.google.com/drive/folders/1QLkZV2R6j36R80tFQX581ZwOyZZZudqU?usp=sharing


 

 

DG-13 Documentos de Consultoría de Marketing Digital para TCS Nov. 2021 
DG-14 Monitoreo de RRPP (Proyecto TCS) Feb. 2022 
DG-15 Listado de embajadores de TCS Feb. 2022 

 
No. de documentos: 32 
  



 

 

Última actualización: 2022/03/04 
 
Listado de Productos Entregables - Proyecto Turismo Comunitario Sostenible 

 
Link de carpetas en DRIVE: 
https://drive.google.com/drive/folders/1QJ2_JkcN3TSah5Eo5crkyh1MPL85RgZC?usp=sharing  
 
L4: Capacitación 
 

Código Título Mes / Año 
DG-01  Informe final de taller de formación de facilitadores  para identificación de los recursos locales  de las 

provincias de Montecristi, Valverde, Dajabón y Santiago Rodríguez 
Nov. 2016 

PC-01 Documentos sobre consultoría para Formación de Guías Comunitarios Sep. 2018 
DG-02 Videos testimoniales sobre las experiencias de capacitación 2021 
PC-02 Documentos sobre consultoría de Mejoramiento de Programas de Capacitación de Guías locales / 

Anfitriones / Intérpretes de la Naturaleza 
Nov. 2021 

DG-03 Monitoreo de capacitaciones / Sensibilizaciones / Concientizaciones  Dic. 2021 
PC-03 Catálogos de Ofertas de capacitaciones TCS 

Manual y programas Cursos especializados TCS 
Dic. 2021 

DG-04 Sesiones de Sensibilización con Herramientas Estándar para facilitadores del INFOTEP Regional 
Norte 

Dic. 2021 

DG-05 Presentación final de resultados (L4) Feb. 2022 
 
No. de documentos: 8 
 
  

https://drive.google.com/drive/folders/1QJ2_JkcN3TSah5Eo5crkyh1MPL85RgZC?usp=sharing


 

 

 
Última actualización: 2022/03/04 

 
Listado de Productos Entregables - Proyecto Turismo Comunitario Sostenible 
 
Link de carpetas en DRIVE: 
https://drive.google.com/drive/folders/1qfokTbAPlpYuq9gCCpBSs2UnM_jTbShm?usp=sharing  
 
L5: Provisión de Asistencia y Fortalecimiento del Sistema de Monitoreo 
 

Código Título Mes / Año 
DG-01 Recopilación de Informes de Líneas Base (2017) 2017 
DG-02 Resumen de sesión de monitoreo sobre avance de Proyecto  May. 2017  
DG-03 Informe de Taller de socialización sobre el Proyecto con el personal de la Oficina de Promoción 

Turística de la región noroeste del Proyecto 
Ago. 2017 

DG-04 Informe de Mini Taller para estudio de profundización (Valverde) Ago. 2017 
DG-05 Informe de Mini Taller para estudio de profundización (Santiago Rodríguez) Ago. 2017 
DG-06 Informe de Mini Taller para estudio de profundización (Dajabón) Ago. 2017 
DG-07 Informe de Mini Taller para estudio de profundización (Montecristi) Ago. 2017 
DG-08 Brochure sobre informaciones generales de TCS 2018 
DG-09 Resumen de sesión de monitoreo sobre avance de Proyecto  May. 2018 
DG-10 Propuesta de diseño de oficina de turismo sostenible (OTS) y unidad de fomento de turismo 

comunitario sostenible (UFTS) 
May. 2018 

DG-11 Introducción de Competitividad Turística Provincial Oct. 2021 
DG-12 Sesiones Virtuales de Intercambio de las UPs y GTs del Proyecto TCS Oct. 2021 
DG-13 Resumen de impacto de TCS Dic. 2021 
DG-14 Reporte Final sobre Buenas Prácticas de TCS Feb. 2022 
DG-15 Memoria Institucional del Proyecto TCS  Feb. 2022 
DG-16 Documentos sobre consultoría sobre Investigación de Territorio y Productos Potenciales Feb. 2022 
DG-17 Visión Estratégica 2030  Feb.2022 
DG-18 Minuta del 6to Comité de Coordinación Conjunta (CCC) Feb.2022 

 
No. de documentos 18 
 
  

https://drive.google.com/drive/folders/1qfokTbAPlpYuq9gCCpBSs2UnM_jTbShm?usp=sharing


 

 

Actualizado a la fecha: 2022/03/03 
 

Listado de Guías Metodológicas, Manuales y Catálogos - Proyecto Turismo Comunitario Sostenible 
 
Link de carpetas en DRIVE: 
https://drive.google.com/drive/folders/1NujSWPwTcQRnnTgGE99QCG_4sWzaF9sT?usp=sharing  
 
Código Título Mes / Año 

L1 - Desarrollo de productos 
GP1-01 Guía para Taller de  Identificación de Recursos Locales basado en la Participación de Actores locales May. 2016 
GP1-02 Guía para práctica para la creación de nuevo atractivo turístico desde negocio existente Feb. 2022 
GP1-03 Guía práctica para preparación de una ruta temático Feb. 2022 
GP1-04 Guía práctica para articulación y desarrollo de negocios turísticos sostenibles desde perspectiva 

comunitaria 
Feb. 2022 

GP1-05 Guía práctica para elaboración de un guión de experiencia TCS Feb. 2022 
GP1-06 Guía práctica para elaboración de un inventario de recursos locales de TCS Feb. 2022 
MA1-01 Manual para emprendedor de Turismo Comunitario Sostenible  Feb. 2022 

L2 - Gestión Territorial 
GP2-01 Guía práctica de descubrimiento y valoración de recursos locales (taller, profundización, elaboración de 

materiales) 
Feb. 2022 

GP2-02 Guía práctica para sensibilización / coordinación de las instituciones locales Feb. 2022 
GP2-03 Guía práctica para elaboración de visión conjunta de un territorio (incluyendo elaboración de imagen o 

eslogan territorial) 
Feb. 2022 

GP2-04 Guia Práctica la definición de roles y funciones dentro de una mesa/grupo de trabajo   Feb. 2022 
MA2-01 Manual para conformación y fortalecimiento de Grupos Territoriales Feb. 2022 

L3 - Comercialización y promoción para posicionamiento 
GP3-01 Guía Práctica para la Presentación de Destino Turístico Feb. 2022 
GP3-02 Guía Práctica para la planeación de un video promocional de destino Feb. 2022 
GP3-03 Guía práctica para la  gestión de un sistema de Información Turística Feb. 2022 
GP3-05 Guía para  Marketing Digital (B) / Nivel Regional Feb. 2022 
GP3-06 Guía para Organización de Fam Trip / Press Trip Feb. 2022 
MA3-01 Manual de promoción Feb. 2022 

L4 - Capacitación 
GP4-01 Guía para coordinación de los cursos de captación de INFOTEP Feb. 2022 
GP4-02 Guía para seguimiento de los cursos de captación de INFOTEP Feb. 2022 
GP4-03 Guía de apoyo a guías/anfitriones/intérpretes Feb. 2022 
MA4-01 Manual de difusión de TCS (Para facilitadores y asesores de INFOTEP Feb. 2022 
MA4-02 Manual de utilización de TCS-INFOTEP (Para las comunidades) Feb. 2022 
CA4-01 Catálogo de talento de coordinadores y facilitadores  Feb. 2022 
CA4-02 Catálogo de talento de líderes comunitarios Feb. 2022 
CA4-03 Catálogo de talentos de guías locales / intérpretes / anfitriones  Feb. 2022 

L5 - Mejoramiento de Gobernanza 
GP5-01 Guía práctica  para Registro de TCS Feb. 2022 
MA5-01 Manual para Operación Básica  de las Oficinas Regionales para turismo regional y comunitario Feb. 2022 
CA5-01 Catálogo de Ofertas Institucional  Feb. 2022 
 
No. de documentos: 29 
 
 

https://drive.google.com/drive/folders/1NujSWPwTcQRnnTgGE99QCG_4sWzaF9sT?usp=sharing
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1. Introducing the COVID-19 Tourism Recovery Technical 
Assistance Package 

 
The world is facing an unprecedented global health crisis, the repercussions of which 
are being felt in all sectors of society and the economy. Health institutions and 
governments worldwide are doing their utmost to combat COVID-19. While we must 
remain cautious regarding predictions as to how the pandemic will affect the social fabric 
of our societies, it lies beyond doubt that with solidarity, courage and trust, we will re-
emerge stronger than before. 
 
Prior to the COVID-19 pandemic, tourism represented 30% of the world’s exports of 
services (US$ 1.5 trillion) and up to 45% of the total export of services in developing 
countries. However, in 2020, global tourism suffered its worst year on record, with 
international arrivals dropping by 73%. Destinations welcomed 1 billion fewer 
international arrivals, which translated into an approximate loss of USD 1.1 trillion in 
export revenues (-63%), that is, more than 11 times the loss recorded during the 2009 
global financial crisis1.  
 
Regrettably, this downward trend continued in 2021. While international tourism 
experienced a 4% increase – that is, 15 million more international tourist arrivals 
compared to 2020 (415 million versus 400 million) –international arrivals were still 72% 
below the pre-pandemic year of 20192. Similarly, the economic contribution of tourism 
in 2021 (measured in tourism direct gross domestic product) is estimated at US$ 1.9 
trillion, above the US$1.6 trillion in 2020, but still well below the pre-pandemic value of 
US$ 3.5 trillion. Export revenues from international tourism could exceed US$ 700 billion 
in 2021, a small improvement over 2020 due to higher spending per trip, but less than 
half the US$ 1.7 trillion recorded in 2019. 
 
Overall, the registered uplift in demand in 2021 was driven by increased traveler 
confidence amid progress on vaccinations and the easing of entry restrictions in many 
destinations. However, the full impact of the Omicron variant, from November 2021 
onwards, and a still uneven vaccination rate worldwide, are occasioning a slow recovery 
pace. As to regions, the Americas, with a 17% growth rate, recorded, together with 
Europe, the strongest results in 2021 compared to 2020. And yet, despite positive 
results, visitation in the Amercias region still remains 63% below pre-pandemic levels3. 

 
1 UNWTO World Tourism Barometer, January 2022 
2 https://www.unwto.org/unwto-world-tourism-barometer-data 
3 Ibid. 
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While better than the overall regional and sub-regional results, the Dominican Republic 
has also suffered a strong decrease in international visitation. Between 2019 and 2020, 
international arrivals dropped by nearly 63%, and while an increase in visitation was 
registered in 2021, provisional results remain 34% below pre-pandemic levels4:  
 

 
 

 
 
Inevitably, such a long-lasting crisis has an impact on the livelihoods of millions of people 
and threatens to roll back Sustainable Development Goals (SDGs) progress. To 
contextualize, UNWTO notes that in 2009, on the back of the global economic crisis, 
international tourist arrivals declined by 4%, while the SARS outbreak led to a decline 
of just 0.4% in 2003. 
 
Despite being one of the sectors most deeply affected by the impact of COVID-19, 
tourism remains an economic powerhouse. Expenditure by visitors on accommodation, 
food and drink, local transport, entertainment and shopping, in addition to its impact on 
issues ranging from regional development to visa facilitation, communications and 
transportation, make it an interesting sector for countries to invest in due to its long-term 
economic return and multiplier effect on the economy. No matter the economic 
classification of countries – low, middle or high income – tourism’s contribution is multi-
layered and cross-sectoral. It also represents a vital source of jobs, especially for women 
and youth, and income, via tourism receipts and Foreign Direct Investment (FDI) inflows. 

 
4 UNWTO World Tourism Barometer, Volume 19, November 2021 
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The impacts of measures such as movement restrictions, the closure of hotels and other 
accommodation facilities, as well as cultural and natural attractions, cancellation or 
postponement of events and gatherings, have all contributed to international tourism 
coming to a standstill with enormous economic repercussions, including loss of income 
and surging unemployment. 
 
In order to assist Member States in developing a gradual approach to recovery, soon 
after the beginning of the COVID-19 pandemic, UNWTO designed the “COVID-19 
Tourism Recovery Technical Assistance Package”. The package offers guidance to both 
public and private tourism sector stakeholders in their crisis response by, firstly, outlining 
UNWTO’s range of technical assistance, and, secondly, detailing potential areas of 
intervention, including impact assessment, roles and responsibilities. 
 
In the COVID-19 era, countries have to realize a new reality of the tourism and travel 
industry and make every possible effort to shape the sector accordingly. It is advisable 
that countries try to make optimum utilization of available resources, knowledge and 
experience to put the sector back on rails. The UNWTO COVID-19 Tourism Recovery 
Technical Assistance Package is structured around three main pillars: 
 

I. ECONOMIC RECOVERY: through measuring the quantitative and qualitative 
impacts of COVID-19 on the tourism sector and preparing research-based 
recommendations for economic recovery and support to tourism-related 
businesses, in particular to MSMEs. 
 

II. MARKETING AND PROMOTION: through the review of marketing and 
promotion strategies, identifying and targeting markets that can help 
accelerate recovery, addressing product diversification, and 
recommendations and guidelines in terms of pricing and packaging. 

 
III. III. INSTITUTIONAL STRENGTHENING AND BUILDING RESILIENCE: 

especially aimed at assisting tourism governments and tourism businesses to 
adapt their services to meet the post COVID-19 working conditions in terms 
of health, safety, and restoration of consumer confidence; and promote 
tourism governance, public-private partnerships and collaborative efforts for 
tourism recovery, including crisis preparedness and management systems, 
protocols and skills. 

 
The Tourism Recovery Package includes a comprehensive list of technical assistance 
activities that UNWTO can provide, including both activities of a longer duration and with 
a wide scope, such as the development of new strategies, and activities of a relatively 
short duration with a specific focus, such as advice and training on selected topics. 
Depending on the situation in a country, Member States may need different technical 
assistance activities at various stages of the COVID-19 mitigation and recovery process. 
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2. Summary of the COVID-19 Tourism Recovery Technical 
Assistance Activities included in the project for the 
Dominican Republic 

 
In the second semester of 2020, UNWTO started liaising with the Ministry of Tourism of 
the Dominican Republic and with the Japanese organizations JICA and ICNET to 
develop a detailed proposal for the project titled “COVID-19 Tourism Recovery 
Technical Assistance in Dominican Republic”. A Technical Assistance Proposal was 
developed that aimed to achieve results in three key areas: post COVID-19 economic 
recovery in the Dominican Republic; improving the internal and external marketing and 
product attractiveness of the island; as well as strengthening available institutions and 
enhancing destination resilience, especially among the public and private tourism 
stakeholders – which are briefly summarised below. 
 
Post COVID-19 economic recovery in the Dominican Republic 
To support post COVID-19 economic recovery in the Dominican Republic, it was agreed 
to provide technical assistance activities aimed at offering financial and technical 
support to MSME’s and SME’s. By channelling necessary relief for recovery, the 
proposed technical assistance activities are to have an impact on the following 
Sustainable Development Goals (SDGs): 

 SDG 1: No Poverty 
 SDG 8: Decent Work and Economic Growth 
 SDG 10: Reduce Inequalities 

 
Improving the internal and external marketing and attractiveness of the island 
As to internal and external marketing and promotion, destinations will be increasingly 
eager to start welcoming visitors as soon as the situation allows. Whereas at the height 
of the COVID-19 crisis most countries opted to postpone or reduce promotional 
campaigns, during the recovery phase there will be a need for targeted marketing 
activities, especially to build destination confidence and approach priority markets with 
good prospects to capture. Considering how the crisis has affected demand and travel 
patterns, countries need to revisit growth scenarios and priority markets, and adjust 
planned promotional activities based on available resources and the new reality of the 
tourism and travel industry. As key activities for the Dominican Republic were identified 
the development of an international marketing strategy and a tourism diversification 
strategy. The main purpose of these activities is to evaluate the crisis-impact on tourism 
and travel patterns, revise growth scenarios, assess priority and source markets, and 
tourism segments, diversify tourism products, services and markets so as to avoid 
overdependence on specific markets and activities, as well as introducing innovative 
marketing activities and instruments capable of targeting new marketing, generating 
confidence and raising awareness among new travellers. The proposed two activities 
are to have an impact on the following Sustainable Development Goals (SDGs): 

 SDG 1: No Poverty 
 SDG 8: Decent Work and Economic Growth  
 SDG 9: Industry, Innovation and Infrastructure 
 SDG 10: Reduced Inequalities 
 SDG 11: Sustainable Cities and Communities 
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Strengthening available institutions and enhancing destination resilience 
Finally, it is essential to strengthen the institutions and build resilience among the public 
and private tourism stakeholders of the Dominican Republic. Enhancing tourism 
competitiveness and sustainability requires a strong process of collaboration between 
the public and private sector and civil society actors. In the area of institutional 
strengthening and resilience building, project stakeholders agreed to undertake the 
following technical assistance activities in the Dominican Republic: Building Resilience 
of Tourism Enterprises to adapt to the COVID-19 Reality, including Safety and Hygiene; 
and a Tourism Market Intelligence Review and Analysis: destination management and 
big data. The proposed activities are to have an impact on the following Sustainable 
Development Goals (SDGs): 

 SDG 1: No Poverty 
 SDG 4: Quality Education 
 SDG 8: Decent Work and Economic Growth 
 SDG 9: Industry, Innovation and Infrastructure 
 SDG 10: Reduced Inequalities 

 
Thus the five selected project activities, included within the framework of UNWTO’s 
COVID-19 Tourism Recovery Technical Assistance Package and presented together 
with the respective objectives, were defined as follows: 
 
 
Pillar I: Economic Recovery  
 
-   Support Programme for Tourism MSMEs 
 
Objectives: 
 

 Carry out a comprehensive review of support needs for tourism MSME’s in the 
COVID-19 aftermath, looking into topics such as business planning, HRD, 
packaging, pricing, marketing, and financial planning. 

 Identify support mechanisms for MSMEs provided by the local and national 
government as well as international agencies that can apply to the tourism sector. 

 Build capacities through development of training programmes to enable MSMEs 
to adapt their tourism services and working procedures to cater to the new 
protocols developed to guarantee safety and security of tourists and employees. 

 Prepare a comprehensive support programme for Tourism MSMEs to help 
mitigate the impact of the COVID-19 pandemic and assist tourism MSMEs to 
adapt to the new reality of the tourism and travel industry. 
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Pillar II: Marketing and Promotion 
 
-   International Tourism Marketing Strategy 
 
Objectives: 
 

 Assessment of the state of tourism in the COVID-19 aftermath, including a 
detailed review of the existing    tourism marketing and product development 
strategies and activities, and an assessment of the destination confidence and 
international competitiveness. 

 Review image of the country in main markets: identification of the strengths, 
weaknesses, opportunities and threats for tourism marketing and branding of the 
country/destination in the light of the COVID-19 pandemic. 

 Prioritise product offering to reflect changing demand. 
 Provide recommendations and actions regarding priority market segments, their 

product development and packaging requirements, and promotional tools, both 
traditional and digital, to reach the segments, and advise on effective allocation 
of marketing resources per segment. 

 Deliver interactive awareness raising seminars on the implementation of the 
Marketing Strategy for key tourism stakeholder in the country. 

 
-   Tourism Diversification Strategy 

 
Objectives: 
 

 Identify needs and opportunities to diversify tourism to build resilience and avoid 
overdependence on one or a few activities or markets. 

 Provide recommendations for product improvements, diversification and 
packaging, building on the diverse offer of possible products and attractions, to 
meet preferences and needs of identified priority markets/segments. 

 Identify opportunities to incentivize development in products, market segments 
and marketing activities that contribute to a more responsible and sustainable 
travel and tourism sector. 

 Explore possibilities to develop and boost off-peak tourism products and to 
stimulate travel by specific groups, e.g. through developing social tourism 
schemes aimed at seniors, families, youth and people with disabilities. 

 Advise on possibilities for intra-regional tourism diversification. 
 Apart from including an overall evaluation of available tourism products, including 

their location and connectivity, an effort will be undertaken to include, wherever 
possible and/ or applicable, more detailed georeferenced information, such as 
GPS coordinates of identified sites.   

 Organize sector-wide seminars on tourism diversification with a view to validating 
the tourism diversification strategy and encouraging multi-stakeholder 
collaboration. 
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Pillar III: Institutional Strengthening and Resilience Building 
 
-   Building Resilience of Tourism Enterprises to adapt to the COVID-19 Reality, including 
Safety and Hygiene. 
 
Objectives: 
 

 Assess priority topics for tourism skills and business development training that 
may be relevant to build resilience of tourism enterprises in different stages of the 
COVID-19 mitigation and recovery process. Topics may include: Tourist Safety 
and Security; Health and Hygiene for the Tourism Sector; Customer Care; 
Accessible Tourism for All; Language Skills; Business Model Adaptation; and 
Management and Financing of Tourism Businesses 

 Develop tailor-made training programme and deliver courses with interactive 
working sessions and group exercises, using case studies and best practices, 
applicable to the local context. 

 
-   Tourism Market Intelligence Review and Analysis: destination management and big 

data  
 
Objectives: 
 

 Review of the instruments and activities, both current and planned, that the 
Dominican Republic aims to implement within the area of tourism market 
intelligence, specifically in the ambient of big data destination management. 

 Apart from a thorough study of planned and current activities, an action plan, 
based on international best-practices, will assess areas such as involved 
stakeholders and their specific role, information assessed, and instruments used. 
 
 
 

2.1. Activity implementation based on priority criteria  
 
Bearing in mind technical criteria, especially the medium- and long-term beneficial 
impact of proposed activities for the tourism sector, while assuming a favourable 
evolution of the COVID-19 pandemic, it was proposed to implement below activities 
according to following priority levels:   
 
High priority: 
 

1. Tourism Diversification Strategy 
2. International Marketing Strategy 
3. Tourism Market Intelligence Review and Analysis: destination management and 

big data 
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Medium priority: 
 

4. Support Programme for Tourism MSMEs 
5. Building Resilience of Tourism Enterprises to adapt to the COVID-19 Reality, 

including Safety and Hygiene. 
 
 
 

 2.2. Project Management and Implementation 
 
Following agreement on the final project document, ICNET and UNWTO signed a 
project agreement in May 2021, with an expiry date of 31 December 2021. In December 
2021, the project agreement was amended to extend the period of project 
implementation and reporting to March 2022.  
 
Immediately after signing the project agreement in May 2021, UNWTO launched the 
procurement process to hire a company to collaborate on the implementation of the 
project. For the procurement process, UNWTO had prepared detailed task descriptions 
for the technical assistance to be delivered by a team different national and international 
experts on each of the project components. The tasks descriptions for the international 
experts are included in Annex 1. In August 2021, UNWTO had completed the review of 
the different offers received from companies, and had selected a Consortium of two 
companies, Inmark Europa S.A and Atrevia Comunicación SLU, to collaborate with on 
the implementation of the project.  
 
In the meantime, arrangements were made with MITUR to issue a letter guaranteeing 
the privileges and immunities of UNWTO during project implementation. Unfortunately, 
only at the end of October 2021 was MITUR able to send the required letter to UNWTO. 
Upon receipt of the letter from MITUR, UNWTO could finally sign the agreement with 
the selected Consortium, after which it immediately started to make arrangements with 
the Consortium and other project stakeholders in regards to the planning and 
implementation of project activities.  
 
On 11 November 2021, the project kick-off meeting took place with representatives from 
MITUR, JICA, ICNET, UNWTO and the Consortium. In the meeting, the proposed 
project workplan was presented and discussed, and information was exchanged on 
technical and logistical aspects relevant for project implementation. Based on the 
feedback received during the kick-off meeting, a revised project work plan was prepared 
and shared with MITUR and ICNET on 24 November 2021.  The work plan clearly spelt 
out the main actions to be undertaken for the implementation of each project component, 
including the time schedule for desk research, online meetings, field missions, seminars 
to be delivered and reports to be submitted.  
 
For the implementation of the project, the Consortium brought in a team of international 
and national experts. The national experts had presential meetings with tourism 
stakeholders in the Dominican Republic on a regular basis, and played an active role in 
collecting information, sharing local insights, setting up virtual meetings, organizing 
workshops and seminars, and planning and accompanying the international experts 
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during their field missions. The international experts undertook the following missions to 
the Dominican Republic: 
 

- Team Leader and International Marketing Specialist: 24 January – 4 February 
2022, and 17-25 February 2022;  

- Tourism Diversification Expert: 14 -22 December 2021; 23 January – 4 February 
2022; 

- Economist specialised in Tourism: 18-23 February 2022 
- Expert in Tourism Quality Standards: 13-18 February 2022 

 
During the various missions undertaken by the experts, consultation workshops were 
organized in the following destinations: 
 

- 25 January 2022, Pedernales 
- 26 January 2022, Santo Domingo 
- 27 January 2022, Samaná 
- 28 January 2022, Puerto Plata  
- 31 January 2022, Montecristi 
- 01 February 2022, Miches 

 
The desk and field research served as a basis to prepare project reports and plans and 
to organize awareness raising and capacity building seminars, and online masterclasses, 
which were delivered as follows: 
 

- 14-15 February 2022, training workshop in Santo Domingo on tourism resilience 
and health and safety protocols for the public tourism sector. 

- 16-17 February 2022, training workshop in Santo Domingo on tourism resilience 
and health and safety protocols for the private tourism sector. 

- 21 February 2022, sector-wide workshop on final recommendations of the 5 
project components in Puerto Plata. 

- 22 February 2022, sector-wide workshop on final recommendations of the 5 
project components in Samaná. 

- 23 February 2022, sector-wide workshop on final recommendations of the 5 
project components in Santo Domingo. 

- 24 February 2022, sector-wide workshop on final recommendations of the 5 
project components in  Miches. 

 
As part of the Support Programme for Tourism MSMEs, 4 online masterclasses were 
delivered: 

- 14 February 2022, online masterclass on challenges and opportunities for 
tourism destinations. 

- 15 February 2022, online masterclass on tourism digitalization, with a specific 
focus on business practices. 

- 16 February 2022, online masterclass on adapting tourism business practices to 
COVID-19 and additional global trends. 

- 17 February 2022, online masterclass on the development of competitive tourism 
products and experiences. 
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Additional information on the 4 tourism masterclasses is provided in chapter 2.3 and in 
Annex III. 
 
UNWTO officials undertook the following missions to the Dominican Republic to review 
and discuss the progress, to participate in selected workshops and seminars, and to 
provide technical inputs and guidance: 
 

- 23 – 27 January 2022 by the Manager of the Technical Cooperation and Silk 
Road Department and the Technical Coordinator of the Institutional Relations and 
Partnership Department.  

- 17-23 February 2022 by the Technical Coordinator of the Institutional Relations 
and Partnership Department 

- 22-25 February 2022 by the Technical Coordinator of the Technical Cooperation 
and Silk Road Department 

 
From UNWTO side, the Manager and Technical Coordinator from the Technical 
Cooperation and Silk Road Department, and the Technical Coordinator from the 
Institutional Relations and Partnerships Department actively collaborated with MITUR 
and the Consortium to plan and carry out project activities with a view to ensuring that 
all outputs are delivered in a timely and effective manner. The UNWTO officials 
accompanied the overall project implementation throughout its entire duration, and their 
tasks included project management; liaising between the project partners, MITUR, JICA, 
and any other identified project partners; logistical assistance; contacting relevant 
project partners and outside partner institutions; and other supportive tasks, including 
preparing the final project report for ICNET. Further, the Director of the Regional 
Department for the Americas and the Technical Coordinator of the Institutional Relations 
and Partnerships Department provided active project preparation and implementation 
support, including liaising with MITUR and JICA/ICNET on logistical and administrative 
matters, together with selected colleaugues from administrative departments, such as 
the Legal and Finance Departments.  
 
A Project Steering Committee was appointed to guide and oversee the implementation 
of all proposed activities and regulate all matters relating to the implementation of the 
deliverables. Meetings of the Project Steering Committee were held  in Santo Domingo 
on 26 January 2022 and on 18 Febraury 2022. The Project Steering Committee was 
chaired by MITUR, and counted upon the participation of representatives from MITUR, 
JICA, ICNET and UNWTO. During the Steering Committee Meeting on 18 February 
2022, the final outputs and recommendations for each project component were 
presented and pre-approved by the Steering Committee Members. 
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2.3. Final project outputs and recommendations  
 
The final outputs and recommendations for each of the five technical assistance 
activities are presented below: 
 
 

Pillar I: Economic Recovery 
 
-   Support Programme for Tourism MSMEs 
 
Outputs: 
 

 Inception Report, shared with MITUR on 27 January 2022. 
 Support Programme for Tourism MSME’s, shared with MITUR on 28 February 

2022. 
 Awareness raising seminars5, organized on: 

o 21 February 2022 in Puerto Plata. 
o 22 February 2022 in Samaná. 
o 23 February 2022 in Santo Domingo. 
o 24 February 2022 in Miches. 

 4 online capacity building / tourism masterclasses, organized on: 
o 14 February 2022 with approximately 86 participants. 
o 15 February 2022 with approximately 85 participants.  
o 16 February 2022 with approximately 83 participants. 
o 17 February 2022 with approximately 78 participants. 

 
Recommendations: 
 
Financial and economic support measures: 

 Fiscal support: with special emphasis on prioritized destinations (Santo Domingo, 
Pedernales, Samaná, Puerto Plata, Miches and Montecristi), reduce the tax rate 
and taxes for new businesses by adapting Law No. 158-01 on the promotion of 
tourism development. 

 Financial incentives: to paliate the impact of COVID-19, creation of a credit 
emergency fund for tourism MSMEs with preferential lending and interest rates. 

 Provide tourism MSMEs with preferential / soft loans, as a means to incentivize 
the development of competitive tourism products and services.  

 
Technical support measures: 

 Development of a Tourism Quality Certification Scheme, primarily involving 50 
MSMEs in a pilot project. Subsequent extension of the pilot project to the entire 
country, and development of a benefits campaign. 

 MITUR to support tourism MSMEs in the development of novel and competitive 
tourism products by: 

o Sharing relevant tourism data (tourism segments, traveller profiles, etc.). 

 
5 For detailed information on individual seminars (attendance, agenda, training materials, etc.), please see the main report. 
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o Organizing specialised training workshops, including business 
management and planification; health and safety protocols and standards; 
product development; digital transformation; sustainable practices and 
business models; and tourism quality standards. 

o Creating and promoting a directory of tourism services and products 
offered by stakeholders.  

o Assisting MSMEs in accessing specialized fairs. 
 Support tourism MSMEs in the area of digital transformation, including: 

o Digital means and tools; applicable to work (remote / hybrid) and/or client 
relations, and tools to be adopted by the sector (QR codes, digital 
payment, mobile applications, etc.). 

o Online / Web presence; especially to enhance business reputation and 
optimization, and customer perception. 

o Digital marketing strategy; within specific means, development of a clear 
marketing strategy supported by appropriate implementation 
mechanisms. 

o Overall, there is a need to reinforce digital infrastructure throughout the 
country, so as to support targeted assistance in identified areas. 

 Assist MSMEs in promiting innovative tourism practices by: 
o Fomenting Innovative Business Group Programmes and/or a Think Tank 

for innovation in tourism, with the support of universities, public and private 
tourism stakeholders,  and with an annual budget from MITUR. These 
initiatives should be aimed at developing tourism prototypes and best-
practice examples, research and knowledge acquisition. 

 Promote sustainable tourism management by: 
o Developing a Manual on Good Sustainability Practices for tourism 

MSMEs. 
o Creating an Annual Sustainable MiPyme Award, thus raising awareness 

on good practices within the Dominican Republic. 
 
Measures to strengthen the resilience of tourism MSMES: 

 Develop profitable public-private partnership models, especially in the area of 
destination management.  Evolution towards consolidated tourism cluster models 
(for example, the Convention Bureau in Santo Domingo), including public-private 
financing schemes. 

 Foment local ownership and support of tourism activities and products by 
engaging local communities in so called “Host Programmes”. 

 Know-how and capacity building: institutionalize coordination between MITUR, 
industry associations and the academy to align academic tourism programmes 
with sector/ business interests and needs to improve know-how and 
employability.   

 Design a Virtual Training Program led by MITUR, including masterclasses, videos 
and similar content aimed to improve know-how and tourism skills. create a virtual 
Training Program with video capsules (15-20 minutes each) on the most 
important issues for the reactivation of tourism and the consolidation of tourism 
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in the territory, together with an agenda of recurring talks on specific topics of 
greatest interest 

 
Additionally, 4 online tourism masterclasses were held. Aimed at tourism MSMEs and 
public sector stakeholders from the Dominican Republic, following topics were 
assessed: 
 

 14 February 2022: online masterclass on challenges and opportunities for 
tourism destinations. 

o Tourism governance  
o Destination management challenges: sustainability, tourism digitalization, 

and security. 
o Destination planification and sectoral management. 

 
 15 February 2022: online masterclass on tourism digitalization, with a specific 

focus on business practices. 
o Key aspects of the digital business model 
o Digital selling techniques. 
o Digital tools and channels. 
o Data collection and analysis. 

 
 16 February 2022, online masterclass on adapting tourism business practices to 

COVID-19 and additional global trends. 
o Upcoming trends and challenges. 
o Business planning. 
o HR and skill development. 
o Customer care and satisfaction. 

 
 17 February 2022, online masterclass on the development of competitive tourism 

products and experiences. 
o From a tourism resource to a tourism product. 
o Consumer trends and challenges. 
o How to create, plan and manage novel and competitive tourism products. 
o How to ensure qualitative tourism experiences. 

 
 
 

Pillar II: Marketing and Promotion 
 
-   International Tourism Marketing Strategy 
 
Outputs: 
 

 Inception Report, shared with MITUR on 27 January 2022. 
 International Tourism Marketing Strategy, shared with MITUR on 28 February 

2022. 
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 4 interactive awareness-raising seminars6, organized on: 
o 21 February 2022 in Puerto Plata. 
o 22 February 2022 in Samaná. 
o 23 February 2022 in Santo Domingo. 
o 24 February 2022 in Miches. 

 
Recommendations: 
 

 Reputation of the Dominican Republic as a safe travel destination should 
be maintained by continuing to adopt beneficial public-private practices in the 
areas of health and safety standards and protocols, COVID-19 support 
measures, and flexible travel policies. 

 A sustainable tourism development approach should be actively pursued. 
The sustainable use of resources and community integration, in addition to 
climate change challenges, must be adequately incorporated into the product 
offer and marketed accordingly. 

 Product diversification: 
o While the all-inclusive resort and beach tourism approach is a strong 

asset, additional niche tourism markets focused on culture, gastronomy 
and adventure tourism should be developed to increase overall destination 
competitiveness and tourist spending. 

o Improve market intelligence to adapt to new tourism trends and needs, 
and traveller profiles, including the millennial segment, digital nomads, 
sustainable and slow-tourism approaches. 

o The Dominican Republic should diversify its source markets to reduce the 
high dependency on the US market. Maintain and/or strengthen alliances, 
review acquisition strategies and offer portfolios for high spending / high 
volume markets such as the UK, Germany, France, Spain and Canada, in 
addition to promising markets such as Russia, Argentina, Colombia and 
Puerto Rico. 

 Transportation infrastructure: improvements in road infrastructure and air 
connectivity are required to sustain diversification approach. 

 Marketing and communication tools: 
o Intensify efforts to digitize the industry, especially in regards to the use of 

apps, social media and travel plaftforms. New tools such as Artificial 
Intelligence, inbound marketing, augmented reality, and the use of 
influencers as brand ambassadors should be maximised. 

o Align strategies to digital marketing trends and needs, that is, co-branding, 
co-creation, digital, emotional and interactive / experiential campaigns, so 
as to maximise exposure on travel and social media outlets.  

 
Action Plan (summary): 

 Priority Level 1: COVID-19 recovery 
o Activation of social listening and data analysis tools. 

 
6 For detailed information on individual seminars (attendance, agenda, training materials, etc.), please see the main report. 
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o Active participation in travel forums and the opening of an official 'B2B' 
channel on Linkedin to Direct communication with companies in the sector. 

 Priority Level 2: Positioning of the Dominican Republic 
o Changes to the visual identity.  
o Launch of a '360º' communication campaign in key markets.  
o Offline and online engagement tools.  
o Strategic approach to participation in fairs and other PR activities.  
o Management of a network of digital influencers. 

 Priority Level 3: New Strategic Areas of Interest 
o Incentive programme for the MICE market.  
o Establishment of strategic alliances through co-marketing campaigns.  
o Technical and conceptual improvements to the 'GoDomicanRepublic' 

website and on its mobile application. 
 
 
-   Tourism Diversification Strategy 

 
Outputs: 
 

 Inception Report, shared with MITUR on 27 January 2022. 
 Tourism Diversification Strategy, shared with MITUR on 28 February 2022. 
 4 sector-wide seminars7, organized on: 

o 21 February 2022 in Puerto Plata. 
o 22 February 2022 in Samaná. 
o 23 February 2022 in Santo Domingo. 
o 24 February 2022 in Miches. 

 
Recommendations: 
 

 Improve tourism governance and public-private cooperation: 
o Completion of the tourism inventory, including a priorization and 

characterization of available tourism assets and attractions.  
o Development of a National Tourism Policy and a Tourism Master Plan 

to ensure (i) a structured institutional approach, and (ii) a clear roadmap 
for implementation.  

o Foment a participatory tourism governance scheme by developing 
horizontal cooperative mechanisms between public and private sector 
organizations and non-governmental and community organizations. 

 Product Diversification: 
o There is a high potential for specialization, especially in Pedernales 

(SAVE), Puerto Plata (urban and historic and TCS); Santo Domingo 
(orange, creative cities, DTI) and nature-based tourism activities.  

o Reduce dependency on the all-inclusive resort and beach tourism 
approach by developing a tourism product portfolio of high-value 

 
7 For detailed information on individual seminars (attendance, agenda, training materials, etc.), please see the main report. 
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segments. Highly specialized guides, niche tourism offers and a tailored / 
interactive approach towards visitors should be studied as diversification 
strategies. 

o Guide tourism development towards a qualified and customer-oriented 
value chain; and a community with a tourist culture. It is necessary to 
develop a virtual training program tailored to the needs and interests of 
tourism MSMEs. 

o Guarantee emblematic products and high-value experiences by 
developing participatory workshops that bring together the local host 
community and local businesses / service providers. 

o Study real and potential demand that enables the identification of priority 
segments. Adapt tourism infrastructure and tourism services accordingly.  

o Prioritize products according to potential, taking into account their level of 
development. 

 Drive towards sustainability: 
o Ensure integrity of ecosystems and balanced approach between heritage 

protection and tourism promotion by developing sustainable management 
mechanisms such as Carrying Capacity, Limit of Acceptable Change, etc. 

o In collaboration with the private sector, sustainable tourism policies aimed 
at the implementation of good practices and the surveillance and 
management of tourism resources should be developed.  

o Study an environmental service tax as part of the tourist activity. 
o Foment community ownership and participation, as a means to improve 

the visitor experience. 
 
 
 

Pillar III: Institutional Strengthening and Resilience Building 
 
-   Building Resilience of Tourism Enterprises to adapt to the COVID-19 Reality, including 

Safety and Hygiene. 
 
Outputs: 
 

 Inception Report, submitted to MITUR on 27 January 2022. 
 Review of health and safety protocols, submitted to MITUR on 28 February 2022.  
 Training Quality Skill Development workshop for the public and private tourism 

sector, organized on:  
o 14-15 February 2022 in Santo Domingo for the public tourism sector. 
o 16-17 February 2022 in Santo Domingo for the private tourism sector. 

 
Recommendations: 
 

 Continuous revision and update of health and safety protocols, including: 
o Sub-sectors currently with no adequate protocols, primarily MICE, 

beaches, tourist information centres, tourist guides, and car rentals. 
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o Certain sub-sectors should be provided with tailored protocols – spas, 
gyms – as opposed to subsumption under the hospitality protocols. 

o Improve infection traceability and mapping. 
o Alignment with SDGs: 1) Accessibility 2) Environmental Management 3) 

Gender Perspective 4) Population in situation of vulnerability. 
 Improve tourism governance and public-private coordination, including: 

o Establish permanent communication and cooperation structures between 
main stakeholders of the tourism value chain. 

o Establish health and safety management tools allowing for improved and 
individualized implementarion and control. 

o Simplify and harmonize, as much as possible, available protocols and 
standards to ensure efficiency and joint ownership. 

 Introduction of control and enforcement mechanisms, including: 
o Integral control mechanisms (digital traceability and control, and 

enforcement and inspection norms). 
o Tourism dashboard on tourism and COVID-19 indicators. 
o Improve the human skill-set: 1) Training in resilience and risk 

management 2) sectoral / business segment containment 3) New skills 
for the tourism value chain. 

 Communication and promotion of the Dominican Republic as a safe travel 
destination: 

o Proactive awareness raising approach: targeted campaigns, an official 
certification and signage, and specific web-based information. 

o Develop a data-based approach aimed at measuring how tourists 
perceive and relate to the Dominican Republic as a safe destination.  

o Awareness-raising among stakeholders directly or indirectly related to the 
tourism sector (taxis, online platforms, small local businesses, etc.).  

 
 
-   Tourism Market Intelligence Review and Analysis: destination management and big 

data  
 
Outputs: 
 

 Inception Report on Tourism Marketing Intelligence submitted to MITUR on 27 
January 2022. 

 Tourism Marketing Intelligence Action Plan, submitted to MITUR on 28 February 
2022. 

 MITUR did not manage to confirm attendance to the awareness-raising seminar 
focused on presenting main recommendations. The recommendations of this 
activity were presented during the workshops detailed above. Several follow-up 
dates for online training have been proposed, but, to date, MITUR did not manage 
to confirm availability. 
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Recommendations: 
 

 The main objective of a revised tourism intelligence strategy is to increase the 
competitiveness of the Dominican Republic by expanding the sectoral analysis 
beyond numerical data, and improving measurement and monitoring 
capabilities of the tourism sector. Specific recommendations include: 

o Define and expand the objectives of statistical analysis and display of 
results. 

o Consolidate a single and uniform tourism database. 
o Deepen cooperation between the main institutions collecting and 

assessing available tourism data, and ensure participating and 
engagement of the private tourism sector. 

o Improve technological tools to ensure transformation of data sets into 
knowledge, especially 'Machine Learning' and 'Deep Learning' processes. 

o Focus on tourism intelligence trainings, so as to improve the skill-set and 
competencies of involved actors. 

o Micro-segment tourism demand to ensure a more targeted and 
individualised analysis of ongoing needs and tourism trends. 

o Develop usage profiles in line with the UNWTO Global Code of Ethics. The 
existence of visualization tools and open access must be integrated into 
the strategic processes of public and private stakeholders. Public-private 
cooperation in this sense should be improved through the implementation 
of cooperative mechanisms. 

o Tourism Intelligence in the area of capacity building, granting those trained 
with a high degree of specialization. 

 
Key Actions in the area of Tourism Market Intelligence: 
 

 Awareness: 
o Definition of beneficiaries/key actors. Data awareness. 
o Exposure of objectives to interest groups, validation and consensus. 
o Identify data and define value for the tourism sector.  
o Definition of training and awareness plans. 

 Analysis and Statistics: 
o Data variable analysis. 
o Definition of ‘Dashboard Global'. 
o Review of KPIs and preventive and reactive actions. 
o Statistical integration plan for structured and unstructured data. 

 Regulation and Cooperation: 
o Regulation of access to open data and technical interoperability of data. 
o Define public-private governance model. 
o Define impact of opening of data to the private sector. 

 Centralization: 
o Interministerial coordination plan for the single convergence of data and 

synergy definition (transport, security, industry, labour...). 
 Definition of a unified beneficiary contact point for the location request of 

data.Innovation: 
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o Definition of impacts and innovative product/business models based on 
data. 

o Catalog applications and technological resources. 
o Catalog consulting companies focused on data analysis. 

 Development 
o Plans to encourage staff training in strategies based on data, primarily 

aimed at the development of tourism products and services. 
o Definition and incentives for the development of applications and 

technological resources based on IoT, Big Data, RRSS as well as 
structured data sources. 

 
Additional note: 
 
The final reports (in Spanish) for each of the five technical assistance activities are being 
shared with MITUR and ICNET. The names of the experts who prepared the reports 
have been mentioned on the front page of each report. All reports were prepared under 
the guidance of and reviewed by UNWTO (Marcel Leijzer and Patrick Fritz) The 
executive summaries (in English) of each report are included in Annex 2. 
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Annex 1  Tasks descriptions international expert team 
 
 
1 international expert: economist specialised in tourism in charge of 
elaborating a support programme for tourism MSMEs 
 
The international expert will be responsible for implementing the following tasks: 
 

 Lead in the implementation of activities and serve as the main link between 
UNWTO, the Ministry of Tourism of the Dominican Republic, JICA and any 
other representative involved in the activity. 

 Review of documents, plans and strategies available, as well as development of 
the concise activity methodology, so as to reflected in the Inception Report. 

 Development of the support program for tourism microenterprises and SMEs 
that will include a strategy to relaunch the sector, including: 

 Support needs for tourism microenterprises and SMEs as a result of COVID-19. 
 Study and review of topics such as business planning, human resource 

development, package travel preparation, pricing, marketing and financial 
planning. 

 Identify support mechanisms for microenterprises and SMEs provided by local 
and national governments, as well as international organizations, that can be 
applied to the tourism sector. 

 Recommend actions to improve the training of micro-enterprises and SMEs, 
especially to adapt their tourist services and work procedures to the new 
protocols formulated to guarantee the safety of employees and tourists. 

 Prepare a comprehensive support program for tourism microenterprises and 
SMEs to help mitigate the impact of the COVID-19 pandemic, and help tourism 
microenterprises and SMEs to adapt to the new reality of the tourism and travel 
sector. 

 Analysis of areas such as: 
o Contributions in kind. 
o Loans without interest, 
o Taxes, rates, national and local tax measures. 
o Tax holidays or deferral of tax payments. 

 Prepare and organize a work seminar, including preparation of the program and 
content, presentations, invitations and all those details that are considered 
necessary for a correct implementation. 

 Within the reasonable, carry out any other tasks agreed between the interested 
parties to ensure the success of the activity. 

 Comply with the reporting standards established by the UNWTO (the document 
will be made available to the expert). 

 The expert will be responsible for submitting following deliverables to UNWTO: 
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o Inception Report – in Spanish and in electronic format 
o Draft Support Programme for Tourism MSMEs – in Spanish and in 

electronic format 
o Final Support Programme for Tourism MSME’s – in Spanish and in 

electronic format 
o Awareness raising seminar in Spanish. 

 
Qualifications: 
 
The expert will have at least 10 years of experience in the implementation of tourism 
projects with an economic background (support programs and resource management, 
market studies, business planning, etc.). With experience in international projects and 
with leadership skills, organizational and training skills will also be valued. Work 
experience in the Dominican Republic or other coastal destinations will be considered 
an advantage. A good command of Spanish and English, both spoken and written, will 
be essential. 
 
 
 
1 international tourism expert specialised in marketing and promotion 
responsible for the development of an International Tourism Marketing 
Strategy for the Dominican Republic 
 
The international tourism expert specialised in marketing and promotion  will be 
responsible for implementing the following tasks: 
 

 Lead in the implementation of activities and serve as the main link between 
UNWTO, the Ministry of Tourism of the Dominican Republic, JICA and any 
other representative involved in the activity. 

 Review of documents, plans and strategies available, as well as development of 
the methodology. Preparation of the inception report with detailed information 
on the methodology and activity planification. 

 Lead and coordinate the work of the local expert. 
 Carry out a rapid assessment of the state of the tourism sector after COVID-19, 

including a detailed review of the plans and activities carried out, as well as an 
assessment of confidence in the destination and its international 
competitiveness. 

 Review of the destination image of the Dominican Republic in the main source 
markets, including the identification of strengths, weaknesses, opportunities and 
threats for tourism marketing in light of the COVID-19 pandemic. 

 Formulate an international tourism marketing and promotional strategy that can 
be utilised by the main tourism stakeholders in the country. Emphasis on the 
main international markets in Europe, North America and Japan, as well as 
emerging markets in Asia, such as India and China (the exact source markets 
to be determined at a later stage). 

 Establish realistic market objectives for the Dominican Republic based on a 
consideration of available products and priority markets. 
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 Recommend marketing strategies and actions to reduce seasonality, extend the 
length of stay and increase income from international tourism. 

 Identify and promote marketing tools and techniques that can be used 
effectively by the main public and private stakeholders (fairs, public relations 
activities, events, etc.). 

 Evaluate the current use of digital marketing tools for tourism promotion, and 
identify opportunities to strengthen their use within the framework of post-
COVID-19 tourism recovery. 

 Evaluate the feasibility of introducing competitive prices, special promotions and 
other possible tools to boost the Dominican Republic brand. 

 Analyze the changes produced by COVID-19, especially in travel patterns and 
marketing trends, to identify targeted opportunities to stimulate demand from 
source markets. 

 Prepare and contribute to the periodic work meetings that will be organized with 
the actors involved in the project. 

 Responsible for preparing and organizing the workshops, including preparation 
of the program and content, presentations, workshops, invitations and all those 
details that are considered necessary for the correct implementation of the 
activity. 

 To the extent possible, carry out any other tasks agreed between the interested 
parties to ensure the success of the activity. 

 Comply with the reporting standards established by the UNWTO (the document 
will be made available to the expert). 

 The expert will be responsible for submitting following deliverables to UNWTO: 
o Inception Report in Spanish and in electronic format. 
o Draft International Tourism Marketing Strategy in Spanish and in 

electronic format. 
o Final International Tourism Marketing Strategy in Spanish and in 

electronic format. 
o 3 interactive awareness-raising seminars in Spanish. 

 
Qualifications 
 
The international Tourism Marketing Expert will have at least 10 years experience in 
formulating tourism strategies, especially in the field of marketing and promotion. With 
experience in international projects and with leadership skills, organizational and 
training skills will also be valued. Work experience in the Dominican Republic or other 
coastal destinations will be considered an advantage. A good command of Spanish and 
English, both spoken and written, will be essential. 
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1 international tourism diversification expert responsible for the 
development of a Tourism Diversification Strategy for the Dominican 
Republic 
 
The international Tourism Diversification Expert will assume the following 
responsibilities: 
 

 Lead in the implementation of activities and serve as the main link between 
UNWTO, the Ministry of Tourism of the Dominican Republic, JICA and any 
other representatives involved in the activity. 

 Review of documents, plans and strategies available, as well as development of 
the methodology to follow. Preparation of the initial report with detailed 
information on the methodology and planning of the activities. 

 Lead and coordinate the work of the two local experts specialized in the 
development of tourism products. 

 Carry out a rapid assessment of the state of the tourism sector after COVID-19, 
including a detailed review of the plans and activities carried out, as well as an 
assessment of available destination confidence and its international 
competitiveness. 

 Identify tourism diversification needs and opportunities to improve resilience 
and avoid over-reliance on one or a few activities or markets. 

 Provide recommendations to improve, diversify and combine products, based 
on a diverse offer of possible products and attractions, in order to meet the 
preferences and needs of the identified priority markets / segments. 

 Identify opportunities to encourage the development of products, market 
segments and marketing activities that contribute to a more responsible and 
sustainable travel and tourism sector. 

 Explore possibilities to develop and promote out of season tourism products 
and travel by specific groups, for example, through the development of social 
tourism programs aimed at the elderly, families, young people or people with 
disabilities. 

 Advise on intraregional tourism diversification possibilities. 
 Apart from including a general evaluation of tourism products, as well as their 

location and connectivity, an attempt will be made, wherever possible, to add 
more detailed information on georeferencing, such as the GPS coordinates of 
identified products. 

 Detailed inventory and evaluation of existing and potential tourist resources and 
circuits, with special reference to cultural, natural and special interest tourist 
resources. 

 Analysis of the effectiveness of tourism governance at the national, regional 
and local levels. 

 Analysis of stakeholder participation in the tourism implementation process. 
 Assess the extent to which public-private partnerships are used in tourism 

development and management. 
 Assessment of training needs in the tourism sector. 
 Prepare and contribute to the periodic work meetings that will be organized with 

the actors involved in the project. 
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 Responsible for preparing and organizing the 4 seminars, including preparation 
of the program and content, presentations, workshops, invitations and all those 
details that are considered necessary for a correct activity implementation. 

 To the extent possible, carry out any other tasks agreed between the interested 
parties to ensure the success of the project. 

 Comply with the reporting standards established by UNWTO (the document will 
be made available to the expert). 

 The expert will be responsible for submitting following deliverables: 
o Inception Report – in Spanish and in electronic format.  
o Draft Tourism Diversification Strategy – in Spanish and in electronic 

format.  
o Final Tourism Diversification Strategy – in Spanish and in electronic 

format. 
o 4 sector-wide seminars in Spanish.  

 
Qualifications 
 
The international Tourism Diversification Expert / Team Leader will have at least 10 
years of experience in the formulation of tourism strategies, especially in the field of 
tourism product development, marketing and promotional strategies. With experience in 
international projects and with leadership skills, organizational and training 
competencies will also be valued. Work experience in the Dominican Republic or other 
coastal destinations will be considered an advantage. A good command of Spanish and 
English, both spoken and written, will be essential 
 
 
 
1 international expert in Tourism Quality Standards in charge of evaluating 
and/or elaborating health and safety protocols for the national/regional/local 
context.  
 
The Tourism Quality Standards Expert will assume the following responsibilities: 
 

 Lead in the implementation of activities and serve as the main link between 
UNWTO, the Ministry of Tourism of the Dominican Republic, JICA and any 
other representative involved in the activity. 

 Review of documents, plans and strategies available, as well as development of 
the methodology to follow. 

 Review of existing COVID-19 health and safety protocols and measures. Based 
on a concise assessment that will consider international best practices, 
recommended improvements will be presented for strategic areas such as 
airports, hotels, restaurants, museums / cultural heritage, adventure tourism (if 
applicable) and tour guides. 

 Evaluate and recommend improvements in areas such as tourist safety, health 
and hygiene for the tourism sector, customer service, accessible tourism for all, 
languages, and adaptation of business and management models. 

 Strengthen the country's anti-Covid-19 regulations through the adoption of best 
practices and international recommendations. 
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 Guide tourism stakeholders in adapting operations and services to the new 
realities of COVID-19. 

 Recommend improvements in the coordination and exchange of information 
among the country's tourism actors. 

 Develop tailor-made training programmes, and teach courses with interactive 
work sessions and group exercises, using practical cases and examples of 
good practices, applicable to the local context: 

o 1 training program for the public sector (2 days), and 
o 1 training program for the private sector (2 days). 

 The training for the public sector will be aimed at government officials and 
inspectors, and will aim to (i) improve cooperation and institutional exchange, 
and (ii) ensure the correct implementation and follow-up of the recommended 
standards and protocols. Training for the private sector will be directed mainly 
at the hotel and hospitality sector, and tourist guide associations. Participants 
will be selected with the help of the project partners. 

 To the extent possible, carry out any other tasks agreed between the interested 
parties to ensure the success of the activity. 

 Comply with the reporting standards established by the UNWTO (the document 
will be made available to the expert). 

 The Tourism Quality Standards Expert will be responsible for submitted 
following deliverables: 

o Review of health and safety protocols:  
 Inception Report – in Spanish and in electronic format. 
 Draft review of health and safety protocols – in Spanish and in 

electronic format. 
 Final review of health and safety protocols – in Spanish and in 

electronic format. 
o Skills development training 

 Training programme in Spanish. 
 2-day training workshop for the public tourism sector 
 2-day training workshop for the private tourism sector  

 
Qualifications 
 
The expert will have at least 10 years of experience in the field of tourism quality 
management and assessment. With experience in international projects and with 
leadership skills, organizational and training skills will also be valued. Work experience 
in the Dominican Republic or other coastal destinations will be considered an 
advantage. A good command of Spanish and English, both spoken and written, will be 
essential. 
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1 international tourism intelligence/big data expert responsible for the 
tourism marketing intelligence review and assessment 
 
The international tourism intelligence expert will assume the following responsibilities: 
 

 Lead in the implementation of activities and serve as the main link between 
UNWTO, the Ministry of Tourism of the Dominican Republic, JICA and any 
other representative involved in the activity. 

 Review of documents, plans and strategies available, as well as development of 
the methodology to follow. 

 Review and analysis of the instruments and activities implemented by the 
Dominican Republic in the field of Destination Management and 
Competitiveness / tourism intelligence / big data, including: 

o Information and strategies available. 
o Instruments used and sources of information. 
o Management and use of tourist data. 
o Available resources (technological, financial and human capital). 
o Platforms and public-private cooperation. 

 Recommendations for the development of a Tourist Intelligence System / 
Tourism Market Intelligence System (TMIS): 

o Review of opportunities and challenges. 
o Definition of Key Performance Indicators / KPIs 

 Action Plan to improve tourism intelligence in the Dominican Republic 
 Prepare and organize the seminar, including preparation of the program and 

content, presentations, workshops, invitations and all those details that are 
considered necessary for a correct implementation. 

 To the extent possible, carry out any other tasks agreed between the interested 
parties to ensure the success of the project. 

 Comply with the reporting standards established by the UNWTO (the document 
will be made available to the expert). 

 The international tourism intelligence expert will be responsible for the 
submission of following deliverables: 

o Action Plan: Tourism Marketing Intelligence review and assessment – in 
Spanish and in electronic format. 

o 1 awareness-raising seminar presenting main recommendations in 
Spanish. 

 
Qualifications 
 
The expert will have at least 10 years of experience in the implementation of tourism 
intelligence, innovation and digital transformation related projects. With experience in 
international projects and with leadership skills, organizational and training skills will also 
be valued. Work experience in the Dominican Republic or other coastal destinations will 
be considered an advantage. A good command of Spanish and English, both spoken 
and written, will be essential. 
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Annex 2: Executive Summaries final reports technical 
assistance activities 
 
 

Pillar I: Economic Recovery 
 

-   Support Programme for Tourism MSMEs 
 
The main aim of this activity was to carry out a comprehensive review of support needs 
for tourism MSME’s in the COVID-19 aftermath. A comprehensive support programme 
for tourism MSMEs aimed at mitigating the impact of the COVID-19 pandemic was 
prepared, further supported by a series of capacity building masterclasses helping 
tourism MSMEs to adapt to the new reality of the tourism and travel industry. 
 
Following the initial desk research and the identification of relevant tourism MSMEs, an 
assessment of their main needs and sectoral challenges, in addition to an analysis of 
the main measures taken by the Dominican Republic to mitigate the impact of COVID-
19, was undertaken. Hereby a 3-stage resilience model was applied differentiating 
between immediate emergency measures, measures adopted throughout the pandemic 
to ensure ongoing operationability, and, finally, measures that will be required to ensure 
the long-term competitiveness of the sector. 
 
The document proposes three main types of measures: (i) economic and fiscal support 
measures to resolve difficulties such as lack of liquidity, and, in line with the country’s 
development stage and positioning, access to resources and incentives for the creation 
of new innovative products and businesses; (ii) technical support measures aimed at 
improving business competitiveness and crisis response, in areas such as tourism 
quality, differentiated product development, innovation, digital transformation and 
sustainable management; and (iii) measures to strengthen the fabric and resilience of 
the sector, which implies the evolution towards a comprehensive and efficient 
destination management model, with public-private resources, the promotion of local 
tourism culture, entrepreneurship and business formalization. 
 
Finally, in relation to the generation of capacities and specific training needs for tourism 
MSMEs, the following is proposed: first, an institutional roundtable between MITUR, 
academic institutions and additional tourism stakeholders is proposed to update the 
curricula to ongoing sectoral needs and challenges;  and second, the implementation of 
a virtual training program, with short training clips on various topics of interest to 
complement the academic training processes, to be further supplemented through 
specialised interactive talks and sectoral engagement. 
 
The document is a compendium of strategic actions and recommendations aimed at 
supporting the Dominican Republic to meet the new tourism challenges and work 
towards a tourism development model that generates well-being and quality of life for 
the community, while satisfying consumer and tourist needs. 
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Recommendations: 
 
Financial and economic support measures: 

 Fiscal support: with special emphasis on prioritized destinations (Santo Domingo, 
Pedernales, Samaná, Puerto Plata, Miches and Montecristi), reduce the tax rate 
and taxes for new businesses by adapting Law No. 158-01 on the promotion of 
tourism development. 

 Financial incentives: to paliate the impact of COVID-19, creation of a credit 
emergency fund for tourism MSMEs with preferential lending and interest rates. 

 Provide tourism MSMEs with preferential / soft loans, as a means to incentivize 
the development of competitive tourism products and services.  

 
Technical support measures: 

 Development of a Tourism Quality Certification Scheme, primarily involving 50 
MSMEs in a pilot project. Subsequent extension of the pilot project to the entire 
country, and development of a benefits campaign. 

 MITUR to support tourism MSMEs in the development of novel and competitive 
tourism products by: 

o Sharing relevant tourism data (tourism segments, traveller profiles, etc.). 
o Organizing specialised training workshops, including business 

management and planification; health and safety protocols and standards; 
product development; digital transformation; sustainable practices and 
business models; and tourism quality standards. 

o Creating and promoting a directory of tourism services and products 
offered by stakeholders.  

o Assisting in accessing specialized fairs. 
 Support tourism MSMEs in the area of digital transformation, including: 

o Digital means and tools; applicable to work (remote / hybrid) and/or client 
relations, and tools to be adopted by the sector (QR codes, digital 
payment, mobile applications, etc.). 

o Online / Web presence; especially to enhance business reputation and 
optimization, and customer perception. 

o Digital marketing strategy; within specific means, development of a clear 
marketing strategy supported by appropriate implementation 
mechanisms. 

o Overall, there is a need to reinforce digital infrastructure throughout the 
country, so as to support targeted assistance in identified areas. 

 Promote innovative tourism practices by MSMEs by: 
o Fomenting Innovative Business Group Programmes and/or a Think Tank 

for innovation in tourism, with the support of universities, public and private 
tourism stakeholders,  and with an annual budget from MITUR, aimed at 
developing tourism prototypes and best-practice examples, research and 
knowledge acquisition. 

 Promote sustainable tourism management by: 
o Developing a Manual on Good Sustainability Practices for tourism 

MSMEs. 
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o Creating an Annual Sustainable MiPyme Award, thus raising awareness 
on good practices within the Dominican Republic. 

 
Measures to strengthen the resilience of tourism MSMES: 

 Develop profitable public-private partnership models, especially in the area of 
destination management.  Evolution towards consolidated tourism clusters 
models (for example, the Convention Bureau in Santo Domingo), including 
public-private financing schemes. 

 Foment local ownership and support of tourism activities and products by 
engaging local community in so called “Host Programmes”. 

 Know-how and capacity building: institutionalize coordination between MITUR, 
industry associations and the academy to align academic programmes with 
business interests and needs to improve know-how and employability.   

 Design a Virtual Training Program led by MITUR, including masterclasses, videos 
and similar content aimed to improve know-how and tourism skills. create a virtual 
Training Program with video capsules (15-20 minutes each) on the most 
important issues for the reactivation of tourism and the consolidation of tourism 
in the territory, together with an agenda of recurring talks on specific topics of 
greatest interest 

 
 
 

Pillar II: Marketing and Promotion 
 

-   International Tourism Marketing Strategy 
 
The International Tourism Marketing Strategy asseses the state of tourism in the 
COVID-19 aftermath, especially the impact on destination confidence and international 
competitiveness. Priority market segments, product development and packaging 
requirements, in addition to promotional tools and marketing resources, are analysed. 
Additionally, interactive awareness raising seminars on the implementation of the 
Marketing Strategy for key tourism stakeholders were organized as part of this specific 
activity. 
 
Despite the undoubtable impact of COVID-19, the Dominican Republic has fared well in 
terms of maintaining its market share throughout the pandemic. This is primarily due to 
the attractiveness and good value for money of its tourism products (especially the 
resort/all-inclusive, sun and beach model and its by-products, such as golf); the rapid 
vaccination progress within the country; its flexibility in terms of open borders and 
COVID-19 travel measures; overall good crisis management and support; and its 
effectiveness in attracting visitation from relevant markets such as the United States, 
Canada and France, in addition to relevant emerging markets such as Argentina, 
Colombia and Puerto Rico. 
 

31 

That being said, deficiencies remain, both structural and COVID-19 related, that will 
need to be addressed if the Dominican Republic is to remain competitive in the medium- 
to long-term. A too narrow focus on the resort / all-inclusive tourism product, challenged 
by similar offers in neighbouring countries and a change in traveller interests and needs 
due to the pandemic, is not counter-balanced by diversification in other areas, such as 
culture- and community-based tourism products. A deficient infrastructure of terrestrial 
communication, in addition to a still scarce supply of air connectivity, limits the available 
tourism offer, which is furthermore overdependent on the US market. In addition to these 
structural challenges, the Dominican Republic will have to adapt to changing traveller 
patterns and improve its digital skill-set, two challenges that have gained in importance 
since the outbreak of the pandemic.   
 
Sustainability and authenticity, two issues that require local interaction and participation, 
are key factors influencing the present and future traveller choice. The purchase cycle 
of trips has also changed, with shorter, more personalized and interactive cycles now 
being the norm. The new tourist seeks to be captivated in seconds, through fast and 
visual content, and usually through social networks. Thus, new marketing tools that 
complement more traditional marketing strategies, such as the use of mobile channels, 
automation, augmented reality, micro-segmentation, inbound marketing, and 
collaboration with influencers, must gain in relevance. Moreover, public and private 
tourism stakeholders must digitize their internal and customer relationship procedures, 
use tourism data more efficiently to reach tourists in a personalized way and modernize 
available communication channels.  
 
Two of the country's main competitors, Mexico and Jamaica, are already making 
significant efforts to provide for the digitization of their services and channels. Both 
destinations are committed to online marketing in a creative, integrated and multi-tactic 
way, so, in the years to come, the Dominican Republic will have to adapt and reinvent 
its marketing approach by, firstly, diversifying its tourism offer, and, secondly, taking into 
account new traveler profiles and preferences. 
 
To support the Dominican Republic in achieving such objectives, the Marketing Strategy 
includes an action plan presenting concrete marketing activities structured according to 
their priority level (one to three). Those belonging to the first level are closely related to 
the recovery after COVID-19, such as the activation of social listening and data analysis 
tools, active participation in travel forums and the opening of an official 'B2B' channel on 
Linkedin to Direct communication with companies in the sector. 
 
Second level priority actions are related to the positioning of the Dominican Republic, 
including a change of the visual identity, the launch of a '360º' communication campaign 
in key markets, offline and online engagement tools, participation in fairs and other PR 
activities, and the management of a network of digital influencers. 
 
Finally, third level priority actions focus on the consolidation of new development areas, 
including an incentive programme for the MICE market, the establishment of strategic 
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alliances through co-marketing campaigns, and technical and conceptual improvements 
to the 'GoDomicanRepublic' website and on its mobile application. 
 
Recommendations: 
 

 Reputation of the Dominican Republic as a safe travel destination should 
be maintained by continuing to adopt beneficial public-private practices in the 
areas of health and safety standards and protocols, COVID-19 support measures, 
and flexible travel policies. 

 A sustainable tourism development approach should be actively pursued. 
The sustainable use of resources and community integration, in addition to 
climate change challenges, must be adequately incorporated into the product 
offer and marketed accordingly. 

 Product diversification: 
o While the all-inclusive resort and beach tourism approach is a strong asset, 

additional niche tourism markets focused on culture, gastronomy and 
adventure tourism should be developed to increase overall destination 
competitiveness and tourist spending. 

o Improve market intelligence to adapt to new tourism trends and needs, 
and traveller profiles, including the millennial segment, digital nomads, 
sustainable and slow-tourism approaches. 

o The Dominican Republic should diversify its source markets to reduce the 
high dependency on the US market. Maintain and/or strengthen alliances, 
review acquisition strategies and offer portfolios for high spending / high 
volume markets such as the UK, Germany, France, Spain and Canada, in 
addition to promising markets such as Russia, Argentina, Colombia and 
Puerto Rico. 

 Transportation infrastructure: improvements in road infrastructure and air 
connectivity are required to sustain diversification approach. 

 Marketing and communication tools: 
o Intensify efforts to digitize the industry, especially in regards to the use of 

apps, social media and travel plaftforms. New tools such as Artificial 
Intelligence, inbound marketing, augmented reality, and the use of 
influencers should be maximised. 

o Align strategies to digital marketing trends and needs, that is, co-branding, 
co-creation, digital, emotional and interactive / experiential campaigns, so 
as to maximise exposure on travel and social media outlets.  

 
Action Plan (summary): 

 Priority Level 1: COVID-19 recovery 
o Activation of social listening and data analysis tools. 
o Active participation in travel forums and the opening of an official 'B2B' 

channel on Linkedin to Direct communication with companies in the sector. 
 Priority Level 2: Positioning of the Dominican Republic 

o Changes to the visual identity.  
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o Launch of a '360º' communication campaign in key markets.  
o Offline and online engagement tools.  
o Strategic approach to participation in fairs and other PR activities.  
o Management of a network of digital influencers. 

 Priority Level 3: New Strategic Areas of Interest 
o Incentive programme for the MICE market.  
o Establishment of strategic alliances through co-marketing campaigns.  
o Technical and conceptual improvements to the 'GoDomicanRepublic' 

website and on its mobile application. 
 
 

-   Tourism Diversification Strategy 
 
In the last three decades, tourism has played a fundamental role in the economy of the 
Dominican Republic (DR), with the sector accounting for 8.4% of the Gross Domestic 
Product (GDP) in 2019. This contribution is due to the attractiveness and good value for 
money of its tourism products, primarily the resort/all-inclusive, sun and beach tourism 
model. As a tourism model based on tax incentives for priority development areas, it 
has ensured the creation of several competitive tourist sites within the country. 
 
That being said, increased regional competition, new traveller patterns and a changing 
tourism eco-system favouring sustainable and inclusive tourism products, demand 
structural changes. Fortunately, the Dominican Republic has the resources to benefit 
from new and upcoming traveller trends and concepts such as slow travel (a travel 
approach that emphasizes local community interaction), experiential travel experiences 
/ edventures, mindfulness (well-being), road-trips (prolonged trip in a vehicle), and 
bleisure (business and pleasure), among others. While not being adequately promoted 
as such yet, the destination is home to a vast range of natural and cultural heritage that 
would only need to be promoted and managed sustainably in order to be beneficial in 
the medium- to long-term. 
 
Based on a regional analysis of some of the main competitors of the Dominican Republic 
– Bahamas, Barbados, and Trinidad & Tobago – several weaknesses within the tourism 
sector of the Dominican Republic have been identified. 
 
Tourism governance and overall public-private cooperation will need to be improved, 
especially in regards to the completion of a tourism inventory, and the development of 
a National Tourism Policy and a Tourism Master Plan aimed at ensuring (i) a structured 
institutional approach, and (ii) a clear roadmap allowing for the diversification of the 
tourism offer. Also, in collaboration with the private sector, sustainable tourism policies 
aimed at the implementation of good practices and the surveillance and management 
of tourism resources would need to be developed. This can be achieved by fomenting 
a participatory tourism governance scheme between public and private sector 
organizations and non-governmental and community organizations. 
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The dependency on the all-inclusive resort and beach tourism approach will need to be 
reduced by developing a tourism product portfolio of high-value segments. Highly 
specialized guides, niche tourism offers and a tailored / interactive approach towards 
visitors should be studied as diversification strategies. With a high potential for 
specialization, especially in Pedernales, Puerto Plata (urban and historic and TCS); 
Santo Domingo (orange, creative cities, DTI) and other destinations with important 
nature-based tourism activities, there exists a strong opportunity to guide tourism 
development towards a qualified and customer-oriented offer. To guarantee emblematic 
products and high-value experiences, however, it will be necessary to (i) train tourism 
MSME in areas such as customer care and digitalization; (ii) ensure participatory 
governance schemes to ensure the joint ownership of locally based tourism products; 
(iii) adapt the tourism  
infrastructure and services according to the priority areas identified; (iv) study actual 
demand to enable the identification of priority segments; and (v) ensure the integrity of 
ecosystems and a balanced approach between heritage protection and tourism 
promotion through the development of sustainable management mechanisms. 
 
Finally, the Tourism Diversification Strategy should be considered as the common 
roadmap for all destinations, whereby specific regional nuances and particularities are 
integrated. The document includes a battery of specific recommendations for each 
territory (Santo Domingo, Montecristi, Samaná, Puerto Plata, Pedernales, and Miches), 
and lessons to be learned from the Sustainable Community Tourism project, which could 
be applied to the development of proposed new tourism products and experiences. 
 
Recommendations: 
 

 Improve tourism governance and public-private cooperation: 
o Completion of the tourism inventory, including a priorization and 

characterization of available tourism assets and attractions.  
o Development of a National Tourism Policy and a Tourism Master Plan 

to ensure (i) a structured institutional approach, and (ii) a clear roadmap 
for implementation.  

o Foment a participatory tourism governance scheme by developing 
horizontal cooperative mechanisms between public and private sector 
organizations and non-governmental and community organizations. 

 Product Diversification: 
o There is a high potential for specialization, especially in Pedernales 

(SAVE), Puerto Plata (urban and historic and TCS); Santo Domingo 
(orange, creative cities, DTI) and nature-based tourism activities.  

o Reduce dependency on the all-inclusive resort and beach tourism 
approach by developing a tourism product portfolio of high-value 
segments. Highly specialized guides, niche tourism offers and a tailored / 
interactive approach towards visitors should be studied as diversification 
strategies. 

o Guide tourism development towards a qualified and customer-oriented 
value chain; and a community with a tourist culture. It is necessary to 
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develop a virtual training program tailored to the needs and interests of 
tourism MSMEs. 

o Guarantee emblematic products and high-value experiences by 
developing participatory workshops that bring together the local host 
community and local businesses / service providers. 

o Study real and potential demand that enables the identification of priority 
segments. Adapt tourism infrastructure and tourism services accordingly.  

o Prioritize products according to potential, taking into account their level of 
development. 

 Drive towards sustainability: 
o Ensure integrity of ecosystems and balanced approach between heritage 

protection and tourism promotion by developing sustainable management 
mechanisms such as Carrying Capacity, Limit of Acceptable Change, etc. 

o In collaboration with the private sector, sustainable tourism policies aimed 
at the implementation of good practices and the surveillance and 
management of tourism resources should be developed.  

o Study an environmental service tax as part of the tourist activity. 
o Foment community ownership and participation, as a means to improve 

the visitor experience. 
 
 
 

Pillar III: Institutional Strengthening and Resilience Building 
 
-   Building Resilience of Tourism Enterprises to adapt to the COVID-19 Reality, 
including Safety and Hygiene. 
 
The main study results show that the Dominican Republic has successfully carried out 
various health and safety measures that, directly or indirectly, apply to tourism, with the 
aim of promoting the reactivation of tourism in a safe way. One of these measures has 
been the preparation and implementation of 8 biosafety protocols for the tourism sector 
that have been implemented to date by more than 500 organizations of different nature 
and size. A determined commitment by the authorities, in addition to effective public-
public cooperation in the design and implementation of health and safety measures, has 
resulted in the Dominican Republic being considered a safe travel destination that will 
allow for a gradual path to recovery. 
 
Whereas available protocols cover the needs of the tourism sector to a wide extent, 
there are several relevant sub-sectors that currently do not count upon adequate 
protocols, including the MICE sector, beaches, tourist information centres, tourist guides, 
and car rentals. Additionally, certain sub-sectors would need to be provided with tailored 
protocols – for example, spas and gyms – as opposed to being subsumed under the 
more generic hospitality protocols.  
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To guarantee efficiency and effectiveness in the implementation of health and safety 
measures in the tourism sector, monitoring, control and continuous improvement is 
considered key. There is a clear need to improve infection traceability and mapping. 
Permanent communication and cooperation structures between the main stakeholders 
of the tourism value chain would also need to be further strengthened. This would not 
only improve integral control mechanisms (digital traceability and control, and 
enforcement and inspection norms), but also promote efficient implementation through 
joint ownership of applicable norms. 
 
A more proactive approach towards promoting the Dominican Republic as a safe 
destination would also need to be explored, including targeted campaigns, the 
introduction of an official certification and signage system, and the development of 
specific web-based information. A data-based approach aimed at measuring how 
tourists perceive and relate to the Dominican Republic as a safe destination, as well as 
awareness-raising among stakeholders directly or indirectly related to the tourism sector, 
such as taxis, online platforms, and small local businesses, is also recommended. 
 
More than 30 representatives of the tourism sector of the Dominican Republic 
strengthened their skills and knowledge in workshops organized to prevent, reduce and 
manage risks related to COVID-19 and any other potential external crisis. Additionally, 
measures and strategies, aligned with the Sustainable Development Goals (SDGs) and 
the 2030 Agenda, the Sendai Framework for Disaster Risk Reduction and the Paris 
Agreement on Climate Change, were presented during the workshops that will 
contribute to the resilience and sustainable recovery of the post-pandemic tourism 
activity, and assist in promoting innovation, digitization, sustainable governance 
alliances. 
 
Beyond COVID-19, the training instances also allowed to identify additional potential 
risks to the Dominican Republic, including  climate change, natural threats and local and 
international economic crises capable of severely affecting the tourism industry. In this 
sense, the sessions focused on how to build personal, organizational and destination 
resilience, as a means to enhance existing skills and disaster knowledge response. 
Overall, a holistic approach to human security – promoted as the foundation for tourism 
security, resilience, vulnerability, risk, threats and disaster risk management - was 
conveyed through interactive and practical group sessions and work. 
 
Recommendations: 
 

 Continuous revision and update of health and safety protocols, including: 
o Sub-sectors currently with no adequate protocols, primarily MICE, 

beaches, tourist information centres, tourist guides, and car rentals. 
o Certain sub-sectors should be provided with tailored protocols – spas, 

gyms – as opposed to subsumption under the hospitality protocols. 
o Improve infection traceability and mapping. 
o Alignment with SDGs: 1) Accessibility 2) Environmental Management 3) 

Gender Perspective 4) Population in situation of vulnerability. 
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 Improve tourism governance and public-private coordination, including: 
o Establish permanent communication and cooperation structures between 

main stakeholders of the tourism value chain. 
o Establish health and safety management tools allowing for improved and 

individualized implementarion and control. 
o Simplify and harmonize, as much as possible, available protocols and 

standards to ensure efficiency and joint ownership. 
 Introduction of control and enforcement mechanisms, including: 

o Integral control mechanisms (digital traceability and control, and 
enforcement and inspection norms). 

o Tourism dashboard on tourism and COVID-19 indicators. 
o Improve the human skill-set: 1) Training in resilience and risk 

management 2) sectoral / business segment containment 3) New skills 
for the tourism value chain. 

 Communication and promotion of the Dominican Republic as a safe travel 
destination: 

o Proactive awareness raising approach: targeted campaigns, an official 
certification and signage, and specific web-based information. 

o Develop a data-based approach aimed at measuring how tourists 
perceive and relate to the Dominican Republic as a safe destination.  

o Awareness-raising among stakeholders directly or indirectly related to the 
tourism sector (taxis, online platforms, small local businesses, etc.).  

 
 
 

-   Tourism Market Intelligence Review and Analysis: destination management 
and big data  
 
Currently, the Dominican Republic is at a very initial stage in terms of collecting and 
assessing tourism data. That being said, with the support of various organizations from 
the tourism sector and beyond, a vast array of statistical data is available, which will 
have to be adequately collected and assessed to remain useful and target-oriented. 
Hence, the main objective of this component was to revise the country’s tourism 
intelligence strategy and focus on improving the overall measurement and monitoring 
capabilities of the tourism sector.  
 
Currently, the main information is collected by the platform SIT – Sistema de Inteligencia 
Turística – and further complemented by reports and statistical data received from other 
stakeholders, both public and private  and from the tourism sector and beyond. As the 
preliminary step that is to guide all further actions, the report proposes to utilise the open 
data sources of all relevant organizations to create a single and uniform database or 
source channel. Once established, it would then be crucial to clarify overarching 
objectives and needs, so as to ensure a targeted collection of statistical data; that is, 
what data would need to be collected, for what purpose, and through which available 
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channels. Also, technicalities, including the automatic download and tabulation of data, 
would need to be adequately assessed. 
 
With the creation of SITUR – Sistema de Información Turística de República 
Dominicana – the Dominican Republic has already commenced developing its initial 
tourism intelligence strategy. However, a medium- to long-term vision capable of 
adapting to constant technological innovation (new sources of information and tools, 
artificial intelligence, etc.) and stimulating the participation of the private sector, which 
plays a key role in the acquisition and analysis of relevant data through advanced 
technical tools, is required. Establishing such a holistic approach will strengthen the 
crisis response of the Dominican Republic and improve its overall tourism 
competitiveness. 
 
As to specific actions, the future evolution of the platform implies: (i) committing to 
deepened cooperation between the main stakeholders identified – the Central Bank of 
the Dominican Republic / Banco Central de la República Dominicana (BCRD), the Civil 
Aviation Authority / Junta de Aviación Civil, the central Migration Directorate / Dirección 
General de Migración (DGM), and the Ministry of Tourism of the Dominican Republic / 
Ministerio de Turismo (MITUR); (ii) carrying out a diagnosis of areas for improvement 
based on updated objectives – for example, aggregation of existing and non-grouped 
data sources, and the clear insertion of data statistics from the Internet and social 
networks; (iii) clarifying the information sources / the data environment by assessing the 
information gathered or not by SIT and incorporating new technological trends that are 
currently not being assessed, such as atificial intelligence and certain information 
available on social networks; (iv) committing to the formalization of training planning 
policies in the area of tourism market intelligence, so as to raise the capacities and 
competencies of involved actors; and (v.) micro-segmenting tourism demand, based on 
a qualitative analysis of potential clients, including socio-economic and cultural profiling, 
which will allow for a more targeted analysis of traveller needs and interests, and thus a 
more competitive destination offer. 
 
Overall, the predictive application of data is considered an efficient tool against external 
shocks, such as the COVID-19 pandemic. By promoting a horizontal tourism intelligence 
stategy involving all levels, both institutional and sectoral, a developmnent path is 
proposed capable of ensuring a competitive future for the tourism sector of the 
Dominican Republic. 
 
Recommendations: 
 

 The main objective of a revised tourism intelligence strategy is to increase the 
competitiveness of the Dominican Republic by expanding the sectoral analysis 
beyond numerical data, and improving measurement and monitoring 
capabilities of the tourism sector. Specific recommendations include: 

o Define and expand the objectives of statistical analysis and display of 
results. 

o Consolidate a single and uniform tourism database. 

39 

o Deepen cooperation between the main institutions collecting and 
assessing available tourism data, and ensure participating and 
engagement of the private tourism sector. 

o Improve technological tools to ensure transformation of data sets into 
knowledge, especially 'Machine Learning' and 'Deep Learning' processes. 

o Focus on tourism intelligence trainings, so as to improve the skill-set and 
competencies of involved actors. 

o Micro-segment tourism demand to ensure a more targeted and 
individualised analysis of ongoing needs and tourism trends. 

o Develop usage profiles in line with the UNWTO Global Code of Ethics. The 
existence of visualization tools and open access must be integrated into 
the strategic processes of public and private stakeholders. Public-private 
cooperation in this sense should be improved through the implementation 
of cooperative mechanisms. 

o Tourism Intelligence in the area of capacity building, granting those trained 
with a high degree of specialization. 

 
Key Actions in the area of Tourism Market Intelligence: 
 

 Awareness: 
o Definition of beneficiaries/key actors. Data awareness. 
o Exposure of objectives to interest groups, validation and consensus. 
o Identify data and define value for the tourism sector  
o Definition of training and awareness plans. 

 Analysis and Statistics: 
o Data variable analysis. 
o Definition of ‘Dashboard Global'. 
o Review of KPIs and preventive and reactive actions. 
o Statistical integration plan for structured and unstructured data. 

 Regulation and Cooperation: 
o Regulation of access to open data and technical interoperability of data. 
o Define public-private governance model. 
o Define impact of opening of data to the private sector. 

 Centralization: 
o Interministerial coordination plan for the single convergence of data and 

synergy definition (transport, security, industry, labour...). 
 Definition of a unified beneficiary contact point for the location request of 

data.Innovation: 
o Definition of impacts and innovative product/business models based on 

data. 
o Catalog applications and technological resources. 
o Catalog consulting companies focused on data analysis. 

 Development 
o Plans to encourage staff training in strategies based on data, primarily 

aimed at the development of tourism products and services. 
o Definition and incentives for the development of applications and 

technological resources based on IoT, Big Data, RRSS as well as 
structured data sources.   
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Annex 3: Promotional flyers produced for the 4 online tourism 
masterclasses 
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